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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　巻ノ零ぜろ　十字路







　西国と東国の「狭はざ間ま」。近江おうみと美み濃のとを隔へだてる「運命の地」、関せきヶが原はら。

　轟とどろく雷らい鳴めいの中。

　惟これ任とう日ひゆう向が守のかみ──明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでは、雨に打たれながら十字路の中央に立ち尽つくしていた。東から西へと抜ぬける東とう山さん道どう。南東から延びる伊い勢せ街かい道どう。北西から走り、伊勢街道へと繫つながる北ほつ国こく街道。三本の大街道が、この関ヶ原の中心地点で合流し、交こう叉さし、「十字路」を形作っている。それはまるで、この関ヶ原が明智光秀自身にとって、そして日ひノ本もとにとってもっとも重大な「運命」の岐き路ろであることを象しよう徴ちようしているかのように。

　東山道を西へ向かえば、関ヶ原最大の要地・松まつ尾お山やま。関ヶ原全体を俯ふ瞰かんできる上に、東山道を塞ふさぎ止めて安あ土づち城への道に「蓋ふた」をすることさえ可能な山である。開戦まであと数日に迫せまり来る関ヶ原での決戦で西軍が勝つか、東軍が勝つかは、いずれの軍がこの松尾山を奪だつ取しゆするかにかかっていた。織お田だ信のぶ奈なは、光秀にこの松尾山の確保を最優先するよう、命令を発している。そして光秀は今、信奈に命じられた通り、明智軍を率いてその松尾山へ登ろうとしている。

　だが、その心の内側では──。

（……ときは、いま……あめがしたしる……さつきかな……）

　自らの「運命」を細ほそ川かわ藤ふじ孝たかから告げられた衝しよう撃げきが、光秀の目を眩くらましていた。光秀がどれほど相良さがら良よし晴はるを庇かばっても、慕したっても、命を守っても、その失われた記き憶おくを取り戻もどしても、良晴は常に織田信奈一人を男として愛し続けていた。いつだって良晴にとって、仕えるべき主君にして伴はん侶りよたるべき心の「恋こい人びと」はこの世界にただ一人、織田信奈だった。光秀は、良晴を背後から支える母親役であり後こう輩はい。それはそれでよかった。祝しゆう言げんはあげられない。報むくわれない。それでもいい、と覚かく悟ごはできていた。「天あまの岩いわ戸と」が開き、信奈と良晴が日ノ本の「壁かべ」をともに越こえて人々の前で接せつ吻ぷんを交かわした時から、自分に割り込む余地がないことは、自覚していた。家臣として、そして後輩として二人を支えていければ、それでいいのだと。

　しかし。

　予期せぬ相良義よし陽ひの登場によって、「相良良晴を母親代わりとして支える」という光秀の役割は終わりを告げた。少なくとも、光秀はそう思った。思わざるを得なかった。動どう揺ようし、冷静さを失っているうちに、再び母を捕とらえられる不始末を犯おかした。心が虚うつろになった一いつ瞬しゆんの隙すきをつくように、細川藤孝からの求きゆう婚こん。そして──「古こ今きん伝でん授じゆ」の伝承。それは、「未来予言」だったのだ。

　明智光秀は、最後の土ど壇たん場ばで、織田信奈を裏切って、殺すのだ。

　それが、彼女の「未来」であり、「運命」。

　燃える清きよ水みず寺でらで良晴が見せたあの悲しみに満ちた目。ほんとうは、良晴はあの時、光秀になにを伝えたかったのか。その意味が、やっと理解できた。

　良晴は、光秀の「未来」を知っていたのだ。

（やっと、わかったです。十兵衛は。私は、先輩にとってなによりもかけがえのない夢を壊こわす大罪人。先輩の想おもい人を弑しいする「裏切りの将」だったのですね……）

　それでも相良良晴は明智光秀を慈いつくしんできた。信奈の「未来」を回かい避ひするために光秀を排はい除じよしようとはしなかった。理由を設けて織田家から切り離はなす機会はいくらでもあったはずなのに、けんめいに光秀を守り続けてきた。光秀の「運命」を変えるために、奔ほん走そうしてきてくれた。ただの一度も、相良良晴は明智光秀に「憎にくしみ」や「蔑さげすみ」の感情を抱いだいたりはしなかった。もしも良晴が先に織田信奈と出会っていなければ、明智光秀と先に出会っていれば、光秀はきっと相良良晴の想い人になれただろう。そのはずだった。

　だからこそ、耐たえがたかった。

　そのような「人生」を生きられる可能性は、「主しゆう殺ごろし」の自分には最初からなかったのだ、生しよう涯がいにわたって良晴と信奈に仕え、支え、己おのれの想いを押し殺し続けなければならないのだ。これは、自分に与あたえられた罰ばつだ。でも。でも。でも。私は、信奈さまを殺していない！　そんなこと、今まで考えたこともなかった……！　それなのに。犯したはずのない未来の罪が。忌いまわしい「運命」が、光秀の心を捉とらえて放してくれない。どうすれば償つぐなえるのだろう。まだ犯したことすらない未来の罪を。どうすれば、相良良晴に女性として愛されたのだろう。生まれた時から、私の人生の結末には「主殺し」と「失しつ恋れん」の二択たくしかなかったのだろうか。いったい、なぜ？

（母上。道どう三さんさま。十兵衛は、どうすればいいですか。どうすれば……）

　松尾山に陣じんを構えたその時、明智光秀の不安定で不確定な心は、「場」の力に引きずられるだろう。松尾山は、関ヶ原の合戦の帰き趨すうを決することのできる戦略的要地にして、関ヶ原の合戦における「裏切りの将」が布陣する「運命」の場所。

「……利とし三みつ。もはや、逃のがれられません。細川藤孝どのの勝ちです。これは、罰なのです。十兵衛はいつかどこかで、主君を裏切ったのです。日ノ本の歴史を、この世界の未来を、台無しにしてしまったのです。だから十兵衛は永遠に罪を犯し続け、罰を受け続けねばならないのです。相良先輩が未来から送られてきた理由が、わかりました。先輩という眩まぶしい『希望』こそが、私の犯した罪を知っているが故ゆえに決してこの手に摑つかむことのできない先輩の出現こそが、十兵衛に与えられた、最大の罰なのです……全軍を、松尾山へ……わが敵は……私の為なすべきことは……『運命』は……」

　闇やみの中に松尾山の山頂を呆ぼう然ぜんと見上げる光秀の背後に──。

　漆しつ黒こくの刺し客かくが、音もなく迫っていた。

　ついに「織田信奈殺害の主犯は惟任日向守」と気づいたガスパールが放った「切り札」。南なん蛮ばん人の父と、奴ど隷れいの母の間に生まれた少女・ヤスケが、闇やみの中から無言で急接近してきた。ヤスケは日本人が知らない暗殺術を身につけている。完全に気配を殺したヤスケが夜の闇に潜ひそめば、武士といえども容易には気取れない。光秀の副将を務める斎さい藤とう利三が、光秀の背後に出現したヤスケの姿に気づいた時にはもう、必殺の間合いをヤスケに奪うばわれていた。

「く、曲くせ者もの!?　しまったあっ!?　姫ひめ！」

　ヤスケがその細い二本の腕うでで光秀の後頭部を挟はさもうとした、その時。

　瞬間、松尾山の近くに墜おちた雷かみなりが、闇に覆おおわれて隠かくされた関ヶ原の全体像を、松尾山の全ぜん貌ぼうを、鮮あざやかに照らし出していた。

　それは、ほんの、一瞬の出来事だった。

　そして。

　惟任日向守は。明智十兵衛光秀は。







　巻ノ一　墨すの俣また







　関せきヶが原はらから東進してきた雨雲が、激しい雨を降らせている。

　墨俣の地に、長なが良ら川がわの急流の中に今、織お田だ信のぶ奈なの宿星が墜ちようとしていた。

「行くな、信奈！　ちくしょう！　流れが急すぎる！　俺の馬じゃ間に合わねえ！　信奈が、渡わたりきってしまう！　俺の夢が！　行ってしまう！　手の届かないところへ！」

　これまで未来から召しよう喚かんされた相良さがら良よし晴はるは、織田信奈の運命を変えるために奔走してきた。何度も、死線を潜くぐり抜けてきた。次々と訪おとずれる信奈の生涯における分岐点、天てん下か布ふ武ぶという夢のために戦い続ける信奈を「第六天魔ま王おう」へと変えてしまう決定的な事件を、良晴は命を捨てて阻そ止ししてきた。いつしか二人の間に主従の忠誠関係を越えた友情が生まれ、恋となり、そして──。

　尾お張わり統一のために信奈が断行するはずだった弟・津つ田だ信のぶ澄すみの暗殺。

　長良川の合戦で息子・義よし龍たつに討うたれる運命だった義父・斎さい藤とう道どう三さんの救きゆう援えん。

　天下を震しん撼かんさせる大事件となるはずだった比ひ叡えい山ざん焼き討ち・僧そう侶りよ撫なで斬ぎりの阻止。

　伊い勢せ長なが島しま一いつ揆き衆の焼き討ちと、大おお坂さか本ほん猫びよう寺じとの泥どろ沼ぬまの十年戦争の阻止。

　織田家を裏切ることになった義ぎ弟てい・浅あざ井い長なが政まさを小お谷だに城に討つ運命をも、変えた。

　だがしかし、いつしか少年から戦国を生きる歴戦の武将として成長していた良晴は、一人の男としては織田信奈ただ一人を一いち途ずに愛したが、「すべての実を拾う」という想いは、どれほどの苦境に陥おちいっても決して捨てなかった。良晴は、自らの運命に抗あらがいながら凜り々りしく戦国の世に生きる姫武将たちを尊敬し、敬愛していた。良晴にとっては、敵も味方もなかった。この戦乱は、彼女たちのうちの誰だれがはじめたわけでもなかったのだ。良晴にとっては彼女たちはみな、同じ日ひノ本もとに生きる日本人だった。武たけ田だ信しん玄げんも。上うえ杉すぎ謙けん信しんも。小こ早ばや川かわ隆たか景かげも。島しま津づ家いえ久ひさも。相良義よし陽ひも。大おお友とも宗そう麟りんも。むろん、竹たけ中なか半はん兵べ衛えや黒くろ田だ官かん兵べ衛えも。そして──惟これ任とう日ひゆう向が守のかみ・明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでも。

　その「誰も見捨てない」という選択が間ま違ちがっていたはずはない。

「信奈を魔王にしない」という決断が過あやまちであったはずがない。

　たとえ、すべてが、失敗に終わったとしても。

　この長良川に、二人の夢が、散さん華げしたとしても。

　滝たき川がわ一かず益ます。

　島津家久。

　相良義陽。

　三人の姫武将が、それぞれ兵を率いて良晴と信奈を長良川から救い出そうと必死に前進を試みるが、徳とく川がわ勢が「壁」となってこれを阻はばんでいた。信奈と良晴以外の西軍兵は一人も長良川へ入れるべからず、と徳川勢全軍が一丸となって不動の姿勢で守りを固めている。徳川家が誇ほこる三み河かわ兵ほど粘ねばり強く守りに強い兵は、日ノ本にいない。唯ゆい一いつの救いは、徳川兵の誰もが信奈と良晴を討ち取ろうとしないことだけだった。

　今、信奈も良晴も、西軍の将兵たちから離れて完全に孤こ立りつしている。徳川軍最強を誇る本ほん多だ忠ただ勝かつや、姿を見せていないがあの服部はつとり半はん蔵ぞうがそのつもりになれば、容易に討ち取れるはずだ。だが、つい先日まで辛しん苦くをともにしてきた二人を直接殺すことは、彼らにとっても忍しのびないのだろう。

　あるいは、徳川軍を指揮する軍師・本多正まさ信のぶが「そのような真ま似ねをしては徳川家いえ康やすの律りち儀ぎの名に消えない汚お点てんがついてしまう」と信奈と良晴を殺すことを禁止したのかもしれない。そのような仕事は、織田家にとって長年の宿敵である武田軍に任せるべきなのだ。

　だが、信奈がこのまま長良川の東岸に到とう達たつしてしまえば、もう止められない。すべては終わる。

　万ばん事じ休すか、と良晴は思った。

　いや、まだだ。

　まだ、終わっていない。

　まだ信奈は生きている。信澄の後を追うために岐ぎ阜ふ城下へと突とつ進しんしようとしているが、生きている。そして俺もまた生きている。

「くそっ！　俺の馬術じゃ間に合わない！　こうなったら俺自身が！　この長良川の激流の中を泳いで、信奈に追いついて、そして連れ戻す！」

　良晴は、馬を捨て、鎧よろいを捨てて、黒い渦うずの中に飛び込んでいた。




「信奈あああああっ！　俺は、絶対にあきらめない！」




　もがいた。

　叫さけびながら、黒こく龍りゆうの如ごとくうねり暴れている長良川の濁だく流りゆうに逆らい、信奈のもとを目指した。

　水を飲んだ。声がかれた。腕が、身体が重くなった。どれほどの気力を奮い起こし抗おうとしても、この濁流には逆らえない。それでも、叫び続けながら、泳ごうと暴れ続けた。

（拙せつ者しやたち川かわ並なみ衆しゆうは、川かわ賊ぞくでござる。長良川・木き曾そ川がわの急流はお手の物）

　この長良川に筏いかだを流して斎藤道三救援という無む謀ぼうに最後まで付き合ってくれた、五ご右衛え門もんの言葉。

（よくぞ試練を突破したな、小こ僧ぞう。村むら上かみ水軍へようこそ、と歓かん迎げいしてやらあ。ただし瀬せ戸と内うちの海じゃあ、板一枚隔へだてた下は地じ獄ごくよ。俺のもとで一ヶ月を見事に生き延びりゃあ立派な海賊だぜ、がはは）

　毛もう利り家に拾われて村上水軍で「海賊見習い」として雇やとわれることになった時の、村上武たけ吉よしの荒あらっぽい歓迎の言葉。

　常に、良晴は「水」に縁えんがあった。水は味方にもなれば、敵にもなる。恐おそろしい鉄てつ砲ぽう水みずや津つ波なみとなって人を襲おそうこともあれば、人を生かすこともある。だが、今の長良川は、人を容よう赦しやなく溺おぼれさせる恐ろしい厄やく災さいそのものとなっていた。ああ。俺がもしもイルカのように自由に泳げたら、と良晴は思った。この激流の中をまっすぐに泳いで渡って、信奈の、手を摑み取って──。

「……良晴……!?」

　信奈の声が聞こえた。もう、身体の自由が利きかなかった。イルカになるどころか、俺は溺れかけているらしい。泳いでいると思っていたのは、俺だけらしい。

「良晴……良晴！　やめて！　あなたまで、死なないで！」

　俺の声が届いた。信奈は、岐阜城へと向かう死の行軍を、止めてくれた。俺のもとへ、戻もどって来てくれる。信奈。だが。

「のぶなちゃんが馬を反転させたのじゃ！　者ども、なんとしても長良川へ突入し、二人を救出するのじゃ！」

「んにゃ！　総当たりぞ。なんとしても、徳川勢の壁かべを崩くずせ！」

「良晴。絶対に死なせぬ！」

　一益たち率いる織田軍のけんめいの突進を、徳川軍はなおも阻む。戦力はほぼ互ご角かく。しかし敵味方が入り乱れての乱戦となれば、徳川軍が圧あつ倒とう的てきに強い。崩せない。織田軍の兵は、白兵戦に弱い。間に合わない。

「……良晴。ごめんなさい……！　わたしは。わたしは」

　信奈に、俺の声が届いた。信奈が、戻ってくる。俺は報むくわれた。でも、徳川軍という「壁」は、二人を墨俣には帰してくれないだろう。俺は、この濁流に流されていく。信奈は西岸へと戻ることができない。東岸に登れば、武田軍が襲いかかってくる。結局、信奈の運命は──。

「ごめんなさい……！　わたしは……あなたが期待しているような英えい雄ゆうに、なれなかった……！　これほどにあなたに尽つくしてもらってきたのに、あと一歩で天下布武を果たすことが、できなかった……！　竹たけ千ち代よを失い、勘かん十じゆう郎ろうを殺されたことで、自分自身を見失って、そして、すべてを失ってしまった……でも、あなただけは」

　手を、摑まれていた。

　信奈。

　馬ば鹿かっ！

　お前まで、馬を捨ててこの濁流に飛び込んで、どうするんだ！

　これじゃ、俺が溺れ死ぬ意味すら……！

　だいいち、お前、泳げないじゃないか……！

「今生ではついに結ばれなかったけれど。もう、離はなれないわ。良晴」

　肺の中の空気が尽きた良晴の唇くちびるに、信奈が唇を押し当てて、空気を送り込んできた。この濁流の中。抱だき合っている二人の身体は、問答無用に流されつつある。

　お前が俺のために命を投げ出してどうするんだ、信奈。

　これじゃ、立場が逆じゃないか。

　俺なんかは切り捨てて、天下布武へと突つき進める。それが──。

　いや。そうじゃない。俺が好きになって、そして愛した信奈は、はじめからこういう女の子だった。こういう人間だった。だからこそ、俺は。

　では、俺の奔ほん走そうは──戦国時代での俺の戦いは。日々は。選せん択たくは。すべて、無む駄だだったのだろうか？

　しかし。

　この時。

　薄うすれていく意識の中で、良晴は、聞いた。

　どこか懐なつかしい、薩さつ摩ま隼はや人とたちのあの狂きよう乱らんしたかのような「猿えん叫きよう」を。

　それは戦争なのか、殺し合いなのか、それとも祝祭なのか。

　修しゆ羅らの国で果てしなき死し闘とうを繰くり広げてきた、あの薩摩隼人たちの怒ど号ごうを。

　そして。




「お待たせ、良晴く～ん！　『運命』に導かれて、良晴くんと織田信奈を助けにきたよ～！　九州六ヶ国の女王・大友宗麟、華か麗れいに見参！　『弟殺し』の輪りん廻ねを断たち切る役回りは、この宗麟に任せて！　薩摩の兵へ児このみんな～！　これより徳川勢を真っ二つに断ち割り、織田信奈と良晴くんを長良川より救援して！」

「島津惟い新しん義よし弘ひろ、相良良晴どのの恩義に報いるべく、西軍にご加勢いたす！　策などはない！　まっすぐに徳川の陣じんの中央を突破し、この私と大友宗麟を、あの二人のもとへと生かして送り届けよ！　駆かけよ！　みな、一本の錐きりとなって徳川の壁に穴を穿うがて！」




　大友宗麟と、島津義弘。

　噓うそだろう。

　俺は、夢を見ているんだ。

　大友宗麟は、龍りゆう造ぞう寺じ家の残存兵力をまとめて激しく抵てい抗こうしている鍋なべ島しま直なお茂しげと戦っているはずだ。

　義弘もまた今、九州で甲か斐い宗そう運うんと戦っているはずだ。

　九州を遠く離れた美み濃のの墨俣に現れる、はずがない。

　これは、奇き跡せきなのか。




「んにゃ!?　どうしてここに？　義弘ねぇ!?」

「家久。お前が勝手に良晴どのについていってしまったから、選よりすぐりの薩摩隼人たちとともに追いかけてきた！　私は、響ひび野きの原はらでは相良義陽救きゆう援えんに一歩間に合わなかった！　こんどこそは、借りを返す！　兵児どもよ、必ず相良良晴どのの命を救え！　三河侍ざむらいどもに島津の修羅の強さを見せつける時ぞ！　穿て！　穿ち抜ぬけ！」




　なにがどうなったのか、そこから先の良晴の記き憶おくは混乱している。

　良晴も信奈ももう、決して手放さぬようにお互たがいの身体からだを抱き留めて濁流の中で抗うことしかできなかった。信奈を手放せば、信奈の身体はたちどころに流されて消えてしまう。だから、踏ふみとどまった。

　悲ひ壮そうでありながら、どこか陽気な──まるで祭りがはじまったかのような「猿叫」が天と地を震しん撼かんさせながら墨俣の戦場に木霊こだまする中。

　あれほどの堅かたさを誇っていた徳川軍が、壊かい乱らんしていた。

　昨日までの友だった織田軍との合戦という悲壮な状じよう況きようの中、主君に仕える番犬のように沈ちん黙もくを守り続け、「厭おん離り穢え土ど欣ごん求ぐ浄じよう土ど」という陰いん々いん滅めつ々めつとした軍旗を翻ひるがえして不動を保ち続けていた徳川軍は、「ちぇすとおおおお」と本州の人間が聞いたこともないような大音量で絶ぜつ叫きようし、種たね子が島しまを放ちながら千五百というわずかな数で徳川陣の中央を目指して突進してくる島津軍のあまりの異様さに動どう揺ようし、真っ二つに本陣を割られて敗走していた。

　島津義弘による、敵中突破。

　徳川軍は、織田軍の渡と河かを防ぐという役目こそ徹てつ底ていして遂すい行こうしていたが、相手は桶おけ狭はざ間まの合戦以来の盟友である織田軍であり織田信奈なのだ。「進んで攻せめ、相手と戦う」という戦意の面ではどうしても一歩退ひけていた。対する島津義弘、義弘が率いてきた薩摩隼人たち、そして即そく座ざに「穿ち抜き」の陣の先頭へと加わった島津家久は、「響野原での恥はじをそそぐ時ぞ」と容赦のない戦意に燃えていた。

「馬鹿な。こんな戦いくさが……わずか千五百人の小勢が……総大将を前進させるために全員が死兵と化して万の軍勢めがけて押し寄せてくるだなんて!?」

　徳川方の軍師・本多正信は、このような狂くるった戦術など、見たことも聞いたこともなかった。対処できなかった。まさか、と思った時にはもう、島津義弘と島津家久の姉し妹まいがともに馬を駆って徳川本陣──「墨俣城」と命名された砦とりでの真正面へと出現していた。義弘は、己おのれの道を阻もうとする三河兵を斬きって斬って斬り続ける。そのすぐ背後から、家久が種子島を連射して義弘を守る。兵児たちは地を駆けながら種子島を放ち、撃うち終えると投げ捨て、抜ばつ刀とうして斬り込みをかける。本州の武士が用いる流麗な剣けん術じゆつとは違ちがう。いっさいの防ぼう御ぎよを捨て、相打ち覚かく悟ごで渾こん身しんの一いち撃げきを放ち相手の頭部を兜かぶとごと叩たたき割るという、異形の術だった。いや、術などではない。義弘と家久を長良川へ到とう達たつさせるために、千五百人の男たちが迷いなく己の命と敵兵の命とを交こう換かんするために続々と死地に飛び込んで「気」を放つという、修羅の剣だった。本多正信は、悲鳴に近い叫び声をあげていた。

「島津兵は、まるで死を求めるかのように飛び込んでくる。槍やりの間合いを潰つぶされる！　長なが柄えの足軽では勝負にならない！」

　水中で信奈の身体を抱き留めながら溺れかけていた良晴にはその島津兵たちの勇姿を見ることはできなかったが、修羅の国最強を誇ほこる薩摩隼人たちの「狂している」としか表現できない戦いぶりが、ありありとわかった。

　この時、三河最強・徳川軍団最強を誇る本多忠勝が島津軍に突とつ進しんしなかった理由は、突とつ如じよとして真正面に出現した島津軍から徳川家康と本多正信を守りながら後退する任務についたからだった。本多忠勝と島津義弘の一いつ騎き打うちが実現していれば、「穿ち抜き」は失敗し、良晴と信奈を救出するという義弘の願いは頓とん挫ざしたかもしれないが、それと引き換かえに徳川家康と本多正信の首は間違いなく落ちていただろう。義弘を忠勝が足止めしても、その隙すきに確実に家久が家康と正信の首を盗とっただろう。この時代の誰だれも知らないが、良晴だけは知っている。戦場で敵の大将の首を盗るという「能力」にかけては、島津家久の右に出る武将は存在しないことを──。

「三河兵どもよ！　この日ノ本が、穢土などであるわけがない！　われら薩摩隼人は、この世ならぬ浄土など望まぬ！　ただいちどの生をこの日ノ本の大地で生き、ただいちどの生を生ききるために戦って死ぬのだ！　者ども！　相良良晴どのと織田信奈どのを、生かせえええっ！」

　前ぜん代だい未み聞もんの「敵中突破」は、成った。

　義弘がなにか策を弄ろうしていれば、知ち恵え者の本多正信は対処できたはずだった。だが義弘は無策だった。真正面から少数の兵で敵陣に突とつ撃げきして力ずくで中央突破するという、本州の武将たちからすれば「ほんとうに狂っている」としか思えない無む謀ぼうな行こう為いに出た。蛮ばん行こう、と言っていい。薩摩隼人たちは誰も、死を恐れていない。「穿ち抜き」が死ぬためではなく、生きるための──命を救うための死の突進だと、彼らは知っている。だが響野原の死闘を知らない三河兵たちには、むろん理解できない。彼らは、織田軍とも武田軍ともまるで異なる島津軍の異様さに、恐きよう怖ふした。

　徳川勢が混乱し、敗走する中──。

　良晴の身体は、「膝ひざ折おり栗くり毛げ」に跨またがって長良川へと突進してきた島津義弘に抱き上げられていた。

「こんどは間に合いました、相良良晴どの。家久のおかげです。家久が勝手に九州を飛びだしていなければ、私も追いかけてはいませんでした」

　九州戦線はだいじょうぶなのか、と良晴は義弘に尋たずねたかったが、声が出てこなかった。水を大量に飲んでいる。むせた。息が詰つまっていた。

「家久には悪いが、空気を送って蘇そ生せいさせてもらいます。ご、ご免めん！」

　島津義弘が良晴に人工呼吸しようとするそのさまを、すぐ隣となりで大友宗麟の馬に引き上げられていた信奈も見ていたはずだが、この時ばかりは見み逃のがしてもらえたらしい。信奈自身、意識がもうろうとしていて、夢うつつだったのだろう。もっとも、

「残念、島津義弘！　そのお役目は、宗麟がいただいたぁ！　南なん蛮ばんのおとぎ話ではぁ、王子さまはお姫ひめさまの接せつ吻ぷんで目覚めるんだよ。だからぁ、宗麟が」

「……むぐっ!?」

「ああっ!?　宗麟、きっ貴様っ!?　兵も連れずにのこのこついてきて、いいところだけ奪うばっていくとは？」

「そそそ宗麟、なにをしちょる！　さては宗麟も、相良さぁを追いかけて……！　相良さぁは渡わたさぬ！」

　戦国日ノ本の伝説となる「敵中突破」を果たして興奮していた島津姉妹が、激怒して同時に抜刀していた。




　相良良晴と織田信奈の救援を果たした島津軍と大友宗麟は、長良川西岸へと舞まい戻もどり、滝川一益たち率いる織田軍本隊へと合流を果たしていた。

　全滅必至の中央突破というあり得ない攻こう撃げきをにわかに受けて大混乱を来きたした徳川軍は長良川東岸へと退たい却きやくし、かろうじて踏みとどまっていた。守勢に回れば、やはり徳川軍の三河兵たちは粘ねばり強い。

「織田信奈どの。お初にお目にかかります。私は薩摩島津家の二番目の妹、島津惟新義弘。わが島津家は、九州で相良良晴どのに多大な恩を受け借りを作りました。その借りを返すために精兵千五百名を引き連れて西軍にはせ参じました。家久が兵児も率いずに勝手に良晴どのについていってしまったので、残る三姉妹を代表して私が急きゆう遽きよ本州に。大おお垣がき城へ向かおうとしていた途と中ちゆう、急な作戦変へん更こうを聞きつけてこの墨俣へ。間に合って幸運でした」

　信奈は大友宗麟の背中に抱きつきながら、「……デアルカ」とうなずいていた。生せい還かんして冷静さを取り戻した信奈は、「信澄討うち死に」という現実に再び立ち戻らねばならなかった。涙なみだを抑おさえることが、できなかった。義弘に対して「礼」を口にしたが、その声は、言葉になっていなかった。

「……島津姉妹も薩摩隼人どもも、みな化け物なのじゃ。同じ人間とは思えぬ。姫は絶対に西国にはかかわりとうない」

　滝川一益がおどけてみせたが、信奈は泣き止やむことがなかった。

　ただ一人の弟君を亡なくされたのだ、仕方があるまい、しかし信奈どのに今すぐに立ち直って軍を進退していただかねばわれらは墨俣に孤こ立りつする、徳川軍はなおも東岸に踏みとどまってこちらを睨にらんでいる、まもなく岐阜城を落とした武田軍が動くだろう、と相良義陽が歯がみしていると──。

「……私はね。なぜか、あなたに呼ばれているような気がして、義弘に連れてきてもらったんだよ。天てん下か布ふ武ぶの戦いを続ける織田信奈さまを補ほ佐さすることができる人はあなただけですと、以前からずっとガスパールさまに教えられていた。その時は、その言葉の意味がわからなかったけれど……もしかしたら、って思って」

　大友宗麟が、信奈の身体をそっと抱だきながら、囁ささやいていた。

「……弟を戦で失って、悲しかったんだね。相良良晴くんの手をひとたびは振ふり切ってしまったほどに、我われを忘れるほどに、苦しいんだよね。でもあなたは頑がん張ばったよ。宗麟のように、戦から逃にげて弟を死なせてしまったんじゃない。弟を助けるために、戦ったんだから。ほんとうに、頑張ったよ。津田信澄どのは、あなたに生きてほしい、って願っているはずだよ。だって、あなたにこれほどに愛されていたのだから──」

「……でも……わたしは……わたしは、勘十郎を、この手で、殺そうとしたの……尾張を統一しなければならなかった時に……わたしは、勘十郎との家か督とく争いに、母上を巡めぐる葛かつ藤とうに、耐たえきれなくなったの。だから、勘十郎から、逃げようと……」

「でも、逃げなかったでしょう。殺さなかったわ。弟を、愛したのでしょう。だからあなたは、宗麟よりもずっとずっと強い人だよ。ザビエルさまはあなたにジパングの、そしてこの世界の未来を見ていた。ガスパールさまはあなたをジパングの女王に相応ふさわしい人だといつも言っていた。そして、相良良晴くんも……南蛮から来た人たちも。未来から来た殿との方がたも。いつも、みんな宗麟ではなくあなたを褒ほめていた。あなたを補佐しろ、とガスパールさまに言われた時は、ちょっと傷ついていた。良晴くんの心があなたのものになって、宗麟のものにならなかった時も。でも、こうしてはじめてあなたと直接出会って、やっとわかったよ。宗麟は弟たちから逃げ続けたけれど、あなたは決して逃げださなかったんだって。合戦の日々を過ごしてもなお、信しん仰こうの世界に逃とう避ひしなかった。恋こいをしても、天下布武の志は投げ出さなかった。最後まで弟を、守ろうとした……」

「……違う。それは……良晴が……止めてくれたから……わたしは……！」

「それはあなたに、良晴くんの心を捉とらえて離さない輝かがやきが、勇気が、あったからだよ。天下布武まで。そして良晴くんとの祝しゆう言げんまで。あと、一戦だよ。頑張れるよね？」

「……でも……勘十郎、が……」

「宗麟が、代わりに隣にいるよ。だから。戦おう。私も、私の臆おく病びようのために死んでいった弟たちのために、戦いに来たんだよ──あなたと一いつ緒しよに」

　目鼻をくり抜いて中に蠟ろう燭そくを点ともしている「人面かぼちゃ」を、宗麟は掲かかげていた。

「これは、南蛮の盂う蘭ら盆ぼん会えで用いる、死者の魂たましいを送るためのかぼちゃの提ちよう灯ちんなの。長良川に、送ろう」

　信奈は、宗麟に抱きしめられながら、声をあげて泣いた。

　もう、だいじょうぶじゃ。姫にはのぶなちゃんの心が救われていくのが見えるのじゃ、と一益が鼻をすんすんと鳴らしながら夜空を見上げていた。

　馬上でようやく体力を回復した良晴は、今は亡きフランシスコ・ザビエルが信奈と大友宗麟、この二人の姫武将と出会い、なんらかの共通点を見み出いだしていたことも、ザビエルの跡あとを継ついで日ノ本に渡ってきたあのガスパールが執しつ拗ように信奈と宗麟を「新生ジパング」政権の二本の柱となすために動いていたことも、知っている。ガスパールが宗麟を信奈に出会わせるために奔ほん走そうしていた理由は、やはり、「信澄の運命」にあったのだ。

（俺が歴史に介かい入にゆうしなければ、信澄は信奈に討たれていた。信澄の死は、「運命」だった。ガスパールが未来の俺なのか、それとも人違いなのかはともかく、あいつはプラトン立体を用いて信澄の運命をある程度予知していたんだろう。信澄を失った信奈の心を、癒いやすことができる少女──弟を次々と失い続けてきた大友宗麟こそが信奈の「親友」となるに相応しいと、ガスパールは見通していたんだな）

　予期せぬ島津義弘の救きゆう援えんに関しては、良晴と島津家との信しん頼らい関係から生じたものだから、良晴の奔走が想像していなかった形で報むくわれたのだと言っていい。

　だが、大友宗麟が信奈のもとにこうして現れて、「信澄討ち死に」の悲劇に押し潰されそうになっていた信奈の心を救おうとしていることについては、信澄が死ぬという未来を予知し、今まで宗麟と信奈の絆きずなを繫つなぐべく立ち回ってきたガスパールの蒔まいた「実」が生なったのだと言える。

（やはりあいつは、俺と同じく、純じゆん粋すいに信奈を救うために、信奈の運命を変えるために日ノ本に来たんだな。いよいよ、あいつの正体が「二周目」の俺だという可能性が高くなってきた……）

　義陽が、良晴の背中をぽんと叩きながら、微笑ほほえんでいた。

「どうした良晴？　なにを悩なやむ？　お前の今までの行動が、報われる時が来たのだ。お前が木き崎ざき原ばるで、響野原で、高たか城で、そして沖おき田た畷なわてで九州の姫武将たちのために必死で奔走してきたからこそ、こうして島津義弘と大友宗麟が本州まで駆かけつけてくれたのではないか。お前は、必ず運命に勝てる。及およばずながら私もいる。私には武勇はないが、相良軍の副将くらいはできる。ほら、胸を張れ」

　良晴は義陽にいずれガスパールの件を打ち明けねばならない。だが、今は合戦中だ。それに、人が多すぎる。

「良晴。私とお前が時代を超こえて巡り会った理由も、いずれ明らかになるだろう。これは姉としての予感だが、私は、お前にとって誰よりも貢こう献けんすることになる。お前がお前自身の運命に打ち勝つための、決定的な切り札になれる。そんな気がする」

「……義陽姉さん……それって、どういう意味？」

「さあ。それがわかれば、占うらない師になれる。私にもまだわからぬが、いずれその時が来れば、わかるはずだ。お前は、報われるべきだ。そのためならば、私はどんなことだってできる。だから安心しろ。運命を恐おそれるな、良晴」

　義陽が白い指を星空に向けてかざしながら、「最後は姉が美お味いしいところを持っていく、それが正しいお姉ちゃん道だ」とまた笑った──だがこの時、良晴は、やっと気づいた。

「いや待ってくれ。島津義弘と大友宗麟。この二人が九州戦線を放置してだいじょうぶなのか？　本州戦線に加わってくれたのはありがたいが、九州戦線がまずいことになるんじゃないか!?　徳とく千ち代よはだいじょうぶなのか!?」

　そう。

　島津家はなおも阿あ蘇そ家に仕える甲斐宗運と八やつ代しろで戦っているはずだし、大友宗麟に至っては主力兵のほとんどを黒田官兵衛に預け、自らは寡か兵へいで龍造寺家の残党を率いる鍋島直茂と交戦中だったはずだ。

　島津家の「武」を司つかさどる島津義弘と家久。

　大友家の当主・大友宗麟。

　この二人が九州戦線から離り脱だつすれば、島津・大友ともに大おお幅はばな戦力減となる。

　島津家は、あの最さい凶きようの修しゆ羅ら・甲斐宗運を防ぎ止めるために義弘が必要だったはずだし、大友家はほとんどの軍勢を官兵衛に預けてしまっているから、当主の宗麟が自ら総大将として鍋島勢を防がねば厳しいはずだ。

「だいじょうぶだよ～。あまり時間はないけれど、道どう雪せつと紹じよう運うんがきっと持ちこたえてくれる！　野戦になれば、信奈ちゃんと良晴くんは別々に軍を率いて戦わなければならないよね。良晴くんの代わりに、宗麟が信奈ちゃんの副官として補佐する。二人の役に立てるよ！」

「良晴どの。私も宗麟どのも無む為い無む策さくで九州を離はなれたというわけではありません。ただ、九州戦線が厳しい戦いになったことは否いなめません」

　島津義弘が表情を引き締しめながら、九州戦線から遠えん征せいへ向かう経けい緯いを良晴たちに語った。




　　　　※




　九州戦線は、沖田畷の合戦に敗れた龍造寺隆たか信のぶが降こう伏ふくした直後から激しく動いていた。

　相良良晴が松まつ浦ら党を引き入れた小こ西にし弥や九く郎ろう率いる船団に合流して本州へと急行した時、まだ九州には島津・大友家連合に頑強に抵てい抗こうする二大勢力が残っていた。

　龍造寺隆信から家督を継いだ、肥ひ前ぜん佐さ嘉がの鍋島直茂。

　甲斐宗運に八代を攻せめさせている、北肥ひ後ごの阿蘇家。

　この両家である。




　島津義弘の本州出撃は、容易に決定したものではない。

　島津家久の単独再さい上じよう洛らく。八代の陣じん中ちゆうへ駆け込んできて島津三姉し妹まいにこの急報を伝えた新にい納ろ武蔵むさしが「申し訳ございませぬ～！　姫ひめさまにかわいくおねだりされて、この武蔵、つい承しよう諾だくしてしまいました！　この上は、切腹いたします！」と短刀を抜ぬいて騒さわぎだした時、三姉妹は色を失って武蔵を止め、ただちに三人だけで軍議を開いた。

「家久の奴やつ！　いったいなにをしているのだ……兵へ児こも引き連れずに一人で合戦に行く奴がいるか！　かくなる上は島津全軍で本州へ乗り込むべし！　徳千代も連れて行けば問題ない！」

「いやあ～、どうしようかねえ。こんな時は、稲いな荷りの神かみさまに尋たずねてみるしかないよね義弘ちゃん」

「姉上、おみくじに頼たよる必要はない！　論ずるまでもない、島津全軍で」

「落ち着いて、義弘姉さん！　全軍を本州へ連れて行ける数の船なんてないわよ！　運ぶにしても千五百人が精せい一いつ杯ぱい！　だいいち目の前に甲斐宗運軍が死兵となって展開しているのに、八代と薩摩の守りを放ほう棄きしてどうするのよ？」

　八代を攻こう略りやくすべく布陣している甲斐宗運は、ただ一人生き延びている嫡ちやく男なんを人ひと質じちに取られている。阿蘇家の命令に従わねばならない。

　阿蘇家としては、龍造寺家が島津家久を相手に沖田畷で信じがたい歴史的大敗を喫きつして総大将の隆信をはじめ四天王のうち四人までもが深手を負って大友宗麟に捕とらわれるという事態を目まの当たりにした今、大おお慌あわてで島津・大友連合軍に降伏したい。だが、兄から龍造寺家を「継いだ」と号する鍋島直茂がそれを許さないのだ。鍋島直茂が忍しのびを用い毒を用い「暗殺」を用いることは知れ渡わたっている。ここで鍋島を裏切ればどこまで逃げても必ず葉は隠がくれ忍にん群ぐんに殺される、と阿蘇惟これ将まさは心底怯おびえているという。

　阿蘇惟将はもはや、阿蘇家をただ一人で支え続けていた歴戦の猛もう将しよう、「修羅の中の修羅」甲斐宗運に自家の存続を賭かけるしかなかった。

　鍋島家が大友宗麟と戦う間、甲斐家は必ず八代で島津軍を防ぎ止め、一ヶ月のうちに八代と人ひと吉よしを落として薩摩まで攻め入るべし、それが鍋島直茂からの阿蘇家への「厳命」だったのだ。

「しかし歳とし久ひさ。家久を一人で武田だの上杉だの毛利だのとの一大決戦に投入することはできない！　家久は軍略家だ。家久の力を戦場で発揮させるためには、島津が誇ほこる兵児どもが必要だ！　織田の兵は本州の兵の中でも極きよく端たんに弱いと聞く！　このままでは家久は」

「義弘姉さんは、家久のことになると知力が限りなく零ぜろになるんだから。いい？　鍋島と甲斐宗運が立ちはだかっている以上、全軍で陸路から本州へ向かうことは不可能。でも、船団を率いて千五百の精せい鋭えいを援軍として送ることは可能よ。三姉妹のうち、誰だれかが援軍の総大将として本州へ。残る二人は八代に留とどまって甲斐宗運と戦う。ただし、本州での決戦は複数の大名家が入り乱れての戦いよ。最低でも一ヶ月はかかるでしょうね」

「こういう時の歳久ちゃんは冷静でかっこいいねえ～。で、誰が家久ちゃんに援軍を送り届ける？　やっぱ、島津家当主の私かな？　当主が直接本州に参戦したら、織田信奈の覚えもめでたいよね。でも本州かあ～。遠いなあ～。間に合うかなあ～」

「義よし久ひさ姉さんには引きこもり癖へきがあるから、危険ね。猛然と海路を進まないと肝かん心じんの決戦に間に合わないし、遅ち参さんしたり道に迷ったりして織田家の敵方である東軍に組み込まれる危険すらあるわ」

「間ま違ちがって東軍入りだと？　そんな馬ば鹿かなことがあるか、歳久」

「あるわよ義弘姉さん。田舎いなか大名の悲しさね。家久は以前、道楽がてら上洛しているから心配ないけれど。ここは、私が援軍を率いていくべきかしら」

「いやいや。歳久ちゃんはまだ高城の合戦での傷が癒えてないから、ダメだよ～」

「姉上。それではやはり私が！　この義弘が確実に家久のもとに合流し、必ず家久を生かして薩摩へ帰すと誓ちかう！」

「でも義弘姉さんが八代から抜けたら、私と義久姉さんの二人で甲斐宗運と対たい峙じしなければならない。甲斐宗運も、早々に八代を攻略せよと主君から、いいえ、鍋島直茂から厳しい条件を突つきつけられている。持久戦に持ち込むとしても一ヶ月が限度だわ。それ以上長引けば、義弘姉さん不在の島津軍は敗れるかもしれないわ」

「う、ううむ。それでは、こうしよう。いちばん家久を心配している姉が、本州へ向かう！　それでいい！　公平だ！　というわけで、この私が」

「あー。それだったら島津の長姉たる私かな、義弘ちゃん？　えへ」

「なにを言っているのよ二人とも。そんなの、私に決まってるでしょっ！　……こほん。なんでもないわ。忘れて頂ちよう戴だい」

　議論百出で、誰が八代から離れ家久のもとへ向かうべきか容易に定まらない。「家久を守る」という目的を果たすためには、「島津家最強の武」を誇る義弘を送り込む選択こそが正解だということは、三人とも理解している。しかし本来、島津家の方針は家久を加えた「四姉妹会議」で決める。一人欠けているために、この軍議には正当な効力がないのだ。

　問題は、三姉妹の意思統一ではなく、家臣団が「家久さまに続いて義弘さまに八代を離れられては、恐れながら甲斐宗運に敗れて薩摩まで侵しん攻こうされる恐れが」「われら薩摩隼はや人と、何者をも恐れませぬが、あの者だけは別です」と義弘の本州行きを容易に吞のめないということにあった。

　四姉妹が合意に達すれば、家臣団はなにも言わずに己おのれの命を捨てて、命令を実行する。だが三姉妹では、一人足りないのだ。

　ついに業ごうを煮にやし、三姉妹会議に飛び込んできた新納武蔵が「らちがあきませぬな！　やっぱり責任を取って切腹いたします～！」とまたしても短刀を抜いたその時、義久は慌てて、

「待って、待って！　やっぱり、おみくじで決めよう！」

　と叫さけんでいた。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんの引きこもり姫大名を自じ認にんする島津義久らしい決着のつけ方と言っていい。義弘も歳久も「仕方が」「ないわね」と納なつ得とくした。軍議が錯さく綜そうして家中が乱れた時には、「おみくじ」という天意にすべてを委ゆだねると称しようして全員を納得させてしまう。これは、義久一流の政治術なのである。

　おみくじならば家臣団もみな承諾いたしましょうとうなずく新納武蔵を再び部屋からいったん出したのち、「おみくじ」が実行された。

　結果は、「義弘が本州へ向かう」と決まった。

　歳久は（義久姉さんってば、義弘姉さんに当たりくじを引かせるインチキ芝しば居いをうまく演じたわね。これで家臣団の統制は取れるわ）と苦く笑しようしている。

　今まで長姉のインチキおみくじ操作に気づいたことがない純じゆん朴ぼくな義弘は感かん極きわまって「おお、私が選ばれたのか!?　姉上。歳久。なにとぞ八代と徳千代どのを一ヶ月の間、守り通していただきたい！　私は絶対に家久を薩摩へと生かして連れ戻もどす！　私とともに戦ってくれる兵児たちの志願を募つのってくる！」と頰ほおを染めて立ち上がっていた。

「姉上。歳久。厳しい防衛戦になるだろうが、どうか頼たのむ。九州戦線と、本州決戦。われら四人は、遠く離れても心はひとつに繫つながっている。四姉妹の利を活いかし、二つの実を拾おう」

「うんうん。くれぐれも相良良晴くんを奪うばい合って姉妹刺さし違えたりしないでね～」

「……義弘姉さん。相良良晴いわく、島津四姉妹のうち最初に天命が尽つきる者は──家久だそうよ。その『運命』は高城で、そして沖田畷で回かい避ひできたと私は思っていたけれど、その家久が魅み入いられたように一人きりで本州へ。あるいは、本州で家久の運命が成じよう就じゆするのかもしれない。でも、島津家最強の姉さんならば、『武神』ならば、きっとあの子の『運命』を覆くつがえせるわ。お願い」

「なんだと、歳久？　……家久が……!?　あの子が？」

　実は当主の義久はすでに、密ひそかに歳久からこの「未来」を打ち明けられている。家久の「運命」を知らされた義久は激しく混乱したが、島津家当主としての矜きよう持じと責任感を振ふり絞しぼって、かろうじて持ちこたえた。しかし義弘にとっては、「四姉妹のうち最初に死ぬ運命を背負わされている者は、家久」という話は初耳だった。義弘はこの時はじめて、義久の姉上がおみくじを操作して私に家久救出の大任を託たくしてくださったのだ、と悟さとった。そして、なぜ島津家とは縁えんもゆかりもないはずの相良良晴があれほど家久に優やさしくしてくれたのかも。なぜ織田家に残された時間がないにもかかわらず、あれほど島津四姉妹のために奔ほん走そうしてくれたのかも。

　良晴どの、あなたは、と義弘は目に涙なみだを浮うかべていた。

「たとえ後世に『鬼おに島津』の名を残すことになろうとも、必ずや」

　私の命と、私の運命と、交こう換かんしてでも、家久を──。

　島津義弘は家久の運命をその胸に秘したまま、「わいらが捨て石となって、必ずや御姉妹を再び薩摩へ」「全ぜん滅めつも辞さずでごわす」と本州参戦を志願した千五百の精鋭を引き連れて船団で八代から出立した。




　一方、九州北部では、鍋島直茂が暴れ続けていた。

　沖田畷での敗北を予感していたのだろうか。「肥前の熊くま」龍造寺隆信から決戦前に「余が敗れれば龍造寺家の家か督とくを継つげ」とすべてを託されていた義妹・鍋島直茂は、「龍造寺四天王」のうち四人を沖田畷で捕らわれたが、四天王最後の一人・木きの下した昌まさ直なおに守られて佐嘉城への生せい還かんを果たしていた。

　龍造寺軍の残存兵をまとめて佐嘉へと撤てつ退たいした鍋島直茂は、兄・龍造寺隆信を倒たおし、その野望を打ち砕くだいた島津・大友連合軍への復ふく讐しゆうに燃えた。今まで常に冷静沈ちん着ちやくで感情を表に出すことのなかった智ち将しよう・鍋島直茂は、兄を奪われたことによってほとんど錯さく乱らんしたと言っていい。

「私はお兄さまから龍造寺家の家督を譲ゆずられ、黒田官兵衛から『中なか津つ切り取り次し第だい』の書状をもらっている。このまま相良良晴の思おも惑わく通りに九州の覇は権けんを大友宗麟と島津四姉妹に譲り渡してしまうだなんて、絶対に、絶対に認めない。たとえ兄の首を刎はねられようが、佐嘉城は明け渡さない。龍造寺家の正統後こう継けい者しや、鍋島家初代当主として九州戦線で戦い続け、中津を奪い取るまでは死してもやまない」

　鍋島直茂は、筑ちく前ぜんの国人・秋あき月づき種たね実ざねを自軍に取り込んだ。秋月家は大友家に従属していたが、かつては毛利方について長らく大友家と争っていた。秋月種実は大友との抗こう争そうで父や兄を討うたれ、その秋月家と戦った立たち花ばな道雪も一族を多く失っている。大友宗麟と立花道雪にとって、秋月種実は因いん縁ねんの相手だった。龍造寺家が大友と決戦すべく阿蘇家をはじめとする筑ちく後ご・肥後の国人を取り込む際に、秋月家からも内応の承諾を取り付けていたのだ。

「沖田畷の合戦」直前、水面下ですでに龍造寺家に内応していた秋月家は、今さら鍋島直茂と手切れするわけにもいかず、また家族肉親の仇かたきである大友家に従属し続けることを修しゆ羅らとしての誇りが許さず、「大友領は空白地帯で、切り取り放題よ」と囁ささやかれて公然と鍋島方についた。毛利元もと就なりがそうだったように、秋月家も海外貿易の一大拠きよ点てんたる博はか多たを奪だつ取しゆするという野望を抱いだいていたのだ──大友軍に討たれて果てた、父親の代から。




　鍋島直茂のこの「合戦継続」宣言は、沖田畷の合戦終しゆう了りよう後も島しま原ばらに留まって戦後処理を開始していた大友宗麟にとって、大きな誤算だった。

　宗麟は大友軍の主力部隊のほとんどを、すでに黒田官兵衛と立花宗むね茂しげに委ねて本州へと送りだしている。だから沖田畷の合戦にも、大友家は兵を送ることができず、宗麟個人しか参戦していない。大友家が守るべき筑前・豊ぶ前ぜん・豊ぶん後ごの三ヶ国にはほとんど兵力が残っていないのだ。

　宗麟は、合戦で深手を負って島原の南なん蛮ばん病院に送られていた龍造寺隆信と百ひやく武たけ賢とも兼かねに相談したが、二人にも鍋島直茂を止める術すべを見つけることはできなかった。

「余の妹は、ひとたび決意すればてこでも動かぬ。あれは、最後の一兵となってでも余の無念を晴らすべく戦い続け、余とともに破滅するつもりだ。余の首を桶おけに入れて送り届けることで停戦できるならば、喜んで応じたい。だが、余を殺せば藪やぶ蛇へびになるだろう。さりとて、余を生かして捕らえておくこともまた妹にとっては耐たえがたき屈くつ辱じよく」

「……姫ひめは誰よりも情深き女によ人にん。あと一歩で殿とのに想おもいを届けられなかった無念が執しゆう念ねんとなり、大友家に末代まで祟たたる『怨おん霊りよう』になる道を選ばれたのさ。俺が説得に向かっても、説得できるものではない」

　大友宗麟は、龍造寺隆信を生かして捕らえれば鍋島直茂との停戦は成ると信じていた。

　隆信は、合戦中にはそのようなそぶりを見せなかったが、沖田畷での激戦の途と上じようで重傷を負っていた。宗麟は南蛮病院に隆信を搬はん送そうし、最新の南蛮医い療りようを施ほどこして、かろうじて隆信の命を救ったのである。宗麟自身も看護にあたった。主君とともに捕とらわれた四人の龍造寺四天王は、みな隆信以上に傷つき危険な状態にあったが、彼らもまた一命を取り留めていた。

　だが、鍋島直茂の執念深さ、兄への思し慕ぼの情は、宗麟にもそして相良良晴にも読み切れないほどに常じよう軌きを逸いつしていたらしい。

「……妹は、ずっと余の傀く儡ぐつとして影かげのように生きていた。その妹が、生まれてはじめて己自身の意思で生きる道を定めたのだ。もはや、兄であるこの余にもどうすることもできぬ。せめて、自ら槍やりを取って妹の進軍を阻はばむことのできる身体からだならば」

　深手を負っている龍造寺隆信を戦線に立たせることは、できない。

　沖田畷で負傷した修羅たちを収容している南蛮病院で、宗麟は看護師として龍造寺隆信と龍造寺四天王たちの手当てを続けながら、

（沖田畷でもう「弟殺し」の輪りん廻ねは止められたと思っていたのに。龍造寺隆信の命を救ったことで、鍋島直茂に新しい因果を押しつける道を回避できたと思っていたのに。それなのに、まだ輪廻が──因果が終わらないなんて。どうすれば止められるの）

　と涙ぐんだ。

　大友宗麟にはもうひとつ、どうしても気がかりなことがあった。

　今すぐに織田信奈のもとへ行けと、誰だれかに呼ばれている気がしてならないのだ。

　その声の主は、遠く離はなれた九州の自分と尾張の織田信奈との間に「絆きずな」をはじめて見み出いだしたザビエルなのか。

　織田信奈の親友におなりなさい、ともに世界へと旅立ちなさい、と宗麟を教育し続けてくれたガスパールなのか。

　それとも──相良良晴なのか。

（ほんとうは宗麟は、良晴くんと一いつ緒しよに本州へ行きたかった。戦国時代に終しゆう止し符ふを打つ最後の決戦に、天下盗とりの合戦に、加わりたかった。ザビエルさまも。ガスパールさまも。そして良晴くんも。その時のために、宗麟を守り続けてくれた。そんな気がしてならない。織田信奈の「運命」に欠けているなにかを、宗麟ならば埋うめられるのかもしれない……）

　聖書の物語にいわく──逮たい捕ほされ十じゆう字じ架か刑けいに処せられる「運命」を迎むかえる寸前に、イエスは弟で子しペトロに「予言」した。鶏にわとりが鳴く前にあなたは私を知らないと三度言うだろう、と。

　そして私はもう、織田信奈に会え、と三度も呼ばれている──。

　これまで宣教師を通じて織田家とは交流を続けてきた。しかし、宗麟は臆おく病びようだった。九州から離れたことがない。だから、織田信奈と直接会ったこともない。このままこの九州の地に留とどまっていれば、あるいは永遠に会えないのかもしれない。西軍は、敗れるかもしれない。大友軍のほぼすべてを西軍に委ねていながら、なぜか、そんな予感がした。

　宗麟が（今ならばまだ、良晴くんに追いつける。でも、残された少ない守備兵だけで鍋島軍との泥どろ沼ぬまのような死し闘とうを継続する以上、当主である宗麟が九州から離れてはならない）と逡しゆん巡じゆんしているところに。

　反大友家を掲かかげて蜂ほう起きした秋月家に呼応した鍋島軍が佐嘉城から出立し、空き家同然となっている筑前へと攻せめ入った、と急報が入った。秋月軍とともに筑前を踏ふみ潰つぶしてそのまま豊前中津まで侵しん攻こうするつもりなのだ。退路などを考えてはいない。兵ひよう糧ろうが尽き兵力が尽き士気が尽きれば、そこで鍋島直茂は討ち死にするつもりだ。鍋島直茂は、生しよう涯がいただいちどの恋こいに破れた。悲しみは怒いかりとなり、執念となって、直茂を突つき動かしている。

　さらにほぼ同時に、「島津義弘が千五百の精せい鋭えいを率いて八代から出航。島原を経由して急ぎ本州へと上陸する」という報告が宗麟のもとに届いた。

　島津軍は八代で甲斐宗運と戦っているはずなのに？　と宗麟は驚おどろいた。

　義弘からの手紙には、

『知っての通り、妹の家久が相良良晴どのについていってしまった。宗麟どのにも黙だまってやったことなのであなたを責めるつもりはないが、いくら家久が軍法の天才といえども島津軍の兵をまったく引き連れずに単独で本州決戦に参加したことに、われら島津三姉し妹まいは言いしれぬ不安を感じている──姉上がおみくじを引いた結果、私が千五百の兵へ児ことともに家久を助けるべく緊きん急きゆう上じよう洛らくすることとなった。八代戦線から私が抜ぬけては危険だが、われら島津四姉妹ならば二人ずつに分かれてもなお二つの実を同時に拾える、と信じることとした。もしも宗麟どのにそのつもりがあるならば、島原で合流してともに上洛してもよいが、いかがか？』

　と記されていた。

『家久の行動から、私とあなたに不意に上洛の機会が訪おとずれた。なにか運命のようなものを感じる。あるいは、「運命に抗あらがえ」という囁きのようなものを。家久も、私も、そして宗麟どのも、出会うはずのない殿方に──未来から召しよう喚かんされて織田信奈のために奔走し続ける相良良晴どのに恋をしてしまった。われらはみな、織田信奈のもとに呼ばれている──本来はひとつになるはずのなかった織田信奈と九州のわれらが手を携たずさえる時が訪れようとしている。すべては、戦国の姫武将たちの「運命」を変えるために抗い続け戦い続けてきた相良良晴どのの意志だ。なぜか、そう思う』

　それが、追つい伸しんの文章だった。

「行きなされ。男は、惚ほれた姫のために戦場に散ることを本ほん懐かいとする。しかし九州には、男も女もない。人はみな、平等に修羅さ。姫もまた、同じさ。あんたには島津義弘のような武勇はない。しかし人は武のみに生きるにあらず、だ。修羅の国・九州に女王として君臨して生き延びてきたあんたなら、復讐を捨ててわが殿を助命し『弟殺し』の輪廻を断たち切ったあんたなら、惚れた男のために、そして織田信奈のために、きっと役に立てるさ」

　百武賢兼が、戸と惑まどう宗麟に強く勧すすめた。龍造寺四天王随ずい一いちとも称しようされる奇き跡せき的な体力を誇ほこるおかげで、彼はかろうじて死を免まぬかれたが、満まん身しん創そう痍いだ。手も足も肋ろつ骨こつも折れている。南蛮病院のベッドから起き上がることはできない。言葉を吐はくことすら辛つらい。だが、それでも言葉を重ねて宗麟の背中を押した。

「決断するまでにくよくよ迷うのはあんたの癖くせだが、ひとたび決意すれば、あんたはやはり九州の女王だ。あんたはあの無敵の大毛利を撃うち破り、鬼おにの龍造寺軍を倒した英えい雄ゆうさ。さあ、鶏は鳴いたぜ」

　筑前・太だ宰ざい府ふを守る岩いわ屋や城からも、火急の密使が到とう着ちやくしていた。

　立花道雪。

　高たか橋はし紹運。

　立花誾ぎん千ち代よ。

　先の「高城の合戦」で島津軍の中に突とつ進しんして大打だ撃げきを受けていたはずの立花一家が総出で筑前の岩屋城と立たち花ばな山やま城に籠ろう城じようし、博多と太宰府を鍋島軍の侵攻から守る、と申し出てきたのである。しかも、すでに両者ともに籠城を開始しているという。立花一家得意の、いや「雷らい神じん」道雪の十お八は番こたる「独断専行」であった。

　そんな。道雪も紹運も、島津軍との合戦で重傷を負っているはずなのに。ほとんど兵力も残っていないはず。立花軍のうち、動ける者はほとんど宗茂と黒田官兵衛に預けて本州へ送ってしまっているのに。残された怪け我が人と老兵だけで戦えるはずがない、と宗麟は震ふるえた。

『姫～っ！　なにを島原でうじうじなされているのです！　今すぐに相良どののもとへ向かいなされ～っ！　もはや破れかぶれとなっている鍋島直茂や火か事じ場ば泥どろ棒ぼうを目もく論ろむ秋月なぞ、この老骨と紹運とで十分でございます！　一ヶ月！　一ヶ月は持ちこたえてみせましょう！　八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつとデウスの神に誓ちかって！』

『やれやれ。無む茶ちや苦く茶ちや言いやがる。俺は高城で義弘にやられた傷が深いんだ。こんどばかりは俺は降りるぜ！　と言いたいが、これも腐くされ縁えん。地じ獄ごくまでおやっさんに付き合うしかねえようだ。俺が守る岩屋城の戦力は、きっちり七百六十三名。まさしく南無三だ。早く本州で東軍を破ってくれなきゃあ困るぜ、姫』

『立花山城返せ～っ！　宗茂が留守の間、この誾千代が父上とともに城を守り抜けば、城主は誾千代だーっ！　姫が宗茂に合流すれば、不慣れな本州で戦う大友軍は勇気百倍！　どうか、宗茂をお守りください！　じとっこも、コケーと鳴いています！』

　道雪と誾千代が立花山城に籠こもって博多を守り、紹運が岩屋城に籠もって太宰府を守る。いずれの城の守備兵も千に満たない。対する鍋島直茂軍は沖田畷で大敗したとはいえ、いまだ無傷の秋月軍を加えている。おそらくは万を超こえる大軍。道雪も紹運も負傷して万ばん全ぜんではない今、とても一ヶ月も保もつとは思えなかった。

　宗麟自らが鍋島軍と戦いたい。宗麟をずっと支え続けてくれた道雪たちを失いたくはない。

　だが、島津義弘が乗り込んだ船団は、すでに島原へと接近している。

　義弘に「千五百の精鋭を連れて、筑前へと転戦を」と依い頼らいするか。それはできない。義弘はなんとしても、家久を救わねばならない。宗麟が道雪たちを救わねばならないのと同様に。相良徳千代とともに八代に留まっている島津義久と歳久は、あの「修しゆ羅らの中の修羅」甲斐宗運の猛もう攻こうを防ぐので精せい一いつ杯ぱいだ。義弘と精鋭部隊を本州へ送りだした八代もまた、一ヶ月も保たないかもしれない。

　島津姉妹と徳千代はすでに、八代と本州で二つの実を同時に拾う、と決断している。

「雷神さまも風神さまも、すでに籠城をはじめちまっている。ここで逡巡は許されないぜ、九州の女王さま──二つの実を拾いな。あんたは泣き虫だが、九州一の知ち恵え者だ。あんた自身がより役に立てる戦場は、どちらだ？」




　宗麟はついに、決断した。

　島原で、島津義弘と合流した。

「九州戦線は道雪たちに託たくしたわ。一ヶ月は必ず持ちこたえてくれると、生き延びてくれると、道雪たちは約束してくれた。宗麟は、相良良晴くんと織田信奈のもとへ行くよ。呼ばれている。きっと宗麟はあの二人の役に立てる。必要とされている。そんな、気がするの。だから、私を本州の決戦場へと連れて行って。島津義弘」

　島津義弘は、九州の覇は者しやの名に相応ふさわしい凜りんとした「叡えい智ち」を取り戻もどし、別人のように強くなった「九州の女王」の手を取って、旗き艦かんへと招いたのだった。

「私も、そう思う。あなたならば、相良良晴どのと織田信奈どのの運命を変えることができる。あなたは、そのような『力』を秘ひめている──私が道中をお守りします。さあ、参りましょう」




　　　　※




　こうして島津義弘と大友宗麟は、墨俣へとはせ参じたのだった。

　むろん良晴や信奈、そして他ほかならぬ家久の前で、島津義弘は「家久の運命」については語れなかった。だが良晴だけは（義弘と義久は、歳久から家久の運命について知らされたんだ。だから、八代戦で甲斐宗運に苦戦することを覚かく悟ごして、下手をすれば四姉妹ともにそれぞれの戦線で全ぜん滅めつすることさえも覚悟して、「武神」義弘と精鋭の薩摩隼はや人と千五百人を信奈のもとに送り込んでくれたんだ）と察した。立花道雪と高橋紹運に至っては、籠城戦による総員玉ぎよく砕さいをも覚悟の上で、宗麟を本州へと送り込んでくれた。

（高橋紹運が七百六十三人で岩屋城に入り、籠城を開始したという話がたしかならば、まずいかもしれない……「史実」通りに進めば、紹運とその家臣団、総勢七百六十三人は、岩屋城で一人残らず玉砕してしまう。紹運さんもきっと薄うす々うす己おのれの「運命」をわかっていて、それでも宗麟を、本州へと……）

　どれほどの礼を尽つくせばいいのか、良晴にはわからなかった。

「ほんとうにありがとう、宗麟。義弘。九州のみんな……義弘と宗麟も知っての通り、残念ながら岐阜城救きゆう援えん作戦は間に合わなかった。徳川軍はいまだ長良川東岸に踏みとどまっている。岐阜城を落とした武田軍は、織田軍と決戦するために動くだろう。俺たちは墨俣からただちに動かねばならない。岐阜城へ向かうか、関ヶ原へ向かうか──俺と信奈をしばし二人きりにしてくれ。四半刻でいい」




　良晴と信奈は軍議直前にしばし二人きりの時間を持ち、雨があがったにもかかわらずなおも激流となっている長良川を眺ながめていた。長良川東岸には、陣じんを構えて動かない徳川軍。そして、「厭おん離り穢え土ど欣ごん求ぐ浄じよう土ど」の旗印。

　もう、東軍と西軍との間には、クリスマス停戦はない。

　良晴ですら耳を疑うほどの速度で岐阜城を陥かん落らくさせた武田軍は、織田軍との決戦をただちに開始するだろう。原因はわからないが、あれほど慎しん重ちようだった武田信玄が上洛を急いでいる。長年の盟友だった織田信奈と決別して東軍についた徳川軍は、信玄の下知に従う他はない。武田軍の後ご詰づめが来れば、徳川軍は確実に再び長良川を渡と河かするだろう。織田信奈と戦うために。そしてその戦いくさが、戦国時代に終しゆう焉えんをもたらす最後の決戦になる。

「……良晴。戦国の世界は、無限に合戦と謀ぼう略りやくが続く苦界。戦乱の世の過か酷こくさに苦しむ民たみたちは、本猫寺やキリシタンに帰き依えする他はなかった。織田家と今いま川がわ家の狭はざ間まで揺ゆれ動く松まつ平だいら家の姫ひめに生まれ、お祖じ父いさまとお父上をともに家臣に暗殺され、自らは人ひと質じちとして駿すん府ぷへ送られる途と中ちゆうで人攫さらいに攫われて織田家に売り飛ばされ……幼い頃ころから想像を絶する辛しん苦くを重ねてきた竹千代にとっても、この世界は『穢土』なのかもしれない。仮に竹千代が影かげ武む者しやと入れ替かえられたのだとしても、『織田家と断交して再び独立する』、それが徳川家臣団の意志なんだわ」

「しかし、まだ織田家と徳川家の縁が完全に切れたわけじゃない。両家は桶狭間以来、ずっとともに戦ってきた仲間だ。再び手を携える可能性は残されている。見ろ、信奈」

　良晴が指し示した先──長良川の川かわ面も。

　大友宗麟が津田信澄を弔とむらうために川へと流した、かぼちゃの提ちよう灯ちん船に併へい走そうするように。

　東岸の徳川陣営から、無数の「灯とう籠ろう」が流されていた。

「……灯籠流し、ね……徳川の将兵たちが、勘十郎を追つい悼とうしてくれているんだわ」

「盂う蘭ら盆ぼん会えを思いだすな、信奈」

「津つ島しま天てん王のう祭の巻まき藁わら船ぶねのよう。ごめんね、良晴。あなたの制止を振ふり切って、わたし」

「いいんだ。俺だって、五右衛門の頭ず巾きんを見た時には自分を見失った。だが、来るわけがないと思っていた義弘と宗麟が、俺とお前を救ってくれた。今一度の命を俺たちは与あたえられた。この命を、たいせつに使おう」

「……宗麟は、心の強い姫よ。弱々しく見えるのに、根っこは誰だれよりも強きよう靭じんだわ。幾いく人にんもの弟を失った悲しみを乗り越こえてきたから、なのね。ザビエルさまも、新たに上洛した宣教師ガスパールも、大友宗麟とわたしを『友』として引き合わせることを自分の使命だと信じていたみたい。彼女が来てくれなければ、わたしは勘十郎の死の衝しよう撃げきから立ち直れなかったかもしれない。良晴が、ずっとわたしを守ってきてくれたのに。良晴だって、五右衛門を失って悲しんでいたはずなのに。ごめんね……」

「お前は、信澄の死を経験したことがなかったんだ。しょうがないよ。俺は、お前を第六天の魔ま王おうにはしたくなかった。だから、必死で守ってきた。こうなった時のことまでは、考えていなかった。考えたくなかったのかもしれない」

「良晴のせいではないわ。未来を教えるなと、わたしが禁じたせいよ。良晴がわたしを傀く儡ぐつにするはずなんて、ないのに。とっくにそんなこと、わかっていたはずなのに。あの命令は、もっと早く取り消すべきだった」

「そうじゃない。俺は、ただお前に未来を教えすぎて過か剰じような影えい響きようを与えることを忌き避ひしていただけじゃない。俺自身が、怯おびえていたんだ。お前を待ち構える『運命』を限界まで直視する勇気が足りなかった──『運命』をともに分かち合い、ともに乗り越えるべきだったんだ」

「デ、アルカ──良晴、教えて。わたしの、織田信奈の『運命』を。ともに、分かち合いましょう。そして、ともに乗り越えるのよ」

　二人は、決断した。

　良晴は、信奈の身体からだを抱だきしめながら、打ち明けていた。ずっと秘めてきた言葉を。信奈の「運命」を。

「信奈。お前に、死が迫せまっている。お前は、天てん下か布ふ武ぶの志を果たせない。その寸前に、討うたれるんだ。未来から戦国時代に流れてきた俺を救うために討ち死にした藤とう吉きち郎ろうのおっさんが、本来ならばお前に仕え、道半ばで死んだお前の志を継ついで天下を統一するはずだった。それが、俺が知っているお前の、そしてこの国のほんとうの『未来』だ。あるいは、すでに成じよう就じゆされてしまった『過去』と言うべきか……」

「やっぱりそうだったのね。良晴。あなたは、だから、ずっとわたしを守るために」

「未来を知っている俺が先回りすることでその運命は回避できると思っていたが、その途中で俺一人の力ではどうにもならないと思い知った。だから竹中半兵衛と黒田官兵衛、そして五右衛門の三人にだけは、すでに未来を打ち明けていた。だが、未来を知っているもう一人の男──細ほそ川かわ藤ふじ孝たかが、『場』の力を用いてお前を関ヶ原で葬ほうむろうとしている。事態は藤孝の思おも惑わく通りに進んでいる」

「『場』の力？」

「俺が知っている歴史では、藤吉郎のおっさん亡なき後、天下はもう一度乱れる。戦国大名たちが東軍と西軍とに分かれて、『関ヶ原の合戦』という日本史上最大の決戦を行うんだ。その合戦では、ある『場所』に布陣した武将が、西軍を『裏切る』。土ど壇たん場ばで裏切って、東軍に勝利をもたらす。藤孝は、お前の死の運命をその『関ヶ原の合戦』での『裏切り』の運命と重ねるように、諸勢力を巧たくみに誘ゆう導どうしている。半ばは『歴史の強制力』とも言うべき偶ぐう然ぜんの要素もあるだろうが、少なくとも本多正信を動かしている『予言』は間ま違ちがいなく藤孝が仕込んだものだ。正信はそれを承知で、俺が歴史に干かん渉しようしたことで大おお幅はばに変わってしまった徳川家の未来を再び変えるために藤孝の謀略に乗ったんだろう」

「裏切りの運命をもたらす『場所』!?　『土地』に、そんな力があるの？」

「ああ。だから藤孝は、関ヶ原で織田家と反織田家連合との決戦が行われるようにことを運んだんだ。もともとお前は安あ土づち城の築城を決めた頃から、関ヶ原が天下盗とりのための最後の決戦場になるだろうと想定していた。小早川さんも、だ……だから、藤孝はお前と小早川さんが抱いだく関ヶ原決戦戦略を後押しするために毛利家と連れん携けいし、自らは剣けん豪ごう将軍とともに丹たん後ごで籠ろう城じようをはじめ、本多正信を動かして徳川家を東軍へと奔はしらせ、清きよ洲す城と岐阜城を東軍に奪うばわせたんだ」

「でも。丹後に居ながらにして、そんなふうに自在に人を動かせるはずが」

「『古こ今きん伝でん授じゆ』という誰も読めなかった予言書を解読し、俺よりも未来に精通している男だ。それに、俺が強ごう引いんに変へん更こうさせた歴史の流れを元に戻そうと揺り戻してくる見えない『歴史の強制力』を、藤孝は逆利用している。官兵衛はそのような力の存在を否定していたが、もうその存在を認めざるを得ない。ガスパールから教わった。そのひとつが、『場』の力──関ヶ原の『松まつ尾お山やま』に陣取った武将は、『場』の力から大きな影響を受ける。『裏切り』という『運命』に、引き寄せられる」

「待って、良晴。『松尾山』ですって!?　十兵衛が今頃、関ヶ原一番乗りを果たして『松尾山』に陣取っているはず！」

「……信奈……それは」

「まさか、良晴……では、わたしを殺す者は……わたしの『運命』を、成就する者は……」

　良晴が、言葉にしなくても。

　彼の悲ひ愴そうな表情だけで。

　信奈は、ついに、気づいてしまった。

　知ってしまった。

　相良良晴が、今までなにと戦ってきたのかを。彼が覆くつがえそうとしてきた「運命」の正体を。

「十兵衛が、わたしを、殺すのね。良晴。それが、あなたが知っている『未来』。いいえ。あなたにとっては、すでに成就してしまった『過去』、だったのね……」

　信奈の細い腰こしを抱きしめながら。

　どうしても言えなかった、と良晴は嗚お咽えつを漏もらした。

「俺が知っている歴史では、お前は十兵衛ちゃんに謀む反ほんされて殺され、お前を殺した十兵衛ちゃんも廃はい人じん同然となってすぐに死ぬ。二週間ほどで、お前の後を追うように。二人は、『天下布武』というひとつの夢をともに抱いた同じ鏡の裏表のような存在なんだ。片方が死ねば、もう片方も生きてはいられない。でも。未来でも。俺の時代でも。なぜそんなことになったのか、理由がわからないんだ。だから止めようがなかった。ほんものの十兵衛ちゃんと出会って、いよいよわからなくなった。あんな善良な子が。お前を主君として慕したう彼女が。ともに斎藤道三の愛まな弟で子しとしてひとつの道をお前とともに歩む十兵衛ちゃんが。そんなこと、するはずがない。なにかの間違いだとしか思えなかった。彼女の裏切りはいわば冤えん罪ざいで、歴史の裏に主犯が潜ひそんでいるに違いないと。だが……今ならば……俺がこの時代を生きたこの世界でならば、彼女がなにに絶望し、なぜ裏切らねばならないのか、わかる気がする……俺は……あれほど俺に尽くしてくれた十兵衛ちゃんを、異性としては愛せなかった……いや、愛してはならなかった。俺自身の心が彼女に奪われてしまわないように、けんめいに押しとどめてきた。だって俺は、お前に、先に出会ってしまったんだ！」

　良晴は、（俺が歴史に介かい入にゆうしてきた努力はすべて無む駄だだったのだろうか。すべては「古今伝授」に記された時点で確定していたのだろうか。俺は、十兵衛ちゃんと信奈に余計な「苦しみ」を与えただけだったのだろうか）と胸を詰つまらせた。不意に、信澄が、そして五右衛門が死んだ、という衝撃が言いしれぬ悲しみとなって、良晴の心を襲おそっていた。

　信奈を救わねばならないと思い詰めていた時には耐たえられていたはずの、信澄と五右衛門をともに失った悲しみが──。

（俺は、失敗したかもしれない。愚おろかにも、やり直そうとするかもしれない。だって、もうすでに俺はいちど歴史を変えている。それに、生しよう涯がいの相方だと信じていた五右衛門を失ってしまった。俺は関ヶ原で失敗し、そして「すべての実を拾う」という俺自身の信念を捨ててガスパールになるのかもしれない。信奈から「恋こい」という夢を奪い去って、信奈を日ノ本を統治する機械のようにしてしまうのかもしれない。もしもガスパールが大友宗麟を信奈を支える「親友」として見み出いだしていなければ、今頃信奈は長良川を渡わたりきり、そして徳川軍に討たれていた。ガスパールは、信奈を救うために必要な存在だ。だが……たとえ俺が俺であることを捨ててガスパールに転生したとしても、それでも藤孝には勝てない。ガスパールの「観測術プレビシオン」は藤孝には効かない。だとしたら。俺は。もしかしたら、何度も。何度も……信奈を……信奈を、「天下布武の夢を叶かなえてやる」と何度も生き返らせ、そして、何度も、死なせ続けて……！）

　どうしても、信奈と十兵衛ちゃん、二つの実を拾うことはできないのか。

　信澄。

　お前、長政と祝しゆう言げんをあげて三人の姫までもうけておきながら、それなのに。逝いってしまったのか。どれほど、心残りだっただろう。

　そして、五右衛門。

　お前まで、死なせてしまった。

　お前が「二つの実を拾う」という信念を抱かなければ、あるいは、せめてお前だけでも生きられたかもしれないのに。

　その思いは、言葉にならなかった。良晴は、泣いた。

　はじめて戦国時代に放ほうりだされた時にも感じなかった、取り返しのつかない悲しみとそして後こう悔かい。さらには、この「失敗」を俺は今後も永遠に反復せねばならないのではないかという、良晴自身の「未来」への恐きよう怖ふ。長い長い道を駆かけながら、良晴は、積み上げてきた。もう、自分一人が討ち死にすればそれで終わりにできるような立場ではない。積み上げてきたものの重さが、輝かがやかしい武功と戦歴を誇ほこる歴戦の戦国武将として、日ノ本全土で英えい雄ゆう視しされるほどに成長してきた良晴の心をすら打ちのめそうとしていた。

　良晴。今はわたしがあなたの心を守る時なのね、と信奈はそんな良晴の身体を強く抱きしめ、良晴の唇くちびるにそっと自分の唇を重ねていた。

「……信奈……ごめん……俺は、取り乱して……こんな時に……」

「ううん……良晴。ありがとう。ずっとずっと、わたしたちのために頑がん張ばってきてくれたのね……時間の壁かべを越こえてまで、故郷へ戻もどることを拒こばんでまで、わたしたち全員の『運命』を変えるために。姫ひめ武将たちを、守るために。あなたは、この穢え土どのような修しゆ羅らの世界に──戦国日ノ本に天が与えてくれた英雄だわ。あなたは、わたしが思っていたよりもずっとずっと深く、わたしを愛してくれていたのね。勘十郎をこの手で殺すという運命から。道三を見殺しにしてしまう運命から。叡えい山ざんを焼き討ちにしてしまう運命から。わたしを待ち受けていたあらゆる苦しみと悲しみから、ずっと、わたしを守ってくれてきたのね……わたしの前では軽口を叩たたいて笑ってばかりだったから、気づいてあげるのが遅おそすぎたかもしれない。ほんとうに、ごめんね」

　信奈は、壊こわれかけている良晴の心を繫つなぎ止め、癒いやすために、耳元で言葉を紡つむぎ続けた。

「今までわたしはずっと、良晴から愛を与えられるばかりだった。でも、これからは違う。あなたがわたしを守ってくれてきたように。わたしもまた、あなたを守るわ。死が、二人を分かつその時まで。だから、行きましょう。『関ヶ原』へ」

「……信奈」

「わたしは、あなたのこれまでの努力が失敗に終わるだなんて、信じない。『場』の力も、『古今伝授』の予言も、信じない。十兵衛は、わたしを裏切らない。良晴を悲しませるような真ま似ねを、十兵衛は、決してしない。あの子は、とても強い。戦国日ノ本に『天下布武』という志を貫つらぬきそして達成できる者がいるとすれば、わたしか、十兵衛しかいない。今でも彼女へのその信しん頼らいは揺ゆるがない。わたしと十兵衛は、ともに『運命』に打ち勝てるわ。だって、あなたが、こんなにも頑張ってくれたのだから──だから、関ヶ原へ行きましょう、良晴。あなたが血を流し、涙なみだを流し、それでも笑え顔がおを絶やさずに駆け続けてきてくれたその結果は、必ず出る。あなたの想おもいは、きっと、報むくわれる」

「……だが。その俺自身が、今や、原因となって」

「それは違う。あなたが現れてくれなければ、きっと、わたしと十兵衛の二人はどこかですれ違い、最後には戦うことになったのかもしれない。そういう『運命』だったのかもしれない。でも、あなたがいるわ。良晴。あなたはいちどでも、十兵衛を憎にくんだことがある？　わたしを殺す者だと、蔑さげすんだことがある？」

「……いや、ない……清きよ水みず寺でらの乱の折に、いちどだけ、このまま彼女に歴史から退場してもらったほうがいいんじゃないか、と心が揺れたことはあった。だが、そんな浅ましいことを……そんな恥はずかしいことを考えかけたのは、一いつ瞬しゆんだけだった。俺は……あの子の笑顔を……守りたかった。守る、と誓ちかった。お前とともに、彼女の『運命』も、変えてみせる、と」

「デアルカ。ならば、是ぜ非ひに及およばずね。行くわよ、関ヶ原へ！」

　この時、信奈が浮うかべた表情を、良晴は生涯忘れられない、と思った。

　怒いかりも。悲しみも。希望も。夢も。絶望も。憎しみも。なにもかもを浄じよう化かしてしまうほどの強きよう烈れつな瞳ひとみの輝き。まるで、太陽のように。はじめて会った時と同じだ。俺は、この瞳に、惹ひかれ続けてきた。だが、触ふれた者を容よう赦しやなく焼き尽つくしてしまうような苛か烈れつさは、今の信奈が発する「炎ほのお」には、なかった。

「良晴。あなたは、不器用で猜さい疑ぎ心しんに凝こり固まって自分の心を必死で閉とざしていたわたしに、人を愛するということを、その方法を、教えてくれた。あなたもまた不器用で無神経でなにもかも下手くそだったけれども、あなたは決してあきらめなかった。あなたが、わたしを変えたのよ。だから、わたしの『運命』もまた、変えられるわ。他ほかの誰だれでもない。あなたが、わたしを支えてくれるのならば、きっと」

　ああ。

　そうだ。

　俺は、彼女と出会い、彼女とともに生きるために、この世界に来たんだ。

　なにを、迷っていたんだろう。

　俺に「二周目の人生」などはない。

　これが相良良晴にとって最初の人生で、そして最後の人生だ。

　深夜の墨俣に、法ほ螺ら貝がいの音が鳴り響ひびいた。全軍に「ただちに関ヶ原へ転進」の命令が下された。織田軍は大垣城へは戻らず、東とう山さん道どうを突つき進んで関ヶ原へと入り、明智光秀軍と合流。東軍との野戦決戦に挑いどむと決まった。




「んにゃんにゃ！　なぜ相良さぁと総大将の織田信奈が先頭で、島津軍が最さい後こう尾びに？　軍法の常識とは配置が逆ぞ。関ヶ原への夜間行軍中、奇き襲しゆうを受けたら大将が危なか！」

　織田信奈と相良良晴が軍勢の先頭に立ち、滝川一益・相良義陽率いる織田本隊および相良軍が中衛に、そして大友宗麟と島津軍が最後尾に。

　この「配置」を耳にして、なにかを予感したのだろう。

　ツインテールを風に靡なびかせながら、島津家久が馬に乗って駆けてきた。

　慌あわただしい出しゆつ陣じん準備の中、「あれ？　そういえば鹿しか之の助すけはどこに行ったんだろう？　いつの間にか姿を消している」と首を傾かしげていた良晴のもとに乗り込んで、馬からぴょんと飛び降りると良晴の腕うでの中にふわりと舞まい降りていた。

「おいおい危ないだろう！　甲かつ冑ちゆうつけてるんだから、お姫さま抱だっこさせるな！　俺の腰が！」

「相良さぁが妙みような真似をはじめるからぞ。この闇やみの中では、関ヶ原に無事に辿たどり着けるとは限らん。道中での奇襲もあり得るし、遭そう遇ぐう戦せんも考えられる。先鋒は島津軍が務める！　織田信奈と相良さぁは、万一の時に備えて最後尾に回るべきぞ」

「いや、家久。信奈とも話し合ったし、義弘も納なつ得とくしてくれた。これでいいんだ」

「んにゃ？　でも相良さぁ、どういう意図が？」

「そうだな。義久、義弘、歳久──島津の三姉し妹まいに末代まで恨うらまれたくはないからな。関ヶ原への行軍中に万が一のことがあったら、お前は義弘率いる薩摩隼はや人とたちとともに街かい道どうを逆走し、一目散に駆けろ。『捨て奸がまり』を用いてなにがなんでも戦線を離り脱だつし、薩摩へと生きて戻れ。この大軍だ。前衛や中衛に加われば、離脱することも難しくなる」

　家久が、むうっ！　と頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎしてきた。

「お、お、おいを庇かばうために、こげな珍ちん妙みような陣じん触ぶれを!?　腹がたってしょうがなか～！」

　良晴は、気づいたのだ。彼が知っている歴史では、島津家久は九州で豊とよ臣とみ軍と「高城の合戦」を戦った後に早世する運命だった。その運命は、覆ったはずだった。しかし、家久の子・島津豊とよ久ひさには、「関ヶ原の合戦」で島津義弘を戦場から逃にがすために敵中に突とつ進しんしながら総大将を離脱させる捨て身の戦術「捨て奸」を敢かん行こうして討うち死にするという「未来」が待っている──。

　すでに細川藤孝の策さく謀ぼうによって「関ヶ原の合戦」が前まえ倒だおしされている以上、明智光秀が「運命」に導かれるかのように「松尾山」に誘ゆう導どうされているのと同様に、島津豊久の母になるはずの家久もまた義弘を守るために「捨て奸」を敢行して死ぬのではないか。

　義弘は甲斐宗運と戦うために九州に留とどまり本州には来ない、良晴はそう思っていた。だが、来るはずのない義弘が、来た。

　ということは──島津四姉妹の「運命」にまで干かん渉しようする余よ裕ゆうはないし、その必要もない細川藤孝の策謀とすらまったく関係なく──島津四姉妹のうち、最初に末っ子の家久が死ぬという「運命」が、その家久が産むはずの豊久の「運命」と相そう似じ形けいを成して「関ヶ原の合戦」に重なり合おうとしているのではないか。

　良晴は、そう気づいた。

　だから、機先を制した。

　光秀は裏切らないと、信奈も良晴も信じている。もしも「運命」が覆くつがえらなければ、その時は二人ともに生涯を関ヶ原で終える覚かく悟ごだった。だが、家久を巻き込むことはできない。もしも松尾山に布陣した「土と岐き桔き梗きよう」が東軍側へと寝ね返がえって西軍が敗走する事態になった時、島津軍が「捨て奸」を敢行して逃がすべき姫は、死の運命を背負う家久だ。義弘もまた「私はそのために来た。歳久から、あの子の……家久の『運命』を告げられた。家久の『運命』を変えるためならば、家久を救うためならば、わが命は家久を慕したう千五百の兵へ児こどもとともに、この本州にことごとく捨てがまる覚悟だ」と良晴に告げた。

　良晴は熟じゆく慮りよした。

　西軍が……織田軍が敗れる可能性は、二度、訪おとずれる。

　関ヶ原に布陣してから一戦し、敗北する可能性。

　関ヶ原に入ると同時に、「寝返り」によって敗れる可能性。

　第一の可能性に対応するため、関ヶ原到とう着ちやくののち現地に布陣する際には島津軍を「予備隊」として織田本隊の後方に配置することとした。敗れても、後衛ならば家久を逃がしきることができるはずだ。

　しかし第二の可能性に対応するためには、街道から関ヶ原へ入る行軍時に、家久を最後尾に配置しなければならない。関ヶ原へ入る折に「敵」の標的となるべき武将は──つまり織田軍の先頭に立つべき武将は、信奈と良晴の二人なのだ。

　良晴は、光秀を信じている。信頼している。だが、良晴と信奈の「賭かけ」に、織田家の「因果」とは無む縁えんで、なにも知らない家久を巻き込むことはできなかった。それは、やってはならないことだ。ここは戦国日ノ本の戦場なのだ。信頼することと、楽観することは違ちがう。一いつ片ぺんの楽観も許されない。家久が討ち死にすれば、義弘たち三人の姉がどれほど悲しみ苦しむことになるか、今の信奈には自分のことのように理解できる。だから信奈は、「家久を逃がす算段だけは確実にお願いね」と良晴に託たくした。

　もうずっと昔の話のような。いつかまた家久と京で茶会を開こうぜ、「源げん氏じ物もの語がたり」の聖地名所を巡めぐろうぜ、と約束したことがあったような……良晴は、家久の人形のように整った小さな顔を眺ながめながら、（恋こいをしたいという夢を果たせぬまま、家久を散らせるわけにはいかない）と胸を突かれ、そして息を吞のんでいた。

「さ、相良さぁ？　なにをまじまじとおいの顔を見つめちょる。誤ご魔ま化かそうとしても、そうはいかんど！」

　まもなく、関ヶ原に向かう。到着すると同時に、「答え」は、出る。俺と信奈、そして十兵衛ちゃんの「運命」が決まる。あるいは、今夜が俺にとって生しよう涯がい最後の「夜」なのかもしれない。家久とも、今生の別れとなるかもしれない。そう思ったと同時に、突とつ如じよ、時間が止まったかのようだった。夜空の星のすべてを、はっきりと感じることができた。月も。星も。星の光に照らされない闇ですら。なにもかもが美しかった。世界はこれほどに美しかったのか、と良晴は思った。腕の中に、家久がいた。そうだ。上杉謙信が死のうとしていたその時、良晴は謙信に接せつ吻ぷんして彼女の命を二度も繫ぎ止めた。あの時の良晴は、欲もなければ損得勘かん定じようもなく、信奈を一筋に愛するという良晴自身が自分に定めた誓いのことすら頭になかった。ただ、謙信を志半ばで死なせたくなかった。謙信が、美しいと思った。それだけだった。そのためならば、なんだってできた。

（俺は藤吉郎のおっさんの志を継ついだ男だ。だから「はぁれむの主あるじを目指す」と口では言いながら、ほんとうは一人の女の子しか愛せない性格だ。だから、ずっと信奈一筋にこだわってきた。とりわけ、信奈と運命的に相反する存在である十兵衛ちゃんと恋に落ちることを、無意識のうちに回かい避ひしてきたような気がする。でも……まもなく俺の命が終わるのかもしれないと思うと、なにもかもが、すべてが愛いとおしい。男女の恋だけが、愛ではないのだと、やっとわかった。戦国日ノ本というこの世界も。悲しみを背負いながらも、美しく気高く生き続け戦い続ける姫ひめ武将たちも。惚ほれた女や己おのれの志を託した子供たちのために戦い、そして散っていく男たちも。なにもかもが、愛おしい。俺は、生きた。せめて。もしも、十兵衛ちゃんに対して、俺が。いちどでも、今、家久に抱いだいているかのような愛情を抱いて、そして、与あたえられていれば──）

　俺は彼女から愛情を与えられるだけで、返そうとしなかった。信奈への裏切りになると、どこかで恐おそれていた。やはり、俺は彼女を「未来の謀む反ほん人にん」だと心のどこかで思い込んでいたのかもしれない。あるいは、俺自身が信奈を裏切ることになる、と恐れていたのかもしれない。牟む志し賀かで大友宗麟に、恋とはどういうものか、愛とはどういうものか、と説いておきながら、ほんとうにわかっていなかったのは俺自身だ。なんてことだ。今の今になって。

「……相良さぁ？　どうした？　泣きそうな顔ぞ」

「家久。生きろよ。生きてくれ。これは、前まえ払ばらいのご褒ほう美びだ。返品は認めないぜ。最後尾に、回ってくれるよな？」

　良晴は、そっと家久の唇くちびるに接吻していた。

　んにゃ、織田信奈に知られたら首ば刎はねられる、と家久は少しだけおどけて笑ってみせたが、やがて真顔になり、そして、




「おう。約束じゃ。おいの『ついんてえる』は、相良さぁがほどけ」




　あれほどに一いち途ずな相良良晴が、織田信奈を裏切って心変わりするはずもない。しかし、軽々しく浮うわ気きなどするはずもない。ならば、この接吻は、お遊びなどではなか──おいの初恋は、今、叶かなった。報むくわれた。

　利発な家久は、自分の命と良晴の命のいずれかが、あるいはその両方がまもなく関ヶ原に散るのだ、これは「別れ」の接吻なのだと察した。良晴は、もうすぐこの世界に別れを告げる。だから、彼に恋し、彼の支えを求めてやまなかった姫武将に惜おしみなく愛を分け与えて逝ゆこうとしているのだ、と。

　良晴の唇をそっとついばみながら、家久は、なにごとかを決意していた。




　ついに、織田信奈は。

　そして相良良晴は。

「運命の地」関ヶ原の入り口へと、到達した。







　巻ノ二　東とう山さん道どうを進むべきか







　大おお垣がき城から関せきヶが原はらへと入る街道は、二本。ほぼまっすぐに東から西へと直進する東山道と、南東から迂う回かいして入る伊い勢せ街道。東山道から関ヶ原へ入るには南なん宮ぐう山さんの北側を通らねばならず、伊勢街道を進むにも南宮山の南側を抜ぬけねばならない。視界が利きかず、斥せつ候こうも満足に動けない夜間行軍だ。東山道を選せん択たくすれば、岐ぎ阜ふ城を陥かん落らくさせて関ヶ原の要地を押さえにかかる武たけ田だ・徳とく川がわ軍との遭遇戦になる恐れがある。兵法の常識で考えれば、伊勢街道から迂回して進み、武田・徳川軍との遭遇戦を避さけるべきだった。行軍中に開戦となれば、鉄てつ砲ぽう隊を主力とする織お田だ軍は、無敵の騎き馬ば隊を誇ほこる武田軍に蹴け散ちらされる。

　だが信のぶ奈なは、それでも東山道を選択した。

　まっすぐに。ただ、まっすぐに。

　自ら軍勢の先頭に立ち、関ヶ原を目指して、奔はしった。

　良よし晴はるが、その背後に寄り添そっている。

　ついに関ヶ原の東の入り口──南宮山の麓ふもとへと到達した信奈と良晴の前に、「土と岐き桔き梗きよう」の馬印を差した伝令兵が出現していた。

　信奈とどこか似た面おも影かげを持つ、華きや奢しやな身体からだつきの姫武将だった。

　しかし、一見して日ひノ本もとの者ではなかった。

　肌はだが、黒い。

　だが、瞳ひとみの色は、黒くはなかった。

　南なん蛮ばん人じんのように碧あおい。

　何者なの？　南蛮の忍しのびなの？　身体に墨すみを塗ぬっているの!?　と信奈は驚おどろいた。その黒い肌を持つ少女は、明あけ智ち光みつ秀ひでからの書状をぶっきらぼうに信奈に手て渡わたしていた。

「明智光秀から、書状を託されたのよ。私は、ガスパールさまの従者。ジパングでの名は、ヤスケよ」

「ガスパールの従者……!?」

「父は南蛮人。母はアフリカの王国から売り飛ばされてきた奴ど隷れい。だから私も、奴隷よ。ガスパールさまに救われたのよ。そんなことは、今はいいわ。事態が急変しているの」

　良晴は、南蛮宣教師がジパングにヤスケという名の黒人奴隷を連れてきて織田信のぶ長ながに引き合わせ、ヤスケをいたく気に入った信長が「武士」として取り立てたという「史実」を知っていた。海の彼方の世界に興味を抱いていた信長は、南蛮人とも日本人や明みん人ともまるで異なる黒人という未知の存在にも衝しよう撃げきを受け、熱ねつ烈れつな好こう奇き心しんを抱いたという。この子がそのヤスケか、と良晴は驚いて声も出なかった。良晴が知っている歴史では、ヤスケはあの運命の「本ほん能のう寺じの変」の折にも信長のもとに侍はべり、主君・信長を守るために明智軍と戦っている。やはり「運命」は──「その時」は近づいてきているのだ。そうとしか、思えなかった。

　しかし、いったいなぜ、そのヤスケが今？　十じゆう兵べ衛えちゃんからの使者として、関ヶ原に!?

　書状を読み終えた信奈が、良晴に囁ささやく。

「良晴。近江おうみ坂さか本もと城を攻せめると見せかけて琵び琶わ湖こを渡り、北ほつ国こく街かい道どうから関ヶ原一番乗りを果たすという十兵衛の策は、破れたわ。松まつ尾お山やまを十兵衛は取れなかった。一歩早く毛もう利りの兵が松尾山に。毛利軍は大おお坂さか城からまっすぐ関ヶ原へと直進せずに、十兵衛との遭そう遇ぐうを避けるため大和やまと・甲こう賀が方面から迂回して伊勢街道より関ヶ原に着ちやく陣じん。十兵衛が琵琶湖を通る間に、毛利軍は鈴すず鹿かと峠うげ越ごえの山道を進んでいたらしいの」

「なんだって!?　十兵衛ちゃんとは真逆の方角から関ヶ原に？　しかし、大和・甲賀・鈴鹿峠と険しい山道を進んだのなら、行軍にかなり時間がかかるはずだ。大坂よりも遥はるかに関ヶ原に近い京から出発した十兵衛ちゃんが後おくれを取るはずが……！」

　良晴は、信奈から手渡された書状に目を通した。




『信奈さま。申し訳ございません。またしても、十兵衛は任務を果たせませんでした。松尾山も南宮山も、ともに毛利方に奪うばわれましたです』




　光秀が託された「松尾山の奪だつ取しゆ」という最優先任務は、失敗。

　光秀は関ヶ原一番乗りを果たしたはずだった。しかし目標の松尾山には、すでに小こ早ばや川かわ隆たか景かげの旗印が翻ひるがえっていた。小早川軍と宇う喜き多た直なお家いえ軍、合わせて三万を超える大軍が松尾山の山頂から麓までを覆おおい尽つくしていた。

　光秀自身にも、なぜ毛利に後れを取ったのかわからないという。ただ、大坂城の毛利軍に関ヶ原転進を気取られぬため、東山道からの直進を避けて琵琶湖から北国街道経由で関ヶ原へ迂回行軍したことが結果的には仇あだとなったらしい。

　しかも。

　東山道の西の出口を塞ふさぐ関ヶ原最大の要地・松尾山を取れなかった場合に押さえるはずだった「第二の目標」である南宮山をも、毛利方がすでに占せん拠きよしているという。

　東山道と伊勢街道。東から関ヶ原へ入るために必ず通過しなければならないこの二本の街道は、南宮山を挟はさんでいる。その南宮山に吉きつ川かわ元もと春はる軍二万強。東山道にも伊勢街道にも駆かけ下りられる位置に陣取っている。さらに南宮山の南なん端たんに位置する栗くり原はら山やま方面には、長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか軍六千。こちらは、伊勢街道を封ふう鎖さできる場所を取っている。

　東山道と伊勢街道。いずれを信奈が進むとしても、吉川元春と長宗我部元親が逆落としをかけて塞ぐことが可能なのだ。

「良晴。長宗我部元親って、西軍入りしたはずじゃない。どうして、いつまでも毛利方に加わっているのよ。あの蝙こう蝠もり……！」

「四国土と佐さから畿き内ないは遠い。よくわからないままに間ま違ちがえて大坂城に入っちまったんだろう」

「要は成り行きに流されたということでしょ。性しよう根ねを据すえて東軍についているわけじゃないわ。今から長宗我部を西軍方に呼び戻もどせないかしら？」

「伊勢街道から関ヶ原へ入る道を選択していれば、あるいは……だがもう迂回する時間はない。まごまごしていれば、関ヶ原に入る前に武田・徳川軍に追いつかれる」

　ともあれ、西の拠点・松尾山と、東の拠点・南宮山。いずれも毛利方に奪われてしまったと知った明智光秀は、窮きゆうした。急きゆう遽きよ、北国街道と東山道の西側を押さえるために、まだ空いていた二つの山を西軍の陣地として占領する次善の策を採ったという。北国街道の東に位置する笹ささ尾お山やまと、北国街道・東山道に挟まれている天てん満ま山やま。大坂城に詰つめていた毛利勢のほぼ全軍が関ヶ原に来ている以上、西の大坂側から京・安あ土づちを奪われる可能性は低い。ならば、北国街道と東山道の西の出口を塞ぎ、東軍主力──武田・徳川軍の安土への侵しん攻こうを阻はばむ他ほかはなかった。




『十兵衛は、松尾山に陣を構える小早川軍・宇喜多軍と対たい峙じし、笹尾山と天満山を死守いたします。この両山を奪われれば、武田軍上じよう洛らくへの最後の道が開け、西軍は安土城を落とされます。われらに残された最後の陣地です。南宮山の麓を行軍し、笹尾山まで進む。これは無む謀ぼうであり危険です。吉川軍が南宮山を下りて攻め寄せてくれば信奈さま率いる織田軍は全ぜん滅めつするかもしれません。ですが、他に東軍を防ぎ止める方法はありません──信奈さまならば、できます。なにとぞ、笹尾山までお越しください』




　デアルカ。東山道を、進むべきか。これはわたしにとって生しよう涯がい最大の賭かけね、と信奈は天を仰あおいでいた。

　良晴が予言した「裏切りの場所」である「松尾山」に、光秀はいない。

　ならば、「場」の力は光秀には作用しないはずだ。

　ただしそれは、あくまでも光秀の書状を信じれば──だ。

　光秀はすでに松尾山に入ってしまっていて「裏切り」の運命に吞のまれ、その上で偽いつわりの書状を送ってきたのかもしれない。

　信奈が「十兵衛は今、どこに？」とヤスケに確かく認にんした。ヤスケは「私は松尾山に光秀が入ったのかどうかまでは見届けていないわ。少なくとも、私が会った時点では松尾山には登っていない」とぶっきらぼうに答えた。

「私はただ書状を託たくされただけ。並の伝令兵じゃ、南宮山の麓を生きて通過できないだろうから、私が急遽雇やとわれたの。どうするの、織田信奈？　明智光秀は、あなたに『罠わな』を仕し掛かけたのかもしれないわ。彼女自らが寝ね返がえって主君を討うてば、明智光秀は『主しゆう殺ごろし』よ。天下に面目も居場所も失う。でも、東軍の吉川元春にあなたを始末させれば、誰だれの名も傷つかないもの。大垣城へと引き返して籠ろう城じようする？」

　ヤスケは、書状を託されながらも、光秀を信しん頼らいしていないらしい。

「なぜ十兵衛を疑うの、あなたは？」

「ガスパールさまが疑ったからよ。織田信奈を殺す者は、もしかして明智光秀ではないのかと。だから私は、関ヶ原へと派は遣けんされた──でも、明智光秀が『わが敵は織田信奈』とはっきり表明しないうちに、確証もなしに織田家の宰さい相しようを殺すことはできない。その時点で西軍の負けが確定しちゃうもの。関ヶ原に入った明智光秀は酷ひどく混乱していて、私には彼女の本心がどこにあるのか判断がつかなかった。だからぎりぎりのところで踏ふみとどまって、光秀から依い頼らいされた仕事を──あなたに書状を届ける役目を受けてあげた。この先の『運命』は、織田信奈、あなたが選ぶのよ。どうするの？」

　死のうは一定。十兵衛を信じて南宮山の麓を突つき進むのみ、と信奈は答えていた。

「ちょっと？　これほどの大軍が動けば、たとえ明智光秀が裏切ってなくても、吉川元春がすぐに気づいてあなたを討ち取るために攻め寄せてくるわよ。ほんとうに笹尾山に辿たどり着けるの？　そもそも、軍の先頭にどうして総大将が……」

「ヤスケ。良晴の手足となって働いてくれてきた五ご右衛え門もんが倒たおれた今、わたしたちには優ゆう秀しゆうな忍びが必要だわ。わたしが、あなたを『武士』として雇うわ。万が一の時には伝達役を務め、大おお友とも宗そう麟りんに大将役を継つがせて。もしも関ヶ原入りが不可能と見たら、その時は最さい後こう尾びを行く島しま津づ軍を『先頭』として逆走し全軍を逃にがすと、宗麟と取り決めてある。『賭け』に敗れた時の犠ぎ牲せい者しやは、最小限に留とどめたいの」

「待ちなさいよ。ガスパールさまと会ったこともないのに、私を信用するの？　明智光秀を殺すために送られてきた刺し客かくの私を？　あなたは、未知の暗殺術を身につけている奴隷が恐おそろしくないの？」

「ガスパールは良晴を未来へ戻そうとしたり無む茶ちやをするけれど、わたしをジパングのクィーンにするためにずっと奔ほん走そうしてきてくれた人だと宗麟から聞いているわ。それにね。美少女を侍らせるのがわたしの趣しゆ味みなの。その強い意志を秘ひめた瞳。しなやかな身体。服を脱ぬいだらわたしよりも美人かもね、あなたは」

「ふざけないで。私は、奴隷の子よ。たとえ父親が南蛮人でも、一いつ滴てきでも奴隷の血が入っている者は、南蛮人じゃないのよ！　生まれながらに奴隷なのよ！」

「ヤスケ。わたしの『世界』では、南蛮人も日ノ本人も等しく平等よ。生まれながらの奴隷など、いないわ。見ての通り、わたしは未来から来たと言い張っているサルを飼っているのよ。しかも、わたしの生涯たった一人の恋こい人びとで、伴はん侶りよよ──」

「……ガスパールさまが、あなたならば『世界』を変えられると信じていた理由がわかった……気がする……でも。いくらなんでも無茶だわ！　南宮山を押し通ることはできない！　死にに行くようなものよ！」

　相良さがら良晴！　あなた、主君の無茶を止めないの？　まさか引き返さないだなんて思ってもみなかった。十中八九、織田信奈はここで死ぬわ！　ガスパールさまが悲しまれる！　とヤスケが良晴の肩かたの上に飛び乗って、良晴の首を、頭を、その細い腕うでで挟み込んでいた。

「私がこの腕を一捻ひねりすれば、相良良晴は死ぬ。戻るのよ、織田信奈！　ガスパールさまのこれまでの奔走を、あなたに世界の未来を賭けた想おもいを、無む駄だにしないで！」

「無駄だぜヤスケちゃん。俺も信奈も、もう、決めているんだ。十兵衛ちゃんを最後まで信じて、関ヶ原への道をまっすぐに押し通ると。最後まで『運命』に抗あらがい続けると。ここで俺たちが早々にあきらめて退たい却きやくしたら、十兵衛ちゃん率いる明智軍は敵中に孤こ立りつし、全滅の憂うき目に遭あうじゃないか」

「それは、明智光秀が裏切っていない場合の話でしょう!?　罠だったら？　裏切ったら？　数万の軍勢と武将たちの命がかかっているのよ？」

「そのために俺と信奈が、先頭に立つのさ」

「ヤスケ。あなたは良晴を殺せないのでしょう？　ガスパールから、良晴を殺せとは命じられていないはず。だって、ぜんぜん殺気がないわ。お芝しば居いなのでしょ？」

　ヤスケは「ガスパールさまの希望そのものだけのことはあるわね。織田信奈」と思わず漏もらしていた。だがやはり、わからなかった。この「死の強行軍」に、勝算などない。

「ううん。勝算は、希望はある。良晴がわたしと十兵衛の『運命』を変えてくれたと、わたしは信じている。それに、良晴がわたしを止めないということは、良晴には南宮山を突っ切れる勝算があるということだわ。行くわよ、良晴。遅おくれないで！」

　桶おけ狭はざ間まの合戦の時のように「敦あつ盛もり」を舞まいたいところだけれど時間がないわね、とつぶやきながら信奈は馬の腹を蹴けって、そして南宮山の北ほく麓ろくへとただ一騎きで突とつ入にゆうしていた。

「行くぞヤスケちゃん！　だが俺と一いつ緒しよに信奈を追って先頭を走るのは危険だ、ヤスケちゃんは後方へ下がってくれ」

「お断りよ！　なにが『ヤスケちゃん』よ、馴なれ馴れしい！　私のもともとの任務は相良良晴、あなたが『失敗』したその時にあなたを生かして戦場から離り脱だつさせることよ！　生かして高たか千ち穂ほへ連れて行くの！　もう一度、天あまの岩いわ戸とを潜くぐらせるの！　あなたは、もしかしたらガスパールさまの『過去』なのかもしれないんだから！」

「……しょうがねえな。それ、信奈には言うなよ。頼たのむぜ。言ったら、舌嚙かんで自害してやるからな？　その時点で『二周目』はなかったことになる。ほんとうにあいつが俺だとすれば、ガスパールも消えるんだぜ？」

「本気みたいね。あなたを生かして高千穂へ連れて行く任務は、光秀を殺すよりも百倍も千倍も難しいわね。だったら、あなたから片時も離はなれないから！」

「……それはそれで、困るんだが」

　良晴は、前を向いていた。信奈の背中を追いかけていた。絶望的な賭けに見えるが、希望はある。なぜならば、細ほそ川かわ藤ふじ孝たかの策は、崩くずれた。運命の「松尾山」に、光秀が布ふ陣じんできなかったのならば──「場」の力から奇き跡せき的に逃のがれることができた光秀は、自分自身の「意志」の力で選せん択たくを成したはずだ。だから信奈を、裏切っていない。そう、良晴は信じた。あとは「南宮山」に陣取った吉川元春がどう出るか、だけだ──。

「頼む。せっかく『宰相殿どのの空弁当』で有名な南宮山に陣を敷しいたのだから、弁当を食っていてくれよ元春。『場』の力ってやつで空腹感に襲おそわれていてくれよ。ほとんど神頼みに近いわずかな可能性だが、藤孝の策略を逆手に取ることができるかもしれない。頼むぜ……！」

　ええ？　こんな絶体絶命の修しゆ羅ら場ばで女の子の食欲に頼たよるとか、馬ば鹿かじゃないのあなた？　と良晴の首を太ふと股ももで挟み込みながらヤスケは呆あきれていた。

「信奈は天てん王のう寺じの合戦の時と同様に、十兵衛ちゃんを見捨てるくらいならばと自分自身の意志の力を信じて突っ込んでいったが、未来人の俺としてはこの賭けに勝てる根拠はあるんだ。俺が知っている『関ヶ原の合戦』では、南宮山に陣取った部隊は『空弁当』を食べて参戦を渋しぶるんだ。それに、たとえ吉川軍が山頂から殺さつ到とうしてきたとしても、絶対に突破できないと決まったわけじゃない。先頭を行く信奈が最速で駆かけ抜ぬければ」

「どうかしら!?　織田信奈は過去に何度も単騎で敵中に突進して生き延びるという強運を発揮してきたそうだけれど、吉川元春は剛ごう勇ゆうの将。今回ばかりは通じないわよ？　私としては、あなたを引き留めたいのだけれど」

「ぐぐっ。なんだか妙みような気分になるから、太股で俺の顔を圧あつ迫ぱくしないでほしいなあ……これが幼いねねや五右衛門だったら、平気なんだが……」

「……ちょっと。なに興奮してるのよ、ほんっとに馬鹿ね！　あなた、ガスパールさまじゃないわよ。仮にもあれほど禁欲的で上品なガスパールさまの前身が、こんな馬鹿で下品な男なわけがないわ！」

「俺も、そう思うぜ」

　一いつ瞬しゆん、勘かん違ちがいしそうになっちまった。まるで五右衛門が、俺の肩に乗ってくれているかのような。そんな錯さつ覚かくを覚えながら、良晴は目に涙なみだを浮うかべていた。この決戦が終わるまではお前の死のことは考えない、この戦いが終わるまでは泣かない、と誓ちかったばかりなのに。まったく俺はお前がいてくれないとダメだな五右衛門、と笑いながら泣いた。

「ほら。やっぱり、違う。ガスパールさまは、泣かないわ。私が、死んでもね……」

　ヤスケは、そんな良晴の頰ほおを、そっと撫なでていた。未来人と南蛮から海を渡ってきた奴ど隷れいがともに戦国ジパングの女王に仕えて同じ戦場で戦うだなんて、あり得ないようなおかしな話だわ、まるで、夢のような──と目を細めながら。
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　この時、毛利家の外交尼に僧そう・暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいは吉川元春の副将として南宮山の北麓に布陣し、大垣方面から関ヶ原へと続く東山道を見張っていた。

　南宮山は、東山道と伊勢街かい道どうのいずれをも塞ふさぐ東の要害。恵瓊は「東山道と伊勢街道、どちらから織田軍が来るかは五分五分。いずれにも対応できるよう、吉川さまは山頂に！」と進言し、吉川元春本隊を南宮山の山頂へと布陣させ、自らは南宮山の北麓に陣を敷いて東山道を見張る役を受けた。一方の栗原山には土佐の姫ひめ大名・長宗我部元親を配置し、伊勢街道を見張らせている。

　織田軍が東山道から来れば恵瓊が、伊勢街道から来れば長宗我部が吉川元春に報告を入れ、ただちに全軍で下山して織田軍を叩たたき潰つぶす。それが恵瓊の献けん策さくだった。

　吉川元春は「おお、なかなか臨機応変じゃけえ！　恵瓊にも戦術眼があったんじゃのう」と恵瓊の策を採用し、二万の大軍を率いて南宮山の山頂へと登ったのだが──。

「え、え、恵瓊!?　おどれはいったい、なにをしちょる!?　来た！　織田信奈が東山道を進んで関ヶ原に入ろうとしとるけぇ！　なんで動かんのじゃ～！　邪じや魔まじゃ、麓ふもとの恵瓊軍が邪魔で下山できん！」

　その吉川元春が、激げき怒どしていた。

　南宮山の山頂という位置が、まず悪かった。はじめて関ヶ原を訪おとずれた元春は、知らなかったのだ。これほどに南宮山が険けん峻しゆんな山だということを。山頂から東山道へと駆け下りるだけでも時間と労力を要するのだ。

　その上、墨すの俣またから転進してきた織田軍が大垣城へ入らずに東山道を直進し、関ヶ原へと入ろうとしているのに、北麓に陣を敷いた恵瓊の軍勢がぴくりとも動かない。

　恵瓊軍が蓋ふたをした形となって、山頂に陣取る吉川軍二万は眼下を駆ける織田軍に逆落としをかけられないでいる。

「恵瓊、どういうことじゃ～！　さては、織田方に内通しおったか！　う、う、うぬは、毛利家に滅ほろぼされた敵方の娘むすめであったのを、隆景がその才を評価して格別に取り立て寵ちよう愛あいしてきたというのに！」

　業ごうを煮にやした元春が直接恵瓊の陣へと駆け込むと、恵瓊は家臣団とともに「弁当」を広げてはむはむと食べていた。

「はわわ。吉川さま、すいませぇ～ん。山やま越ごえに継ぐ山越えで疲つかれ果てたせいか、われら一同、猛もう烈れつにお腹なかがすきまして。腹が減っては戦いくさができぬと申します。下山するのは弁当を食べてからにしましょう。そういうわけで、吉川さまも安あ芸きの新名物『もみじ饅まん頭じゆう』を、どうぞ♪」

　もみじ饅頭は、相良良晴が毛利家に伝授してくれた名物菓が子しだ。恵瓊からもみじ饅頭を差し出された元春の脳のう裏りには、相良良晴とともに騒さわがしくそして楽しく過ごしたいくつもの思い出が不意に蘇よみがえり、（情けじゃ。どうせ要所を毛利に奪うばわれた織田軍は関ヶ原の合戦に勝てん。このまま通してやるけえ）と揺ゆれた。だが、元春は乙おと女めである前に武将なのだ。

「ま、饅頭で自分を懐かい柔じゆうできるか～っ！　空弁当を言い訳に敵軍を見み逃のがすわけにはいかんけぇ！　そもそも恵瓊！　おどれ、ちっとも箸はしが進んどらん！」

「そりゃまあ、実は満腹ですからね～。尼僧って、あまり食べないんですよぉ」

「なぜ動かぬ！　毛利家の運命を賭かけたこの一戦で、なぜじゃ！　松尾山を守る隆景にどう申し開きするつもりじゃ！　その首、落とすことになるぞ！」

　恵瓊は「まあまあ。焦あせらず武田・徳川軍の到着を待ちましょう。今いま頃ごろは東山道を猛進しているはず。すぐに来ますよ～」とどこ吹ふく風だった。幼い頃から仏道修しゆ行ぎようを続けてきた恵瓊は飄ひよう々ひようとしていて、焦ることを知らない。

「戦国時代をただいちどの戦いで終わらせる、一いち撃げき決戦。決してこの戦いを第二次応おう仁にんの乱にしてはならない。それが隆景さまの望みであり、織田信奈の野望でもある。恵瓊ちゃんは、ちょっとばかり『舞ぶ台たい』を整えてさしあげただけですよぅ」

「恵瓊。おどれは今さら、毛利家へ遺い恨こんを持っているはずがない。旧きゆう怨えんを水に流し、毛利家のために、天下のために無私の心で働いてくれる得がたい外交僧じゃ。隆景はそう信じておった。この空弁当が、毛利家のためじゃというのか？」

「御ぎよ意い。わが策のすべては、隆景さまと吉川さまのお二人が──毛利両りよう川せんが揃そろった場で、打ち明けましょう」

　ついに、織田軍が南宮山の北麓を突破し、関ヶ原へと入った、との一報が元春と恵瓊のもとに飛び込んできた。

　無念じゃ。織田軍をしごうしてやれるはずだったのに、手遅れになってしもうた！　と元春は歯がみした。

「吉川さま。慌あわてない慌てない。一休み、一休み♪」

　おどれを今すぐ斬きりたいが、どうしても隆景に言いたいことがあるようじゃな恵瓊！　おどれを隆景のもとに連れて行く！　と元春は恵瓊の身体からだに縄なわをかけていた。
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　相良良晴も織田信奈も、恵瓊が「空弁当」という反乱にも等しい行こう為いに及およんで南宮山の吉川軍を押しとどめていた事実を知らない。知らないが、二人は信じた。明智光秀を信じた。そして、織田軍は南宮山の北麓を駆け抜けることができると信じた。二人の命を、これまで戦い続けてきた日々の軌き跡せきを、未来を、すべてを、賭けた。

　そして、吉川軍は、動かなかった。

「さすがの俺も、ここまでうまく行くだなんてちょっと信じられない。もしかして、ほんとうに『空弁当』でもやっているのか？」

「場」の力を、南宮山を突破できる根こん拠きよのひとつと考えていた良晴にも、なにが起きているのか理解しがたかった。冷静に考えてみれば、吉川元春は目の前の合戦に全力を注ぐ闘とう将しようで、「場」の力のような抽ちゆう象しよう的てきな不可視の力に容易に動かされる性格ではない。敵軍を発見すれば、彼女自身が生しよう涯がいをかけて積み上げ鍛きたえてきた「戦闘本能」のほうが勝まさるだろう。副将の恵瓊は、暗黒寺で精神を研とぎ澄すます瞑めい想そう修行を続けてきた高僧だから、密教の呪じゆ術じゆつや「場」の力といった類たぐいのものには耐たい性せいがありそうだ。

　どうやら俺はかなり危険な賭けをしていたらしい、と気づいた良晴は震ふるえ上がった。

　では、いったいなぜ？

　良晴の肩かたに乗ったヤスケも、「噓うそでしょ。街道を駆ける織田軍は縦に延びきっていたのに。なぜ圧あつ倒とう的てきに有利な山頂から攻せめてこなかったの？　ジパングの合戦って、どうなっているのよ」と目を見開いている。

「良晴！　南宮山を抜けた！　東山道、伊勢街道、北国街道が交こう叉さする十字路に辿たどり着いたわ！　見て！　十兵衛よ！　土岐桔き梗きようの旗印よ！　松尾山には、入っていない！」

　信奈が、声をあげた。

　まだ安心するのは早いわよ。明智光秀の真意は、まるでわからない、とヤスケが良晴に囁ささやいていた。

　織田信奈。

　相良良晴。

　そして、明智光秀。

　いったい、いつ以来だったろう。

　この「運命」の絆きずなに結ばれた三人が、再会を果たす時が訪れたのだ。




「永えい楽らく銭せん」と「黄金のひょうたん」。

　絶体絶命の危機にもかかわらず、信奈と良晴の旗印が、関ヶ原に翻ひるがえっていた。

　総大将の信奈と、そして相良良晴。その二人が軍団の最先頭に立っていることに、明智光秀はすぐに気づいた。

　明智光秀は、自らの「運命」の分ぶん岐き点となった瞬間を、回想していた。




　　　　※




　明智光秀が関ヶ原に到とう達たつし、細川藤孝から「古こ今きん伝でん授じゆ」の秘事を明かされて豪ごう雨うの中で茫ぼう然ぜん自じ失しつとしながら、己おのれの「運命」の結末を知って「全軍を、松尾山へ」と号令を発した、その時だった。

「く、曲くせ者もの!?　しまったあっ!?　姫！」

　ガスパールが放った「刺し客かく」のヤスケがその細い二本の腕うでで光秀の後頭部を挟はさもうとした、その時。

　瞬間、松尾山の近くに墜おちた雷かみなりが、闇やみに覆おおわれて隠かくされた関ヶ原の全体像を、松尾山の全ぜん貌ぼうを、鮮あざやかに照らし出していた。

　それは、ほんの、一瞬の出来事だった。

　そして。

　惟これ任とう日ひゆう向が守のかみは。明智十兵衛光秀は。

　松尾山の麓から山頂へ至るまで、無数の軍旗が翻っているさまを、見ていた。

「あれは……『児こ文も字じ』!?　『右頭三みつ巴どもえ』!?」

　山さん麓ろくには、岡おか山やまから長ちよう駆くして忽こつ然ぜんと関ヶ原入りした宇喜多直家軍。

　その旗印は、「児文字」。桃ももを思わせる紋もん章しようの中にくっきりと描えがかれた「兒」、すなわち「児」の一文字。鬼き畜ちく外げ道どう、奸かん悪あく無限と恐おそれられる「裏切り暗殺の将」でありながら、実子・秀ひで家いえにだけは別人のように子こ煩ぼん悩のうな宇喜多直家が、いつの頃からか──一説によれば相良良晴が毛利家に仕官した頃から、「児」を旗印に採用して掲かかげたのだという。

　山頂付近には、「毛利両川」の頭脳を担当する小早川隆景軍。

　その旗印は「木き津づ川がわ口ぐちの海戦」で何度も織田軍を脅おびやかしてきた、あの「右頭三つ巴」、別名「左三つ巴」である。

　見み間ま違ちがえるはずもなかった。

「松尾山に小早川と宇喜多が!?　いつの間に!?　どうして、なぜ？　迂う回かい行軍が裏目に……！」

　細川藤孝から明かされた己の「運命」──「ときはいま　あめがしたしる　さつきかな」の句に込められた「言こと霊だま」が放つ強烈な力に呪じゆ縛ばくされ、「裏切りの運命」の地・松尾山に引き寄せられるように布ふ陣じんするはずだった明智光秀。

　しかし、その松尾山には、期せずして毛利方がすでに布陣を終えていた。

　もしも雷が光らなければ、松尾山を照らし出さなければ、光秀はこの時、光秀の背後に音もなく立っていたヤスケによって暗殺されていたはずだった。斎さい藤とう利とし三みつが気づいた時にはもう、ヤスケは光秀を殺せる間合いへと入り、そして己の「未来」を知らされて激しく動どう揺ようしていた光秀はヤスケに背後を奪われたことに気づいていなかったのだ。

　だが、光秀の「運命」は、確定しなかった。この一筋の稲いな光びかりによって。

「……利三……たいへんです……松尾山を毛利に奪われました！　またしても小早川隆景に裏をかかれました！」

「姫ひめ!?　先ほどまで、夢うつつを彷徨さまよっていたかのようでしたが……にわかに、その目に、お力が蘇られました！　正気を取り戻もどされたのですね？」

「利三。十兵衛は、完全に藤孝どのの術中に落ちていました。十兵衛の『運命』はここに定まったと、もう抵てい抗こうしても無む駄だだと、絶望しかけていました。ですがもはや、惑まどっている猶ゆう予よなど。『言霊』などに操あやつられて心を彷徨わせているような場合ではなくなったです！　この合戦、このままでは東軍の勝ちです……！」

　ヤスケは、光秀の首を捻ひねり頸けい椎ついを折るために伸のばしたその手を、止めていた。たった今まで、光秀の心はガスパールが危き惧ぐした通りに「主しゆう殺ごろし」の「運命」へと引きずられ、闇に落ちようとしていた。しかし、一本の稲いな妻ずまが、光秀に「松尾山、毛利方が奪だつ取しゆ」という「現実」を突つきつけていた。あたかも、光秀の目を開かせようとするかのように──これでは、殺せない。「主殺し」の意志を光秀が明らかにするまでは。この関ヶ原で光秀を殺せば、明智軍は瓦が解かいし、その瞬しゆん間かんに織田信奈の敗北が決定してしまう。殺すのは、光秀の「運命」が細川藤孝の思おも惑わく通りに「謀む反ほん」へと定まってしまったその時だ。

「お逃にげください、姫！　背後に、刺客が……全身を黒くろ塗ぬりにした忍しのびが！　宇喜多直家が放った暗殺者かもしれません！」

「……利三……どうやら、背後を取られているようですが……殺気は感じられないです。宇喜多の手の者では、ないのでしょう」

「ええ。私はガスパールさまの従者、ヤスケよ」

「……ガスパールどのの……？」

「織田信奈と相良良晴を守る。それが私の使命。わかるでしょう、明智光秀」

「……それでは」

　光秀とヤスケの対話は、そこでいったん中断された。暴風雨の中を光秀方の伝令兵たちが続々と駆かけてきたからだ。中には、全身に矢を射られて針はり鼠ねずみのようになっている者もいた。

「松尾山にはすでに、宇喜多直家と小早川隆景の軍勢が！」

「松尾山失しつ陥かんの際に入るはずだった南宮山にも、吉川元春の軍旗が翻っております！　栗原山には、東軍方についた長宗我部元親！　作戦は失敗です！」

　南宮山まで!?　それでは、織田軍は……西軍はもはや、東西二つの要地を奪われて……と光秀は言葉を失っていた。大坂城の毛利両川に動きを気取られぬように「坂本城を攻める」と宣言して琵琶湖から北国街かい道どうを経由しての迂回策を用いたことが、裏目に出たらしい。またしてもあの小早川隆景に、「関ヶ原入り」を見切られていたとは！　先せん輩ぱいとともに東山道をまっすぐに進むべきだったのだろうか？　もしもあの時、東山道を進んでいれば。先輩が信奈さまのために十兵衛の願いを断ったことで、十兵衛の心は決けつ壊かいしつつあった。でももしも、十兵衛が先輩とともに東山道を進むという選せん択たくをあの時、為なしていたら……。

「……危険を顧かえりみずに最短距きよ離りをまっすぐに突き進むと決めた先輩が正しかったのです。十兵衛は、この土ど壇たん場ばで選択を誤って……小早川隆景が百手先までも読んでくる智ち将しようだということは、すでにわかっていたはず。十兵衛は、智に溺おぼれたのでしょうか。このままでは関ヶ原での勝利は毛利のものに。先輩も。信奈さまも。『天てん下か布ふ武ぶ』の夢も。なにもかもを失うことに……」

　光秀の心はまたしても揺ゆれ動いている。次々と事態が変転し、その心は定まらない。ああ。もしも、時間を巻き戻すことができたら。あと一度だけ。もう一度だけ、やり直せたら。こんどこそは。

　そして、決定的な「報告」が、入った。

「姫！　墨俣から、密使が！　虫の息です！」

「墨俣!?」

「……岐阜城、落城いたしました……主将の津つ田だ信のぶ澄すみさまは降こう伏ふく開城ののち、武田信しん玄げんじきじきに斬ざん首しゆ……徳川軍の待ち伏ぶせに遭あい岐阜城の後ご詰づめに失敗した織田軍は墨俣から転進し、関ヶ原へ……武田・徳川軍もまた、織田軍を追って関ヶ原へ。もはや、尾お張わりと岐阜を失陥した織田軍には後がありません……松尾山の確保を……お願いいたします……なにとぞ」

　その密使は、光秀にその報告を終えると同時に、息を引き取った。

「……津田……信澄どのが」

　乱れに乱れ、迷いに迷っていた光秀は、この「信澄戦死」の一報を聞いたその時、しばし言葉を失っていた。

　信奈さまは、ただ一人の弟君を、失われた。

　信奈さまのお父上・織田信のぶ秀ひでさまが命を削けずって切り取り続け、たいせつに育て続けた尾張の国も。

　斎藤道どう三さんさまが「天下布武」の礎いしずえとするために生涯をかけて築かれたあの夢の城──岐阜城も。

　幼なじみの、徳川家いえ康やすどのも。

　そして、信澄どのも。

　なにもかもを、失われた。

「運命」は、信奈さまを、「天下布武」の達成まであと一戦、あと一勝というところまで駆け登られた信奈さまを、ここで滅ほろぼし去ろうとしている。

　残るは──この明智光秀。惟任日向守。関ヶ原に先行して到着した十兵衛が、この絶体絶命の状じよう況きようで信奈さまを裏切れば──信奈さまの「死」の「運命」が、成じよう就じゆする。信奈さまは、挫ざ折せつする。天下を、統一できない。志半ばで、すべてを失う。

　はじめから、そうなる「運命」だったのだ。

　おそらくそれが、細川藤孝どのが「古今伝授」を解読して知った「未来」であり、相良先輩が覆くつがえそうと抗あらがい続けてきた「運命」の結末。

　お母上に愛されたいという願いをあきらめ、捨ててまでも戦ってきた、信奈さまは。

　ついに、報むくわれずに、死んでいく定めだったのだ。

　しかも。

　松尾山と南宮山を毛利に奪うばわれた以上。

　仮に「運命」の成就を阻そ止しすべく自分がここで自害しても、結果は同じだ。

　主将を失った明智軍は、ここで四散する。

「桶狭間の合戦」の最中に今いま川がわ義よし元もとを捕とらえられた今川軍のように。

　その瞬間に、信奈さまの「運命」は、確定する。

　いくら相良先輩が奔ほん走そうしようとも、もはや、これ以上は。

　無力だった。丹たん波ば平定に、長い長い時間を要した。織田軍の東国戦線での苦戦と敗走も、明智軍が丹波で苦戦し、毛利両川に大坂を奪われたことが原因のひとつだ。その上、二度も母を人ひと質じちに取られるという愚ぐを招いた。失敗に失敗を重ねた。ついにはこの決戦場の関ヶ原で、致ち命めい的てきな失態を演じた。そして、その結果──。

（信奈さまの「運命」を覆す力を、十兵衛は持ち得なかったのでしょうか。あれほど努力し、あれほど頑がん張ばってきてもなお、「運命」からは逃のがれられなかったのでしょうか）

　涙なみだを流しながら悔くいる光秀の頰ほおにそっと指で触ふれながら、ヤスケが問うていた。

「明智光秀。どうするの。あなたの『運命』は、どうやら、ガスパールさまが想定していた通りのものだったみたい。はっきりわかったわ。あなたは、織田信奈を殺すのよ。それがあなたの『運命』。あなたは、織田信奈を殺すためだけに生まれてきたんだわ。イエスを裏切って売り飛ばしたユダのように──」

「……ユダ……」

「そうよ。イエスの使徒。イスカリオテのユダ。大昔のお話。西の世界のほとんどを羅馬ローマ帝てい国こくが支配していた時代のお話。羅馬帝国の支配に甘んじ、虐しいたげられし亡国ユダヤの民たみの心を『愛』によって改革しようと奔走したイエスは、自分が羅馬帝国に反逆者として捕らえられ殺される『運命』を予知したというわ。最さい後ごの晩ばん餐さんで、使徒たちを前にイエスは『お前たちの中に私を裏切る者がいる』と告げた。死を前にして、イエスはゲッセマネで祈いのった。なぜ神は私を見捨てるのか、と苦しんだ。そのイエスを裏切って売り飛ばした使徒が──イスカリオテのユダよ」

「……なぜ、イスカリオテのユダは、イエスを裏切ったのですか」

「さあ。わからないわ、誰だれにも。キリスト教徒にも。羅馬の司教たちにも。教皇にも。『運命』だったとしか言いようがない。ユダは、イエスを生きた人間から『羅馬帝国に抗い、死の運命を享きよう受じゆしてもなお人々の心を変えるという信念に殉じゆんじた神の子』へと押し上げるために、敢あえてイエスを売った、と言う者もいる。事実、イエスがゴルゴタの丘おかで悲劇的に死ななければ、彼は古きユダヤの信しん仰こうを否定し改革しようとした地方宗教家で終わっていたはず。イエスが説いた『愛』の教えは、ヨーロッパの人々にまでは伝わらなかったはずよ。イエスは志半ばで死んだからこそ神の子となり、その悲劇的な死と『愛』の教えは伝説となった。人間はただ憎にくみ合い殺し合うために生まれてきたのではない、と彼は説いた。同じ頃ころ、東洋に現れて慈じ悲ひを説いた釈しや迦かのように」

「……『愛』……でも、なぜイエスは自分の運命を予知しながら、裏切り者のユダをそのままにしておいたのですか。イエスにはわかっていたはずです。ユダが裏切ることを」

「もしかしたら、『愛』かしら。ユダを、最後まで信じたかったのかもしれないわ」

「……ユダを信じたかった……ただ、それだけの理由で、『死』の運命から逃げようともせず？」

　人間は「運命」を変えられるのですか、藤孝どのとの祝しゆう言げんを避さけるためににわかに洗礼を受けたばかりの十兵衛にはわからないです、キリシタンはどう考えているのですか、と光秀はヤスケに問うていた。

「『運命』がすでに定められていて動かせないものなのか、それとも人間の意志で変へん更こうできるものなのか。これは、いかなる宗教、いかなる哲てつ学がくでも、永遠に結論が出せない難題ね。ただガスパールさまは、個人的な信念を抱いだいている。『人間の自由意志』を信じている。人は善悪を、そして己おのれの『運命』を選び取ることができるはずだと。だから、織田信奈さまの『運命』を覆すために、ジパングへ来た──もっとも、私は『決定論』寄りよ。奴ど隷れいの子は奴隷。一いつ滴てきでも黒人の血が混じっていれば、その者は生しよう涯がい、南なん蛮ばん人じんに支配される奴隷。自由など、ない。例外は、私を奴隷の『運命』から解放し救ってくださったガスパールさまだけよ。あのお方のためならば、私はなんだって、できる」

「……ならば。十兵衛を、殺しますか」

「明智光秀。あなた自身に選ばせてあげる。あなたは、どうしたいの」

　光秀は、叫さけんでいた。

「……十兵衛は……私は、信奈さまを、信じたい……相良先輩を、信じたい……自分自身を、信じたい……！　信奈さまを殺すためだけに生まれてきた、信奈さまを裏切るために戦ってきた、日ノ本のユダになることが十兵衛の『運命』だったなんて、認めたくないです……！　十兵衛は……」

「たぶん今が、相良良晴を手に入れる最初で最後の機会よ。その機会を、投げ捨てるの？」

「できます！　もしも、もしも津田信澄どのが武田信玄に斬きられていなければ。十兵衛の弱い心は、破れていたかもしれません。決壊していたかもしれません。ですが。信澄どのは、自分の『死』の『運命』を予感しながら、岐阜城を守るために最後まで戦われたのです！　たびたび信奈さまを裏切って謀む反ほんし続けてきた信澄どのを、信奈さまは、最後まで姉として『愛』され続けました。だから信澄どのの『運命』は変わったのです。謀反人として姉に殺されるのではなく、姉を支えるために弟として戦い、そして武士として死なれたのです！」

　相良先輩がお二人を和解させたと聞いています。きっと先輩は、信奈さまに殺されるはずだった信澄どのを救ったのです。たとえ、「死」という結末は変えられなかったとしても、信澄どのの心を、信奈さまの心を、先輩が繫つなぎ止められたのです。十兵衛も。この十兵衛も、先輩に救っていただいたのです。あの、清きよ水みず寺でらで。先輩は、十兵衛を清水寺で討うち死にさせておけば「古今伝授」に予言された「未来」を回かい避ひできる機会を得ていながら、十兵衛を救ってくださいました。信奈さまもまた。清水寺で。天王寺で。何度も何度も、死地に陥おちいった十兵衛を救うために自ら戦い、血を流されました。十兵衛は、先輩に、そして信奈さまに、これほどにも「愛」されていました。

「だから、十兵衛は『運命』を乗り越こえたい。信奈さまが。先輩が。十兵衛を最後まで信じてくださるのならば！」

「……そうね。未来から来た相良良晴は、最初からあなたの『運命』を知っているわ。あなたが、ジパングのユダだということをね。それでも、彼はあなたを守ってきた……でももしも、もう、信じてもらえなければ？　この土壇場であなたは松尾山も南宮山も取れなかった。そして、母上を坂本城に捕らわれている。京で相良良晴と異なる道を進むことになった時点で毛利方に内通したと疑おうと思えば、いくらでも疑えるわ」

　信じてくださいます、と光秀は震ふるえながら答えていた。

「信奈さまに、書状を。この状況では、十兵衛は関ヶ原を動けません。残された陣じん地ちを全力で確保せねば。危険ですが、信奈さまご自身に南宮山の麓ふもとを通過して関ヶ原に入っていただくしかありません。届けて、くれますか」

「私が関ヶ原を離はなれたあと、あなたは松尾山に入って小早川と合流する可能性もある。そうでなくとも、南宮山の脇わきを進んで来いだなんて、危険すぎる。あなたは、この私を『罠わな』として用いるつもりかもしれない。織田信奈に書状は渡わたすけれど、あなたの弁護はしないわ。明智光秀は疑わしい、と告げる。私はガスパールさまの言葉を信じているもの。それでもいいの？」

「……構いません。信じてもらえなくば、その時は……」

　光秀から託たくされた書状を手にしたヤスケが消えたあと、雨中で呆ぼう然ぜんと二人の問答に聞き入っていた斎藤利三へと、光秀は下知を与あたえていた──。

「利三。関ヶ原の西方に残された笹尾山と天満山にただちに布陣し、確保します。この両山を最終防衛拠きよ点てんとして、北国街かい道どうと東山道の西の出口を死守。信奈さま率いる織田軍本隊と合流して守り抜ぬきます。関ヶ原を抜かれれば、織田軍は安土城に籠ろう城じようする他ほかはなくなり、織田家は滅びます。武田信玄にはもはや、八分の勝ちを収めたところで和わ睦ぼくして撤てつ退たいするつもりがありません。絶対に、これ以上は防衛線を下げられません」

　斎藤利三は、「吉川元春軍が陣取る南宮山の麓を抜けて来いと告げれば、裏切りを疑われる恐おそれが。もしも信奈さまが関ヶ原に入ってこなければ、西軍は崩ほう壊かいします。どうなさいますか」と震えながら光秀に尋たずねていた。光秀は、「その時は、この十兵衛の『運命』が成就する時。ですが、絶対にユダにはなりません。利三に明智軍の将兵を委ゆだねて撤退させ、そして十兵衛は、自害します」と告げていた──。




　　　　※




「……あ……あ……信奈さま……先せん輩ぱい……来て、くださった。夢じゃない。夢じゃないです。十兵衛は……」

　もしも島津義よし弘ひろたち九州勢が先頭を進んで関ヶ原入りしていれば、光秀は「十兵衛は信奈さまと先輩の信しん頼らいを失った。疑われた。『運命』からは逃れられなかった」と絶望していたかもしれない。

　しかし。

　笹尾山を下り、関ヶ原の「十字路」まで手勢を率いて織田軍を出で迎むかえた光秀の目の前に真っ先に現れたその人は、織田信奈であり、そして相良良晴だった。

「十兵衛！　大義！　わたしは笹尾山へ、十兵衛と良晴は天満山へ！　袋ふくろ小こう路じに追い詰つめられる形となるけれど、むしろこれでいいわ！　天てん下か布ふ武ぶの達成まで、あと一戦よ！」

　いったいいつ以来だろうか。この三人が顔を合わせ、同じ時間と場所を共有することができたのは。

「勘かん十じゆう郎ろうの仇かたきを取る、とは言わないわ。天下を盗とるのよ！　蝮まむしの教え子たち──わたしと、あなたと、そして良晴とで！　まだ終わりではない。武田信玄は、今までの慎しん重ちようさを捨てて異常なほどに速戦を望んでいる。勝算はあるわ、十兵衛！」

「十兵衛ちゃん。ごめん。俺がきみとともに東山道を進まなかったばかりに、苦しめてしまった……だが、信奈も俺も、最後まで十兵衛ちゃんと『運命』をともにする。俺たちは──生まれた日も生まれた場所も、生まれた時代すらも違ちがうけれど。それでも。同じ志を抱いて『運命』に抗あらがうために戦ってきた。死ぬ時は、三人一いつ緒しよだ！　わかったか、ヤスケちゃん。俺と信奈を守るというのなら、十兵衛ちゃんも守れよ！」

「……ついに押し通ったわね。あなたたちにはつくづく、呆あきれたわ……」

　光秀は思った。なにを惑まどっていたのだろう。「古今伝授」など、ただの言葉にすぎない。相良先輩の「一番」は、いつだって信奈さまだった。いちどだって、揺ゆれたことはない。本ほん猫びよう寺じでの蹴け鞠まり合戦の折に、はっきりと「信奈が好きだ」と先輩は逃にげずに本心を告げてくれた。

　たとえ相良良晴の「妻」になれなくとも、「失しつ恋れん」を受け入れようとも、それでも──先輩は、「最愛の人を殺す者」だという十兵衛の「運命」を知りながら十兵衛を黙だまって守り続け、「運命」から庇かばい続けてくれた。十兵衛がただ一方的に先輩に愛を与えてきたのではなかった。自分は、ずっとこの人に愛されていた。今も、愛されている。きっと、これからも。




「ほんとうに、来てくれたのですね。南宮山の麓を抜けるという危険を冒おかしてまで、東山道を駆かけて来てくださったのですね。十兵衛を、信じてくださったのですね」




　相良良晴は、墨俣に続いて二度目の奇き跡せきが起きたかのようだ、と目を細めていた。

　光秀は、踏ふみとどまったのだ。

「運命」に、抗ったのだ。

　だが、光秀が「古今伝授」の言こと霊だまに囚とらわれず耐たえきったことは決して偶ぐう発はつ的な「奇跡」ではなかったと、良晴はすぐに知った。

「信奈さま。相良先輩。信澄どのの件、言葉もございません！　もしも信澄どのの死を知っていなければ、十兵衛は、『古今伝授』の言霊に心を奪うばわれて裏切っていたかもしれません。信奈さまを裏切るという『運命』をこの関ヶ原で藤孝どのから知らされた時、心が惑いました……！」

　そうか。信澄が、と良晴はすべてを理解していた。

　しかも、細川藤孝がおそらく最終的に光秀を誘ゆう導どうするつもりだった「運命」の松尾山には、毛利軍が布陣している。

　光秀は理知的な性格だが、精神攻こう撃げきや暗示の類たぐいに弱い。だからこそ「古今伝授」という切り札を、藤孝は繰くりだしたのだ。当初の作戦通りに明智軍が松尾山に入っていれば、「場」の力が発動し、事態はどうなっていたかわからない。

　だが毛利軍は、藤孝の「古今伝授」を用いた「場」の力による策さく謀ぼうを、知らされていないのだ。藤孝と毛利両川との足並みは、一いつ致ちしていない。小早川隆景が「古今伝授」の存在を知れば、おそらく「そのような古き予言書の類いに戦国日ノ本の覇は者しやを決めさせることは認めない。われらは人間の時代をもたらすのだ。人間が戦い、人間が『運命』に抗い、人間が決定するのだ」と憤ふん慨がいして、藤孝の策謀を止めてしまうだろうから。

　今までは藤孝の打つ手打つ手がことごとく当たり続け、「運命」そのものが藤孝に味方しているかのように事態は暗転し続けてきた。だがこれからは、必ずしもそうはならない。藤孝はその「強運」を、序じよ盤ばん戦せんで半ば使い切ってしまったのかもしれない。

　皮肉にも、藤孝が光秀に「未来」を教えたことが。

　そして、良晴が「未来」を信奈に明かしたことが。

　なによりも、東軍勢と戦って散った信澄の死が。

　完全に、「流れ」を変えていた。

　そうとしか、思えない。

　だからこそ、織田軍は南宮山北ほく麓ろくを、東山道を、押し渡れた。

「……信奈さまを裏切る罪を犯おかすはずだった私を、許してくださいますか？」

　馬から下りた光秀が、信奈の足あし下もとに跪ひざまずいて「罪」を懺ざん悔げした時。

　信奈は「そう。勘十郎が……」と夜空を見上げながら、自らも馬から飛び降りると、そっと光秀の肩かたに手をかけて抱だき起こしていた。

「勘十郎を失ったわたしが泣いているのはしょうがないけれども。あんたがどうして罪悪感なんか抱いて泣いているの、十兵衛？　成じよう就じゆしてもいない『未来』の罪など裁けるはずがないでしょう？」

「藤孝どのから『古今伝授』の秘事を明かされたのです。十兵衛は、いずれ信奈さまを殺すのです。それが……本来成就するべき『未来』だと」

「奇き遇ぐうね。わたしもさっき良晴から、その話を聞きだしたわ。あなたが、わたしを裏切って殺すはずだった、という『未来』の話を」

「……信奈さま。もう、十兵衛は報むくわれました。どうか十兵衛を、斬ってください」

「どうして？」

「今はまだ十兵衛は正気で、『運命』に搦からめ捕とられてはおりません。そう思っていました。ですが冷静に考えてみれば、もしも十兵衛の書状が引き金となって南宮山の吉川元春が動いていれば結果的に十兵衛の『主しゆう殺ごろしの運命』は成就していたでしょう。今後も十兵衛が『運命』に吞のみ込まれる可能性は生きる限り決して消えません。斬れば、その『未来』は決して訪おとずれません。回避できます。これが、十兵衛が最後に、信奈さまと先輩のために為なせるただひとつの」

「なによそれ？　むろん、断るわ！　十兵衛？　良晴はもちろん、蝮も勘十郎も、そんな選せん択たく肢しは許さないわ！　わたしとあなたは、道三の愛まな弟で子し。二人で一人よ。『運命』は、何度でも乗り越えられるわ！　良晴は、わたしとあなたの『運命』を変えるためにこの戦国の世に来てくれたのよ。一人で両方の実を拾うために。岐阜城での勘十郎の死が十兵衛の『運命』を変えたというのならば、かつて尾張で命がけでわたしを諫かん止しして勘十郎の命を救った良晴の努力がひとつの実を結んだということだわ。良晴が勘十郎に与えたわずかな『生』の時間は、無む駄だではなかった……そうでしょう？」

「……信奈さま」

「そうだ、十兵衛ちゃん。こうして三人が再びともに集つどうことができたのは、俺一人の力のおかげなんかじゃない。信澄が、変えてくれたんだ。あいつは、最後まで岐阜城に粘ねばって果か敢かんに戦い続けてくれた。最強の武田軍が力押しで総そう攻ぜめに出ねばならないほどに。大将の信澄を斬きらなければ終わらないほどに。あいつの死は、無駄じゃなかった……あいつが……あいつが、信奈と十兵衛ちゃんの、切れかけていた絆きずなを……繫つないでくれたんだ。ほんとうならば、この俺の心が最初に折れるはずだったんだが。でもさ。五右衛門が、何度も俺を鍛きたえてくれてきたからな……ははっ」

　五右衛門どのも？　と光秀は声を失っていた。もう涙なみだは流していない。苦しんできたのは、自分一人ではなかった。信奈さまも。そして先輩も。かけがえのない人を失って、それでもなお十兵衛を信じて、関ヶ原へと。

「もう、『未来』に怯おびえるのはやめよう、十兵衛ちゃん。俺が悪かった。俺がもっと早く二人を信じて『未来』を打ち明けていれば、それでよかったんだ。二人の『未来』に誰だれよりも怯えていたのは、俺だったんだ。だがもう、なにも怖こわくない。信澄が自分の命と引き換かえに、信奈と十兵衛ちゃんの絆を守ってくれた。信澄は、最後まで自分の使命をやり遂とげた。貫つらぬき通したんだ。だから俺も、どんなことだってやる。まだ、俺の命が残っている。俺の命、俺の存在は、この戦国日ノ本の『運命』を変えるための最後の最後の切り札だ。この関ヶ原での一戦に、注ぎ込む。これまでも死地の連続だった。何度も同じような台詞せりふを吐はいてきた気がするが、間違いなく、今こそが『その時』だ」

「……先輩……そうですね。もっと早く、教えていただければ、です。無駄に、たくさん泣いてしまいましたです」

「わ、わたしのせいじゃないわよ！　たしかにわたしは良晴に『未来を明かすな』とは命じていたけれど！　それは、ずっとずっと以前の話よ！　良晴がわたしに武士として、騎き士しとして忠誠を誓ちかった夜のことよ！」

「騎士として……？　信奈さま。それはどういう」

　良晴は「こうしたのさ」と光秀の白い手を取って、「相良筑ちく前ぜん守のかみ良晴は武士として、騎士として──惟任日向守光秀に、生しよう涯がいの友情と信愛を誓う。南なん蛮ばん流の『証あかし』だ」とその手の甲こうに唇くちびるをそっと押し当てていた。言葉では言い表すことのできない、万ばん感かんの思いを込めて。もしも出会う順番が逆になっていたら、たとえば織田家ではなく斎藤家に仕官していたら、良晴は信奈に出会う前に光秀に恋こいしていたかもしれない。そのような世界の可能性も、そのような歴史も、もしかしたらあり得たのかもしれない。良晴にもわからないなにかが、三人の「運命」を分けた。あるいは、「本能寺の変」という「運命」に収束するべくして、三人は出会ったのかもしれない。

　だが、光秀は、矢や継つぎ早に「運命」の糸に絡からまれていながら、ぎりぎりのところで引き返してくれた。俺たちは「運命の奴ど隷れい」じゃなかった。たとえ、この関ヶ原で敗れ去ることになろうとも。

「……先せん輩ぱい。死ぬ瞬しゆん間かんまで、忘れません……十兵衛は……報われました……」

「いや。報われたのは、俺のほうだ。この瞬間のために、俺は、この世界に来た。戦ってきた。生きてきた。ありがとう……」

　長い長い闇やみの中に。

　信奈は。光秀は。そして良晴は、暗闇の中に一筋の、しかし目ま映ばゆい光明を見み出いだしていた。

「俺たちが奔ほん走そうしてきた日々は、なにも無駄じゃなかった。無意味じゃなかった。信澄が、力を貸してくれた。信奈と十兵衛ちゃんは、『運命』を乗り越こえた。しかし」

「しかし？　なに、良晴？　まだ気になることが？」

「ああ。史実で発生するはずの関ヶ原の合戦では、『笹尾山』と『天満山』に布ふ陣じんした西軍は敗れるんだ。勝者となった東軍の総大将は、南宮山の西せい端たんの峰みね・桃もも配くばり山やまに布陣した。だが、その南宮山を毛利に取られている以上、桃配山には入れない」

「たしかに笹尾山は西のどん詰づまりの『死地』。それでも勝算はあるわ、良晴！　わたしを誰だと思っているの？　あんたが言っている関ヶ原の合戦では、西軍の総大将はわたしじゃなかったんでしょう？」

「ああ。佐さ吉きちだ」

「ほら。あの、柿かきを食べるだけでお腹なか壊こわす子と、百ひやく戦せん錬れん磨まのわたしを一緒にしないでほしいわね！」

「いやまあ、開戦当時の佐吉の石こく高だかが少なかったこととか、忍おし城じよう攻めに失敗したために武人としての評価が高くなかったこととか、理由はいろいろあってだな……まあいい。たしかに、そうだな。お前ならば──『織田信奈』ならば、あるいは。松尾山と南宮山を取られたという絶対的な不利を覆くつがえせるかもしれない」

「十兵衛。あんたならばわかっているだろうけれど、山地に追い込まれて織田軍は絶体絶命、と見せることこそが勝利への唯ゆい一いつの道よ！　この織田軍の窮きゆう地ちが『噓うそ』ではないからこそ、釣つりあげることができる可能性はあるわ。起死回生、よ！」

「承知しているです、信奈さま！」

「……俺には信奈が描えがいている戦術がまだ読めないが、わかった。織田信奈と明智光秀がともに手を携たずさえて戦えば、この絶望的な戦せん況きようを覆すことができると信じる」

「今さらね、良晴」

「ほんとに、今さらです」

　たとえまた『運命』が俺たちを追いかけてきたとしても。

　三人でともに駆かければ、何度でも振ふり切れる。

　だから、戦おう、と良晴は光秀の手と信奈の手を重ね合わせ、そして握にぎりしめていた。

「あいにく関ヶ原に桃とう園えんはないが、桃配山ならば目と鼻の先にある。誓おう。織田信奈、明智光秀、相良良晴。姓せいも生まれた時代も異にすといえども」

「デアルカ。同年同月同日に生まれなかったことは是ぜ非ひもないとしても」

「ただ同年同月同日に死せんことを願うのみ、です！」




　織田軍の笹尾山・天満山への進軍がはじまる中。

　信奈から正式に武士として取り立てられ、ドミヌス会と織田家との仲ちゆう介かい役を任じられたヤスケは、馬上に戻もどった相良良晴の肩の上に再びお尻しりを下ろして、「なんなのよ。なによ、南蛮の騎士道ごっこに続いて桃とう園えん結けつ義ぎごっこだなんて。ここはジパングでしょ？　茶番だわ」と呆あきれていた。

「へえ。『三さん国ごく志し演えん義ぎ』にも詳くわしいのか。東洋通だな、ヤスケちゃんは」

「明智光秀は、運命論だの『古今伝授』だのイスカリオテのユダだのと小難しいことをぐだぐだと悩なやんでいたけれど、さっきからあんたたち三人のやりとりと表情を見ていて、なぜ謀む反ほん騒さわぎが起こることになってしまったのかがわかったわ。ガスパールさまも危き惧ぐしていた通り、要は男女の痴ち話わゲンカ、良晴の取り合いでしょ？　織田信奈と明智光秀は互たがいに友として『愛』し合っているんだし、三人で仲良く家族になればそれで済むでしょ。馬ば鹿か馬鹿しい……カトリックは一夫一妻制度だけれども、イスラムの王族では一夫多妻制は普ふ通つうよ。ジパングにだって、側室を持ってる男武将がいるじゃないの」

「待ってくれヤスケちゃん。たった今、三角関係は綺き麗れいに清算されたんだ！　信奈と十兵衛ちゃんの前で、その話を蒸むし返すな！　本来は原因不明なんだ！　俺が現れたから、俺が要因のひとつになりかけていただけなんだって！」
















　イスラムの王族って？　カトリックの王族とはまた違ちがうの？　と海外文明に興味しんしんの信奈が行軍中にもかかわらず思わず口を挟はさんでいた。

　なるほど！　そうですそうです、信奈さまが嫉しつ妬と深ぶかくて側室を認めないのがそもそもの問題なのですぅ、と十兵衛が唇を尖とがらせる。

「あああ……ようやく解決したはずの話が、またしても」

「オスマン帝てい国こくの皇帝は『ハーレム』を持っているわ。帝国の最さい盛せい期きには、ハーレムに千人の美女が集っていたそうよ。世界中のあらゆる文化を尊重し、等しく好こう奇き心しんを抱いだき、キリスト教にだって種たね子が島しまにだって寛かん容ようなのでしょう、織田信奈は。だったらハーレムの習わしも取り入れればいいんじゃないの？」

「は、は、ハーレム!?　それじゃあ、良晴が執しつ拗ように騒いでいた『はぁれむ』って……オスマン帝国の……それが語源っ!?　良晴、あんたってば千人も美女を集めるつもりだったの？」

「それじゃまるで秦しんの始し皇こう帝ていですぅ、暴君すぎです！」

　いやっオスマン帝国のハーレムのことはほとんど知らなかった！　そうじゃない、未来では女の子または男の子に囲まれたモテモテ状況のことをはぁれむと呼ぶんだ！　一いつ般ぱん名詞だ！　作品にもよるが、ヒロインは多くてもせいぜい四、五人だぜ！　と良晴は抗こう議ぎした。

「デアルカ。やっぱり美少女はぁれむを設けるつもりだったわけね。そういえば以前、安土城で今川義元がそんなこと言っていたわね……」

「思いだしましたです！　信奈さま、十兵衛、今川義元、小早川隆景、あとは誰でしたっけ？　四人でしたっけ？」

「何人でもいいわよ、んもう。いい？　十兵衛。良晴。くれぐれも、軽々しく討うち死にしないで。もしもわたしが合戦の途と中ちゆうで欠ければ、あなたたち二人で、天下を。その暁あかつきにはわたしに遠えん慮りよせず、祝しゆう言げんをあげて。そして、わたしと蝮まむしの夢を継ついで。二人揃そろって生涯独身を貫くとか、そういうのはなしにしてよね。人間は、死ねば灰になり、地上になにも残さない。だから……死者に操みさおなど、立てなくてもいいのよ」

　えっ？　信奈？　と良晴は思わず耳を疑っていた。信奈は軽口を叩たたいているわけではない。真しん剣けんな、そして沈ちん痛つうな表情を浮うかべていた。

（「起死回生の策がある」とは言うが、西軍が窮地に陥おちいっていることは間違いない。しかも信玄が信澄を討った瞬間から、この決戦はもはや互いに一歩も譲ゆずれない殲せん滅めつ戦となった。三人が揃って生き残り、関ヶ原で勝利を収め、本来は実現することのなかった「天てん下か布ふ武ぶの達成」という「未来」を摑つかむ。俺たちがその「夢」に到とう達たつできる可能性は、やはり限りなく低いんだ。とりわけ、東軍が仕留めようとしている信奈自身の命は……これは、「遺ゆい言ごん」なのか）

　その想おもいを無駄にはしない、信奈を死なせはしない、そのために俺は戦い続け強くなってきたんだ、と良晴は誓っていた。

「信奈さま、その『遺言』は不要です！　必ずや三人ともに生き残り、そして勝ちましょう。そして先輩がまだ知らない『未来』を、われらの手に。その先になお十兵衛の『人生』が続くのだとしても、それはすべて先輩と信奈さまから与あたえられたものです。十兵衛は、謀反人の『運命』のもとに生まれてきたにもかかわらず、母上から、道三どのから、そしてお二人からこれほどに愛されました。十兵衛はもう、惑まどいません。相良先輩を信奈さまから奪うばおうなどとは、決して。この身も魂たましいも、信奈さまのもとに！」

　光秀の心はこの時、犯おかすはずだった「罪」への恐きよう怖ふと罪悪感から、ついに解放されていたのだった。

　しかし──その「裏切りの運命」は、今、光秀からもう一人の姫ひめ武将へと引き継がれようとしていた。







　巻ノ三　松まつ尾お山やま







　同刻。関せきヶが原はらの南西に聳そびえる、松尾山。

　関ヶ原合戦の主導権を握ることができる松尾山への布陣を果たした小こ早ばや川かわ隆たか景かげは、この時まだ「空弁当」の一件を知らない。だが彼女は戸惑い、懊おう悩のうしていた。




　関ヶ原出陣の直前──大おお坂さか城での軍議の場で、「明あけ智ち光みつ秀ひでが母親を奪だつ回かいするために京を捨てて近江おうみ坂さか本もと城へ攻せめ寄せた」「織お田だ信のぶ奈なは大おお垣がき城から岐ぎ阜ふ城へ後ご詰づめを出し、武たけ田だ軍と対決して実じつ弟てい・津つ田だ信のぶ澄すみを救うと戦術を転てん換かん」と伝令から知らされた毛もう利り家重臣たちの意見は二つに割れた。

　ひとつは、織田信奈本隊との決戦は東から攻め寄せてくる武田信しん玄げんに任せ、毛利軍は空き家と化した京を奪うべく上じよう洛らくし、天てん王のう山ざんあたりで迎げい撃げきしてくるであろう明智光秀軍を叩き潰つぶして京を占せん領りようした後に織田信奈の本ほん拠きよ・安あ土づち城の攻こう略りやくにかかるという「各個撃破策」。重臣の多くは、この積極策を支持した。

　もうひとつは、小早川隆景自身の意見で、「明智光秀はご母堂を救出すると見せて、その実、東とう山さん道どうを迂う回かいして関ヶ原へ向かう──関ヶ原での一撃決戦こそ、織田信奈がもともと構想していた戦略なのだから。織田信奈自身も、岐阜城救きゆう援えんの成否にかかわらず必ず関ヶ原へ来る。われら毛利も、京などは放置して関ヶ原へ入るべし。一番乗りを果たし、松尾山と南なん宮ぐう山さんを奪取できれば、毛利家が戦いくさの絶対的な主導権を握れる」という「関ヶ原決戦策」。

　織田信奈率いる西軍と、足あし利かが義よし昭あきを担かつぐ反織田連合である東軍との間で勃ぼつ発ぱつした、日ひノ本もと全土を二分する一大抗争。「明めい智ちの将」小早川隆景は、「京を火の海にして戦をあたら長引かせれば、日ノ本各地に両勢力の争いが拡大し、事態は応おう仁にんの乱の二の舞まいとなる。日ノ本という国の未来を憂うれうならば、西軍・東軍という立場の違いに関係なく、われら戦国大名は主戦力のすべてを関ヶ原に集結させ、関ヶ原での一戦で雌し雄ゆうを決するべし」とあくまでも関ヶ原決戦にこだわった。

　重臣たちは「目の前の京を、天下を捨てるのですか」と動どう揺ようしたが、幼い毛利家当主「三代目」毛利輝てる元もとと、「剛ごう勇ゆうの将」吉きつ川かわ元もと春はるの二人が「隆景の大局を見る目に間違いはないよ！」「おう。この期ごに及およんで毛利家ただ一家の利害に囚とらわれてはならん。毛利家は、天下人を見定める家じゃ。公平無私な隆景に任せる！」とうなずき、軍議は一転。「関ヶ原決戦策」を採用すると決定したのだった。

　しかしながら東山道を通って関ヶ原へ向かえば、その途上で関ヶ原へ向かう明智軍と遭そう遇ぐうする可能性が高い。

　そこで隆景は、「毛利軍は京へは向かわず、大坂城からまっすぐ東へと駆け、生い駒こま山やまの暗くらがり峠とうげを越こえて大和やまとへ入り、さらに甲こう賀がから鈴すず鹿かと峠うげを越えて伊い勢せ街かい道どうより関ヶ原へと入る」と「大和越え」の難路を選せん択たくした。

　織田信奈に従属して大和を統治する筒つつ井い順じゆん慶けいは、「西軍・東軍ともに大和国内を自在に通過させる」と早々と日和ひより見みを宣言している。甲賀は武家支配を嫌きらい、六ろつ角かく承しよう禎ていを庇かばって織田政権に反抗し続けている「忍しのびの国」。そして北伊勢の要地はすでに武田信のぶ虎とらが押さえている。大和から伊勢へと行軍すれば、たしかに西軍方に進軍を阻はばまれる可能性はなかった。

　毛利両りよう川せんが、総勢三万を超こえる主力兵を率いて、関ヶ原へ。

　西軍方と間違って大坂城に船団で乗り付けてしまった長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか率いる六千の土と佐さ兵も、ともに関ヶ原へ。

　毛利家当主の毛利輝元と、東軍の総大将である「こども将軍」足利義昭の二人は、大坂城で留守役を務め、万が一の際には大坂城で籠ろう城じよう。その籠城も厳しくなれば、淀よど川がわから大坂湾わんへと船で脱だつ出しゆつして村むら上かみ武たけ吉よし率いる村上水軍による「救援」を待つ、と決まった。強敵の九く鬼き水軍は伊勢の海へと出ており、武田水軍の西進を阻むための海戦に忙ぼう殺さつされている。大坂湾へ来る恐おそれはなかった。

　ただ、やはり大和、甲賀、鈴鹿峠を押し通る山中行軍は、中国地方の山々を踏とう破はしてきた毛利軍にとってもなお不慣れな難路だった。

　毛利両川軍と長宗我部軍は、実のところ、関ヶ原への一番乗りを果たせなかったのだ。

　だが、それでも明智光秀は南宮山も松尾山も取れなかった──なぜか。




　実は関ヶ原への真の「一番乗り」を果たした者は、堺さかい傭よう兵へい隊を率いた小こ西にし弥や九く郎ろうだった。

　堺会え合ごう衆しゆうもまた、「もはや堺は織田家と一いち蓮れん托たく生しよう。最後まで西軍を推おすべし」と主張する今いま井い宗そう久きゆう派と、「大坂を毛利に奪われた以上、西軍を推せば堺は交易路を封ふう鎖さされて締しめ上げられます」と青ざめ、ひとまず東軍に恭きよう順じゆんして二ふた股またをかけるべしと慎しん重ちよう論を説く津つ田だ宗そう及ぎゆう派とに割れたが、千せんの利り休きゆうの「り、きゅ（ここで堺が東軍について相良さがら良よし晴はるが討ち死になどすれば、堺は魔ま王おうと化した信奈さまに焼かれるかも）」という一言で「叡えい山ざん焼き討ち未み遂すい事件」の一件を思いだし、西軍につくと決した。

　利休が機転を利きかせてくれたおかげで救われた今井宗久は「ありがたい！　揚あげたこ焼き・まよねいず味の販はん売ばい権、利休はんに格安で売りますわ。勉強しまっせ」と最大限の感謝を示したのだった。

　九州から帰き還かんして会合衆の会合に出席していた小西弥九郎は、今井宗久から「あんさんは幼いが九州の沖おき田た畷なわてで実戦経験を積んだ。良晴はんとも宇う喜き多た直なお家いえとも昵じつ懇こんで、西軍・東軍いずれにも顔が利く。堺が生き残れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわや、あんさんの戦場での判断を信しん頼らいしてまっせ」と堺傭兵隊五百名を与えられ、「兵数が少ないですがな。やっぱり堺商人はせこいわ」とぼやきながらも少人数の利を活いかして関ヶ原に誰だれよりも早く到着し、松尾山に陣じん取どったのだった。

　堺の商家の娘むすめである小西弥九郎は、岡おか山やまでは宇喜多直家に仕えつつ、相良良晴のもとでも働いてきた、いわば東西両軍に顔が利く姫商人兼けん姫武将なのだが、松尾山に入ったこの時点では「西軍」に味方していたのだった。

　その小西弥九郎は、しかし、後からのこのこやってきた宇喜多直家に恫どう喝かつされて、松尾山の本陣を奪われてしまった。

　相手に「関ヶ原への行軍」を気取られてはならない。互いの知ち謀ぼうを警けい戒かいし、互いに「先の先」を読み合っていた二人の「智将」──明智光秀が琵び琶わ湖こから北ほつ国こく街道へと迂回路を進み、小早川隆景が大和から鈴鹿峠へと向かう山路を進んでいたその時、宇喜多軍が「天運は宇喜多家にあり！　オレは今こそ両軍の間かん隙げきを縫ぬい、漁夫の利を得るぜ！」と無人の野を行くかの如ごとき速度で猛もう然ぜんと東山道を直進して関ヶ原へと到達したのである。

「毛利両川のお嬢じようちゃんたちも明智光秀も、平和を愛し幼女を愛し戦は嫌いやでござりますると訴うつたえて常に『暗殺』という実に平和的な手段で合戦を回かい避ひし続け、戦国の世にまことの愛を説いてきた真の英えい雄ゆう、宇喜多直家さまを忘れちゃいねえか？　うひ。うひひひひ。オレさまはよう、健けな気げにも大毛利家への忠誠心を示すために岡山城を空っぽにして宇喜多軍を率い、はるばる関ヶ原まで駆かけに駆けてきたんだぜ。弥九郎、でかした！　松尾山への一番乗り、ご苦労！　あとはオレに任せろ！」

「ちょ。一番乗りの手て柄がらを横取りとは。殿との、せこいですやん！」

「うっせえ！　オレさまの奸かん悪あく無限の知謀が炸さく裂れつする一世一代の機会を摑んだんだっ！　この関ヶ原の地形を見ろや！　東山道の西の出口を塞ふさぎ、しかも戦場全体を見み渡わたせる松尾山を制する者こそが関ヶ原を制するんだよっ！　ついでに南宮山も奪っちまえ！　この両山は毛利に高く売れるぜ。何万石ごくで売れるかなあ。うへ。うへへへへ」

　宇喜多直家は、損得勘かん定じように走ると、もう弥九郎の小言を聞かない。

「さてと。明智光秀を騙だますために、松尾山の山頂に小早川家の軍旗を、南宮山には吉川家の軍旗をびっしりと立てておくか。兵は十分にある。夜ならば見破れねえ。まもなく西から雨雲が流れてきて豪ごう雨うが降るから、稲いな光びかりが松尾山を占拠した小早川家の軍旗を光秀の目に『一いつ瞬しゆんだけ』はっきり見せてくれる。これで両山を完全確保よ。偽ぎ兵へい・噓うそ情報・騙しこそオレの専売特許だぜえ！」

　信じがたいことに、宇喜多直家は備び前ぜん美作みまさかのほぼ全兵力──一万七千もの大軍を引き連れていた。山さん陽よう道どうで黒くろ田だ官かん兵べ衛えを足止めするという地味な仕事を務めるよりも、自ら関ヶ原に一番乗りして松尾山を奪い取ったほうが「目立つ」「得する」「恩賞絶大」と計算したのか、あるいは黒田官兵衛率いる大おお友ともの大軍勢と単独で戦っても勝ち目はないと逃にげてきたのか。官兵衛は退路を断たたれぬよう山さん陰いん道どうの各地に押さえの兵を割さきながら行軍してはいるが、それでも主力決戦に投入できる兵力は三万はくだらない。しかも、その全員が精強な九州の修しゆ羅らたちなのだ。

「長宗我部家の軍旗はさすがに準備してねぇな。栗くり原はら山やま入りした、と噓の噂うわさを撒まくとするか。栗原山は遠いから。半殺しにした使者を明智軍に紛まぎれ込ませて報告させりゃあ、まぁバレねえだろ」

「んもう。酷ひどすぎます！　殿のやり口は、詐さ術じゆつばっかりですやん！」

「まあ、そう怒おこるな。そろばんをはじけ。小西家は、宇喜多家の宿老格として未み来らい永えい劫ごう食わせてやるからよ。ありがとうよ弥九郎！」

　堺傭兵隊は、わずか五百である。ケチ臭くさい堺商人たちの性格が、災わざわいしたのだ。

　衆しゆう寡か敵てきせず。弥九郎はやむを得ず泣き寝ね入いりし、松尾山を占領した宇喜多直家のもとに傭兵部隊として合流する羽目になったのだ。

　明智光秀が関ヶ原に入った時には、つまり、宇喜多直家と小西弥九郎しか到着していなかった。毛利両川はまだ伊勢街道を行軍中だったのだ。藤ふじ孝たかから届いた「ときはいま」の「言こと霊だま」に激しく惑っていた光秀は直家得意の詐術を見破れず、毛利両川が一歩先に松尾山・南宮山を奪取したと思い込まされ、「残された」笹ささ尾お山やまと天てん満ま山やまを確保したのだ。

　そしてそのすぐ後に、伊勢街道から毛利両川軍が関ヶ原に入ってきた。宇喜多直家がなぜか松尾山を占拠していることに、小早川隆景すら「なぜだ？」と驚おどろいた。宇喜多直家は素す早ばやく松尾山の麓ふもとに自軍を集め、小早川隆景に松尾山の山頂を、吉川元春に南宮山を譲ゆずった。

　このように、松尾山の支配権は西軍から東軍へと二転三転し──明智光秀が笹尾山と天満山を確保しているうちに、小早川隆景は松尾山に本陣を敷しき終え、さらに東山道の東側を塞ぐ要地・南宮山に吉川元春が、伊勢街道の出口を塞ぐ栗原山に長宗我部元親が『実際に』布陣したのである。

　つまり、織田家と毛利家との間で虚きよ々きよ実じつ々じつの駆け引きが繰くり広げられた松尾山争奪戦での勲くん功こう一等は、裏切りご免めんの謀将「宇喜多直家」だった。

　たしかに参戦を命じてはいたが、宇喜多直家は下手をすれば岡山で東西両軍の泥どろ沼ぬまの戦いを日和見するか、せいぜい合戦の終しゆう盤ばんになってから遅ち参さんしてくるだろうと想定していた小早川隆景にとっても、そして明智光秀にとっても、この「戦を嫌う男」の関ヶ原入りは想定外だった。小西弥九郎が最初に松尾山に登ったとはいえ、事実上の「一番乗り」である。毛利家の智を代表する「明智の将」と、織田家随ずい一いちの智将・明智光秀。その両者はともに、宇喜多直家に見事に出し抜ぬかれたと言っていい。

「戦も謀略も緩かん急きゆうだぜ、お嬢。オレさまが日ひ頃ごろ昼ひる行灯あんどんを演じていたのも、この時のためだったのよ」

　なぜ戦を嫌うお前が関ヶ原に真っ先に駆けつけてきたのだ？　と困こん惑わくしている小早川隆景から「東軍が勝利すれば勲功一等」という内ない諾だくを引っ張り出した宇喜多直家はそううそぶいたが、弥九郎には（殿は、これからはじまる合戦の最中にも、東軍と西軍の間で最大の「利」を得るためにそろばんをはじくおつもりや）としか思えなかった。宇喜多直家という「毒」をぎりぎりまで使いこなしてみせると決意していた小早川隆景もまた（この男、なにを考えているのかまるで腹のうちを読み切れない。宇喜多直家の破は天てん荒こうな思考は、私の想定を超えている）とため息をつかざるを得なかった。




　そして、松尾山。小早川隆景は「今」に至る──。

　武田信玄が岐阜城を陥かん落らくさせた際、降将・津田信澄を自らの手で斬きった。

　その信じがたい一報が、「智将」の仮面を被かぶっている時には冷れい徹てつだが、その心のうちは優やさしすぎる隆景を激しく動どう揺ようさせていた。

「……総大将が自ら切腹することで城兵すべての命を保証させるという決着のつけ方はあり得るし、乱戦のうちに総大将が討うち死にするということも多々ある。しかし……織田信奈のただ一人の弟を、あの慎重な信玄自らが斬り殺すとは……あの者は、『天下最強』という妄もう執しゆうに憑つかれたかのように合戦と謀略の日々を過ごしてきた野望の武将だが、文・武・徳のすべてを兼かね備えた古今無む双そうの名将。そんな性急で残ざん虐ぎやくな過あやまちを犯おかすような姫ひめ武将ではなかったはずだ。いったいどういうつもりなのだ、武田信玄」

　たしかに、大垣城から関ヶ原へ向かうはずの織田信奈が岐阜城へと転進し、後ご詰づめに繰りだしたことで、武田軍は一刻も早く岐阜城を落とさねばならなくなっていた。岐阜城攻ぜめには猶ゆう予よもなく、交こう渉しよう時間も限られていただろう。だが、信澄が降こう伏ふくした時、岐阜城はすでに事実上陥落していたのだという。なぜ斬った。なぜ殺した。津田信澄は織田信奈の弟なのだ。高こう野や山さんへの追放に処すか、後々のために人ひと質じちとして押さえておくのが常道で、「当主自らの手で斬ざん首しゆ」などは考えられない残虐な仕置きだった。

　これでは、織田信奈はもはや武田軍を相手に一歩も退ひけず、これまで彼女が時折見せてきたような手心などを加えることもできまい。武田軍もまた同じである。織田家と武田家は、どちらかが滅めつ亡ぼうするまで戦わねばならない「遺い恨こん」を作ってしまった。かつて斎さい藤とう道どう三さんと山やま本もと勘かん助すけが戦場に散った時には、相良良晴が奔ほん走そうし、両家に終わらない「遺恨」が生じる道を回避したというのに。あの良晴の奔走もまた、無む駄だになってしまったのか。

　まもなく開戦することになるだろう関ヶ原の合戦は、あの「第四次川かわ中なか島じまの合戦」を超えるような殲せん滅めつ戦になりかねない。両軍の兵力を考えれば、何万人もの兵が命を落とすかもしれない……。

「一いち撃げき決戦」のための条件は、これで完全に揃そろった、とも言える。

　この合戦が長期化して「第二次応仁の乱」となってしまうよりは、まだ、ましなのかもしれない。

　しかし。

「……天下人の器うつわを持つ武将は、時代を超こえた『先見性』を持って生まれたとしか思えない異能の天才・織田信奈か、あるいは日ノ本の歴史が培つちかってきた『戦国武将』としての究極の完成形とも言える名将・武田信玄の二人に限られるだろうと、私は思っていたが……尾お張わりを奪うばい父君との再会を果たした直後から、信玄の様子がおかしい。まるで別人になってしまったかのような……信虎の暴虐の血が、目覚めたというのか。そんなはずはない。信玄もまた、妹たちを、弟たちを、合戦と謀略の生しよう涯がいの中で次々と失ってきた。あのような悲しみを、たとえ倒たおすべき敵とはいえ、織田信奈の心に刻み込むような真ま似ねなど」

　隆景は、悩なやんだ。

　このまま東軍側として戦って、よいものかどうか。

　東軍が勝てば、武田信玄が天下を盗とる。松尾山と南宮山を毛利がともに押さえてしまった以上、織田信奈の勝機は限りなく遠ざかった。毛利は今や、自在に天下人を定めることができる。「天下」はすでに、隆景の掌しよう中ちゆうにあった。だが、最愛の弟を無残にも殺された織田信奈は、決して降伏しないだろう。ならば、相良良晴もまた。

「……良晴が……死んでしまう……良晴の夢。良晴を、戦国時代を駆ける武将として成長させ、生かしてきた希望。織田信奈とともに、散ってしまう……」

　兄者。私はどうすればいい、と隆景はその指で白い顔を覆おおっていた。

　隆景を慕したう異母弟の穂ほ井い田だ元もと清きよが「ううう」と涙なみだぐみながら、

「景さま。景さまは、お優しすぎます。でも、それでこそ景さまです！　戦いくさにも勝ち、そして良晴さまも奪だつ回かいしましょう！　合戦に勝ちましたならば、ただちに決死隊を率いて良晴さまをお救いせよと、この元清に命令してください！」

　と姉を励はげまし、そして。

「小早川のお嬢。あんたは時代の立会人だ。この糞くそみてぇな戦国時代を終しゆう焉えんに導くために、あんたの知謀はある。東軍だの西軍だの、小さい小さい。日ノ本全土を俯ふ瞰かんして智を働かせることができる。それが、お嬢の強みじゃねえか」

　勲功一等、勲功一等と浮うかれながら大坂で手に入れたワインを瓶びんごとラッパ飲みしていた宇喜多直家が、浮かれた笑い声をあげていた。

「……宇喜多直家。私はすべてを俯瞰して考えた末に、このまま東軍として戦うことに日ノ本の大義も未来も感じられないと言っているのだ。本来ならば武田信玄と会見すべきだが、そのような時間はもうない。しかし、東軍を裏切って西軍に松尾山を譲り渡すこともできない。毛利は、律りち儀ぎの家だ。この天下を定める大おお舞ぶ台たいでそのような卑ひ劣れつな裏切りを犯すことを、父上も兄者も許されないだろう……良晴を、毛利方に連れ戻もどすことさえできれば。だが、わかっている。それは私情だ。良晴は、織田信奈と最後まで添そい遂とげる覚かく悟ごだろう。どうすればいいのか、私には……わからない。どうすればいい……？」

「さてね。お嬢の立場からものを見ることなんぞオレにはできねえ。オレさまがあんたの立場ならば、律儀も大義もへったくれもねえ、オレ自身の心のままに動くぜ。オレは徹てつ頭とう徹てつ尾び、オレのためにしか知ち恵えを使えない人間だからよ！　だが……恵え瓊けいが、『空弁当』をやらかしたらしいぜ。なんのかんのと南宮山に登った吉川軍の邪じや魔まをして、墨すの俣またから撤てつ退たいしてきた織田軍と相良軍を素通りさせて関ヶ原へと入れちまった。両軍は松尾山を奪い損そこねた明智光秀と合流し、空いている山々にそれぞれ布ふ陣じんを開始している」

「恵瓊が？　織田信奈と相良良晴を……関ヶ原へ？　それは利り敵てき行こう為いではないか。いったい、なぜ!?」

「どうもあいつは、あんたという人間に、そして相良良晴に惚ほれ込んでいるらしい。まもなく、吉川のお嬢と恵瓊が、ここに来る」




　　　　※




　関ヶ原の北西に聳そびえる笹尾山。

　相良家の本城・長なが浜はま城、さらには越えち前ぜんへと連なる北国街かい道どうの「出口」に、織田信奈はついに入った。ただちに関ヶ原に到とう着ちやくしている主な部将を本陣に召しよう集しゆうし、「最後の軍議」を開いた。

「遮しや二に無む二に上じよう洛らくを目指して猛もう攻こうを続ける武田信玄が関ヶ原を抜けば、織田軍は安土城へと押し込められ、武田軍は瀬せ田たから京へ。その時点で勝敗は決する。北国街道と東山道、それぞれの出口を押さえるために笹尾山と天満山を死守。わたしがこの笹尾山を。副将は左さ近こん。笹尾山と連れん携けいして北天満山に布陣し、ともに北国街道を塞ふさぐ大任は、十じゆう兵べ衛えに委ゆだねる。良晴は副将の相良義よし陽ひとともに南天満山へ。松尾山の小早川・宇喜多軍と睨にらみ合いつつ、東山道の出口を塞いで」

　天満山には、二つの「頂」がある。北国街道に面する北天満山と、東山道に面する南天満山だ。

「信玄は速戦を望んでいる。武田軍譜ふ代だいの主力部隊は、わたしを討ち取るために笹尾山に殺到するわ。だから笹尾山にわたしが、北天満山に十兵衛が陣取ってともにこれを支えきる。南天満山にはおそらく、徳とく川がわ家の諸将や藤とう堂どう高たか虎とら軍ら、今回の戦いの最中で武田に新たに従属した新参組が当てられるはず。姫ひめ路じ軍が四散した今、良晴は兵力が少ない。南天満山を守って」

「ですが問題は、松尾山の小早川隆景が下山してきた時、相良先せん輩ぱいがこれを少数で正面から受けなければならないということです」

　明智光秀が、信奈の言葉を補足した。二人は、松尾山と南宮山を失陥したと知った時、ほぼ同じ戦術を思い描えがいたらしい。

　これぞ文字通りの一いち期ご一いち会え、今こ宵よいが最後の茶会かもしれぬの、と緊きん張ちようしながら滝たき川がわ一かず益ますが、

「天満山にのぶなちゃんが、笹尾山によっしーが入ればよいのではないのかの？　天満山に布陣しておけば、のぶなちゃんは東山道から安土城へ逃にげられる。よっしーは逆に、笹尾山に陣取れば北国街道から長浜城へ脱だつ出しゆつできるのじゃ。なぜ逆にするのじゃ？」

　と首を傾かしげた。

「左近。わたしの笹尾山布陣は信玄を釣つり出すための『餌えさ』よ。信玄は焦あせっている。わたしの首を必ず狙ねらってくる。だから、わたしにももう安土城へ逃げる気がない、この関ヶ原から一歩も退かないという覚悟を示すために、自ら『死地』へ飛び込んでみせるのよ」

「しかし信奈どの。上うえ杉すぎ謙けん信しんが野心なき無私の義将だという評判は九州にも轟とどろいている。北陸戦線で勝かつ家いえどのたちと対たい峙じしている上杉謙信がもしも越前を抜けば、おそらく京には見向きもせずに北陸道からこの関ヶ原へ来る。そうなれば、笹尾山は前にも後ろにも退けないほんとうの死地となる。東山道へ抜けられる天満山に布陣しておけば、たとえ敗走しても黒田官兵衛と立たち花ばな宗むね茂しげ率いる大友軍に合流できるかもしれない」

　相良軍の副将となった相良義陽もまた、この布陣は危険すぎる、と戸と惑まどっていた。

「良晴はどう考える？」

「信奈と十兵衛ちゃんは、官兵衛が必ず間に合う、と信じているんだ。毛利は合戦の勝敗を決するために、いつか必ず動く。毛利よりも先に官兵衛が東山道から関ヶ原へ到着すれば、南天満山で相良軍と合流できる。大友軍は、毛利・宇喜多の支配地を通過する敵中突とつ破ぱ行軍中だ。その道中、要所に押さえの兵を残さねばならないとしても、官兵衛ならば手て許もとに三万は確保してくれるだろう。それで、俺の兵力不足は解決する」

「だが、間に合わなければどうなる？　先に松尾山の小早川・宇喜多が動いて南天満山へ攻めかかってくれば、お前は防ぎきれぬ。今の相良軍は、長浜城から動員した兵力のみだ。一万にも満たないのだぞ。松尾山の兵力は小早川と宇喜多を合わせて三万を超えている」

　官兵衛と宗茂がもしも東山道を行軍中に坂本城攻めに向かえば、遅ち参さんは確定する。しかも、良晴が知っている「史実」ではそうなる。島しま津づ義よし弘ひろとともに西軍最強の武将だった立花宗茂は、東軍方の京きよう極ごく家が立て籠こもる近江大おお津つ城を攻めたばかりに、関ヶ原の決戦に一歩間に合わなかった。これが、西軍が敗れた原因のひとつとなっている。

「良晴も知っている通り、立花宗茂は、明智光秀どののご母堂を見捨てて坂本城を素す通どおりできる性格の御ご仁じんではない。まっすぐすぎる義将だ。その性しよう分ぶんは、上杉謙信や関かん羽うに近い。宗茂は坂本城を包囲して開城させ、光秀どののご母堂と今いま川がわ義よし元もとどのを救おうとするのではないか？　笹尾山が西軍の『餌』ならば、坂本城は東軍の『餌』だ。おそらく東軍は、人道上の理由だけでご母堂と今川義元を生かしているのではない。むろんそれもあるが、戦国の世はそれほど甘くはない。坂本城は、大友軍を遅参させるために小早川隆景が仕し掛かけた『最後の罠わな』だ」

　義陽の言う通りだろう。小早川隆景は「冷血の将」。その優やさしい素顔を良晴は知っている。しかし、合戦となれば信奈をも凌りよう駕がする知ち謀ぼうを駆く使しする「戦国武将」の仮面を被かぶってしまえることも知っている。

　だが。

「だいじょうぶだ、義陽姉さん。宗茂一人ならば、そうなっただろう。だがこの合戦の流れは『史実』とは違ちがう。官兵衛がいる。修しゆ羅らの国・九州の激戦を戦い抜ぬいて半はん兵べ衛えと並ぶ天下一軍師に成長した官兵衛ならば、二つの実を同時に拾う方法を必ず見み出いだしてくれるはずだ！」

　これで三軍団の布陣位置は決定ね、と信奈がうなずいていた。

「島津義弘と家いえ久ひさは、北天満山の後方、池いけ寺でら池いけに布陣して。島津軍は数こそ千五百だけれど、墨俣でその突破力を見たわ。戦機と判断した時に、『穿うがち抜き』戦術を用いて敵陣を断たち割って」

「それでは、合戦の序じよ盤ばんは傍ぼう観かんしていろと言うのですか？」

「んにゃ。そんな余よ裕ゆうはなか、織田信奈」

　血気さかんな島津姉し妹まいはもう臨戦態勢に入っている。予備兵とも言うべき役回りを割り当てられて憤ふん慨がいした。だが信奈が、

「なにも傍観しろと言ってはいないわ。わたし自身を餌として武田軍主力を『釣り出す』と言ったでしょう、家久？　沖田畷の合戦を思いだして。松尾山と南宮山を失しつ陥かんした瞬しゆん間かんから、わたしと十兵衛は、同じ戦術を考えている──」

　と苦く笑しようしたので、軍略家の家久は「突とつ貫かん作業で堅けん陣じんを構築して、鉄てつ砲ぽう隊で武田軍を迎むかえ撃うつ……」とつぶやき、「なにを言っているのか、私にはさっぱりわかりません。われら島津は九州よりはるばる来たのです、一いち番ばん槍やりを果たさずしては九州に戻れません。突とつ撃げきを命じていただきたい！」とまだ頰ほおを膨ふくらませている義弘になにごとかを耳打ちした。

「……ふむ、なるほど……『釣り野の伏ぶせ』……だが、そううまくいくだろうか家久？　武田信玄も徳川家いえ康やすも、守りに長たけた手て堅がたい相手だ。短気な龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶのようにはいくまい。龍造寺隆信とて、相良義陽どのが『毒どく舌ぜつ』……げふんげふん。『挑ちよう発はつ』の名手でなければどうなっていたか」

「んにゃ。織田信奈には、武田信玄を『釣り出せる』なんらかの勝算がある。そうじゃな？」

　もちろんよ、わたしが準備したわけじゃないけれどもね、と信奈は一枚の書状を胸むな元もとから取り出して、かざしてみせた。

　良晴は「ええっ!?」と思わず叫さけんでいた。

「それは、鹿しか之の助すけからの書状？　そういえば鹿之助はどこへ消えたんだ？　俺のもとにいたはずなのに、いつの間にか姿を消しちまった！　信奈、その書状はいったい？　まさかあいつ、七難八苦を求めて武田軍に無断で突撃を？」

「違うわよ。南宮山の北ほく麓ろくを通過したあと、密使から受け取ったの。良晴がヤスケといちゃいちゃお喋しやべりしているうちにね！　あの子、あんたに懐なつきすぎじゃない？　あんたのもとから離はなれようとしないし。なにか理由でもあるの？」

「し、知らない。え、冤えん罪ざいだ！」

「まあいいわ。書状の内容は、今は秘密。万が一にも東軍方の間かん諜ちように情報を摑つかまれてはまずいから。夜が明ける頃ころには書状の内容はわかるわ、良晴」

　いや、鹿之助にそんな大それた知謀があるはずがないが……もしかして偽にせ書状じゃないのか？　と良晴は不安になったが、信奈の判断を信じることにした。

　沖田畷の合戦では、黒田官兵衛が九州から離れていながら神がかりともいえる「知謀」を駆使して良晴たちの窮きゆう地ちを救った。ならばこの関ヶ原の合戦においても、良晴には及およびもつかない「先の先の先」まで読み尽つくした「策」を西軍陣営の誰だれかがあらかじめ準備していたとしても、おかしくはない。

「軍議は終しゆう了りよう。ただちに持ち場について！　笹尾山に、わたしと左近が二万の織田本隊を率いて布陣。北天満山に十兵衛率いる明智軍一万七千。その背後に島津軍千五百。南天満山に良晴と義陽率いる相良軍一万弱。総兵力は五万弱ね──官兵衛が到着するまで、なんとしても耐たえるのよ」

「……東軍は、松尾山に小早川一万五千、宇喜多一万七千、南宮山に吉川・暗あん黒こく寺じが二万強、栗原山に長宗我部の六千。現状ですでに六万。さらに、関ヶ原にまもなく到着する武田軍は三万五千、徳川軍は一万五千。まもなく、東軍の総兵力は軽く十万を超こえる。高たか城の合戦を遥はるかに凌駕する、前ぜん代だい未み聞もんの規模の決戦となるね……西軍の運命は、宗茂にかかっている……お願い。間に合って。宗茂……日ひゆう向がで死ぬために鍛きたえられてきたのではない、この日のために、日ノ本の未来を変えるために鍛えられ、『修羅の完成形』へと成長したのよ。『西国無む双そう』の名を関ヶ原に轟かせて」

　信奈の隣となりに鎮ちん座ざし、岐阜城に散った津田信澄や氏うじ家いえ卜ぼく全ぜんたちのために瞑めい目もくしていた大友宗そう麟りんが、静かに口を開いていた。

「良晴くん。信奈ちゃんの隣には、私が最後まで侍はべっているから。もう、暴走させたりはしないよ。なにがあっても、ね。だから、安心して」

「ああ。わかった、宗麟、信奈を頼たのむ。宗麟になら、任せられる」

「この合戦に勝てたら、私は勲くん功こう一等。晴れて良晴くんのはぁれむ入りだね。宗麟が親友として信奈ちゃんを補ほ佐さするというガスパールさまの計画と、信奈ちゃんを正妻に迎えて一国モテモテはぁれむを築くという良晴くんの夢を、どっちも叶かなえられるね。えへ」

「……ちょっと待って宗麟。良晴も！　なに調子に乗っているの？　たとえ側室を認めるとしても、十兵衛一人が限度よ！　その側室話も、この戦いくさに勝ったらなんとかして全知全能を振ふり絞しぼってあの手この手でうやむやにして、何年かかってでも最終的には反ほ故ごにするつもりなのよ！　わたしに宗麟の首を刎はねろ、かぼちゃと一いつ緒しよにお化け提ちよう灯ちんにして川へ流してしまえ、と言ってるわけ？」

「ちょ、信奈さま!?　側室のお話は、こちらから謹つつしんでご辞退したはずです！　それを『あの手この手で反故にするつもり』とは、なんですか！　ま～だ十兵衛をお疑いなのですか！　嫉しつ妬と深ぶかいにも程ほどがあるです！　十兵衛の涙なみだを返してください、ですう！」

「待て！　宗麟が信奈に火をつけて暴走させてどうするんだ！　しかも十兵衛ちゃんにまで誘ゆう爆ばくしている！　新たな火種になるから、その話はまた後日！」

「良晴！　なんで中ちゆう途と半はん端ぱにお茶を濁にごすのよ、宗麟を側室になどしない！　と完全否定しなさいよーっ！」

「今、俺が宗麟の精神力を削けずったら西軍は瓦が解かいだ！　宗麟は本気を出したら毛利元もと就なりにも勝てる知謀の持ち主だが、ひとたび落ち込んだら、ほんとうになにもしないんだぞ！　武田・徳川軍はまもなく到着する！　それまで宗麟と仲良くケンカしていてくれ！」

「ちょっと～良晴くん。なに、その言い草。酷ひどいよ～」

「んもう。一人また一人と、はぁれむ志願者が……きりがないわ。良晴？　この軍議が終わればもう、書状でやりとりするか、使者に伝言を託たくすことでしかお互たがいの意志を通わせることはできないわ。口げんかは後にしましょう。この合戦が終わったら、いちど顔出しなさいよ？」

「ああ！　必ず勝って、戦国の世に終しゆう止し符ふを。そして互いに生きて会おう、信奈！　勝ったら問答無用で祝しゆう言げんだ！　絶対に信澄の遺ゆい言ごんを果たそう！」

「……ちょ。軍議の席で、祝言の約束は……ああもう。わかったわよ！」

「なんと。西軍が勝てば、良晴どのが織田信奈と祝言、ですと？　う、ううむ。島津軍は参戦を拒きよ否ひし、傍観するとするか、家久」

「んにゃ！　島津を働かせたくば、天てん下か布ふ武ぶの暁あかつきにははぁれむを開くと約束せえ、相良さぁ！」

「そうだよ。約束だよ、相良良晴くん。宗麟はそのために道どう雪せつたちを置いて九州から来たのだから」

「そそそそんな西軍を分断するような約束はできない！」

「……もともとそういう『運命』だった十兵衛はともかく、こいつらが信奈さまの足を引っ張って西軍が負けたら、なにもかも先せん輩ぱいのせいですぅ」

　悲報が続いていた。徳川家康との別べつ離り。信澄の死。五ご右衛え門もんの死。そして、関ヶ原の片かた隅すみに追い込まれるという圧あつ倒とう的てきに不利な戦局──この軍議に顔を出した全員が生きて再会できるかどうかは、誰にもわからない。だから、みな、笑った。「一いち期ご一いち会え」。滝川一益が茶を注いだ茶器を、みなで回し飲みしながら、笑い合った。悔くいが残らぬように、お互いに言いたいことを言った。伝えたい言葉を伝えた。故郷を語った。国の名物料理を語った。夢を語った。

　だが、そのささやかな笑え顔がおを共有できる時間は、永遠ではない。軍議には、終わりがある。それぞれの姫ひめ武将たちが持ち場へと戻もどり、野戦陣の構築をはじめとするいくつもの仕事にかからねばならなかった。

　良晴は後ろ髪がみを引かれる思いに耐えながら、義陽とともに南天満山へと奔はしった。すでに、石いし田だ佐さ吉きち、大おお谷たに紀き之の介すけたち「相良妹軍団」が、陣の構築に取りかかっている──。




　　　　※




　同刻。松尾山の小早川隆景本陣に、南宮山から吉川元春と暗黒寺恵瓊が駆かけつけ、「毛利軍の最終軍議」が開かれていた。

　恵瓊が「毛利両川の前でわが策を明かす」と言い放ったために、吉川元春は隆景のもとに恵瓊を連れてきたのだった。

　恵瓊が「空弁当」という利り敵てき行こう為いに出た結果、織田軍はついに関ヶ原に入り、笹尾山から天満山へかけて約五万の軍勢を布陣させた。東山道を進む織田軍の脇わき腹ばらに南宮山から吉川勢が攻せめ込んでいれば、織田軍を分断・混乱させ、少なくともその兵力を半数に減らせた。うまくいけば「桶おけ狭はざ間まの合戦」や「厳いつく島しまの合戦」のように敵の総大将つまり織田信奈を捕とらえ、あるいは討うち取ることも可能だった。

　しかし、夜の山中に陣取られてしまえば、そうはいかない。

「恵瓊！　おどれの策とはなんじゃ！　いい加減、開かい陳ちんせんか！」

「まあ待て姉者。恵瓊に、異心はない。毛利家を裏切ることは、絶対にない……『空弁当』を用いてまで織田信奈を笹尾山に布陣させたからには、秘策があるのだろう」

　隆景は恵瓊の身体からだを縛しばっていた縄なわをほどきながら、恵瓊に囁ささやいていた。隆景はこれほどの決戦を前にしていながら、これほどの異常事態に直面していながら、冷静沈ちん着ちやくだった。が、その瞳ひとみは悲しみに満ちている。松尾山と東山道を隔へだてて臨接する南天満山に、相良良晴が布陣してしまったのだから。しかも、その兵力は一万に満たない。相良軍団の真の主力は、播はり磨まの姫路城に籠ろう城じようしていた部隊だった。その部隊はすでに、隆景が姫路城を落城させ、三み木き城に追い、さらに吉川軍が奇き襲しゆう撃破して四散させている。

　相良良晴が九州に向かっている間に、毛利両川は良晴から姫路城を奪うばい、姫路軍を奪い、そしてついに関ヶ原に追い詰つめてしまったのだ。

　だからといって、良晴が隆景を恨うらむはずはない。そのことは隆景にはよくわかっている。それだけに、辛つらかった。心が痛んだ。

「隆景さま。吉川さま。この恵瓊ちゃんは、毛利家に攻め滅ほろぼされた家の姫でありながら、毛利家に命を救われ、それどころか京と毛利家とを繫つなぐ外交尼に僧そうとして重用していただきました。恵瓊ちゃんは、毛利家のために今回の策を練ってきました──東軍のためではなく、毛利家のために。恵瓊ちゃんを信じてくださった、隆景さまのために」

　どういうことじゃ恵瓊？　と元春が頭をかきむしる。「空弁当」がなぜ、毛利家のためになるのか、毛利家の「武」を担当してきた元春には理解できない。

　しかし毛利家の「智ち」を担当してきた隆景は、察した。

「まさか、恵瓊」

「この恵瓊ちゃんには未来予知能力はありませんが、暗黒寺での修しゆ行ぎようで培つちかった人物鑑かん定てい眼と『先見の明』については自信がありますです。恵瓊ちゃんはかつて、こう読みました。織田信奈の天下はしばらく続くが、いずれは高転びに転ぶ。さりとてはのものは、相良良晴、と。織田信奈は日ノ本史上に二人といない英えい雄ゆう。この戦乱の世を打ち壊こわし、新たな国を築く『革命』の申し子。しかし、その命運は長くはありません。人々は、新しすぎるものを恐おそれ、忌いみ嫌きらいます。織田信奈が血を流しながら切り開いた天下布武への道を終点まで突つき進み、『日ノ本という国の秩ちつ序じよの再編成と復興』という事業を完成させる者は──隆景さまが愛してやまない殿との方がた。未来から来た、相良良晴どのです。荒あらぶる魔ま王おうが焼き尽くして真っ新さらとした日ノ本の大地に、温おん厚こうな徳人・相良良晴どのが新たな秩序を築きあげ完成させるのです。あのお方ならば、できます。おそらく相良良晴どのはそのために、未来から戦国の世に呼ばれたのでしょう」

　わからん！　良晴が「よき男」だということはわかっちょる。どこか亡なき兄者を彷ほう彿ふつとさせる男じゃ。途方もなく「器うつわ」のでかい男じゃ。隆景が良晴に恋こいをしたのも必然と言える。だが、それとこの合戦となんの関係が？　良晴は今、織田家に仕えとる！　記き憶おくを取り戻してしもうた、だから織田信奈のもとに戻った……と元春はいよいよわけがわからない。

「吉川さま。恵瓊ちゃんは、相良良晴どのこそ毛利隆たか元もとさまの器と志をともに引き継つげるお方と──『天下人』になるべきお方と信じています。毛利家は、天下人のご器量をお持ちだった二代目の隆元さまを失われた時から、『天下を望まず』と方針を変へん更こうせざるを得ませんでした。以来、毛利家は『天下人を見定める』役目を自じ認にんする家に。ならばこそ、この関ヶ原の合戦を奇き貨かとして相良良晴どのに『天下』を盗とらせるのです」

「いや待て恵瓊。良晴が天下人になる、ちゅうのは、たしかに捨てがたい話じゃが……方法がさっぱりわからんし……われら毛利は東軍に属しておる！　良晴は西軍じゃ！　そもそも東軍の実質的な総大将は、武田信玄ではないか！」

「そうですねえ。恵瓊ちゃんも、相良良晴どのでなければ武田信玄が『天下人』かなあ、と思っていましたが～。上じよう洛らくを急ぐ武田信玄は、岐阜城で津田信澄どのを自らの手で斬きりました。その所行、まさに項こう羽うです。上杉謙信や毛利に先に京を奪われたくないと焦あせったのか。それとも、他ほかに事情があるのか。ともかく、武田信玄らしくもない。武田信玄は『最強』ではあれども天下人の器にあらずと、隆景さまも惑まどっておられるはず。このまま織田信奈率いる西軍を撃うち破って、武田信玄に天下を盗らせてよいものかと。そうですよね？」

　そうだ、今の武田信玄は突とつ如じよとして人が変わったかのように荒ぶっている。この先も彼女がこのままならば「天下人」の器にあらずと判断する他はない。徳川家康もまた、設楽したらが原はらで織田家と手切れして武田方につくというこれまでとはまるで別人のような行動に出た。双そう方ほうともに、現状では「天下人」候補としては信しん頼らいできぬ……と隆景は認めざるを得なかった。

「武田・徳川軍はまもなく到着します。武田信玄の本ほん陣じんは、十字路を挟はさんだ西軍の向かい正面──桃もも配くばり山やまとなりましょう。夜が明ければ、合戦がはじまります。織田信奈が布陣した笹尾山に、武田軍が殺さつ到とうすることでしょう。信玄は尋じん常じようではないほどに焦っており、織田信奈は完全に追い詰められています。隆景さまはその合戦を、松尾山で見定めてください。織田信奈と武田信玄、双方ともに『天下人』の器にあらずと隆景さまが判断されたその時、隆景さまは、決断なさってください。相良良晴どのを天下人として推おすと」

「……恵瓊。こう言うのか。毛利はこのまま松尾山と南宮山で両軍の死し闘とうを傍ぼう観かんし、そして……」

「両軍が消しよう耗もうして勝敗が決せんとする『その時』を摑つかむと同時に、戦の最終的な結末を『毛利』が決定するべく全軍で下山し、相良良晴どのに『帰参』を勧すすめます。毛利はこれより全力をもって疲ひ弊へいした織田軍を倒たおす。しかしただひとつだけ織田信奈を救う方法はある。相良良晴どのが毛利家へ帰参するならば、毛利は『相良方』へと寝ね返がえって東軍に──武田・徳川勢に攻めかかり打ち払はらう、と。これより天下は、織田信奈でも武田信玄でもなく、相良良晴どのが治めると。むろん、東軍西軍の別を問わず織田信奈たち全姫武将を助命する、戦後処理は天下人の良晴どのにすべて委ゆだねる、という約束も必ひつ須すです。相良良晴どのは吞のむしかないでしょう。織田信奈たちを救うために。戦国最後の勝者は、相良良晴どのとなります──隆景さまのもとに、相良良晴どのが戻って来ます。この恵瓊ちゃんが、毛利家が良晴どのを『天下人』に推した事情を説明すれば、必ずやご納なつ得とくいただけます」

　それは東軍への裏切りだ、そのような真ま似ねはできぬ！　それは私情だ！　私わたくしと公おおやけとを混同している！　しかも毛利家は……小早川家は、「裏切りの家」として末代まで日ノ本の歴史に悪名を残すことになる！　と、隆景は思わず叫さけんでいた。「冷血の将」の仮面は、もう失っていた。「良晴が私のもとに戻ってくる」と考えただけで、心の臓が爆発しそうになった。これは私利私欲だ、私はこのような言葉に乗ってはならない、理性がそう囁いてくる。だが、すでに東軍方の主力──武田信玄と徳川家康の二人が人変わりしてしまい、「天下人」の資格を失ったとしか思えないことはたしかなのだ。打ち払ってなにが悪い、命までは取らなければよいのだ、良晴ならば寛かん大だいかつ公正な処置ができる、信玄も謙信も織田信奈もみな納得するはずだ、天下は安あん寧ねいになる──「感情」を、抑おさえることができない。いけない。「感情」が、後から「理り屈くつ」を作っている。理が通っているかのように思えても、わが「感情」に惑わされてはならない。隆景は、耐たえた。

「隆景さま。恵瓊ちゃんも、毛利軍が松尾山と南宮山を取れねばこの策はあきらめていたところでした。しかし、宇喜多直家が取りました。毛利の掌しよう中ちゆうに、関ヶ原の合戦の勝敗を決定する二つの要地が転がり込んだのです。これぞ千せん載ざい一いち遇ぐうの機会です」

「だが恵瓊。織田信奈になぜ『天下人』の資格がないと断定できる？　なぜ、高転びに転ぶ、と予言した？　そなたには未来予知の力はないのに、なぜだ」

「あの者は、混乱しきった戦国日ノ本を真っ新に焼き尽つくすために生まれてきた者です。『魔王』となる運命のもとに生まれたのです。新世界を、新秩序を創造するためにはまず、乱れきり機能不全に陥おちいった旧秩序をことごとく破は壊かいしなければならないのです。織田信奈がこれまでに成した、いくつもの戦い……叡山焼き討ち未み遂すい事件も。大坂本ほん猫びよう寺じとの死闘も。伊勢長なが島しまでの本猫寺一いつ揆き戦も。おそらく、本来ならば目を覆おおいたくなるような『大だい虐ぎやく殺さつ』となるはずだったのです。相良良晴どのが、その『未来』を変えたのです。織田信奈を『魔王』にしてしまいたくないという一心で。ですが、もう後がないこの関ヶ原の戦場で最強の武田軍を前にした織田信奈は、『魔王』にならざるを得ません。関ヶ原は敵味方の血に染まりましょう。あの川中島の合戦を超こえる殺さつ戮りく戦となりましょう。恵瓊ちゃんが、この首をかけて予言しましょう」

　織田信奈は魔王にはならない、相良良晴が止める、今までもそうだった、これからも……と隆景は力なくつぶやいていた。

「いいえ。総勢二十万近い軍勢が、関ヶ原にまもなく集結することになります。しかも西軍が圧倒的不利。相良良晴どのをもってしても、無理です。それどころか良晴どのは織田信奈を救うために、その『運命』を変えるために、明日この関ヶ原で討ち死にされる可能性が大。もしも毛利軍がこのまま『東軍方』として参戦すれば、確実に……十割の確率で、南天満山に布陣した良晴どのは、死にます。松尾山の小早川・宇喜多軍が南天満山に殺到すれば、彼は毛利軍から織田信奈を守るために命尽きるまで戦うでしょう。津田信澄どのが、岐阜城でそうされたように。たとえ、相手がかつて恋人同士だった隆景さまであろうとも。情の、深い人ですから」

「……予言か、それも……恵瓊」

「優すぐれた人物鑑定眼と言ってください。妖よう術じゆつでも未来予知でもなく、人物のこれまでの行動を鑑かんがみ、理り詰づめで導き出した結論です。それ故ゆえに、大きく外れることもありません。そういう殿方だからこそ、隆景さまは彼を愛されたのでしょう？」

「そうか。良晴は私と戦って、死ぬ覚かく悟ごなのか。いや、少しだけ違ちがう。たぶん『その時』が来れば、身体が勝手に織田信奈を守るために動くというのだな、恵瓊」

　隆景はこみあげてくる涙なみだに耐えながら、星空を見上げていた。同じ星空の下に。街かい道どうを一本挟んだその向こうに。良晴は、いる。黄金のひょうたんの旗印が、南天満山に翻ひるがえっている。良晴が記憶を失い、毛利家に仕官していた頃ころ。いつか、隆景は良晴と接せつ吻ぷんしようとした。だがその時良晴は、織田陣営が掲かかげる「黄金のひょうたん」を目にして、隆景との接吻を躊躇ためらった。失っていた記憶が、一いつ瞬しゆん、戻もどりかけたのだろう。あの黄金のひょうたんの由来は、織田信奈が美み濃の攻めの折に決死隊を率いて敵城へ突入した相良良晴へ与あたえたひょうたんなのだと、いつか知った。

「……恵瓊。客観的に見て、相良良晴が『天下人』の器の持ち主だということは、私も認めざるを得ない……しかも、近衛このえ前さき久ひささまのご猶ゆう子しとなって関白になる道すら、良晴の前には開けている。しかしこれほどの大戦で、この土ど壇たん場ばで東軍を裏切れば、毛利の律りち儀ぎの評判を永遠に踏ふみにじることになる」

「隆景さま。もちろん恵瓊ちゃんが罪を負います。すべてが終わったら恵瓊ちゃんを斬ざん首しゆなさいませ。毛利家を売った奸かん臣しんとして。毛利家の仇きゆう敵てきの娘むすめという恵瓊ちゃんの出自。そして吉川さまの出しゆつ撃げきを妨ぼう害がいした『空弁当』。証しよう拠こは揃そろっております。良晴どのに毛利家への投降を勧かん告こくする書状も、恵瓊ちゃんが書きましょう。使者も、恵瓊ちゃん自身が務めましょう」

　恵瓊。おどれはそれほどまでに毛利に、隆景に忠義を尽くすつもりで、と元春は言葉を失っていた。

「吉川さま。隆景さま。恵瓊ちゃんが見るに、相良良晴どのは、織田信奈が志半ばで高転びに転び、倒れてしまった世界の『天下人』になるべくして未来から来たはずなのです。それなのに彼は、織田信奈の『運命』のみならず、自分自身の『運命』にも逆らっています。このままでは明日、あの二人の『運命』が相そう殺さいされ、二人は共倒れとなります。毛利家の力で、彼自身の『運命』を成じよう就じゆさせるのです。おそらく、それ以外に良晴どのをこの世界に生かして留とどめる術すべはないでしょう」

　恵瓊の推測は大きく外れることはない。しかし即そく断だんはできぬ。しばし考えさせてくれ、二人は南宮山へ戻って明日の合戦に備えてほしい、と隆景は星を見つめながら恵瓊に答えていた。

（明日、松尾山を下りて私が良晴と戦えば……良晴は、織田信奈を守るために死ぬ。私自身が良晴を殺すという結末になる。兄者。どうすればいい。私は……）

　元春は、小刻みに震ふるえている隆景の肩かたを叩たたき、励はげましていた。

「自分は難しいことはよくわからん。だが、明智光秀に先んじられていながら宇喜多直家という『駒こま』の力で松尾山と南宮山を奪だつ取しゆした隆景は、今や関ヶ原の合戦の『勝敗』を、毛利家の『運命』を、相良良晴の『未来』を、戦国日ノ本の行く末を、ことごとく決定することができる。そのための条件を手に入れている。必要なものは『勇気』じゃ。決断を先延ばしにして機会を逸いつし、後こう悔かいを残してはならんけぇね。じゃが」

「だが……姉者？」

「残念じゃが、相良良晴は、決して帰順せん。最後まであきらめずに織田信奈のために戦い続ける。文字通り、死ぬまで。自分はそう思う……そして、そうなった時……恵瓊の目もく論ろ見みが破れた時……毛利両川は、二つに割れるかもしれん」




「やれやれ。あの相良良晴と戦う以上、揉もめるのは織り込み済みだが、オレの想定以上に面めん倒どうなことになってきやがったな。さすがは暗黒寺恵瓊、なかなかえぐいぜ。だがよ。小早川のお嬢じようには裏切りの機会を摑む目はないと見るぜ、オレさまは」

　軍議が終わった後──我われ関せずとばかりに本陣の外で薄うすら笑いを浮うかべながら毛利両川と恵瓊との密談を聞いていた宇喜多直家が、陣幕から出てきた恵瓊に声をかけていた。

「『謀はかり神がみ』毛利元就の知謀のうち、そういう薄暗い部分を、小早川のお嬢は引き継ついでいねえのよ」

「ではあなたは、恵瓊ちゃんは無む駄だに毛利家を混乱させ、勝機を逃のがさせただけだと？　毛利家を苦境に追い込んだだけだと？」

「さあな。どちらにしても、お前さんは合戦に関してはド素人しろうとだ。ここから先は、オレに任せておけ。毛利元就の知謀のうち、薄うす汚ぎたなく糞くそせこい部分だけを受け継いだこの宇喜多直家さまによ。いいか？　ガキの頃にお家没ぼつ落らくの不運を食くらって、悪謀を重ねて大名に成り上がった男は元就だけじゃねえんだぜ。このオレも、『悪謀』にかけては元就と同等の才の持ち主よ。ひ、ひ、ひ」

　裏切りご免めん、宇喜多直家。暗黒寺で人物鑑かん定てい眼を養ってきた恵瓊をもってしても、この男の心だけは覗のぞけなかった。この戦いくさ、まるで先が読めなくなった、と恵瓊は震えていた。

「さてと。弥九郎に新たな『仕事』を与えるか。宇喜多家に仕えたのが運の尽きよ。あの堺娘を、最後の最後までこき使ってやるぜ」




　　　　※




　南天満山では、突とつ貫かん作業で野戦陣の構築が進められていた。

　笹尾山の軍議から戻った良晴は、相良妹軍団の面々から続々と報告やら陳ちん情じようやらを受け取ってきりきり舞まい。「信奈と再び生きて会えるのかどうか」と感傷に浸ひたっている暇ひまもなかった。

「兄上！　兵ひよう糧ろうの準備と分配はばっちりよ！　ついに兄上の『義』が勝つ時が来たんだわ！　でも……佐吉は緊きん張ちようしてお腹なかが痛いの。お腹さすってよ～！」

「兄くん。松尾山の宇喜多・小早川勢が南天満山へ攻せめ寄せるとすれば、両山の狭はざ間まに位置する『山中』の山道を押し通るはず。この紀之介が決死隊を率いて、山中を塞ふさがん」

「おっ兄ぃっちゃんっ！　市いち松まつに今すぐ一いつ騎き駆がけさせて～！　一騎駆けこそ戦の花！　戦国日ノ本の歴史に福ふく島しま市松あり！　と、この名を刻みたいっすよ。にょほほ～♪」

「い、市松。松尾山の敵軍は武田・徳川の到とう着ちやくを待って静観している。こちらから手を出したら藪やぶ蛇へびだよ。だいじょうぶ、兄貴。虎とらが市松を見張っているから。信奈さま、明智さまたちときちんと連れん携けいして戦おう」

　兵へい站たんを担当しながら、さっそく胃痛に襲おそわれている石田佐吉。

　行人包みで顔を隠かくして「決死隊」を志願する大谷紀之介。

　血が荒あらぶってもはや一騎駆けしか頭にない、福島市松。

　これほどの大戦を前に、片かた鎌かま槍やりを磨みがきながら悠ゆう々ゆうと構えている加か藤とう虎とら之の助すけ。

「うーん。ねねがいないと、相良妹軍団はバラバラだな……全員、言っていることが違う。足並みが揃ってない。困ったなぁ」

　幼いねねは夜に弱い。今は本ほん陣じんの裏でぐっすりと眠ねむっている。守備が手薄な良晴の本城・長浜城には戻せなかった。長浜城には一応、浅あさ野のの爺じいさん率いる「相良老人隊」が残っている。良晴が尾張住まいだった頃からの家臣団のうち、老ろう齢れいで現げん役えきを退いた面々である。だがもしも上杉謙信が北陸道を南下すれば「相良老人隊」などひとたまりもないし、坂本城のように伊い賀が甲賀の忍しのびに奪うばわれる可能性もあった。琵琶湖経由で津田信澄の居城だった大おお溝みぞ城へと逃にがすことはできるが、城主・津田信澄はすでに討うたれており、大溝城にもまた留守を守る少ない兵力しか残っていないのだ。お市いちは今頃、信澄の死を知らされて泣いているだろうか。

「官兵衛が三万の兵力を率いて東山道から駆けつけてくれれば、小早川さんは松尾山をそう簡単には下りられなくなる。だが今、官兵衛がどこまで近づいているのか……坂本城に引っかかって足止めされれば、その時は」

　大谷紀之介の「兄くんのために死兵とならん」との申し出を「まあ、もう少し待て。紀之介」とやんわり却きやつ下かした良晴は副将の義陽とともに関ヶ原の地図を凝ぎよう視ししつつ、佐吉から手て渡わたされた「干ほし柿がき」と「おにぎり」をいただきながら腹ごしらえを済ませた。まっ、まずい。この干し柿はまずい。渋しぶすぎる。合戦直前だというのにこれほどまずいと感じる戦場飯ははじめてだ、と義陽が顔をしかめていた。

「ごめん姉さん。佐吉は、食べられる限界ぎりぎりを狙ねらって柿を干してくるから」

「へいくわいものだな。『あくまき』が懐なつかしいな良晴。八やつ代しろに籠ろう城じようする徳とく千ち代よは、無事だろうか」

「関ヶ原の本戦は、想像以上の短期決着となりそうだ。この本戦が終われば天下人が決まり、九州での合戦はもはや『戦後処理』に等しくなる。ただちに義陽姉さんは八代に。義弘と家久とともに──」

「……いや。未練だった。徳千代と八代は、すでに島津姉し妹まいに委ゆだねたのだ。私はお前とともにいる、良晴。お前を待ち受ける『運命』を乗り越こえるためには、私の存在が必要になる。そんな予感がするのだ」

「……姉さん？」

「良晴。いくら武田方の到着を待っているとはいえ、逆落としをかける絶好の機会に南宮山の吉川軍が動かなかったこと、なにやら怪あやしい。毛利方と武田信玄とは、歩調が揃っていないのではないか？」

　もっとも確たる物証がなければ、そう決めつけることはできないし、やってはならないが、と義陽が渋い干し柿をかじりながらつぶやいていると──。




「小西弥九郎、堺傭よう兵へい隊を率いて松尾山より参りましたやん！　相良の殿との！　どうか弥九郎を西軍に戻したってください！」




　小西弥九郎が率いる堺傭兵隊。総兵力は五百。本来ならば軽く千五百は集められるはずだが、さすがは堺商人。ケチったな、と良晴は頭をかいた。

「おお、弥九郎ではないか。沖田畷では良晴に加勢してくれたはずなのに、なぜ今まで東軍に加わっていた？」

「義陽姉さん。小西家は、堺商人。弥九郎は交易を通じて宇喜多家と織田家・相良家の両方に仕えているんだよ」

「なるほど。博はか多たも堺も、商人は食えぬな。で、なぜ今になって西軍に？」

「ううう。そやから、最初から堺は西軍に加勢、と決めておりました。この弥九郎は西軍の先せん鋒ぽうとして松尾山に一番乗りを果たしてましたんやけども、後から関ヶ原に来た宇喜多の殿に『おめーは宇喜多家の家臣だろうが』と横取りされましたんや。さらに殿は、偽ぎ兵へいやら噓うその使者やら得意の詐さ術じゆつを用いて『松尾山と南宮山、栗原山を全部毛利が先に取った』と光秀はんを騙だまし、笹尾山と天満山に明智軍を押し込めて」

「あっ、そうか！　行軍に手間取ったはずの毛利軍が松尾山を奪取できた『からくり』はそれか！　岡山で日和ひより見みしそうだった直家が誰だれよりも早く関ヶ原入りするとは、大誤算だ」

　もっとも、その誤算のおかげで明智光秀は毛利軍よりも関ヶ原に先着していながら、「運命」の松尾山に入れなかった。その瞬間から、「流れ」は西軍に──信奈のほうへと傾かたむいてきたのだ。

「良晴の殿。義陽はん。他言無用でっせ。実はこの弥九郎、宇喜多の殿からお世よ継つぎの宇喜多秀ひで家いえさまをお預かりして参りました。決して戦場に出すな、絶対に死なせるな、と厳命されておりますねん」

「……秀家です。お世話になります」

　宇喜多直家ただ一人の実じつ娘じよう。宇喜多秀家が、十じゆう字じ架かを握にぎりしめながら本陣にその姿を現していた。

「秀家ちゃん!?　弥九郎、いったいどういうことだ!?　命よりも大事にしている娘むすめを、なぜ東軍についた宇喜多直家が俺のもとに？」

「この戦、状じよう況きようが二転三転し、宇喜多の殿にもまるで先が読めまへん。毛利家の陣営が紛ふん糾きゆうしとるそうです。なんでも南宮山で諸将の足並みが乱れ、『空弁当』がどうのこうのと言っているうちに織田信奈を関ヶ原に入れてしまったとか」

　空弁当！　南宮山で、ほんとうに「空弁当」が発生していたのか!?　だから吉川元春は動けなかったのか。「場」の力が作用したのか、それとも毛利方の誰かの「意思」なのか。

「宇喜多の殿は、東軍と西軍の間で『二ふた股また』をかけると」

「二股!?」

「首しゆ尾びよく東軍が勝てば松尾山を奪った宇喜多家は勲くん功こう一等。そやけど、この戦の行方ゆくえは誰にもわかりません。そこで殿は、毛利家で半年をともに過ごしたかつての『友』相良良晴に秀家さまを預ける、と仰おおせに。たとえ西軍が勝っても相良良晴ならば秀家を必ず守ってくれるはずだ、たとえ敵味方に分かれても露ロ璃リ魂コンの友情は永遠だ、サンキュー露璃魂、フォーエバー露璃魂。これが今生の別れかもしれない、オレさまになにがあっても幸せになってくれよ秀家と、さめざめと涙なみだを流しながら」

「き、綺き麗れいな宇喜多直家さんか……その歯が浮くような台詞せりふが、かえって怪しいぜ。もしかして最初から二股をかけるつもりだったんじゃないのか？」

「はあ。弥九郎もそう思います。そやけど、宇喜多の殿にとってなによりもたいせつな秀家さまを預けるということは、相良の殿をそれだけ『男』として見込み、信じているということですやん？」

「弥九郎。西軍が勝てば、たとえ宇喜多軍が壊かい滅めつしても秀家は助かる。この俺が必ず秀家を守るからな。東軍が勝ったら、俺は責任をもって預かっている秀家を直家に返す。つまり、なにがあっても秀家を守れ、負け戦になろうとも秀家をオレに返すまでは決して玉ぎよく砕さいするな、と宇喜多直家は俺の首に『鈴すず』をかけてきた……そういうことか」

　宇喜多直家は、この合戦がはじまっても焦あせって玉砕などするな、冷静に戦局を見み極きわめろとお前に釘くぎを刺さしてきたというわけだな良晴、と義陽がうなずいていた。

　たしかに毛利家時代、二人の間には「男の友情」が生まれていた。しかし宇喜多直家という複雑怪かい奇きな性格の男を、どこまで信じていいのか。

　だが良晴は、直家がどれほど娘を愛しているかを知っていた。直家にとって秀家は、己おのれの命よりも、自分自身の全人生よりもたいせつなたったひとつの「希望」なのだ。あの「全身これ悪あく謀ぼう」「奸かん悪あく無限」と恐おそれられた暗殺愛好者が、秀家にだけはまるで仏の如ごとき愛情を注いできた。容よう赦しやのない悪謀を繰くり返すことで下げ克こく上じようの世を生き延びてきた直家が狂くるわずに生きていくためには、秀家という存在が欠かせなかったのだろう。

「わかった、弥九郎。宇喜多直家がどう出るのかは予想もつかないが、秀家ちゃんの命は絶対に守る。約束する」

「さすがですやん、相良の殿！　感謝しますわ！」

「というわけで弥九郎は、堺傭兵隊を率いて山中の守備についてくれ」

「ええ？　山中は、松尾山の真正面に位置する死地ですやん？」

「小早川さんは松尾山の山頂に布陣している。山さん麓ろくには宇喜多軍。つまり小早川さんが下山する際には、宇喜多軍が先手となる。真正面に弥九郎が対たい峙じしていれば、宇喜多直家も猛もう攻こうをかけにくくなる。陣中に秀家がいるかもしれないのだから」

「あ、いやいや。その策は通じまへん。相良の殿が秀家さまを『人間の盾たて』として最前線に送るはずがないと、宇喜多の殿は見切ってまっせ」

「それもそうか。それが『サンキュー露璃魂』という言葉の意味か。やっぱり謀略戦で俺が宇喜多直家に勝てるはずもなかったな……うん？　いや、ちょっと待ってくれ！　もしかして……」

　良晴は、この時、光秀を取り込むはずだった「運命」がまだ消滅していないことに気づいていた。

　どうした良晴？　と義陽が声をかけたが、良晴は即そく座ざに返事することができない。声が出なかった。

（南宮山で、「空弁当」は、発生した。あの竹を割ったような爽さわやかな性格の吉川さんが「空弁当」をやったとは思えない。おそらく、やったとすれば別の武将だろう。動機はわからないが……細ほそ川かわ藤孝が着目した「場」の力はやはり、まだ働いているんじゃないのか？　ならば──本来の関ヶ原の合戦で「裏切りの将」が布陣するはずだった松尾山を取った小早川さんにも、「場」の力が作用するかもしれない！）

　もしかして「裏切りの武将」の「運命」は、消えてしまったのではなく、十兵衛ちゃんから小早川さんに移ったんじゃないのか!?

　松尾山を小早川さんが手に入れた、その瞬しゆん間かんから。

　そうだ。「史実」の関ヶ原の合戦で「裏切る武将」は、松尾山に陣取った金きん吾ご中ちゆう納な言ごんこと小早川秀ひで秋あき。生しよう涯がい、世継ぎを得られなかった「小早川隆景」の「養子」にして、「木きの下した藤とう吉きち郎ろう」の親族。

　その「裏切りの将」金吾中納言・小早川秀秋は、関ヶ原での恥はずべき裏切り行こう為いを後こう悔かいして心身を病やんだのか、「卑ひ劣れつ極まる裏切り者よ」と敵味方の諸将すべてからの怨えん嗟さと蔑さげすみの声に耐たえかねたのか、終戦後、まもなく死んだ。暗殺なのか病死なのかはわからない。死因は不明だが、二は十た歳ちそこそこでの急死だったという。そして日ノ本の誰も、小早川秀秋の死を悼いたむものはなかった。自じ業ごう自じ得とく、因果応報、と囁ささやかれた。

　小早川家は、断絶した。

「……金吾中納言は、小早川さんの世継ぎ。血は繫つながらないが小早川さんの『子供』だ。そして今、『運命』は、小早川家を、その終しゆう焉えんの地に……松尾山に……」

　木下藤吉郎は、相良良晴が未来から召しよう喚かんされると同時に、まるで良晴の存在と等価交こう換かんされたかのように命を落とした。だから金吾中納言も良晴が生きる「歴史」には登場していない。ねねの親しん戚せきのはずだが、ねねは「妹軍団」を結成する際に加藤虎之助や福島市松らを加入させていながら、金吾中納言をその中には数えなかった。しかも「関ヶ原の合戦」が「史実」よりも前まえ倒だおしされて発生した。金吾中納言が背負うべき「運命」は、「小早川隆景」が背負うことになったのではないのか。「松尾山」に隆景が入ったその瞬間から。




「だとすると。十兵衛ちゃんの『運命』が変わった瞬間に、その『運命』は小早川さんに……！」




「関ヶ原の合戦」の発生時期が繰り上がった結果、島津豊とよ久ひさの「運命」は、いずれ豊久の「親」となるはずの島津家久に引き継つがれたかのように見える。少なくとも良晴にはそう思える。

　ならば。小早川隆景にも、金吾中納言の「運命」が──。

（信奈が準備している「策」が成功しようとも、明日の戦いくさで西軍は押される。二つの要地を大兵力で確保している毛利家が動けば、西軍は長くは保もたない。最初に押し潰つぶされることになるのは、この南天満山に陣じん取どる相良軍だ。俺だ。そうなれば、小早川さんは……俺を、救うために……「裏切りの将」の「運命」を敢あえて引き受けてしまうかもしれない。彼女は公おおやけの場に私情を挟はさまない「冷血の将」だ。だが、「場」の力が、作用して）

　どうする。どうすればいい？

　深い霧きりが、天満山を、松尾山を、関ヶ原の盆ぼん地ちを覆おおい隠かくしはじめていた。

　松尾山は目の前に聳そびえている。そこに、隆景がいる。記き憶おくを失っていた毛利家時代、本気で恋こいして、そして愛した隆景が、夜の霧の向こうにいる。

　彼女は、自分を吞のみ込もうとしている「運命」を知らない。

　弥九郎が、震ふるえている良晴の耳元に、「これは他言無用です」と宇喜多直家の言葉をそっと伝えていた。




『暗黒寺恵瓊が、相良良晴に天下を盗とらせようと画策している。東西両軍が激戦で疲ひ弊へいし、毛利軍が勝機を摑つかんだその時、相良良晴に毛利家への帰参を勧すすめる。てめえが承知すれば、毛利軍は相良方へと寝ね返がえって武田・徳川勢に攻せめかかり打ち払はらい、織田信奈を助命する。てめえが帰参を断れば、やむを得ずそのまま東軍として戦い、織田家を滅ほろぼす。毛利両川はこの裏切りの策は容よう認にんしがたいと惑まどっているが、小早川のお嬢じようはいざてめえが滅びゆく姿を目まの当たりにすれば、たとえ小早川家を滅ぼすことになろうとも、てめえの命を奪えないだろう。てめえが帰参を拒こばもうが、てめえを救うために東軍を裏切ってしまうだろう。吉川のお嬢との、殺し合いになるかもな。オレがてめえの首に秀家という鈴をつけたのも、てめえの安易な玉砕を防ぐためさ。てめえは小早川のお嬢を運命から救うためならと、躊ちゆう躇ちよなく玉砕してしまうような青あお臭くさい大おお馬ば鹿か野や郎ろうだからな──てめえが討うち死にすれば済むなどと思うなよ。根こん性じようだけでは運命は乗り越こえられねえ。考えろ。少しは頭を使え。そろばんをはじけ。最後まで運命に抗あらがえ、相良良晴』




「……小早川さん。そんな。やっと、十兵衛ちゃんの『運命』を変えることができたと、思っていたのに。こんな、ことって」




　今すぐ松尾山へ向かう！　と良晴は馬に乗ろうとした。佐吉たちが「東軍陣営に乗り込むなんて無理よ！」「捕とらえられて終わりですやん！」「落ち着け良晴、お前が捕らわれたら西軍陣営は戦わずして崩ほう壊かいしてしまう！」と慌あわてて制止していた。

「わけを話せ、良晴！」

「義陽姉さん。もう時間がない、説明はあとだ。俺を信じてくれ！」

「信じている。しかし山麓の宇喜多直家の陣を通るのは危険だし、まもなく武田と徳川が関ヶ原に到とう着ちやくする！　総大将のお前抜ぬきでは合戦を戦えぬ！　私が代わりに松尾山へ行こう！　もしも私が欠けても、お前がいれば相良軍は戦える！」

　ありがとう、義陽姉さん。だがこれは、俺自身が小早川さんと直接話し合わなければ解決できない事態だ。半刻でいい、俺に時間を、と良晴は祈いのった。

　しかしその時、斥せつ候こうに出ていたヤスケが、本陣へと飛び込んできた。

「もう無理よ、相良良晴！　私は夜目が利きくの。武田・徳川軍が、東山道から関ヶ原に入ってきたわ！」

「なんだって!?　くそっ。時間切れか……！」

　夜霧の中。

　東軍主力部隊、東山道を駆かけて、ついに関ヶ原へと着陣。

　武田信玄の本陣は、予想通り、笹尾山・天満山の真正面、桃配山に。

　山々の合間に開けた盆地──街かい道どうが交こう叉さする関ヶ原の「十字路」周辺には、武田四天王、真さな田だの「双ふた子ご」、藤堂高虎、徳川家康、本ほん多だ忠ただ勝かつ、井い伊い直なお虎とらら東軍諸将が続々と押し寄せはじめているという。

「良晴。信玄には長対陣をするつもりはない。黒田官兵衛が関ヶ原に到着する前に、現有戦力だけで勝負を決しようとする。下手をすれば、明日一日で決着がつくぞ！」

　義陽の言う通りだった。良晴をもってしても、ついに松尾山入りを断念せざるを得ない事態となった。

　開戦まで、あと数刻もない。良晴の身体からだはひとつしかない。南天満山と松尾山に同時に『存在』することはできない。

「小早川さん、ごめん。もう、合戦が、はじまってしまう……俺は、南天満山を守る相良軍団の総大将だ。家臣団の命を、預かっている。なすべきことが、無数にある。時間が、足りないほどに。身体が、足りないほどに。兵数もまるで足りない。今は、きみのもとに、行けない……きみに、会えない」

　明智光秀の「運命」が、小早川隆景の「運命」と、交換されようとしている。

　五右衛門。二つの実を拾うのはやっぱり無理なのか。もしも俺の「声」がまだお前に届くのならば、俺に最後の勇気を与あたえてくれ。俺は、十分に生きた。だが、このままでは。俺に進むべき「道」を示してくれ、と良晴は五右衛門の形見となった髑どく髏ろの紋もん章しよう入りの頭ず巾きんを握にぎりしめながら、霧の彼方かなたを見つめていた。

　ヤスケが、そんな良晴を励はげますように、「会えない会えないって。なんのために人間の文明に『文字』があるの？　会えない人に想おもいを伝えるためでしょ。小早川隆景に伝えたい言葉があるのならば、書状を書きなさいよ。ほら。今すぐに」とぶっきらぼうに告げていた。

「私は夜間行動が得意なの。闇の中ならば、宇喜多の陣を突とつ破ぱして小早川隆景に直接書状を届けられるわ。夜が明けてしまえば、間かん諜ちようとしては役に立たなくなるけれど。あと数刻、日が昇のぼるまでならば──」

「宇喜多直家は結界を張っているはずだ。いくらヤスケちゃんでも、危険だ！」

「それでも他ほかの者を送るよりは、ずっと成功率が高いでしょう？」

「なぜ、そこまでしてくれるんだ？」

　あ、あんたが誰だれと戦おうが討ち死にしようがどうでもいいけれど、ガスパールさまから「相良良晴を守れ」と命じられているからよ、勘かん違ちがいしないでよね、とヤスケはそっぽを向いていた。

「ならば、頼たのむ。俺の言葉を、小早川さんに……ありがとう、ヤスケちゃん」

　礼ならばガスパールさまに言いなさい、ほら早く書状を書いて、とヤスケは答えていた。その細くしなやかな手を伸のばしながら。

　小早川さんを「運命」から救うためには、俺の言葉を伝えなければならない。もう時間切れだと思っていたが、希望が見えてきた。良晴は急いで書状を書き上げると、ヤスケにすべてを託たくしていた。







　巻ノ四　隠おん形ぎよう滅めつ殺さつの術







「うにゅう。ここにおられたのですな、松まつ平だいら氏うじ！　いえ、今は徳とく川がわ氏でしたかにゃ」

　薄うす暗ぐらい屋や敷しきの一室で、松平元もと康やす改め徳川家いえ康やすは、予期せぬ忍しのびとの再会に「あわわ」と泡あわを食って腰こしを抜かしていた。

「は、は、蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんさんっ!?　どうして、ここに!?」

「あいや。屋敷の者に気取られるとまずいでござる。拙せつ者しやは『石いし川かわ一かず宗むね』でござる」

「石川一宗さん？　ええ？　それは誰ですか～？　五右衛門さんですよね？　五右衛門さんの他に、紅あか瞳めで嚙かみ嚙みの子供忍びなどいませんよ～？」

「しーっ！　石川一宗でござる！　この屋敷には忍びが結界を張っているでごじゃる、いしかわうぢとよぶでごじゃる！」

　自ら「石川一宗」を名乗っているこの嚙み嚙みの忍びは、蜂須賀五右衛門である。清きよ洲す城で服部はつとり半はん蔵ぞうに討たれたはずの五右衛門がなぜ、ほんものの徳川家康が閉じ込められているこの屋敷に生きて入り込むことができたのか？

　五右衛門は嚙みながら、家康に清洲城でなにがあったのかを潜ひそみ声で語った。

「服部氏は、腹黒いほうの本ほん多だ氏から徳川氏を奪だつ回かいすべく三み河かわ、遠江とおとうみ、尾お張わりをちゃがちまちたが」

「私を発見できなかったのですね～。なにしろ、ここは京の都ですから～。京で商いを営む呉ご服ふく屋・茶ちや屋や四し郎ろう次じ郎ろうさんのお屋敷なんですよ～。『木を隠すなら森』。弥や八はち郎ろうさんは、半蔵率いる服部党の探たん索さく網もうの範はん囲い外がいに……大だい胆たんにも、吉きち姉さまが治める織お田だ領内の京の都に、私を隠したのです～」

　石川一宗とともに清洲城に潜せん入にゆうして「本多正まさ信のぶの手で徳川家康が影かげ武む者しやにすり替かえられた。織田家と徳川家の手切れは本多正信の策略」「武たけ田だ信しん玄げんは病で余命いくばくもない」という東軍の秘事を知った五右衛門は、服部半蔵率いる服部党と清洲城内で対たい峙じすることになった。卓たく越えつした忍び同士の一いつ騎き打うちは、半蔵の勝利に終わった。そして、一宗もまた本多正信が操あやつる傀く儡ぐつの襲しゆう撃げきを受けて倒たおれた──そのはずだった。

　だが、五右衛門はこうして生きている。生きているどころか、石川一宗とすり替わって京の茶屋四郎次郎屋敷に入り、家康を見つけたのだ。

「どうやって窮きゆう地ちを脱だつし、私のもとに辿たどり着いたのですか～!?」

「なに。服部氏とは長年の友。ほんものの石川一宗はわが妹。咄とつ嗟さに、ちと芝しば居いを」

　忍びは、生きて情報を持ち帰ることを至上の使命としている。堂々と戦って死ぬという武士の美学は忍びにはない。故ゆえに、いくつもの「遁とん走そう術」を身につけている。かつて、服部半蔵は金かねヶが崎さきの撤てつ退たい戦で窮地に陥おちいった相良さがら良よし晴はるを救うために「微み塵じん隠がくれの術」を用いた。前ぜん鬼きを相良良晴とすり替えて、敵の目の前で爆ばく破はしたのだ。同時に相良良晴は地中に埋うまり、からくも生き延びた──。

「こたびは拙者の妹が得意とする『隠形滅殺の術』を用いたのでござる」

「隠形滅殺？」

「心の臓をしばらくの間、己おのれの意志で停止させるという荒あら技わざでござるよ」

「そそそ、そんなことができるんですかぁ？」

「限界を超こえればそのまま死んでしまう捨て身の技にござる」

　五右衛門は、尾張の清洲城で服部党に発見されたあと、なにが起きたのかを回想しながら、家康に語っていた。




　　　　※




　尾張の清洲城で、一宗を逃にがすために自ら囮おとりとなった五右衛門と半蔵とが一騎打ちを行い、「非情さ」で上回った半蔵が五右衛門に勝ったところまでは、両者が命を賭とした「真しん剣けん勝負」だった。

　だが半蔵は、戦せん闘とう能力を喪そう失しつして力ちから尽つきた五右衛門の身体を抱だきかかえながら煙えん幕まくの中を跳ちよう躍やくし、「忍び言葉」を囁ささやいて五右衛門に「共闘」を持ちかけたのだった。

「……うにゅう。なぜ殺さぬでござるか」

「俺の主あるじは、あくまでも徳川の姫ひめ。うぬら姉し妹まいを清洲で討うち果たしても、本多正信の思う壺つぼ。俺は、俺自身の意志で本多正信に抗うこととした。姫の運命は、姫ご自身の意志で切り開かねばならぬ。手て遅おくれになる前に、なんとしても見つけださねばならない。『桶おけ狭はざ間まの合戦』の時と同様、今一度、賭かけてみたい」

「拙者たち姉妹に、徳川氏を捜しだせと？」

「まもなく石川一宗は貴様を救うために姿を現し、本多正信の傀儡の結界に踏ふみ込んで襲おそわれる。容易には逃がすことができぬ。そこで……石川一宗はここで『死んだ』ことにする」

「うにゅう。姉妹二人とも生かすための策ですな、服部氏」

「そうだ。相良良晴の癖くせが俺にも伝う染つったらしい。うぬらは相良良晴の家臣。万が一織田家が決戦に勝った時に交こう渉しよう材料として用いる『人ひと質じち』として、一宗を本多正信に引き渡わたす。わが服部党をもってしても見つけだせぬということは、姫は、敵の懐ふところ──畿き内ないに隠かくされているはずだ。京か、あるいは堺さかいか。畿内のどこかに本多正信と通じている仲間が潜んでいる。武家ではあるまい。正信は、石川一宗を自らの『隠れ家が』へと隠すに違いない。一宗はその隠れ家で情報を収集し、脱出し、そして姫の居場所へ辿り着く」

「……承知でござる」

　五右衛門はその提案を吞のんだ。本多正信は三河を出しゆつ奔ぽんして以来、本ほん猫びよう寺じ一いつ揆きに参加したり松まつ永なが久ひさ秀ひでに仕官したりと、畿内を流る浪ろうしてきた。武家のネットワークとは異なる世界の『人脈』を畿内で築いていると言っていい。

　正信はその独自の人脈を用いて、ほんものの家康を織田家の勢力圏けんに隠してしまっているのだ。織田家と徳川家との手切れ以来、東軍に属することとなった服部党は京の都や堺では容易には動けないから、発見できないのだ。

　正信は用心深い。相良良晴の家臣を人質として押さえれば、織田家が勝った場合に徳川家を守るための「切り札」として用いることができる。姉妹をともに殺してしまっては惜おしい。五右衛門か石川一宗のいずれかは生かして確保しておきたい。そう考えるはずだ。

　そして、人質を幽ゆう閉へいする場所は──これから決戦をはじめようとしている徳川軍の陣じん中ちゆうではまずい。軍から遠ざけつつ、脱出困難な場所──家康を隠している「隠れ家」と同じ「人脈」に連なる畿内のいずこかだろう。一宗は一気に、家康に大おお幅はばに近づけることになる。

「おおっ。見ろ、石川一宗だ！　まもなく鷹たかの傀儡に殺やられる！　救い出すぞ五右衛門」

「服部氏。口調までが、相良氏っぽくなっているでござるよ」

「……いや、待て。本多正信には、片方は確実に死んだと見せねばならん。二人とも生かして人質に取ろうとするような余よ裕ゆうは奴やつにもあるまい。微塵隠れの術で『石川一宗』の五体を吹ふき飛ばすか。だが、一宗に似た容姿を持つ身代わりがいない！　よく似ているとはいえ、うぬを吹き飛ばしては、意味がない……！」

「妹は『隠形滅殺の術』を得意とするでござる。丹たん波ば篠ささ山やまでも見事に用いてごじゃった」

「心の臓を止める術か。そうか、姉妹を入れ替えるのか！　二人は実によく似ている！　危険だが、それしかない」

　石川一宗が宙を飛び、鷹の傀儡に包囲されて死を覚かく悟ごしたその時。

　半蔵と五右衛門は、白い煙幕を再び張りながら傀儡の結界の中へと飛び込み、次々と傀儡が爆発する中でかろうじて一宗を救出した。

　一宗は、忽こつ然ぜんと姉が自分を救うために現れた時、夢か幻まぼろしか、あるいは死んだ五右衛門の霊れいが自分を「あの世」へと迎むかえに来たのだと思い込んだ。が、五右衛門の手が自分の手を摑つかんだ瞬しゆん間かんに、夢でも幻でもない、姉者は生きている、と悟さとった。打ち合わせなどする時間はない。瞬時に、互たがいの視線だけで意思を通じ合った。

「長なが松まつ。隠形滅殺の術を用いて仮死状態になるでござる」

　理由は聞かなかった。石川一宗は姉のその「心の声」を信じて、己の心臓を停止させ、呼吸を止め、意識を断たった。

　あとは、半蔵と五右衛門が咄嗟に決めた段取りを、本多正信の前で淡たん々たんと決行するのみだった。幸いにも、鷹の傀儡が次々と爆発して視界を完全に塞ふさいでいたため、地上を歩いていた正信は三人が爆風の中でいかなる「策」を用いたかに気づいていない。

　半蔵は両りよう肩かたに五右衛門と一宗の身体からだをそれぞれ担かついで、正信の前に音もなく舞まい降りた。

「蜂須賀五右衛門は、妹の命を保証するという条件で自害した。『川かわ賊ぞくは川へ帰る』。それがこやつの遺ゆい言ごんだ──俺と五右衛門とは、長いつきあいだった。堀ほりへ捨ててやろう。木き曾そ川がわに連なる、この清洲城の堀に」

　本多正信は「まことに死んでいるのですか」と、「五右衛門」の胸に自分の耳を当てて確かく認にんした。鼓こ動どうの音が止まっている。瞼まぶたを開き、赤い瞳ひとみも確認した。瞳どう孔こうが開いている。死んでいますね、と正信はつぶやいていた。

「……かつて東とう大だい寺じの正しよう倉そう院いんで、この者は蘭らん奢じや待たいを探し、それがしは『未み来らい記き』を探して、奇き遇ぐうにも鉢はち合あわせとなった仲でした。相良良晴の相方を死なせてしまった以上、徳川家はもはや後あと戻もどりできなくなりましたね……」

「いや。妹の石川一宗を捕とらえた。傀儡の爆風に吹き飛ばされるところを、俺が間かん一いつ髪ぱつで押さえて身み柄がらを確保した。三河一揆に本猫寺合戦と敗北を重ねてきたうぬならば、わかるはず。軍師が立てた策が必ずしも成功するとは限らぬということを。人間一人の知ち恵えだけでは、運命を越こえられぬことがあるということを──万が一の時のための『切り札』が必要だろう、本多正信」

「……なるほど。蜂須賀五右衛門の遺言を守ったという既き成せい事実を作り、五右衛門の妹を捕らえておけば、いざという時に取引の材料として用いることができますねぇ」

「そういうことだ。石川一宗の身柄は貴様にくれてやる。俺は五右衛門との約束を守った。後は好きにしろ」

　本多正信は「石川一宗は、それがしが傀儡を用いて西軍の手が届かぬところへと隠します」とうなずきながら、半蔵が放ほうり投げた石川一宗の身体を腕うでで抱き留めていた。が、その一宗は一宗ではない。五右衛門である。

「……さらばだ」

　隠形滅殺の術、見事なものだ。俺の目をもってしても死体にしか見えぬ。本多正信ほどの知恵者を騙だましきった。半蔵は、蜂須賀五右衛門の遺い骸がい──その正体は、術を用いて仮死状態に入っている石川一宗──を堀へと投げ捨てていた。

「ただし半蔵。人質が逃とう走そうを図れば、その時は約束を反ほ故ごにさせていただきますよ」

「当然だ。後は好きにしろ、と言っている」

　かくして石川一宗は仮死状態となって清洲城の堀から木曾川の分流へと流れていき、五右衛門は傀儡たちの手で山道を運ばれて京の都に届けられたのだった。半蔵の推理は正しかった。京の都に、本多正信の「隠れ家」があったのだ。しかも──予想外なことに、その「隠れ家」には、「ほんもの」の徳川家康が匿かくまわれていた。




　　　　※




「ふわあ。つまり、弥八郎さんを騙すために、一宗さんの『隠形滅めつ殺さつの術』を用いたわけですね。一宗さんは堀から水路で脱出。五右衛門さんは、『人質』として私が匿われているこの屋や敷しきに！　ですが、どうやって土ど壇たん場ばで五右衛門さんと一宗さんを入れ替えたのですか～？」

「二人はよく似ているので、頭ず巾きんを交こう換かんしたのでござるよ。髑どく髏ろつき頭巾を、あちらにかぶせれば、にせごえもんのできあがりでござる」

「一宗さんが死んだ、と弥八郎さんに告げたほうが成功率は高まったのでは？」

　いくつか理由はありますが、と一宗になりおおせた五右衛門は咳せき払ばらいしていた。

「なにより『石川一宗』が死んだと告げれば、死体にとどめを刺さされる恐おそれが」

「な、なるほど。心の臓に刀を突つき立てられたりすれば、ほんとうに死んでしまいますものね～。弥八郎さんは血ち腥なまぐさい真ま似ねは苦手な人ですが、可能性はありますね。でも、どうして『五右衛門さん』ならば、とどめを刺されないと？」

「奈な良ら東大寺以来の、顔見知り故。拙せつ者しやは弾だん正じようの傀儡と戦い、あちらは弾正のくぐつのじゅつをならっていたものでごじゃるが」

　正倉院で出会った本多氏うじは、主君想おもいの純真な姫武将でした、徳川氏の運命を変えるために悪人の仮面を被かぶっているだけと拙者はみまちた、と五右衛門は告げた。家康は「そうなんです……今の弥八郎さんは、私を想うあまり、自ら『憎にくまれ役』を演じているんです……」と肩を落とした。

「……いくつもの奇遇、奇き縁えんが重なって、ぎりぎりで成功したのですね……ですが妙みようです。なぜ私と同じ屋敷に、五右衛門さんを？」

「しーっ。石川氏、でござる」

「そ、そうでしたね、石川さん！　でもいくら服部党から石川さんを遠ざけるためとはいえ、私と良晴さんの忍しのびを鉢合わせさせれば、意気投合して脱出するかもしれないというのに？　弥八郎さんともあろう者が、詰つめが甘い気がします」

「うにゅう。それは拙者にもわかりませぬ」

「それほどに、この屋敷の結界に自信があるのかもしれないですね～。私はとろくさいですから、どこに閉じ込められても逃げられっこありませんが、忍びさんを放り込むなんて」

　そうですねん、いったんここに入ったらもう逃げられませんねん。ようこそ茶屋屋敷におこしやす。関せきヶが原はらでの決戦が終わるまでぶぶ漬づけは出しまへんので堪かん忍にんしてくれなはれ、と微び妙みような京言葉を使う一人の少女が五右衛門の前に現れていた。

「うちが茶屋屋敷の主、二代目茶屋四郎次郎どす。ここは『新しん町まち通どおり蛸たこ薬やく師し下ル』。織田信のぶ奈なさまが常宿に用いとる本ほん能のう寺じのすぐ近くですねん。関ヶ原の決戦は案外はよう終わりそうですよって。天下はまもなく徳川家康はんのものに。それまで、ごゆるりと。ささ、『鯛たいの天ぷら』どすえ」

　本能寺の近所!?　あまりに近すぎて、あの明あけ智ち氏では気づけない大だい胆たんすぎる場所でごじゃる！　と五右衛門は舌を巻いた。嚙かみながら巻いた。

「わが茶屋家はもともと、信濃しなの守護・小お笠がさ原わら長なが時ときはんの家臣でしたんや。小笠原家が『塩しお尻じり峠とうげの合戦』に負けて武田信玄に追われた際、長時はんに従って畿内に。小笠原家再興はもうあかん、無理やとそのまま呉ご服ふく屋に転職して、剣けん豪ごう将軍・足あし利かが義よし輝てるはんに呉服を売る商売で稼かせがせてもらってましたんよ」

「足利家の御ご用よう商人だったのでござるか」

「まあ、それは先代の話。うちは二代目。足利義輝はんとは直接の知り合いやおまへんが、恩義ある義輝はんが東軍に加わるとなれば、茶屋家も東軍に荷か担たんせなならん。本多はんにそう口説かれて東軍の間者になると誓ちかったら、いきなり『家康さまの身柄を預かれ』と……織田信奈さまにバレたらと思うと……さらに、相良家に仕える石川はんまで。ほんに難なん儀ぎな話ですわ」

　うにゅう。武田信玄に敗れて信濃から追われた元信濃守護・小笠原長時。そういえばそんな御仁もいたでござる、よもやそんな縁で本能寺のすぐ近くにこのような間かん諜ちようが、と五右衛門は嘆たん息そくした。

「石川はん。抜ぬけるのは無理ですよって、おとなしゅうしときなはれ。百もも地ち丹たん波ば率いる伊い賀が百地党が結界を構築しとりますねん」

「百地丹波！　服部党と勢力を二分する伊賀の上じよう忍にんでござるな！」

「服部はんが三河へ長い奉ほう公こうに出とる今、伊賀の国は百地はんのもの。その百地はんが、本多正信はんのお味方に」

「なぜでござる？」

「日ひノ本もとをひとつの『国』として統一しようとしている織田信奈はんが天下を盗とったら、自由の天地・伊賀の国は確実に織田政権に吞み込まれる。だが徳川家の天下盗りに陰かげから協力すれば、伊賀甲こう賀がの忍びに『公こう儀ぎ』として一定の自由を保障する。同じ伊賀出身の服部党同様に、と──織田信奈はんの叡えい山ざん焼き討うち未み遂すいや雑さい賀か衆との死し闘とうを見てきた伊賀甲賀の忍びたちは、信奈はんを恐れておるんやね」

　恐れてなどおらぬ、と天てん井じよう裏からくぐもった男の声が響ひびいてきた。

「石川の。俺が、伊賀忍びを束ねる百地丹波だ。服部党が東軍についた以上、百地党は西軍についたほうがよかろう。そうすれば、東西いずれが勝っても、伊賀忍びは生き延びられる。理り屈くつではな。しかし！　織田信奈とその家臣たちは、古き日ノ本の『陰かげ』の世界に巣くう者ども──叡山の僧そう兵へい、密教僧ども、陰おん陽みよう師じども、本猫寺の一いつ揆き衆、それらことごとくを倒たおしてきた。かつて平安王朝の時代に安あ倍べの晴せい明めいが施ほどこした京の結界を破は壊かいし尽つくした。知っての通り、伊賀は忍びの国、『陰』の国。武家による統一国家などが築かれれば、伊賀もまた織田信奈が支配する一領国に堕だしてしまう。それは許されぬ。故ゆえに、俺は伊賀をあげて東軍についた。うぬも徳川さまも、決してこの屋敷からは逃にげられぬ。関ヶ原での決着がつくまではな。フフ。フハハハハ！」

　服部半蔵は伊賀甲賀の忍びを率いて「服部党」を築いているが、三河遠江での仕官が長引き、服部党の忍びたちの多くは今や徳川領内に本領を持っている。地元の伊賀忍びのほとんどは今、百地丹波が仕切っている。

　百地一族は長らく伊賀の山中に籠こもり、古き伊賀の伝統を守り続けてきた者たちだ。織田信奈や相良良晴とともに古き日ノ本の仕し来きたりを相手に「近世」の扉とびらを開くために戦ってきた服部半蔵とは違ちがう。しかも徳川家康の家臣ではないのだ。今さら語り合っても説得は難しいでござるな、そもそも拙者が三十文字で嚙む時点で長話は困難……と五右衛門は嘆息していた。

「石川の。うぬも丹波忍びならば、『陰』の世界に光を当てて真っ新さらなものに生まれ変わらせようとしている織田信奈には荷担せぬことだ。本多正信はなにを考えているのか腹の底が読めぬ娘むすめだが、本猫寺一揆の軍師や松永弾正の懐ふところ刀がたなとして『陰』の世界で戦ってきたあの者の軍略・策略には、必ず『陰』の存在が必要となる。本多正信を勝たせれば、『陰』の者たちがその力を発揮できる時代がまだまだ続くことになろう。伊賀忍びも丹波忍びも、日ノ本の伝統を破壊せんとする織田信奈と未来人・相良良晴のもとでは否いや応おうなく過去の存在となるしかない。よくよく考えよ」

　百地丹波の言葉にも一理ある。織田信奈と相良良晴、そして竹たけ中なか半はん兵べ衛え、黒くろ田だ官かん兵べ衛えは、これまで続いてきた「中世日ノ本」を、根本的に違う「近世日ノ本」あるいは「近世ジパング」へと再編成するために戦ってきたのだ。ただ武家と武家の戦い──「国盗り」に明け暮れてきただけではない。叡山の結界の破壊。僧兵の武装解除。本猫寺の武装解除と本猫寺一揆の停止。関所の撤てつ廃ぱい。楽市楽座。街かい道どうの整備。史上空前の「茶器」商業。「統一貨か幣へい」構想にも着手しているという。

「忍び」なる存在もまた、「伊賀」という「忍びの国」とともに、「ジパング」に吞のみ込まれる宿命だろう。武家には務まらない諜報活動を担当する忍びという「仕事」は決して滅ほろび去ることはないが、もはや「忍びの国」は存続できないだろう。

「本多正信は、徳川家による新たな『帝てい都と』作りの構想を抱いだいている。その帝都に、陰陽道、密教、忍び、あらゆる『陰』の者どもの力を再集結し、京の都を模した完かん璧ぺきな結界を構築していっさいの外敵を遮しや断だんし、徳川家を脅おびやかす武家諸しよ侯こうの力をことごとくそぎ落とし、日ノ本の『時間』を止め、数百年にわたって『徳川家の天下』を維い持じするのだという。徳川さま。このまま黙だまって座していれば、あなたにその永遠の『帝都』が。織田にも武田にも南なん蛮ばんにも決して脅かされることのないあなたの『城』が手に入るのですぞ。おわかりか。おわかりならば、その石川のと妙な企たくらみをせぬことですな」

　百地丹波が、家康を説得する。しかし家康はたぬき耳の被かぶりものを震ふるわせながら、叫さけんでいた。

「吉姉さまを排はい除じよして、私一人が安あん寧ねいを得るためにこの日ノ本の新たな国造りをやめてしまえ、などと！　弥八郎さんの友を想う心は美しい。ですが、そのような『帝都』など私は要いりません！　日ノ本は、徳川家のためにあるのではない！　ましてや、この徳川家康一人のためのものではない！　私個人の安寧のために、日ノ本の『時間』を止め、京の都を模した完璧な結界を構築していっさいの外敵を遮断し、徳川家を脅かす武家諸侯の力をことごとくそぎ落とす──南蛮諸国がこぞって大航海時代へと突とつ入にゆうし、世界のすべてを変えつつあるというのに、この日ノ本が世界から目を閉とざしてそのような長い長い『眠ねむり』に入ることは許されません！　そもそも、たとえいつの日にか私が天下人になる『運命』を背負っているのだとしても、天下を盗る、盗らぬは私が決めること！　私の『未来』は！　私自身が選せん択たくし、私自身が戦って摑つかみ取るべきもの！　百地丹波！　下がりなさい！」

　日ひ頃ごろの家康は、温おん厚こうでとろくさい。だが、いったん度胸が据すわると、「選択」をすると、てこでも動かない頑がん固こさと激しさを発揮する。今、家康が発している怒ど気きとそして強きよう烈れつな覚かく悟ごは、五右衛門が言葉を失うほどだった。もしも相良良晴がこの場にいれば、「神君家康公がついに覚かく醒せいした！」と膝ひざを叩たたいていたかもしれない。

　百地丹波ほどの歴戦の忍びが、この家康の一いつ喝かつに気を吞まれて、

「……失礼つかまつった……！」

　と引き下がってしまった。

　天井裏から、百地丹波の気配が消えていた。が、「結界」は解かれてはいない。

「石川さん。私は徳川家の当主として、一刻も早くこの屋敷を出なければなりません。それが私が果たすべき責任であり仕事。影かげ武む者しやさんと弥八郎さんに徳川家の『未来』を丸投げしてしまってはなりません。もしも関ヶ原で決着がつく前に徳川家に復帰できなければ、私はこの茶屋屋敷で出家します！　高こう野や山さんへ去ります！」

　それはあきません、わやくちゃやあ！　と、茶屋四郎次郎が悲鳴をあげていた。

「茶屋さんには、あとで手厚く損失補ほ塡てんを致いたします！　石川さん！」

「御ぎよ意い。ですが、百地党の結界を二人で抜くのは難しいでござる。百地丹波は、いがさいきょうのちのび。とくがわうぢのいこうにうたれていまちゅが、けっかいまではかいじょしてくれにゅでごじゃろう。ちゃやをひとぢちにとって、だっしゅついたちまちゅか？」

「うちには、なにを言うとるのかさっぱり聞き取れまへん！　はっ？　まさか、これが『忍び言葉』？　お、恐ろしい……！」

　弱り目に祟たたり目。「神君」として覚醒した家康となにを喋しやべっているのか全くわからない忍びを前に、茶屋四郎次郎が目を白黒させて狼ろう狽ばいしているところに、さらなる厄やつ介かいな人物が現れていた。

　その人物とは──。




「うぉっす、茶屋ちゃん！　てめえの旧主、小笠原長時さまが鯛の天ぷらを食べに来てやったぞ～っ！　俺さまは、腹が減った！　鯛をよこさねえってんなら、茶屋ちゃんを食っちまうぞ！　がはは！」




　茶屋四郎次郎にとっての「招かざる客」、かつての信濃守護・小笠原長時だった。

　武田信玄との戦いに敗れて信濃を追われた後、一時は越えち後ごの上うえ杉すぎ謙けん信しんのもとに身を寄せていた小笠原長時だったが、彼は「日ノ本屈くつ指しの女好き」。戦国の好色一代男。当然「謙信ちゃ～ん！」と謙信に突とつ撃げきして撃退され、その後は三み好よし家に寄宿していたが、三好家でも松永弾正ら姫ひめ武将を相手に似たような騒そう動どうを起こしたので最終的には京の将軍・足利義輝のもとに送られた。

　その足利義輝が三好三人衆に追われて足利幕府がいったん潰つぶれてからは、晴れて天下の素す浪ろう人にんである。もともとが武田信玄の宿敵だったから、京で暮らしていながら武田信のぶ虎とらが構築した「反織田家同盟」にも誘さそわれていない。

　しかし、茶屋家はすでに京の商人。しかも今の店主は二代目。もはや小笠原長時の家来でもなんでもないのだが、生来「お殿との様さま」気質の長時は今でも茶屋家を自分の奴ど隷れいかなにかだと信じている。

「小笠原さま？　ななななにをしに!?　ここここんな取り込んだ時に!?」

「いやあ。俺さまも、信濃を出しゆつ奔ぽんしてからずいぶんと長い。三好家も足利将軍家も京から消えて、食い扶ぶ持ちがねえ。唯ゆい一いつの財産だった『小笠原流礼法』の伝承権も、とうとう金目当てに親しん戚せきに売り飛ばしてしまってな。その銭ぜにも吞んで打って買って、と遊んでいるうちにぜんぶすっちまった！　がはは！」

「えええ？　『礼法』を手放して、しかもその銭を遊びに使ってしもたんですか～？　お、お家再興はどないしますん？」

「がはは、なーにがお家だ、実にくだらん！　お家再興など眼中になし！　俺さまは！　いい女を侍はべらせて風流に遊べればそれでよいのだ～！　というわけで今夜は世話になるぜ！　茶屋ちゃんは呉ご服ふく業でボロ儲もうけしてるんだってな。がはは！」

「ひいい。やめてくんなはれ～！　今は、それどころでは……」

「黙れ。暴れたら、ますます腹が減った！　鯛たいの天ぷらをよこせッ！」

「……小笠原さまは下手に強いので、タチがわるうおます……」

　裏口を守っていた百地忍しのびたち数人を、小笠原長時は峰みね打うちで倒して押し通ってきている。とてもそうは見えないが、この男、かつて信濃では「北信の孤こ狼ろう」村むら上かみ義よし清きよと並び称しようされた剛ごうの者。本気を出せば、刀で敵兵の兜かぶとを叩き割る「武」を発揮する。

　もしも異様なまでの女好きという癖くせがなければ、「戦国に小笠原長時あり」と恐おそれられる無む双そうの英えい雄ゆうとして活かつ躍やくしていたはずなのだが、長時はどうにも武田信玄をはじめとする美しい姫武将を相手に切った張ったの合戦をやるのが好きになれないらしい。叩き斬きってブチ殺すのは邪じや魔ま臭くさい男に限る、かわいい女の子はみんな俺さまのために生まれてきた存在にして愛めでるもの、と信じているのだ。姫武将の全ぜん盛せい時代に生まれてきたことが、この男の不運だったかもしれない。

「おっ!?　茶屋ちゃんに女の子の友達が、二人も？　だが、ちんちくりんと、緑みどり髪がみの眼鏡めがねたぬきか……うーん。幼女は俺さまにとっては範はん囲い外がい、眼鏡たぬきも素材はいいが今すぐ味見するにはちと若いな……まあいい。お嬢じようちゃん方、美人のお姉さんはいるか？　俺さまに紹しよう介かいしろ！」

　五右衛門と家康は（やや。失敬な。妙みような御ご仁じんでござるな）（『逆露ロ璃リ魂コン』とも言うべき人らしいですから、その種の危険はなさそうですが）と顔を見合わせたが、屋や敷しきの見張り数人をあっさりと倒した小笠原長時が相当な「使い手」だということは明らかだった。しかも、銭に困っている上に退屈している。なんでもいいから面おも白しろそうな事件に首を突つっ込みたい、という気分が顔にありありと浮うかんでいた。よくも悪くも、子供のような男らしい。

（五右衛門さん、いえ、石川さん。これは天てん佑ゆう！）

（で、ござるな！）

　あきまへん。この人が遊び半分で首を突っ込んだら絶対にややこしいことに！　と慌あわてて小笠原長時を部屋から出そうと焦あせる茶屋四郎次郎。だが五右衛門と家康は、阿あ吽うんの呼吸ですかさず小笠原長時に声をかけていた。

「お初にお目にかかります。私の名は三河守護、徳川家康。小笠原さんと同様、武田信玄さんと長年にわたって戦ってきた者です～」

「拙せつ者しやは織田信奈の忍び、石川一宗！　徳川氏うじ救出に参ったでござる！」

「なんだとっ？　徳川家康……って、誰だれだ？」

「ふええ。旧名・松平元康です～！」

「ああ、三河のたぬき娘か。三み方かたヶが原はらで武田騎き馬ば隊に追われて脱だつ糞ぷんしたという。さすがの俺さまにも、そういう趣しゆ味みはなくてな……萎なえるな」

「脱糞してませーん！　徳川家は今、子細あって武田家に乗っ取られているのです～！」

「ふうん。そんなことになってるのか。俺さまは女の子を口説くのに忙いそがしくて、天下の情勢には疎うとくてな。がはは」

「私を関ヶ原へと連れて行ってください、小笠原さん。お代ははずみます！　三み河かわ万まん歳ざいのネタを一年分、譲じよう渡と！　八丁みその販はん売ばい権の分ぶん与よ！　さらには元『小笠原流礼法』継けい承しよう者として、都の公く家げ衆にも推すい薦せんいたします！」

「な、なにぃ？　万歳なぞどうでもいいが、この俺さまが、公家に？　なれるのかっ？」

「はいい。小笠原流はその昔、やまと御ご所しよの姫ひ巫み女こさまより『弓術・馬術・礼法』の三法を代々伝承せよとのお言葉を賜たまわって以来の古式ゆかしい礼法。徳川家が、礼法の専門家としてお仕えする公家衆の一員として御所に小笠原さんを斡あつ旋せんいたしましょう～」

「ほーん。そんな美お味いしいコネがあるのか、三河の緑眼鏡っ子に？」

「あります！　吉姉さま……織田信奈さまの盟友・関白近衛このえ前さき久ひささまと直じか談だん判ぱんいたします～！」

「うん？　近衛の野や郎ろうは、謙信ちゃんのもとに押しかけて関東遠えん征せいに出張っていたんじゃなかったのか？　いつの間に織田信奈側についたんだ？」

「それは大昔のお話です。今では、近衛さまは吉姉さまのよき理解者にして同盟者。吉姉さまの恋こい人びとの相良良晴さんを猶ゆう子しとして関白を継つがせようという話も進んでいるんですよ」

「それほどまでにか！　わかった、関白のツテなら確実だな！　そうかそうか。俺さまもいよいよ公家か……『信濃侍ざむらいは木き曾そ義よし仲なかみたいで野や蛮ばんどすえ』と京では俺さまは不評だったが、白しろ塗ぬりお歯黒で都の娘むすめを口説けば、そりゃもうモテモテだな。『九く条じようのほうから来ました』とか自己紹介すりゃあいいんだろう。ぐふふ。承知した！」

「ご運が巡めぐってきましたぞ徳川氏！　開戦より早く、徳川軍の指揮権をだっかいちゅれば」

「吉姉さまと徳川軍の交戦を阻そ止しできます！　われらが到とう着ちやくするより早く開戦されてしまえば間に合わなくなりますが、それでも私が……ほんものの徳川家康が徳川本ほん陣じんに『帰き還かん』することで、必ずや関ヶ原の戦局を大きく左右できるはずです！」

「むふふ。なにやら子細あるらしいが、俺さまは細かいことは気にしない肝きもっ玉たまのでかい男！　困っている女の子の頼たのみは断らん！　ただし、ただでは動かんぞ！　いいな、絶対に美人のお姉さんを紹介しろよ！」

　美人ならば越後美人から九州美人までいくらでも紹介できるでござるが、だいたいはさがらうぢにほれているおにゃごでごじゃるよ、と五右衛門がため息をついた。

「ああ、あの『尾張のサル』こと相良良晴か？　がはは、小笠原家の高貴な血を引き礼法を究きわめた俺さまのほうが美男に決まっておーる！」

「高貴には見えぬでござるが。その笑え顔がお、相良氏よりも下品でござる」

「えーいうるさい、能ある鷹たかは爪つめを隠かくすのだ！　真打ちが登場すればお姉さんたちはみな俺さまに心変わりする！　俺さまは真の女好き！　処女も非処女も子持ちも万まん遍べんなく愛するのだーっ！　キリシタン風に言えば、俺さまの愛は地球を救うアガペーッ！」

「絶対に、違ちがうでござる。近衛とは違う意味で殺したい、この笑顔」

「まあまあ、石川さん。今は『忍にん』の一字ですよ～」

「……徳川氏はさすがに逆境慣れしてるでござるな」

「さてと、そうと決まれば今すぐ戦せん闘とう開始だ！　さっそくこの屋敷を包囲している忍者どもを片かたっ端ぱしからブチ倒たおして脱出するぜ！　あいつらは男ばかりだから、容よう赦しやせーん！　次は峰打ちじゃなく、本身で斬るッ！」

「うにゅう。どこから湧わいてくるのでござるか、この自信」

「ともあれ、ありがとうございます～」

　承知せんとってくださーい！　と茶屋四郎次郎が泣いてすがったが、長時は「うるせー。この仕事、受けた！　公家だ、公家だ、俺さまは公家になるのだ！　京娘に囲まれてモテモテ三ざん昧まい！」と腰こしに帯びた剛刀「千ち代よ鶴づる」を抜ぬき放っていた。

「あきまへん。うちが本多正信はんに叱しかられます～！　関ヶ原の合戦が終わるまで、絶対に家康さまを外に出すな、危険に晒さらすなと仰おおせつかってますんよ～！　そもそも百地の結界を抜くなんて、無理ですわ！」

「そうかそうか。家康ちゃんは人ひと質じちではなく、たいせつに保護している『貴人』というわけか。ならば、忍者どもの結界を破る方法はある！　俺さまは信玄ちゃんには一歩及およばぬが、なかなかの知ち恵え者なのよ！　ぐふ、ぐふふふ」

　小笠原長時は片手に「千代鶴」を握にぎりながら、もう片手で家康の首根っこをひっつかんで捕とらえていた。

「家康ちゃん、捕つかまえたり！　聞いているか忍者どもよ！　俺さまに手出しすれば、即そく座ざに家康ちゃんの操みさおを散らすぜ！　俺さまは剣けんを振ふり回しながら女を抱だくことのできる究極の武人なのだ！　まあ家康ちゃんはちょっと若いが、戦場で女を抱くほどに愉ゆ快かいなことがあるだろうか！　がははは！」

　ええ……いくら「策」とはいえこれは下品です、下品すぎます、と家康は戸と惑まどったが、茶屋四郎次郎の狼狽ぶりは家康どころではなかった。

「あああ。小笠原さまは、こういう口実を作って大喜びで娘さんの操を散らすくらいの無法な真ま似ねは平気でやりますんよ！　忍びの皆みなさん、手出しせんとってください～！　家康さまの操が散らされたら、うちが正信はんに殺されます～！」

「そうとも、俺さまは本気だあああ！　『無法天に通ず』！　がはは！」

　なんと本気なのでござるか、と五右衛門が呆あきれ果て、家康は（ああ……やっと成長できた、覚かく醒せいできたと思っていましたのに。こんどは雇やとったはずのお味方に操を散らされる危機ですか。私が茶屋屋敷で操を散らされたと弥八郎さんが知れば、衝しよう撃げきのあまり自害してしまうでしょう。やはり人生は重い荷物を背負って坂を登るようなものなのですね）と失神しそうになった。

　天てん井じよう裏に舞まい戻もどっていた百地丹波が「こやつの色欲に満ちた目つきを見よ、本気だ！　家康の姫の操を守れねば、われらは本多正信と徳川家をことごとく敵に回してしまう、手を出すな！」と百地党の忍びたちを一いつ喝かつした時、家康たち一行は茶屋屋敷を脱出できた、はずだった。

　しかし、本多正信は最後の「手札」を茶屋屋敷に向かわせていたのだ。

　家康を抱きかかえたまま「千代鶴」を構えてじりじりと出口へと向かっていた小笠原長時の前に、老いた一人の侍が殺気を消してゆらりと立っていた。総そう髪はつ。白しら髪が頭あたま。一見すると、枯れた老人に見えた。しかしその手には、刀は握られていない。

　無刀、である。

　自信家の小笠原長時が「ゲッ？」と悲鳴をあげ、五右衛門が思わず畳たたみを裏返して咄とつ嗟さに身を隠さねばならぬほどに、危険な男だった。




「遅ち参さんいたしたが、間に合ったようじゃ──大和やまと柳生やぎゆうの庄しよう国人。『新しん陰かげ流りゆう』伝承者。元・松永弾正の家臣にして、本多正信の『友』──柳生やぎゆう石せき舟しゆう斎さい。『無法の男』よ。『無刀の男』が、決してここを通さぬ」

「ヘッ。『無刀』で俺さまから一本取れると思うなよ。迷わず、家康ちゃんをてめえめがけてぶん投げてやらぁ！」

「投げればよかろう。うぬがいかに姑こ息そくな手を用いようとも、通じぬ」




　本多正信って奴やつぁ何者なのか知らねぇが、百地党に柳生石舟斎と、次から次へと得体の知れない化け物じみた連中を繰くりだして来やがるぜ、これぁ死んだかもな、と小笠原長時ほどの剛の者が冷や汗あせを流していた。

　五右衛門にも、この「柳生」なる男を倒す方法は容易には見つからない。「新陰流」とは、上州の剣けん豪ごう・上かみ泉いずみ信のぶ綱つなが開祖となって創設した新しい剣術の流派だが、この「柳生」の足捌さばきと身のこなしは明らかに大和、伊賀、甲賀の一帯に住まう「山の民たみ」──つまり「忍しのび」の者だった。すなわち、柳生は新陰流を継ぎつつ、同時に忍びとしても一流。剣豪と忍者という相反する「二芸」を究めた、「個人戦」における完成形と言っていい。

　有り体ていに言えば、戦国の世が生みだした怪かい物ぶつだった。

　忍術に対しては五右衛門が、剣術に対しては小笠原長時が、二人がかりで対処する。それ以外には生き延びる術すべはなさそうだった。

（またしても松永氏の元家臣でござるか。異形の使い手でござる）

　松永弾正が統すべていた国・大和には、いるはずのない面めん妖ような奇き才さいが集まっていた。「傀く儡ぐつ使い」だった松永弾正自身が、興こう福ふく寺じで宝ほう蔵ぞう院いん流の槍そう術じゆつと毒術を習得して戦国日ノ本に類を見ない「異形の武士」となった。その弾正のもとに「謀ぼう略りやく家」本多正信が侍って傀儡の術を継ぎ、さらには忍びでありながら新陰流を伝承された「無刀の男」柳生石舟斎までもが仕えていたとは。

　松永氏は他ほかならぬ織田氏に夢を、志を託たくしたというのに。

　その松永氏の「弟で子し」たちが続々と織田氏に立ちはだかるとは。

　これも因いん縁ねん、あるいは織田氏が乗り越こえるべき「運命」かもしれぬでござる。

　柳生石舟斎が、一歩、間合いを詰つめた。

　小笠原長時は、歯ぎしりしながらも、動けない。

（うにゅう。無刀とは、奇怪な。小笠原氏が打ち込めば、その刀をちぇいする）

　五右衛門の目にも明らかに、小笠原長時は気け圧おされていた。柳生はただの剣豪ではなく、ただの忍びでもない。攻せめ手が見つからないのだ。

（さりとて打ち込まねば、間合いを詰められて、搦からめ捕られる）

　五右衛門が焙ほう烙ろく玉だまを懐ふところから取り出して長時を援えん護ごしようと構えたが、その時はもう百地忍びたちが五右衛門の背後に、頭上に、次々と迫せまっていた──しかも、「柳生」が現れた一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて、覆ふく面めんで顔を隠した百地丹波自身が五右衛門の死角へと入っていた。

「フフフ。遅おそかったではないか、柳生の。下忍ども！　柳生が小笠原長時を釘くぎ付づけにしているうちに、小娘忍びを始末せよ。もしも小笠原が柳生めがけて姫ひめの身体からだを投げ出せば、もはや遠えん慮りよ無用。小娘忍びも無防備となった小笠原も全員で討うち取れ！」

　うにゅう。一難去ってまた一難……いやいや、これぞ「七難八苦」でござるな、と五右衛門は苦く笑しようしていた。

「ふふ。『相良氏うじの藁わら人にん形ぎよう』、長松に託しておくべきでござったかな」







　巻ノ五　信しん州しゆう上うえ田だ







　上野こうずけの「神流かんな川の合戦」で北ほう条じよう軍を退けた梵ぼん天てん丸まるは、碓氷うすい峠とうげを越えて東とう山さん道どうを突つき進み、「天下盗とりの本戦」が行われるであろう関せきヶが原はらを目指していた。詐さ略りやくを駆く使しして小お田だ原わら城に押し込んだ北条氏うじ康やすの追撃を封ふうじるために、佐さ竹たけ義よし重しげら関東諸将を後方に残しての進軍とはいえ、梵天丸はなお三万八千という破格の大軍を率いている。

　しかし、その梵天丸の前に、山国・信濃しなのが立ちはだかっていた。

　東山道から少し北に外れた「上田」の地に、武たけ田だ信しん玄げんが対伊だ達て政まさ宗むねの抑おさえとして残していった「真さな田だ一族」が上田城を建てて待ち構えていたのだ。

　武田信玄に仕える「山の民」真田一族の伝説は、奥おう州しゆうでも畿き内ないでもすでに有名だった。武士であると同時に「異能の忍び集団」という性格を持つ真田はすでに存在そのものが一種の神秘性を帯びており、諸将から畏い怖ふされている。

　真田家の「始祖」真田幸ゆき隆たかは、智ち将しよう・武田信玄を二度までも直接対決で破った北信の「孤こ狼ろう」村むら上かみ義よし清きよから、「真田忍群」なる奇怪な忍びたちを用いた策略で砥と石いし城を奪うばい取り、ついに村上義清を越えち後ごへと敗走させた。

　その真田幸隆は、上うえ杉すぎ謙けん信しんと武田信玄が激げき突とつしたあの「第四次川かわ中なか島じまの合戦」のあと急激に老ふけ込み、体調を崩くずして事実上引退。しかし幸隆には大勢の娘むすめがいた。武田軍の「肝きも」ともいえる情報伝達集団「百足むかで衆」を率いる通つう称しよう「双ふた子ご」に、信玄の小こ姓しようとして育成され「いずれは幸隆を超こえる智将に」と幼いながらもその軍師としての資質を讃たたえられる真田源げん五ご郎ろう。さらに、世には知られていないが、他ほかにもまだ幼い娘が何人かいるという。子供たち全員が、幸隆から特別な英才教育を受けてきて、それぞれが有能なのだとも。

　真田一族のうち、「双子」は武田信玄に従軍している。

　上田城には、引退した幸隆の他に、次代の武田家軍師と目されている真田源五郎、そしてその妹たちが籠こもっている。

　なによりも警けい戒かいすべきは、真田が操あやつる「真田忍にん群ぐん」。

　伊い賀が・甲こう賀がの忍びとは異なり、常人には持ち得ぬ異形の力を持つという。

　ともあれ梵天丸は、信濃の小こ諸もろまで進んでいた──。

　考えられる選せん択たく肢しは、主に三つ。

　上田を無視し、このまま全軍で信濃を横断して木き曾そ路じからまっすぐに美み濃のへと進軍するか。

　敢あえて真田一族を攻めて上田城を落とし、後こう顧この憂うれいを完全に断たってから進撃するか。

　あるいはここで軍団を二分し、信濃に抑えの兵を残して真田の追撃を防ぎつつ、本隊を美濃へと向かわせるか。

　軍議の席で、信のぶ奈なの「目付」として梵天丸に随ずい行こうしている蒲生がもう氏うじ郷さとが、

「上田城に籠もる真田の兵力は二千か三千程度。捨ておいても問題ないわ！　早く進軍して頂ちよう戴だい！」

　と主張した。梵天丸は生来気まぐれな上に、中二病発言を繰り返すのでなにを考えているのかさっぱりわからないところがあり、振り回され続けている氏郷は生きた心ここ地ちがしない。梵天丸の目付役になって以来、もう十年は寿じゆ命みようが縮んだ気がする。

「ウラ！　目の前に敵がいるのに看過することはできぬ！　上田の真田一族を叩たたき潰つぶすべし！　留守居役を務める真田を潰せば、最前線に出ている武田信玄と武田兵は必ずや動どう揺ようする！　今は一方的に押されている織お田だ信奈も、形勢を立て直せる！」

「虫愛めでる姫」、毛虫の前立てで知られる猛もう将しよう・伊達成しげ実ざねは「上田攻め」を激しく主張。

　梵天丸の片かた腕うで、男装の姫武将・片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうは、

「姫。『砥石城調略』以来、真田は忍びを主体とした変へん幻げん自じ在ざいの戦いを得意とした一族です。うかつに上田に進めば長期戦を強しいられることとなり、われらは関ヶ原での本戦に遅参します。小諸に五千ほどの守備兵を残して、姫ご自身は美濃へと急行されるのがいいでしょう」

　と、小十郎らしい折せつ衷ちゆう策を提案した。街かい道どうの要所要所に兵を残し、退路を確保しつつ進軍。これは、九州で大おお友ともの大軍を得た黒くろ田だ官かん兵べ衛えが山さん陽よう道どうを進軍する際に採用した策と同じものである。無む茶ちやぶりで知られる梵天丸も、強敵・北条氏康に対しては一万を超える兵を割さいて抑えとして関東に残している。

「ウラ！　北条は関東の半ばを支配する大勢力だから抑えの兵は必要だった。しかし真田は吹ふけば飛ぶような小さな勢力にすぎん！　しかも捨ておけば、武田信玄とわれらを激突させぬために必ずやちょっかいをかけてくる！　先手必勝で猛もう攻こうあるのみ！　いやしかし、さすがは信州。イナゴの佃つくだ煮には美う味まい。美味すぎる」

「真田は小勢よ、上田城を守るのでいっぱいいっぱいでしょっ！　無視して進軍よーっ！　お義ね姉えさまの危機なのよ！　すでに織田軍は尾お張わり清きよ洲す城から撤てつ退たいしたというわ！　このままでは岐ぎ阜ふ城まで奪われてしまう！　あと、軍議でイナゴを食べるのはやめてーっ！　見ただけで精神を削けずられちゃう！」

「いかがします、姫？　守備兵を残していくのであれば、この小十郎が守備隊長を務めます。ボクでしたら、真田にどのような挑ちよう発はつを受けても決して動きません。長らく姫におちょくられ続けているので、煽あおりへの耐たい性せいがついていますから」

　迷うところだにゃ～、と梵天丸は仙せん台だいから連れてきた猫ねこにゃんにゃん軍団に埋うもれながら考えていた。いろいろ考えていた。今日の夕ゆう餉げのおかずをどうしようとか。本来ならば献こん立だては厠かわやで考えたいのに、この山奥では広くて綺き麗れいな厠もない。猫にゃんにゃんの餌えさの調達も問題だ。猫ねこ畜ちく生しようの分際で舌が肥えてイナゴの佃煮を食わないとは、ちと贅ぜい沢たくに育てすぎた。ぐぬぬ。梵天丸、一生の不覚……！　おお、邪じや気き眼がんが。邪気眼がうずく～。

「って、姫！　猫に埋もれて『うにゃ～』と鳴いている場合じゃないですよっ！　今、どうでもいいことばかり考えていましたねっ!?」

「小十郎、やむを得ないにょだ！　わが邪気眼が、信濃を霊れい的てきに守護する諏す訪わ御おん柱ばしらに呼応しているにょだ……！　鎮しずまれ、わが魔ま眼がんよおお！　め、目覚めてしまう……！　日ひノ本もとを東西に分断する九く頭ず竜りゆうが……！　くくっ。きゃつが封印を解かれれば、この国は……！」

「こんな時に姫の中二病が悪化している!?　だっ、誰だれが諏訪御柱の蘊うん蓄ちくを姫に吹き込んだんですかあ！　蒲生さんですかっ？」

「わわわ私じゃないわよっ！　いくら私が古代史好きの歴史学者でも、なんでそんな、自分で自分の首を絞しめるようなこと」

「以前、相良さがら良よし晴はるからお手紙で教わったにょだ。信濃の諏訪御柱と出雲いずもの杵き築づきの大おお社やしろには手を出すな、あれらは日ノ本土着の古き神・九頭竜を封じている要かなめの結界。壊こわすな危険だ！　とな。しかしそう聞くと諏訪の御柱をぶっこ抜ぬいてやりたくなるにゃ～。九頭竜の覚かく醒せい、見てみたいとは思わんか小十郎？」

「あーん！　あの人、姫に次から次へと中二病知識を吹き込んで、なにがしたいんですか～！　そもそも中二病という言葉自体、あの人が姫に囁ささやいた謎なぞの未来語……！」

「……おのれ相良良晴……お義姉さまが滅ほろびたらあいつのせいだわ！」

　それよりも小十郎。真田忍群はかけっこと泳ぎが得意なうちの黒くろ脛巾はばき組ぐみとは違ちがってほんものの「異能力者」どもらしいな、いったいどのような異形の力を持っている連中なのかちと興味があるククク、と梵天丸が言いだしたから、蒲生氏郷と小十郎は「まずい」と顔を見合わせた。

「知ち恵えもあり損得勘かん定じようにも長たけて小ずるい梵天丸の弱点は、この中二病気質よ！　もしも『異形の真田忍群』という梵天丸をくすぐる言葉の響ひびきに」

「姫が釣つられてしまっては、一大事です！　武田信玄は姫の性格と弱点まで読んで、敢えて本隊決戦で活かつ躍やくできるはずの真田忍群を信濃に配置していったのですね」

「そ、そうね。梵天丸率いる奥州関東連合軍の大軍が美濃に入り火か事じ場ば泥どろ棒ぼう的に本戦へとなだれ込めば、戦局は一気に西軍有利に傾かたむく！　信玄は虎とらの子の真田忍群を投入してでも、梵天丸をこの信濃で足止めするつもりなんだわ！」

　伊達本ほん陣じんに「ざわっ」と不ふ穏おんな空気が流れた、この時──。

　突とつ如じよとして、陣中に白い霧きりが立ちこめていた。

「ウラ！　出会え出会え、曲くせ者もの也なり！」

「おおお？　こっ、この白い霧は、相良未来用語で言うところの、えくとぷらずむっ!?　もしや、敵の異能力者が自らのあすとらる体を照射してきているにょか？」

「ただの霧に妙みような未来語を使わないでください姫ひめ！」

　その謎めいた白い霧がようやく晴れた時。

　梵天丸たちは、本陣の背後に聳そびえる一いつ本ぽん杉すぎの頂点に、謎の少女忍者二人が屹きつ立りつしている姿を見た。

　ウラ!?　霧で視界を塞ふさいだ隙すきに？　あり得ぬ！　本陣の周辺は厳重に守っている！　宙でも飛ばない限り、一いつ瞬しゆんであそこまで登ることはできぬ！　と伊達成実が冷や汗あせを流していた。

　にゃんだ!?　と梵天丸は思わずはしゃいでいた。黒脛巾組にはできない芸当だ！

「伊達家の皆みなさん、信濃へようこそ！　ちょっとだけ、われらの設定を教えてあげよう！　真田忍群の看板は十人、名付けて『真田十勇士』！　十勇士は原則『一人一芸』だよ！　わが名は──二代目・猿さる飛とび佐さ助すけ！　宙を自在に飛ぶ『猿飛の術』の最後の継けい承しよう者！」

「……フッ……われこそは『霧隠の術』を用いる、霧きり隠がくれ才さい蔵ぞう。この金きん髪ぱつと碧へき眼がんを見よ。そう、私は南なん蛮ばんの仏フ蘭ラン西スから渡わたってきた南蛮忍しのびだ。魔眼の持ち主と仏蘭西忍び。異形の者と異形の者とは、惹ひかれ合う……それが宿命……ううっ、なぜ私がこんな恥はずかしい台詞せりふを……」

「ちょっと～才蔵、段取り通りに！　照れちゃダメ～！　徹てつ夜やで練習したじゃん！　見得！　見得を切って！　ちょちょーんと！」

「無理を言うな佐助！　と、ともかく、世界の果てのジパングで、魔眼の使い手と仏蘭西忍びが出会った。勝負しかあるまい、フハハハ……って、なんだこの高笑いは……恥ずかしい……ああもう、死にたい。殺せ……！」

「あわわ。才蔵の心が折れちゃう！　それじゃあね～！　上田で会おうねっ！」

　梵天丸たちは、見た。

　幼い忍び・猿飛佐助は、霧隠才蔵を背負いながら一本杉から飛び降りると、そのまま大地へ落下することなく、まるで天にかけられた見えない階段を走るかのようにぐんぐんと宙を飛んでいった。

「おおっ、天足の術!?　しかし、細工がわからにゅ！　あ、あれが『猿飛の術』!?　ほんとうに飛んでいるにょかっ!?　凄すごい!?」

　撃うて！　と伊達成実が鉄てつ砲ぽう隊に二人を撃たせようとしたが、才蔵が「わが魂たましいを導けデミウルゴス！　腐ふ敗はいせし世界に堕だ天てんせりわが魂よ覚醒せよ、わが始祖ラ・ピュセルよ、われに力を！　いでよ『霧隠の術』！」と自分が口にしている台詞の寒さに身み震ぶるいしながら叫さけぶと同時に、またしても本陣を白い霧が覆おおい尽つくし、天を翔かける佐助と才蔵の姿を隠かくしてしまった。

「ウラ！　成実、不覚を取れり！　逃にがしてしまいました、姫！」

「な、な、南蛮忍び……金髪碧眼のニンジャ……あんなのが戦国日ノ本にいたのか？　ほんとにほんもの？　『でみうるごす』とは、にゃんだ？　うっ、わが魔眼が共鳴している……!?　明らかに邪神を崇すう拝はいしているあの南蛮忍びと、南蛮商人のわが実父とは、あるいは世界の彼方かなたで『神』への信しん仰こうを巡めぐって激しく敵対してきたのでは……これが、わが『血』の宿命……！　異形の者と異形の者とは、惹かれ合う！　お許しください、母上……！」

「苦く悶もんしながら喜んでいる場合ではありませんよう姫～！」

「あいつら、わざわざ自分たちの異能力を披ひ露ろうしに来たのね！　こんなの、梵天丸を釣り出す餌に決まってるでしょっ！　あの才蔵とかいう忍者なんて、うすら寒い中二病芝しば居いをやらされて泣いて嫌いやがっていたし！　梵天丸！　あなたはお義姉さまに匹ひつ敵てきする知ち謀ぼうの持ち主なんでしょっ？　遅おくれて生まれてきたあなたが天下盗とりに間に合うか否いなか、最後の機会なんでしょっ？　こんな見え透すいた挑発なんて無視して、木曾路へ進軍よーっ！」

　なまたんがそこまで言うのならば、と梵天丸はきりりと表情を引き締しめて蒲生氏郷の肩かたを叩いていた。

「全軍をもって上田を攻せめるにょだ！　わが宿命の敵を倒たおすために！　礼を尽くす！」

「なまたん言うな！　って、上田に寄り道してどうするのよーっ！　やめて頂戴、やめなさーい！」

「だ～って残りの八勇士の異能力も、見てみたいにょだ。あいつら全員捕つかまえて召めし抱かかえれば、わが魔眼と真田十勇士だけで世界を支配できるではないか、フハハ！」

「だからぁ、あなたを釣るための罠わななんだってばーっ！　あんな術の使い手が十人も揃そろってるはずがない！　水増ししているに決まってるわ！」

　一日、二日で上田城を陥かん落らくさせればまだ十分に間に合う、かくなる上は上田へと急行して力押しで城を落とすべし！　と伊達成実が槍やりを構えて立ち上がっていた。

　小十郎も「やっぱり武田信玄の知略は姫を上回っていますね。どうやって調べたのか、すっかり姫の性格を知り尽くしていて、こんな罠を仕し掛かけていたんですね……」とあきらめ顔。こうなれば、一刻も早く上田城を落とす他ほかはない。

「皆さん！　『降こう伏ふく勧かん告こく』はなしです！　どうせ真田はああだこうだと返事を引き延ばします！　速戦です！」

「ウラ！　イナゴの佃煮接待から逃げ回っているジョバンナを召しよう集しゆうして、『ドラゴン騎き士し団』を先頭に上田城へと駆かける！　真田はまず城外でわれらと一戦するはず！　いきなり主力の騎馬鉄砲隊を投入してよいな姫！」

「承知にゃのだ、小十郎、成実！　まごまごしていては時を逸いつする、山やま形がたに籠ろう城じようしておられる母上も危地に陥おちいる！　進めドラゴン騎士団！　上田城を一日で落とすにょだっ！」




　上田城は、千曲ちくま川がわの河岸段だん丘きゆうを用いて真田一族が縄なわ張ばりした「丘おか城じろ」である。南には千曲川とその支流の尼あまヶが淵ふちが天然の堀ほりとして存在し、しかも河岸段丘が越こえがたい城じよう壁へきとなっていて、敵軍の進軍を阻はばむ。北には、名将・武田信玄が攻略に手こずった砥と石いし城をはじめとする信濃の山々が聳そびえる。

　この上田城は、本来は信玄の宿敵だった越後の上杉軍を阻むために築城された。越軍が川中島を抜いて甲か斐いへ攻め込むためには、ここ上田を通る必要があったからだ。

　ともあれ伊達軍としては、東側から攻めるしかない。が、この東側の平地も非常に狭せまく、しかも湿しつ地ち帯が占しめる割合が多く、大軍を展開しづらい。それでも、越軍からの防衛のために築城された上田城は東側からの攻こう撃げきは想定していない……そのはずだった。

　だが、にわかに千曲川沿いに吹きだしてきた白い霧が、進軍してきた伊達軍の視界を奪うばい取ってしまった。上田城の姿が見えない。

　梵天丸たちが「おお。この霧は霧隠才蔵の術にゃのだ！」「はじめて踏ふみ込む土地でこの霧は危険すぎます、姫」「ウラ！　イナゴどもを斥せつ候こうに用いよう！」と混乱すると同時に、霧の彼方から上田城の城代・真田昌まさ幸ゆきのやる気のない声が響いてきた。

「伊達家のみなさ～ん。信州上田の里へようこそ～。あたしは上田城の城代、真田幸隆の三女、『知謀全振ふり』真田源五郎改め真田昌幸だよ～。さあ真田軍の諸君、わが妹たちよ、行ってらっしゃ～い。天下相手の大おお博ばく打ちだあ。あたしは城で高みの見物しているからね～」

　にゃんだあいつは。やる気があるのかないのかどっちなのだ、と梵天丸が首を傾かしげていると。

　おおおお、と上田城方面から鬨ときの声があがった。

　そして。

「これが初うい陣じん、真田家の五女。『武勇全振り』、真田信のぶしげ改め真田幸ゆき村むら、参る。どんとこい伊達政宗！　真田は日ノ本一の『へい』！　奥州兵には負けない！」

「わたくしは、真田家の四女……『寿じゆ命みよう全振り』、真田信のぶ幸ゆき……あのう……の、信のぶ繁しげ？　『へい』じゃなくて『つわもの』よ。ああ、われら真田は天下に大恥はじを晒さらしたわ……うっ、寿命が」

「どちらでもいい。あと、今日より『信しげ』は使わない。わが名は『幸村』とする！」

「ええ？　あなたの名には、武田典てん廏きゆう信のぶ繁しげさまのような名将になってほしいという母者の願いが。うっ、寿命が」

「無理だ信幸姉。だって画数が多くて書けない。だから簡単な字に変える。私は能力を『武力全振り』したから！」

「そんな理由？　罰ばち当あたりというか親不孝というか……あああ典廏さま、申し訳ございません……うっ、またしても寿命が」

「知謀全振り」を称しようする真田昌幸の二人の妹。

「武力全振り」、真田幸村。

「寿命全振り」、真田信幸。

　今まで戦場に出てきた経験がないはずの未知の幼い姫武将二人が、真田兵を率いてどっと繰くりだしてきた。三万八千の大軍に対して、まるで臆おくしていない。

「あの幸村とかいう姫、漢字の読み書きが苦手らしいわね。自分の名前が書けないから改名するなんて、聞いたこともないわよ」

「ウラ！　この成実も漢字は苦手だ。小十郎に教えられるまで、自分の名前をずっと『なるみ』と読んでいた。それは、武芸の修しゆ行ぎようで忙いそがしかったから！　あの武将、幼いがよほど強いに違いない！　わが好敵手也！」

「姫。ボクに似て常識人っぽい信幸さんのほうはゴリゴリ寿命を削けずられているようですが、幸村は全身これ胆たんなりという勢いでまったく臆していません！　なにか罠があるのかもしれません！」

　梵天丸は「慌あわてるにゃ！　わが心眼で敵兵の気配を感じ取る！　常に片目を眼帯で隠しているのも、この心眼の力を鍛きたえるため！」とにわかに目を閉じて、知覚を研とぎ澄すました。鬨の声の響き方、足音などから判断して、城から打って出てきた真田兵はおよそ千。しかも槍兵がほとんどだった。霧の向こうから伊達軍めがけて石を投げてくる兵もいる。種たね子が島しまの装備率が低い武田兵には、石投げ部隊がいるという。前時代的にも思えるが、信濃や甲斐の山中でのいわゆる「ゲリラ戦」では存外に有効なのだという。

「見えたぞ小十郎！　やはり真田は寡か兵へい。勢いは激しいが、長くは戦えぬ！」

「ということは、一当たりしたらすみやかに曲くる輪わへ退たい却きやくするつもりですね。姫、攻撃のお下知を」

「ウラ！　そうと決まれば突とつ進しんあるのみ！　真田幸村はこの成実が倒すっ！」

「みんな、待って！　この上田は、かつて武田信玄が『上うえ田だ原はらの合戦』に『砥石崩くずれ』と村上義清に二連敗して多くの名臣を失った攻めづらい土地。その上、鬼き謀ぼうの真田一族がその上田を塞ぐように城を建てて籠こもっている……嫌な予感がするわ……梵天丸、さっさと引き返しましょうよ」

「うむ！　なまたんがそう言うのなら、これはもう決戦するしかあるまい！　ジョバンナ、真田の槍兵へとドラゴン騎士団を突つっ込ませるにょだ！」

「私は止めているのよーっ！」

　南蛮甲かつ冑ちゆうに身を包んだジョバンナが霧の中から突進し、

「心得た。籠城戦は敵味方ともに凄せい惨さんなもの。野戦で決着をつける！」

　と馬上で種子島を抱えた「ドラゴン騎士団」を率いて攻撃を開始した。伊達軍にはもう時間がない。相手が槍兵ならば、騎馬鉄砲隊の突進力と火力で圧殺できる。

「あ、あれがドラゴン騎士団？　騎兵がみな鉄砲を担かついでいるわ。伊達家……なんという経済力。うっ、寿命が」

「信幸姉、すべて佐助と才蔵の報告通りだ。全軍、槍を足あし下もとへ。地に伏ふせろ──」

　真田姉し妹まいたちは、すでに騎馬鉄砲隊を破るための奇き策さくを準備していた。

　真田兵がいっせいに槍を投げ出して大地に伏せた。

　ジョバンナたちの視界を塞ふさぐ白い霧きりに、千の真田兵が、一いつ瞬しゆんにして溶とけ込んでいた。

「……真田兵が……消えた……!?」

　馬上で種子島を構えて直進していたドラゴン騎士団は、蹂じゆう躙りんすべき目標を突然失って狼ろう狽ばいした。いきなり種子島の轟ごう音おんで敵兵の士気をくじき、騎馬兵の速度と圧力で一気に槍やり衾ぶすまの壁かべを突破する。それが騎馬鉄砲隊の基本戦術。しかし、種子島を放つべき敵兵の姿がかき消えてしまったのだ。

　いったいどこへ消えた？　逃げた？　いや、逃げているならばその足音が聞こえるはず……と戸と惑まどいながらも、ジョバンナたちドラゴン騎士団は霧の中をなおも上田城方面を目指して駆けた。この東の平野を突っ切れば、上田城へと到とう達たつする。

　だが。

「よくぞ耐たえた。今だ。全員、槍を手に立ち上がり、馬の腹を突け！」

　真田幸村のその下知と同時に、馬の足下を覆う白い霧の中から、にわかに真田兵たちがいっせいに再さい浮ふ上じようし、槍を突いてきた。しまった、とジョバンナが叫さけんだ時には、すでにばたばたと馬が倒されている。

「全員が、完全に気配を消して騎馬隊が通過する大地に伏せて待ち構えていたというのか!?　真田兵は、ワタシが今まで戦ってきたジパングの武士とは違ちがう！　千人の槍兵のすべてがまるでニンジャだ！　退ひけ、退けっ！」

「『気』を放て！　真田こそは日ノ本一の『へい』！　六文銭は三さん途ずの川の渡わたり賃！　騎馬鉄てつ砲ぽう隊は接近戦に弱い！　みな駆けよ、追い打て！」

「……幸村は無む茶ちや苦く茶ちやするんだから……馬の脚あしに踏み潰つぶされかけたわ……うっ、寿命が」

　騎馬隊が蹂躙しようとしている大地の上に千人の兵が「気」を殺してじっと伏せ続けるなど、およそ可能なことではない。たとえば九州の修しゆ羅らたちは死を恐おそれず勇ゆう猛もう果か敢かんに戦うが、それは同時に異様な戦せん闘とう意欲に充みち満ちているということであり、彼らは「気」を放ちすぎる。これほどの大人数がいっせいに「気」を押し殺して気配を消しきることなどできない。それが武士の本質である。

　が、真田兵は陰おん形ぎようの術を駆く使しするかの如ごとく「気」を消すことができるらしい。しかも、時が来たとなればいっせいに抑おさえてきた「気」を解放してくる。その上、死兵が放つ独特の「狂きよう気き」がない。生と死の境目を、彼らはすでに超ちよう越えつしているらしい。とりわけ、霧隠才蔵の「霧隠の術」を武士の合戦に堂々と利用して、このような一歩間ま違ちがえば全ぜん滅めつする無茶な戦術を平然とやってのける真田幸村。とても、これが初陣だとは思えない。

　真田兵と真田一族は武士であると同時に「忍しのび」だ、彼らは防衛戦にかけてはとてつもなく強い、とジョバンナは悟さとった。われらはすでに槍兵に包囲されている。退け、退け、鉄砲を捨ててでも逃にげ延びよ、と騎馬隊を後退させた。

　オスマン帝てい国こく軍を相手に絶望的な防衛戦を繰り広げてきたジョバンナは「負け慣れ」している。ドラゴン騎士団はかなりの種子島を失ったが、その速度を活いかしてかろうじて逃げ切った。危き機き一いつ髪ぱつだった。

　無敵のドラゴン騎士団を真田幸村の鬼謀と真田兵の異様な胆たん力りよくによって破られたと知った梵天丸は、「あいつら全員が忍にん者じやにゃのか？」と呆あつ気けにとられた。

「ぐぬぬ。おにょれ真田幸村。『騎馬鉄砲隊殺し』の策まで練っていたとは。ならばこちらも槍兵を繰りだすにょだ！　同じ兵種ならば、数が多いほうが絶対有利！　数の力で圧あつ倒とうするにょだっ！」

「ウラ、心得たり！　二度目の後退は許さぬ、行くぞ奥州毛虫軍団！」

　ついに出番が来た、と勇んだ伊達成実が五千の槍兵を率いて飛びだし、真田兵へと猛然と襲おそいかかった。

　だがこの時、上田城方面から「ジャーン、ジャーン」と退却を命じる銅ど鑼らが鳴り響ひびき、真田兵はどっと後退を開始した。

「退却だ信幸姉。衆寡敵せず。ここからは昌幸姉の仕事だ！」

「……わたくしの仕事っていったいなんなの。うっ、寿命が」

　真田幸村め見切りが早い、異様な度胸の持ち主だがどうやら猪いのしし武む者しやではないらしい。おにょれ、と梵天丸はこの時になってはじめて（いかん。真田の奴やつらはほんとうに強い）と焦あせりを覚えた。ドラゴン騎き士し団を破っておきながら、その「勢い」に乗ることなく平然と遁とん走そうするとは、武士とは思えぬ。いくら挑ちよう発はつしても無む駄だだ。むしろ我われのほうが幸村に挑発されてずるずると死地へとおびき寄せられている、と梵天丸は気づいた。ハッタリと詐さ術じゆつを得意とする梵天丸は、いわゆる「武士」の常識を踏み破ることで勝ちを拾ってきた。「武士」でありながら同時に「忍び」でもある真田一族とは、相あい性しようが悪いらしい。

　なまたんが「だから言ったのに！　呪のろわれなさいよー！」と騒さわいでいる。上田から退くか、と梵天丸が退却を考えはじめたその時。

　梵天丸本陣のすぐ近くで、真田方が地に埋うめていた地じ雷らい火びが一発、そして二発と爆ばく発はつしていた。

　梵天丸たちに被ひ害がいはなかったが、爆風に煽あおられた軍旗がばたばたと倒たおれた。本陣は大混乱となった。真田幸村の声が爆風の彼方かなたから聞こえてくる。

「伊達政宗よ、悔くやしければわれらを追いかけてこい！　奥州関東勢百万と候そうらえ、男は一人もなく候そうろう。あっはははは！」

「……伊達政宗もわれらも姫ひめ武将でしょ、幸村。うっ、寿命が」

　この黙もく示し録ろくのびぃすとが、おちょくられた！　と梵天丸は地じ団だん駄だを踏みながら叫んでいた。

「うぎ。うぎぎぎぎ。おにょれえええええ！　これではどこに地雷火が埋まっているか、わからにゅ！　だが！　上田城なら安全にゃのだ！　ならば、上田城へと全軍で突とつ撃げきいいいい！」

　あああ。姫が切れてしまったぁ!?　と片倉小十郎が青ざめる中、伊達軍は視界を覆おおう黒い爆ばく煙えんと白い霧を振ふり払はらいながら、真田幸村と信幸が率いる真田兵を追いに追った。真田姉妹たちが逃げ込む先は、上田城しかあり得ない。上田城の東側だけは、天然の堀ほりも山も河岸段だん丘きゆうもない。ただの平地が広がるのみ。そのはずだった。

　しかし。

　才蔵の術の効力が尽つきたのか、あるいは術を用いる必要がすでになくなったのか。白い霧が晴れ渡ると同時に、上田城めがけて殺到していたはずの伊達軍の将兵たち全員が「おおっ!?」と驚きよう愕がくしていた。

　上田城の東に広がる平地に、巨きよ大だいな曲輪が建造されていたのだ。それは、今まで戦国時代の誰だれも見たこともないような異様な「要よう塞さい」だった。

「これぞ、山やま本もと勘かん助すけさまの築城術を発展進化させてこの昌幸ちゃんが考案した難なん攻こう不ふ落らくの『真田丸』。伊達軍は東から来る。だ～から東に築いた。十万の大軍が来ようとも、ちょっとやそっとじゃ落とせないよ～」

「撃うて！　者ども、武田家随ずい一いちの火力を誇ほこる真田の本領を発揮する時だ。日ノ本一のへいの力を見せる時だ！」

「つわもの、だからね？」

　忽こつ然ぜんと霧の中から出現した真田丸から、いっせいに真田兵が種子島を撃ちかけてきた。

　しまった！　きゃつらは鉄砲を隠かくしていたのだ、この曲輪までわれら伊達軍を引きずり込むために、と聡そう明めいな梵天丸は即そく座ざに悟った。

　真田三姉妹。智ち・勇・寿じゆ命みよう、とすべてを兼かね備えている。「寿命全振り」信幸の存在意義がいまいちわからぬが、もしや最後の一兵となってもなお上田城を守り抜ぬくための最終兵器か。

　織田家の城を奪うばい野戦で決戦する「攻撃」に特化した「上じよう洛らく戦」よりも、上田城で伊達軍を足止めする「防衛戦」でこそ、この真田三姉妹と真田兵は活きる。武田信玄め。こいつらを上洛戦に連れ出したいという誘ゆう惑わくをはねのけてまで、我をなんとしても封ふう殺さつするつもりか……！

　つまり、我が北条氏康を小田原城へ追い込んだのちに、まっしぐらに信濃を抜いて本戦へと乱入することまで、信玄はずっと以前から読んでいたのだ。それ故ゆえに、上田城に武田の鉄砲の多くを配備し、このような要塞を築城させていたのだ。こやつら真田三姉妹をこれまでほとんど戦場に連れ出さなかったのも、我を封殺する「切り札」として三人を温存していたということだ。

　惜おしむらくは、我は幼すぎる。経験値において圧倒されている。武田信玄にはやはり及およばぬかもしれぬ、どうする、どうすればいいのでしょうか母上、と梵天丸は眼帯を押さえながら呻うめいた。

「あんな要塞、大おお筒づつでもなければ攻略できぬぞボンテンマル！　力押しに押せば、この上田は死し屍し累るい々るいとなる！　しかも！　あの真田丸を抜いてなお、その背後には上田城の本丸が聳えている！　真田は必ず伊達軍が進撃してくると読んで念入りに準備をしてきたらしい！　まだ仕し掛かけがあるぞ！」

　防衛戦の達人・ジョバンナが青ざめながら梵天丸に「死人の山を築くことに」と撤てつ退たいを勧すすめてきた。

「……『六文銭は、三途の川の渡り銭』とか言っていたにゃ。文字通り、千曲川が三途の河原と化すということか……」

「上田城を包囲して持久戦に持ち込めばいずれ落とせるだろうけれど、それこそ本ほん末まつ転てん倒とう、真田の思う壺つぼよ。このままじゃ、本戦に間に合わなくなってしまうわ！」

「ですが真田幸村に一方的に押された上にあそこまで挑発された以上、ここで背を向ければ武門の恥はじとなります。この戦いくさでの真田幸村の奮戦と伊達家の大敗は、末代までの語り草に。姫、いかがします!?」

　梵天丸は、天を仰あおいだ。

　ああ。母上も今、山形で上杉景かげ虎とらと戦っておられるのだ。絶望的な籠ろう城じよう戦を。この梵天丸を、天下に飛ひ躍やくさせるために……。

　母上。ここで立ち止まるわけにはいきません。梵天丸は、いかなる恥ち辱じよくをも受けます。耐えます。

　知勇兼けん備び、戦国日ノ本最高の名将・武田信玄が唯ゆい一いつ、読み違えたことがある。

　それは梵天丸が、この敗戦の屈くつ辱じよくに耐えきって即座に逃げる「勇気」を持っている姫武将だったということだ。

　武田信玄ですら、この上田原で生しよう涯がい初の敗戦を喫きつした時に、即時撤退せよと勧める家臣団の声を無視して村上義清と対たい陣じんし続けた。それほどに、経験の少ない武将にとって「敗北」は重い。「己おのれが敗北した」と認める決断を、容易に下すことはできない。数日を要する。その数日が、「致ち命めい傷しよう」となる。そのはずだった。

　だが梵天丸は、それを瞬時に成した。

（織田信奈は金かねヶが崎さきから逃げる際に、即座に撤退を決めて逃げに逃げた。あの相良良晴を殿しんがりとして置き捨ててまで、逃げた……その決断の早さこそが、天下を盗とろうとする英えい雄ゆうに必要な「勇気」にゃのだ。あの時もしも少しでも織田信奈が躊ちゆう躇ちよしていれば、織田家は金ヶ崎で滅ほろびていた。少なくとも、天下盗りの争いから脱だつ落らくしていた）

　我は織田信奈に並び、そしていずれ越こえねばならぬ。

　真田幸村に「日ノ本一の兵つわもの」という武名を残すことになろうとも。

　ここで「天下盗り」という志を失うことは、できぬ。

「決めたぞ。われらはこのまま真田に負け逃げして、上田を放置する！　諏訪から木曾を抜けて美濃へとなだれ込む！　まだだ、まだ間に合う！」

　梵天丸はそう叫ぶや否いなや馬の腹を「ぽむっ」と細い足で蹴けり上げ、戦場から離り脱だつを開始していた。小十郎たちが慌あわてて梵天丸の後を追う。

「しょ、承知いたしました！　ですが……ほんとうにいいんですか、姫？」

「ウラ！　せめて、もう一戦して汚お名めいをそそいでからでなければ！」

「そうではない成実！　逃げると決めたら一目散に逃げるにょだ！　それが天下人の戦！　我はかつて相良良晴から教わった！　未来にはこんな格言がある！　『過程や方法など、どうでもよいのだーッ！』」

「ちょ。待ってください、姫！　名将として覚かく醒せいしたのかと思ったら、さらに悪い方向に中二病がこじれているような!?　全軍の将兵を納なつ得とくさせる言い訳を考えてくださいよー！」

「フハハハ！　こういう時は未来語で『予算の都合』と言えば済むのだ小十郎！　大河ドラマではよくあることらしい！」

「大河ドラマってなんですかっ!?　そんな未来語、わかりません！」

「ならば、『尺の都合』と言えばいい！」

「いよいよわかりません！」

「んもう！　だから言ったのに～！　やられるだけやられて上田から敗走って。結局、本戦に遅ち参さんするだけじゃないのーっ！」

「案ずるな、なまたん。災わざわい転じてなんとやら、だ。武田の諜ちよう報ほう網もうを逆手に取る。ククク」




　伊達軍、いっせいに上田から敗走！

　伊達軍は三万を超こえる大軍である。この動きに、真田方はすぐに気づいた。真田丸から「赤備え」の騎馬隊を率いて真田幸村が猛もう然ぜんと突進してきた。全身これ胆なりと言うべき真田幸村が、こんどは逆に慌てている。主君・武田信玄も、上田城で病びよう床しようについている母・真田幸隆も、伊達軍をこの上田で一週間近くは足止めできるはずと読み、様々な計略を施ほどこして準備してきたのだ。それが、まさかわずか数刻で撤退とは。

「伊達政宗を逃がせば、御お屋や形かたさまは窮きゆう地ちに！　かくなる上は命を捨てて追撃する！　真田幸村、参る」

　小こ柄がらな真田幸村が操あやつる馬の脚あしは、恐おそろしく速い。もとより生きて戻もどるつもりはない。そのために、真田家には「寿命全振り」の信幸がいるのだ。幸村は猿飛佐助ら真田忍群を従えながら、伊達軍の殿部隊を蹴散らして、たちまち梵天丸のすぐ背後まで迫せまっていた。

「ククク。恐るべき突進力。言葉だけではなく、ほんとうに日ノ本一らしいにゃ」

　幸村はまだ幼かった。梵天丸と背格好はほぼ同じ。同年代らしい。そして幸村は「防衛戦の専門家」などではない。武力全振り。攻せめに転じれば、とてつもなく強い。姫をお守りせよ！　と叫さけぶ伊達軍の旗本たちを、次から次へと槍やりで薙なぎ払って執しつ拗ように梵天丸へと追いすがる。

「こら待て。伊達政宗。撤退するにしても早すぎる！　この幸村と一騎打ちしろ！　噂うわさの『邪じや気き眼がん』とやらを出せ！」

「断る、ククク。お前こそ信濃に十万石ごくやるから、我に降くだれ！」

「侮ぶ辱じよく。真田の侍さむらいが、大恩ある御屋形さまを裏切るはずがあるか！」

「ならば信濃一国をぜんぶやるから、黙だまって我を美濃まで行かせろ」

「断る！　十万石ではふただ者になるが、一国ではふただ者にならないとでも思っているのか!?」

　不忠者、と言いたいらしい。

　あとわずか。あと少しで幸村は梵天丸に追いつけていたはずだった。

　しかしこの時、血相を変えて猛然と飛び込んできた伊達成実と片倉小十郎が、

「ウラウラウラウラウラウラウラウラウラ！」

「姫には傷ひとつつけさせません！」

　とそれぞれ槍を掲かかげて幸村の行く手を阻はばんだ。

　さしもの幸村も、成実と小十郎を同時に敵にして容易に突破することは難しい。馬上で二人を相手に槍の応おう酬しゆうを繰くり広げるうちに、梵天丸との距きよ離りがじりじりと開く。

　その間も梵天丸は振り返ることなく、千曲川を渡わたりはじめている。

「くっ。二人の重臣を犠ぎ牲せいにしてでも、迷いなく逃にげていくとは！　これでは追いつけない！　伊達政宗に逃げ切られる、一いつ騎き打うちは無理だ！」

「……ボクの出番のようだね。伊達政宗の『邪気眼』と真田忍にん群ぐん最強の『飯い綱づなの術』、どちらが勝つか技わざで勝負だ」

「あっ？　鎌かま之の介すけ、待て！　飯綱は使うな！」

「ボクの術は無数の人を死なせる術。できれば、使いたくはなかったけれどもね。真田は、御屋形さまからすべてを託たくされている。仕方がないね」

　真田忍群の一人。

　飯綱使いという強力な呪じゆ法ほうを操る由ゆ利り鎌之介が、懐ふところの竹筒から「管くだ狐ぎつね」を放っていた。由利鎌之介が操る管狐がひとたび信濃の大地に解き放たれると、いっせいに山々の飯綱たちが集団となって集まってくる。そして、敵兵たちを襲おそい、かじり殺す。蟻ありの群れが、象を食くらい尽つくすかの如ごとく。一いつ匹ぴき一匹は弱くとも、数の暴力で圧あつ倒とうする。飯綱が集団生息する山中でなければ用いることのできぬ呪法だが、人間がこの術を破ることはできない。それ故に、飯綱使いは戦国日ノ本の忍しのびたちからも「外げ道どうの呪法使い」と恐れられ忌いみ嫌きらわれ、真田のもとでなければ生きられないのだ。

「まことに『邪気眼』が上杉謙信の『破は邪じやの瞳ひとみ』同様の神かみ業わざなのであれば、伊達政宗は生きて逃げおおせる。だが、ただのハッタリならば、これで終わりだ。お嬢じようちゃんに恨うらみはないけれど……ごめんね」

　おびただしい数の飯綱が、千曲川を渡ろうと悪あく戦せん苦く闘とうしている梵天丸を目指して四方から駆かけ寄ってきた。

「姫ひめ!?」

「ウラ？　あれはなんだっ？」

　河岸で真田幸村の猛もう攻こうを押しとどめるので精せい一いつ杯ぱいだった小十郎と成実は、もはや梵天丸救きゆう援えんに向かおうとも間に合わない。

「……こんな形で決着はつけたくなかった、が……」

　真田幸村が梵天丸のために瞑めい目もくしようとしたその時。

「ククク。真田十勇士、敗れたり！　外道の術には、魔ま族ぞくの術ッ！　出いでよわが魔の眷けん属ぞくども！　『猫ねこにゃんにゃん軍団』！　飯綱どもを蹴散らすがよい！　本日の餌えさにせよっ！」

「にゃーにゃー」

「にゃーにゃー」

「にゃーにゃー」

「にゃーにゃー」

　梵天丸の影かげ武む者しや・猫ねこ姫ひめが仙台から引き連れてきた無む駄だ飯めし食らいの猫軍団が檻おりから解き放たれ、いっせいに飯綱たちの背後へと飛びかかっていた。

　飯綱とは、すなわちイタチである。彼らは「飯綱の術」に操られた時のみ人間を襲うが、日ひ頃ごろの飯綱は鼠ねずみを主食としている。つまり、猫を相手に、鼠を奪うばい合っている。彼らは、長年の天敵同士なのであった。

　猫軍団と飯綱の群れとの乱戦が、千曲川を舞ぶ台たいにはじまっていた。

　もはや野生の本能に目覚めて猫を倒たおさずにはいられない飯綱たちは、梵天丸を襲えと命じられた「飯綱の術」の呪力から逃のがれてしまっている。

　梵天丸は、悠ゆう然ぜんと千曲川を渡り終え、ついに真田幸村から逃げ切っていた。

「フハハハハハ！　この日この時のために、我われは南なん蛮ばんで魔族と恐れられる猫どもを飼い馴ならしていたのだーっ！　弓矢の勝負では真田に敗れたが、魔術合戦では一いつ矢し報むくいたにゃ！　小十郎、成実！　うぬらも、さっさと撤退するにょだ！」

　えええ。なんという恐るべき姫の悪運と内心呆あきれながら、小十郎は、「……あれは……『邪気眼』ではないな……」「猫だね……こんな馬ば鹿か馬鹿しい方法で、ボクの呪術が破られるだなんて……屈辱だ……飯綱忍びの歴史は今、終わったかも……」と呆あつ気けにとられている真田幸村と由利鎌之介に「真田の皆みな様さま、お見事な戦いくさぶりでした。いずれ戦乱の世が終わりましたら、ともにお茶会を開きましょう」と別れを告げ、成実とともに千曲川へと突とつ入にゆうしていた──。




「ただちに『伊達は真田にボロ負けして上田に拘こう泥でいしている』と噂を流せ。信玄の諜報網に、噂が勝手に引っかかってくれる。ククク」




　かろうじて窮地を脱した梵天丸はじゃれついてくる猫たちの喉のどを馬上で撫なでながら、黒くろ脛巾はばき組ぐみの忍びに小声で命じていた。梵天丸の頭脳の内部では、すでにこの上田での敗戦を逆手に取る「次の一手」が閃ひらめいている。

　そしてこの時、上田城内である「異変」が起こっていた。それは、この合戦とは直接関係のない「偶ぐう然ぜん」の出来事だった。しかしこの「偶然」が、梵天丸の「運命」に、大きく関かかわってくる──。







　巻ノ六　メギドの丘おか







　霧きりに覆おおわれた、開戦前夜の関せきヶが原はら。

　夜明けまで、あと二刻を切っていた。

　南天てん満ま山やまに布ふ陣じんした相良さがら良よし晴はると副将の相良義よし陽ひは、関ヶ原の地図に西軍・東軍の部隊に見立てた「駒こま」を立てて戦術を練っていた。予想通り、信しん玄げんは速戦を挑いどんで来た。夜明けとともに、霧が晴れ、良晴が望む望まぬにかかわらず開戦となる。

　桃もも配くばり山やまに本陣を敷しき、信のぶ奈なが籠こもる笹ささ尾お山やま方面へ「武たけ田だ四天王」ら主力を展開する武田軍。

　東軍の堂々たる主力として、「十字路」へと続々と突出してきた徳とく川がわ軍と、藤とう堂どう高たか虎とら軍。

　右手の松まつ尾お山やまに陣取る宇う喜き多た直なお家いえ軍と、小こ早ばや川かわ軍。

「良晴。兵力に勝まさる東軍は『鶴かく翼よく』の構えで西軍を包み込んでいる。しかも、徳川軍のほとんどがこの南天満山を目指している……黒くろ田だ官かん兵べ衛えが到とう着ちやくする前に南天満山を陥かん落らくさせるつもりだ。この山を奪えば、東軍は東とう山さん道どうを塞ふさげるからな」

　良晴の背後では、松尾山から駆け下りてきたヤスケが、「宇喜多直家の陣を抜ぬけるのは厄やつ介かいだったわ」と息を荒あららげていた。

「小早川隆たか景かげに直接、書状を渡したわ。ただし彼女はまだ開かい封ふうしていない。今、あなたの書状を読めば心が乱れて戦略眼が曇くもるかもしれないんだって。だから土ど壇たん場ばで開くつもりみたい。相良良晴。あれは西軍への寝ね返がえりを勧すすめる書状なの、それとも恋こい文ぶみ？」

「……どちらでもないさ。ただ、俺個人が小早川さんにどうしても伝えたかった『言葉』だ。それで、小早川さんには俺の気持ちは伝わる」

「なんなの、それ？　私が命がけで運んだ書状が、そんな季節の挨あい拶さつみたいなものだなんて。せっかくだから、昔の恋人関係を利用して調略すればいいのに」

　そのような真ま似ねができるのならば良晴はこれほど苦境に追い詰つめられてはいない、と義陽が苦く笑しようした。

　南なん宮ぐう山さんと松尾山を押さえた東軍は、西軍を笹尾山から天満山にかけての狭せまい地域に追い詰め、完全に包囲している。官兵衛が間に合わなければ、まず良晴が崩くずれる。もしも松尾山の宇喜多・小早川が下山して殺到してくれば、南天満山の相良本陣は瞬しゆん時じに崩ほう壊かいするだろう。頼たのみの官兵衛からの使者はまだ来ない。やはり坂さか本もと城に引っかかったのだろうか？　と良晴が地図を凝ぎよう視ししていると。

　意外な「使者」が、笹尾山から良晴のもとへと駆け込んできた。

「殿とのおおおお！　山やま中なか鹿しか之の助すけ、無事に任務を果たして帰き還かんいたしました！　お待たせいたしましたああああああ！」

「鹿之助？　そういえばいつの間にか消えていたっけ。大おお垣がき城で、はぁれむに入れてくださいと土下座されて放置して以来か？　すっかり忘れていた」

「うわあ。いきなり酷ひどいです！　ご褒ほう美びありがとうございます！　はあ、はあ……極ごく秘ひ任務完かん了りようのついでに、信奈さまより殿への書状、預かって参りました！」

「極秘任務？　俺から鹿之助に、なにか仕事を命じた記き憶おくはないんだけれど。はぁれむ入りは断る、と言ったくらいだぜ。今まで、どこでなにをしていたんだ？」

「はっ。私が大垣城で殿に放置されて悶もだえていた時のことです。竹たけ中なか半はん兵べ衛えどののご使者が、この鹿之助宛あてに『秘策』を伝えてくださいました。軍師どのは、『岐ぎ阜ふ城後ご詰づめ』策と並へい行こうして、すでに次の策を準備されていたのです！　軍師どのは、毛もう利りと武田に西軍が挟はさまれて関ヶ原に追い詰められた時のための対策を立てられたのです。『中入り』です！　私は先刻までそのお手伝いを」

「『中入り』？」

「黒田職もと隆たかどのと尤もつとも道どう理り之の介すけ率いる姫ひめ路じ軍は、姫路城から三み木き城へと落ち延びた後、京への行軍中に吉きつ川かわ元もと春はる軍に撃げき破はされました。また摂せつ津つの池いけ田だ恒つね興おき軍も、京へ合流しようとした途と上じようで吉川軍が撃破。両軍が合戦に敗れたことは事実です。しかし軍師どのはあらかじめ、この両軍に『行軍中に吉川元春軍に捕ほ捉そくされたら勝ち目はない。死力を尽くして戦ってはならない。各将兵はできる限り早く逃ちよう散さんして農民や商人、虚こ無む僧そうなどに変装。個々の足で伊い吹ぶき山やまへと移動し、竹中家の本領・菩ぼ提だい山やままで山中行軍して集結せよ。菩提山に武具と兵ひよう糧ろうを準備してある。そこで次の指示を待て』と言い含ふくめておられたのです」

「菩提山!?　関ヶ原の北に広がる、伊吹山系の山のひとつ……そうか。半兵衛が生まれ育った菩提山か!?」

「はい。南に広がる関ヶ原を一望できる、菩提山です。軍師どのは幼い頃より菩提山で過ごし、いずれ壬じん申しんの乱の如き戦国最後の大戦が関ヶ原で行われることになるだろうと予想しておられました。その予想は、やがて確信となりました。『天てん下か布ふ武ぶ』を目指す織お田だ信奈どのと、天下人を見定める役目を己おのれに課している小早川隆景。この二人の姫武将は、百年はかかる戦乱を『いちどの決戦』で終わらせるためにお互たがいに関ヶ原決戦という同じ『夢』を目指して戦略を練っている、と。あとは、『天下最強』を目指す武田信玄が関ヶ原へと進軍すれば、完全に舞台が整う。戦国時代最後の決戦、天下人を定める最後の大戦が、実現すると──！」

「……そうだったのか。半兵衛は……菩提山で晴耕雨読の暮らしをしていた頃から、もう、すでに……信奈と。小早川さんと。同じ、夢を……」

「自分は残念ながらその決戦の日までは生きられないだろう、官兵衛どのに後を託たくそう、と軍師どのは当時考えておられたそうです。ですが」

「……五ご右衛え門もんと松まつ永なが弾だん正じようが協力して蘭らん奢じや待たいを手に入れて、半兵衛の命を延ばしてくれた。そして、官兵衛は大おお友とも宗そう麟りんを動かすために九州へ。それで、本州に留とどまった半兵衛自身が」

「はい。『中入り』の構想を練っておられたのです。岐阜城の後詰めの成否にかかわらず、小早川隆景が『決戦』を実現すべく大おお坂さかから関ヶ原へと進軍する以上、決戦場は必ずや関ヶ原となる。軍師どのは、西軍が松尾山と南宮山を取れた時のために別の策も準備しておられました。ですが東軍が松尾山と南宮山を取れば、武田信玄は東山道を行軍して桃配山まで前進し、武田・徳川の主力部隊を関ヶ原の『十字路』に鶴翼の陣形で展開するだろう。西軍は笹尾山と天満山に封じ込まれる。その時は躊ちゆう躇ちよなく菩提山に待機させている『隠かくし兵』を動かして『中入り』の策を実行せよ、と」

「そうか。官兵衛の親おや父じさんや池田恒興たちを菩提山から下山させて、南宮山の北側の東山道沿いにいっせいに布陣。関ヶ原入りしてしまった武田・徳川の退路を塞げ、と!?　いや。もう、塞いだのか！」

「はい。すでにこの夜の霧に紛まぎれて、塞ぎ終えました！　姫路兵を束ねる黒田職隆どのと尤道理之介。川かわ並なみ衆しゆうを率いる前まえ野のな某にがしどの。摂津兵を率いる池田恒興どのと高たか山やま右う近こんどの。助命されて岐阜城から退たい却きやくしてきた西美み濃の三人衆の生き残り、稲いな葉ば一いつ鉄てつどのと安あん藤どう伊い賀がの守かみどの。さらには、相良老人隊を率いて長なが浜はま城から菩提山入りしておられた浅あさ野のの爺じいさま。その総数、およそ一万！　敵主力を関ヶ原の決戦場までおびき寄せたところで、すかさず退路を埋うめてしまう。これが『中入り』です。失敗すれば全ぜん滅めつする危険と隣となり合わせの策ですが、菩提山は軍師どのにとっては家であり庭。一週間ならば武田方から兵を隠し続けることもできるし、信玄の裏をかいて東山道に布陣することも可能だと」

　形勢は、大きく動いた。

　一方的に西軍が押されていたはずだった。だが、岐阜から関ヶ原へ進軍してきた武田・徳川軍は、その主要な退路を断たたれた。南宮山に布陣している吉川元春も、菩提山から「中入り」を果たした西軍勢が待ち構える東山道へは容易に下りられない。武田・徳川が退却できる道は、これで、南宮山の南に延びる伊い勢せ街かい道どうだけとなった。しかし関ヶ原の北部、桃配山から笹尾山正面へと展開している武田軍にとって、南の伊勢街道を通る退却ルートは遠く、かつ重い。黒田官兵衛が関ヶ原に到着してしまえば、難路となるだろう。

　西軍を鶴翼で追い詰めたはずの東軍が、竹中半兵衛の奇き術じゆつめいた「中入り」によって逆に挟まれたという形になる。

　北陸であの上うえ杉すぎ謙けん信しんと対たい峙じしていながら、そのような軍略を次々と。

　相良義陽は、

「竹中半兵衛はまるで神しん仙せんだ」

　と感かん嘆たんしていた。黒田官兵衛とともに良晴を支えてきた天才軍師、とは聞いていた。しかし、関ヶ原から遠く離はなれていながら、武田信玄を相手に「中入り」のような難易度の高い戦術を練り、成功させてしまうとは。鍵かぎは、半兵衛の故郷・菩提山をいつの日か「隠し兵」を収容できるように早々と縄なわ張ばりしていたことと、彼らが「吉川軍に粉ふん砕さいされて四散した」という「敗北の既き成せい事実」を逆手に取ったことにある。ひとたび舞まい散った木の葉が再び、菩提山に集まってきたのだ。姿を消したまま。

「浅野の爺さんが、まさか槍やりを取るなんてなあ。待てよ？　長浜城が空城と化したということは、万一の場合にねねを逃にがす先がなくなったということだぞ？」

「ご安心ください、殿！　この鹿之助が、尼あま子こ十勇士の主力を率いて参りました！　その数、千五百！　松尾山に相対する『山中』に布陣し、小早川・宇喜多勢の突進を阻はばんでみせましょう！　私の命、十勇士の命、殿に救っていただいたわれらの命の使いどころを、ついに得ることができました……！　尼子十勇士は、最後の一兵まで、殿のために『壁かべ』となります！　『山中』に、山中鹿之助が向かう。これも、なにかの運命でしょう」

　行くな、とは言えなかった。松尾山の大兵力に対して、「壁」はどうしても必要なのだ。敗れても敗れても毛利軍と戦い続けてきた尼子十勇士。鹿之助率いる千五百の歴戦の勇士たちが「壁」となれば、一刻は持ちこたえてくれるかもしれない。鹿之助を止めれば、相良軍は松尾山の小早川・宇喜多が動くと同時に全滅してしまう。

「……官兵衛が必ず来てくれる。それまで、死なないでくれ。生きろ。鹿之助」

「はいっ、必ずや！　殿に天下をお届けして、そして鹿之助は晴れてはぁれむ入りです！　ご安心ください！」

　最後に信奈からの書状を良晴に手て渡わたした鹿之助は、良晴の唇くちびるにそっと自分の唇を重ねると、笑え顔がおで本陣から走り去っていた。「七難八苦」の四文字を口にせず、朗ほがらかな笑顔のままで。俺を生かすために鹿之助は死ぬつもりだ、と良晴にはわかった。鹿之助とは、長いつきあいだった。記憶を失って毛利方に仕えていた時ですら、鹿之助は毛利の捕ほ虜りよとなって良晴のそばにいた。「俺はちょっと鈍にぶい」と歯がゆく思っている良晴にも、鹿之助のほんとうの心はわかった。なぜあいつは、自分の「欲」を持てないんだろう。なぜ、人に尽つくし続けることしか知らないんだろう。鹿之助を、死なせたくない。

　その良晴の心中を察したのだろう。小こ西にし弥や九く郎ろうが本陣へと入ってきて、

「殿。うちが率いる堺さかい傭よう兵へい隊五百、鹿之助はんの部隊の後ろに。鹿之助はんをお守りしますさかい。うちなら、宇喜多の殿と土壇場で取り引きできるかもしれまへん」

　と告げて、そして鹿之助の後を追っていった。

　これで、松尾山への抑えに二千。だが松尾山の兵力は三万を超こえる。

　良晴の手て許もとには、信奈からの書状が、残った。

　読まなくても、未来から来た良晴にはわかっていた。

　半兵衛がその知ち謀ぼうを振ふり絞しぼって西軍を危地から救うために編み出した「中入り」の策。この「中入り」の策がなにを呼び込むかを。武田軍の、笹尾山への「突とつ進しん」である。信玄はもとより上じよう洛らくを焦あせっている。今や退路を封じられた武田・徳川軍は、大友の大軍を率いて関ヶ原へ向かっている黒田官兵衛が戦場に到とう着ちやくする前に二つの「勝ち」を収めねばならない。

　ひとつは、もっとも手て薄うすな南天満山の相良良晴軍を蹂じゆう躙りんし撃破し、西からの関ヶ原への入り口を塞ぐことであり。

　もうひとつは、「東軍の勝利条件」を満たすこと──笹尾山の織田信奈軍を敗走させ、可能であれば信奈を討うち取ってしまうことである。

　ならば、夜明けとともに、この関ヶ原で戦国に類を見ない激戦が繰くり広げられる。

　笹尾山の信奈陣じんへと、無敵の武田騎き馬ば隊が「風林火山」の軍旗を翻ひるがえして全力で特とつ攻こうする。

　良晴は、知っている。

　信奈が、戦国最強の武田騎馬隊を「壊かい滅めつ」させるために、堺から大量の種たね子が島しまをかき集め続けてきたことを。

　半兵衛の奇術の如ごとき采さい配はいによって退路を断たれ、これまでにない焦り方で決着を急ぐ武田騎馬隊はおそらく、笹尾山の陣へと殺到する。織田軍は、騎馬隊封じの野戦陣──南なん蛮ばん流の「塹ざん壕ごう」を構築して騎馬隊の機動力を封殺し、大量の種子島を用いてこれを射しや撃げき殲せん滅めつする。無限の如く種子島を連射する、「三段撃うち」戦術で。

　竹中半兵衛が遠く越えち前ぜんで上杉謙信と対峙していることが、信玄をわずかに油断させた。あるいは、「不在」であった故ゆえに、半兵衛は信玄ほどの名将をついに騙だまし通せたのだ。半兵衛が不在でも、「菩提山」は関ヶ原の北に聳そびえている。信玄ほどの武将が、気づけなかった。それほどに、焦っているのだろうか。いったい、なぜ。

　信奈からの書状は、短かった。具体的な作戦については触ふれていない。武田方の間者に書状を奪うばわれてはならないからだろう。




『わたしが明日、関ヶ原でなにをしようとしているのか。もう気づいているでしょうけれど、黙だまっていてごめんね、良晴。ずっとずっと、わたしはあなたに守られてきた。わたしは、魔ま王おうには、なりたくない……でも、戦国最強を誇ほこる武田騎馬隊を葬ほうむらなければ、この戦国の世は終わらない。あなたが東軍に討たれてしまう前に、わたしは武田騎馬隊を滅ほろぼす。笹尾山に押し寄せてくる武田軍の将兵ことごとくを殺し尽くす。わたしは、彼らを、彼女たちを、虐ぎやく殺さつする……それ以外に、西軍が勝つ術すべは残されていない。笹尾山は、聖書に予言されている世界最終戦争の地、〝メギドの丘おか〟と化す……それでも、お願い。わたしを、嫌きらいにならないで』




　最後の軍議の席では、信奈はずっと笑っていた。だが心では泣いていたのだ。津つ田だ信のぶ澄すみを斬きった武田信玄は、もはや後には退ひかないだろう。一歩たりとも。「三段撃ち」戦術が成功すれば、信奈は魔王になる。失敗すれば、信奈は討ち死にする。いずれにせよ、相良良晴が愛し続け守り続けた「織田信奈」という少女は、まもなく地上から消える。

「……どうしたのだ良晴？　信奈どのからの書状の内容は、いったい？」

　義陽にそう尋たずねられた良晴は、書状を折りたたんで懐ふところに仕し舞まいながら、答えた。

「姉さん。本来の『歴史』では、『設楽したらが原はらの合戦』で織田・徳川連合軍が中入りを成功させ、退路を失った武田騎馬隊が織田方の陣へと特攻。そして織田軍が編み出した三段撃ち戦術の前に、文字通り『全滅』する……内ない藤とう昌まさ豊とよ。馬ば場ば信のぶ春はる。山やま県がた昌まさ景かげ。真さな田だ信のぶ綱つな。真田信のぶ輝てる。武田四天王のうち三人と真田の『双ふた子ご』が、それぞれが率いる兵士たちとともに討ち死にする。武田家は、滅びる」

「ここは九州ではないのだぞ。本州の戦いくさで、そんなことが？　しかも、最強の武田軍が!?　だがその『歴史』は、本ほん多だ正まさ信のぶが織田方と手切れして武田方に降くだったことで、消滅したのではないのか？」

「そうだ。本多正信は『設楽原の合戦』という未来を知らないだろうが、結果的にいったん消滅した。そもそも信玄ならば、設楽原でまんまと『中入り』を許すような失策は犯おかさなかったはずだから、いずれにせよ武田騎馬隊の壊滅という事態は設楽原で発生するはずはなかった。だが……『歴史』は今、武田騎馬隊の全滅という結末に収束しようとしている。誰だれも知らぬままに。菩提山を活いかして関ヶ原で『中入り』を成功させた半兵衛も、笹尾山に騎馬隊殺しの塹壕を築かせているだろう信奈も、そして今いま頃ごろは『中入り』の策を半兵衛に決められたことを知って最後の軍議を開いているだろう信玄も、誰も知らない。それなのに、この『関ヶ原』で『設楽原の合戦』が実現しようとしている。細ほそ川かわ藤ふじ孝たかでさえ想定していない事態が起こっている」

「『歴史の強制力』、か。良晴。ほんとうに、あるのだな」

　武田信玄に「笹尾山への特攻はやめろ」と伝えねばならない。だが、そのような真ま似ねをすれば、良晴は信奈と西軍を裏切ることになる。笹尾山が「死地」と化していると知れば、信玄は三段撃ちを破る策をすかさず考案して繰りだしてくるかもしれず、そうなれば自ら「餌えさ」として笹尾山に陣取っている信奈は首を盗られる。戦国武将としての能力では、武田信玄は信奈よりも遥はるかな高みにいる。信奈は、本来通るべき道を──「魔王」になる道を通らなかった。良晴が、守り続けたのだ。弟の信澄を斬るところからはじまるはずの魔王としての生しよう涯がいを、信奈は生きていない。だが、信玄は生きた。父・信のぶ虎とらを甲か斐いから追放し、弟の太た郎ろう義よし信のぶを自じ刃じんに追い込み、そして「関ヶ原ですべてを終わらせる」という不退転の覚かく悟ごを示すために津田信澄すら斬ったのだ。

「……一人の死者も出さずに、百年も続いてきたこの戦国時代に幕を引こうなんて不可能だ。減らすことは可能でも、犠ぎ牲せい者しやは、どうやったって出る……それは日ひノ本もとに戦国時代を招いた先人たちの責任であって、戦国の世に尾お張わりの姫ひめ武将として生まれてきた信奈の責任じゃない。もしもこの関ヶ原の決戦で戦国時代が終わるのならば、戦乱で死ぬ人の数は大おお幅はばに減る。でも……でも、義陽姉さん。『設楽原の合戦』を信奈に戦わせることは……」

「それほどの凄せい惨さんな戦いになるのか、良晴？　本州では、沖おき田た畷なわてのような殲滅戦はまず起こらない、例外は信玄と謙信が互たがいに決着を求めて激げき突とつした川かわ中なか島じまの合戦だけだと聞いていたが」

「すでに『釣つり野の伏ぶせ』の形に、武田は塡はまっている。そして信奈のもとには、東国の将兵が想像したこともない大量の種子島が。内藤昌豊。山県昌景。馬場信春。みな、信奈とも俺とも親しい。俺は小お田だ原わらで武田四天王とともに騎馬隊を率いて戦ったことさえある。たとえ戦国の世に幕を引くために織田と武田のいずれかが敗れなければならないのだとしても、他ほかに乱世を終わらせる道はないとしても、死なせたくない」

「それほどに、死ぬのか……」

「信玄が信澄を斬ってしまった以上、もはや和わ睦ぼくはない。武田家そのものを根絶やしにするところまで行くしかなくなる。そうなれば、信奈はもう……結局は本来の『歴史』同様に、魔王になってしまう。しかし、信奈がし損じて敗れれば、信奈が死ぬ。俺は、どうすればいい？」

　いずれにせよ合戦がはじまってしまえばわれらはこの南天満山を支えきるので精せい一いつ杯ぱいだ。「三段撃ち」の策が発動するよりも早く相良軍が壊滅する可能性が高い。ただ、黒田官兵衛が間に合えば、戦局は変わる。それまで「山中」に布陣した尼子十勇士がどれほど持ちこたえてくれるかが勝負だ、辛つらいだろうが耐たえろ。目の前の合戦に集中しろ、と義陽は良晴の頰ほおをそっと撫なでていた。

　良晴は、「山中？」とつぶやき、そして新たな「偶ぐう然ぜんの符ふ合ごう」に気づいた。

「古こ今きん伝でん授じゆ」を駆く使しして「場」の力を用いてきた細川藤孝とすらもはや無関係に、「歴史」は、良晴が変えてきた人々の運命をことごとく「あるべき結末」へ導こうとしている。

「……そうだ。山中は、本来の『関ヶ原』では大おお谷たに紀き之の介すけが布陣した場所だ！　松尾山から押し寄せて来た『小早川軍』に、大谷紀之介は撃破され自刃する！　小早川さんが松尾山から下山すれば、俺を守るために山中に陣取った鹿之助が……『山中』という地名に惹ひかれたかのように布陣してしまった鹿之助が……ならば鹿之助の命運もまもなく尽きる！　もう、細川藤孝の思おも惑わくをも通り越した事態が連れん鎖さ的に起きている！　『歴史』に、すべての帳ちよう尻じりを合わせられてしまう時が。俺が変えてきた『歴史』のツケを支し払はらう時が、来たかのような」

　そうだ。五右衛門の死から、良晴がひとつの実を取りこぼした瞬しゆん間かんから、すべての「帳尻」が猛もう烈れつな速度で良晴に追いつき、追い越そうとしていた。

　津田信澄、旧名「織田信のぶ勝かつ」の死。

　松まつ平だいら元もと康やすの「徳川家いえ康やす」への改名と離り反はん。

　山中鹿之助が、因いん縁ねんの毛利家──小早川軍に討たれる運命の地「山中」へ。

　三段撃ち。「メギドの丘」の如き黙もく示し録ろくの地じ獄ごくを現出させ、「魔王」となる織田信奈。

　壊滅する武田騎馬隊。「中入り」によって退路を失い、織田軍が築いた塹壕を突破しようと特攻を続けて次々と討ち死にしていく四天王たち。

　明あけ智ち光みつ秀ひでが「謀む反ほん」の運命から離り脱だつした瞬間に、松尾山には小早川隆景が。「裏切り」の運命は、光秀から小早川隆景に引き継つがれた。

　そして、西軍の命運を握にぎっている黒田官兵衛は、いまだ到着しない。あるいは本来あるべき「運命」に導かれて、官兵衛は遅ち参さんするのかもしれない。坂本城という最後の罠わなにかかって、関ヶ原到着を果たせずに……。

　その良晴の予感が、適中しようとしていた。

　西から、「坂本城にて攻城戦がはじまりました」という急報が舞まい込んできたのだ。待望久しい官兵衛の関ヶ原入りの報告では、なかった。明智光秀は、自分が集められるすべての兵力を関ヶ原に動員している。京も丹たん波ばもすでに空っぽである。この状じよう況きようで坂本城を攻せめられる西軍勢力は、どう考えても官兵衛率いる大友軍しかない。むろん官兵衛が判断を誤るはずはない。坂本城を救おうとはやる立たち花ばな宗むね茂しげを止めきれなかったのだろうか。それとも、官兵衛にも想定できない「不運」に遭そう遇ぐうしたのか。

　やはり、最後の最後で、官兵衛は……これが官兵衛の「運命」なのか、と良晴は呻うめいた。「東軍側にその報告が届かぬように、東山道の警備を厳重に」と告げるので精一杯だった。

　隆景に送った「書状」が、裏目に出るかもしれない。「相良良晴を天下人に推おすために東軍を裏切る」という暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいの策に隆景がもしも乗れば、その瞬間に隆景の「運命」は尽つきる。だが、もしも良晴の書状を読んだ隆景がその裏切りの「運命」から逃のがれれば、戦力に劣おとる良晴は南天満山の本陣を支えきれなくなる。相良軍が崩くずれれば、官兵衛を欠いた西軍は、敗れる！

「落ち着け良晴。まだ官兵衛が遅参すると決まったわけではない！」

「俺自身の死への恐きよう怖ふには耐えられても、姉さん、俺は……俺が今までやってきたことは、すべて、やっぱり無む駄だだったのかもしれない。徒労だったのかもしれない。俺はガスパールが言うように失敗して、『二周目』に入る定めだったのか!?　だがたとえ二周目に入ったところで、『運命』は追い越こせない！」

　さらに、相良妹軍団の一人・大谷紀之介が本陣にこっそりと入ってきて、

「兄くん。やっぱりこの紀之介も『山中』に布陣して、鹿之助どのとともに小早川・宇喜多の壁かべとならん。妹軍団で相談したんだけれど、妹軍団を二手に割って、虎とら之の助すけちゃんと市いち松まつちゃんが徳川に、紀之介が毛利にあたるのがいいかなって。今は腹痛で寝ね込こんでいる佐さ吉きちちゃんも、あとから山中に合流してくれるんだって。それまで佐吉ちゃんの介かい抱ほうを、よろしくお願い」

　と「運命」に呼ばれているかのように再び「山中」入りを志願したことが、決定的だった。

　やはり。

　人間には感じることのできない「歴史の強制力」は、あるのだ。

　半兵衛も官兵衛も、人間の意思はその力を超こえられる、と信じていた。

　しかし、九州で天下一軍師として覚かく醒せいしたはずの官兵衛は「歴史」通りに関ヶ原に入れず、ここに相良軍は進退窮きわまった。官兵衛が開戦に間に合うことを織り込んで半兵衛が繰くりだした「中入り」の策は、退路を断たたれた武田軍を追い詰つめ、官兵衛が関ヶ原に着くより早く武田騎き馬ば隊と織田軍の「三段撃ち」の激突を誘ゆう発はつするという最悪の結果を導き出そうとしている。

　やはり「歴史の強制力」は、人じん智ちを超えているのだ。

　ありとあらゆる人々の「運命」の糸は、複雑に絡からみ合っている。ひとつの糸をほぐそうとすれば、隣となりの糸が絡まる。すべての糸をほどくことは、人間には不可能なのだ。

　そうとしか、思えなかった。

「ダメだ紀之介！　お前は、絶対に『山中』には行くな！」

　良晴は紀之介に抱だきついて、そして「行くな。お前が山中へ行けば、お前の運命は確定してしまう！」と制止していた。

「あ、兄くん？　ど、どうしたの……？」

「良晴は九州からの連戦で少し疲つかれている。夜明けまでには落ち着くから、だいじょうぶだ。紀之介は佐吉の介抱を続けてくれ」

　うう。愛の告白じゃなかったんだね。まあいいや。わかりました、頑がん張ばろうね兄くん！　と紀之介は頭を下げて、そして佐吉のもとへと戻もどっていった。

　良晴は、絶望していた。ダメだ。山中入りを阻そ止しして紀之介を救っても、山中に入っている鹿之助が紀之介の「運命」をひっかぶるだけだ。十じゆう兵べ衛えちゃんの「運命」が、松尾山に入った小早川さんに移ったのと同じだ。なにをどうやっても、「全員を救う」ことなど最初から無理なんだ。小早川さんには、俺の「言葉」を書状として送った。小早川さんの「運命」を変えるために。だが、その結果──。

（俺の言葉が小早川さんに伝わり、小早川さんが「裏切り」を思いとどまれば……小早川さんが松尾山を下山して南天満山を攻めれば、山中に陣じん取どる鹿之助が死ぬ。そして西軍は敗れ去る。今から鹿之助を呼び戻すか。いや、鹿之助はてこでも動かない。俺を守るために、山中を愚ぐ直ちよくに守り続ける。あいつは、そういう奴やつだ……！）

　ここまでか。この上、さらに武田家と武田騎馬隊を。四天王を。真田の「双ふた子ご」を救おうなど。同じことの繰り返しだ。武田を救えば、その「運命」が信奈と十兵衛ちゃんに移り、二人を滅ほろぼすことになる。もう、あきらめろ。自分が率いる陣すら、守れない男が。自分自身すら、救えない男が。

「……いや。違ちがう。半兵衛と前ぜん鬼きから、教わったはずだ。『言葉』にも、人間の意思が宿る。『言こと霊だま』には、人の心を動かす力がある。最後の最後まで、俺はあきらめない。武田信玄に直接『未来』を教えられなくとも、前線の四天王に『言葉』を伝えることで、回かい避ひできるかもしれない。四天王が明朝の騎馬隊突とつ撃げきを回避してくれれば、笹尾山を巡めぐる戦局は膠こう着ちやくする。あとは俺さえ南天満山で踏ふん張れば、官兵衛を待つ『時間』が生まれる。それで、信奈に勝利をもたらしつつ、同時に武田家も救えるはずだ……！　ヤスケちゃん。高こう坂さか弾だん正じようの陣に、俺からの伝言を。できるか？」

　泣いたり騒さわいだり、あなたってやっぱりガスパールさまじゃないわね、とため息をつきながら、ヤスケは「高坂弾正の陣は敵のまっただ中よ。伝言は手短にね。私が不在のうちに勝手に死んだら許さないわよ」とうなずき、そして良晴から耳打ちされると同時に姿を消していた。

　ヤスケが間者として自在に動くことができる時間帯は、夜だけだ。日が昇のぼれば、ヤスケを敵陣へ放つことは困難になるだろう。おそらく、これがヤスケに与あたえられる最後の「東軍姫武将への伝言役」だ。

　これで、開戦前にできることはすべてやった。

　もう、良晴には夜明けを待つことしかできない。

　まもなく、すべての「結果」が出る。おそらくは、「帳尻」が合ってしまう。俺は、「運命」に追い越される。その残ざん酷こくな「結末」までは、夜明けまでは、開戦までは、あと一刻しかない。小早川隆景の「裏切り」だけは書状で押しとどめることができたとしても、もしもすべての「帳尻」がこの一戦で合うというのであれば、武田騎馬隊は笹尾山に突撃して壊かい滅めつし、信奈は「魔ま王おう」となる。しかも、坂本城攻めの罠に塡まった官兵衛は一歩及およばず遅参し、相良軍もまた徳川・藤堂・宇喜多・小早川の猛もう攻こうを受けて壊滅。相良軍が壊滅すれば、隣の明智光秀軍も東軍の猛攻を支えきれなくなって潰かい走そうする。数に劣る西軍は武田軍に大打撃を与えていながら最終的に敗北する──そして戦国時代最後の勝者は、本多正信が擁ようする徳川家康。「歴史」は、本来あるべき流れに戻る。

　家康が最後の覇は者しやになるというのなら、それも仕方がない。もともと、それが本来の「未来」だったのだ。しかしこのままでは、良晴が憧あこがれ、守ろうとしてきた人たちが。信奈をはじめとする姫ひめ武将たちが、ことごとく。良晴は夜が明ける時を、審しん判ぱんの時を待たねばならない。自分自身の審判ではなく、織田信奈たちすべての姫武将に下される運命の審判を──恐怖を通り越した恐怖。墨すの俣またで信澄の死を知らされ、五右衛門が死んだと知った瞬間から、心の痛みを抑おさえて耐えに耐えてきた。良晴は、五右衛門が清きよ洲す城で石いし川かわ一かず宗むねとすり替かわって京の茶ちや屋や屋や敷しきに入ったことを知らない。

「……なすべきことは、すべて、なした……姉さん……俺にはもう、なにもできない。信奈も。十兵衛ちゃんも。小早川さんも。鹿之助も。武田四天王も……勝かつ千ち代よちゃんも……俺は結局、誰だれも救えなかったんじゃないか、そんな『結末』をただこうして待つことが、怖こわい。俺は、英えい雄ゆうなんかじゃない。やっぱり、ただの平へい凡ぼんな高校生だった……どうして俺なんかがこの戦国時代に召しよう喚かんされたのか、わからない……わからなくなった……」

　尾張に召喚されて以来、ずっと戦ってきた。ついに持ち時間いっぱいまで抗あらがい続けてその全力を使い果たし、傷つき折れかけた良晴の心を包み込むように。

　相良義陽が、良晴の背中からそっと腕うでを回していた。

「良晴。お前は一人ではない。私が、いる。たとえお前が『歴史』を変えられなかったのだとしても、お前は少なくともこの私の『運命』を確実に変えて、私の魂たましいを救ってくれた。だから、今こ宵よいは私がお前とともに苦しみ、ともに泣こう。夜が明けるまで、こうしていよう。なんでも、私に話せ。未来から来たお前がなにを知り、なにを変えようとしてきたのか。これまで、なにをなしてきたのかを」

「……救った？　俺が姉さんを生かした代わりに、徳とく千ち代よが死ぬのかもしれない。一人を救えば、一人をこぼす。俺の行動は結局、その繰り返しだったんだ。俺が『歴史』を改変してきたすべてのツケが今、これから……！」

「ふふ。宗そう運うんおじさまが徳千代を殺すはずがない。だいじょうぶだ良晴。夜が明けるまで、あと半刻ほどかな。今だけは、私に甘えていいのだぞ。なにもかも、私と分かち合おう。お前の夢も。苦しみも。喜びも。悲しみも。なにもかもを吐はき出せ、良晴。私は、絶対にお前に失望しない。お前が何者であろうとも。お前が挫ざ折せつしようとも。お前がたとえ戦国時代から逃にげだしたとしても。それでも、私はお前の味方だ──夜が明けるまでの時間を、一いつ緒しよに、耐たえよう」

　良晴は、義陽にすべてを語った。本来の「戦国時代」がどのような結末を辿たどるのかを。本ほん能のう寺じの変。明智光秀の謀反。織田信のぶ長ながの死。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの天下統一。関ヶ原の合戦。徳川幕府の成立。長い長い鎖さ国こく。平和と引き換かえの停てい滞たい。そして幕末の開国維い新しん。良晴には、徳川幕府から良晴自身が生きる現代日本へと繫つながる本来の「歴史」をなかったことにするつもりもなければ、否定するつもりもなかった。ただ、織田信奈という少女に恋こいをして、彼女を「運命」から救いたいと、そう願った。だから、良晴は戦国時代の人間として生きることを決意し、そして生きた。五右衛門との出会い。木きの下した藤とう吉きち郎ろうとの入れ替わり。墨俣の一いち夜や城じよう。邪じや気き眼がん竜りゆう政まさ宗むねの命名。光秀とのたこ焼き対決。金かねヶが崎さき。戦場のクリスマス。天あまの岩いわ戸と。毛利家での小早川隆景との恋。上杉謙信との安あ土づち城巡り。良晴にとっての運命の地・九州での、数々の姫武将たちとの出会い──そして、ガスパールから告げられた「二周目」の運命。ガスパールがほんとうに「二周目」の良晴なのかどうかはまだ確定していないが、もしも良晴が「失敗」すればヤスケが良晴を力ずくで天岩戸へと連れて行って「二周目」へと突入させるだろう。その場合、良晴は何度人生を繰り返しても「古今伝授」を手にしている細川藤孝に勝てず、信奈を救えないという無限循じゆん環かんに陥おちいるだろう。だからこそ、失敗しても決して「二周目」に入るつもりはない。暗黒寺恵瓊が毛利家で開かい陳ちんした「相良良晴を天下人に」という折せつ衷ちゆう案とも呼べる「解決策」にも乗るつもりがない。もしも良晴が恵瓊の提案を吞のめば、小早川隆景は東軍を「裏切る」ことになる。その瞬しゆん間かんに、隆景の「運命」が確定してしまうからだ。

「やはり英雄譚たんだな。まるで、日やま本とた武けるの尊みことだ。たしか日本武尊は、伊吹山の神に敗れて死んだのだな……お前が伊吹山の麓ふもとの関ヶ原でこうして追い詰められたのも、あるいは」

　義陽は良晴が語り続ける間、良晴の頭をそっと撫なでながら静かに微笑ほほえんでいた。

「……姉さん。思えば、大友宗麟に『なぜ私ではなく織田信奈の前に現れたの』と牟む志し賀かで問いかけられた時から、俺は揺ゆらいでいた。俺の身体からだは、ひとつ。俺が生きられる世界も、ひとつ。もしも戦乱の世に生まれた姫武将を『運命』から救うために『恋れん愛あい』が必要だとしても、俺には信奈以外の女の子と結ばれる道はない。事実、記き憶おく喪そう失しつだった頃ころに俺と恋愛関係になった小早川さんは今……」

「それは違うぞ。宗麟はお前との出会いによって救われたし、明智光秀の『運命』も変わったではないか。たとえ現実に『恋』が成じよう就じゆしなくとも、お前のその『心』が、『想おもい』が伝われば、姫武将は救われる。恋愛が成就しなかったから救われない、などということはない。戦国の世を生きる姫武将たちはそれほど弱くない。お前が彼女たちの心を癒いやす力は、『結果』ではなく、『過程』から生じるものだ」

「……そうか。結果ではなく、過程。そうかもしれないな……」

「たとえこの世界がひとつの『結果』に収束していく力を持っているのだとしても、世界を構成している私たち人間には個々の意思がある。だから、『未来』はなにも確定していない。お前が知っている『歴史』通りの『結果』に収束する確率が『高い』というだけのことだ。良晴。お前は今まで、彼女たちの『運命』を変えるために無数の『過程』を辿ってきた。いくつもの、いくつもの可能性を拾い上げてきた。たしかに状じよう況きようは最終局面まで進んでいる。今のお前にはもう、できることはほとんどないかもしれない。待つことしかできないかもしれない」

「……ここに至って、俺の最後の希望は、人ひと頼だのみだ」

「違う。お前が救おうとしてきた人々、お前が守ろうとしてきた人々は、木で偶く人形ではない。『人間』なのだ。これまでお前はずっと、すべての実を拾うためにいくつもの『運命』と戦ってきた。本来は理解し合うことなくすれ違うはずだった多くの人々の縁えんを紡つむいできた。たくさんの種を、蒔まいてきた。まもなくそれらの『結果』が出る。お前に救われた宗麟と義よし弘ひろが、お前と織田信奈を救うために本州へと来たように──黒田官兵衛と立花宗茂は、きっと間に合う。お前が蒔いた種が、実る。一人では無理でも。お前はお前が救おうとあがいてきた姫武将たちとともに、『運命』を切り開ける。待つことを恐おそれるなとは言わない。それは戦うことよりもずっと辛つらい。だが私は、お前が報むくわれると信じている」

「……報われるために、戦ってきたんじゃない。俺は俺のために、俺の我が儘ままのために、俺の心のままに生きてきただけさ」

「ならばこう言おう。お前は、『運命』に勝つ。そう、信じている」

「勝てなければ？」

「ふふ。勝てなくとも、私は最後まで、お前の味方だ。相良家のご先祖さまなのだからな。世界がお前を裏切ろうとも、私は絶対に、お前を見放さない。最後まで、お前とともにいる。お前は、私にだけは我が儘を言っていい。だから今は、少しだけ眠ねむれ。眠れば、肝きもも据すわる。私が膝ひざを貸してやる」

「それじゃあ……最後まで一緒にいてくれるという、その約束は必ず守ってくれよ、姉さん」

　うむ、私は約束を守る、八やつ代しろの神社に起き請しよう文もんを捧ささげてもいいぞ、と笑う義陽に頭を撫でられた時、良晴の惑まどっていた心は、噓うそのように鎮しずまっていた。

「もうじき太陽が昇る。昇れば、戦いくさがはじまる。すぐに、起こしてくれ」

　良晴は、義陽の膝ひざ枕まくらの上で、瞬時に眠りに落ちていた。




　だいじょうぶだ、良晴。おそらく私が、お前の「運命」を覆くつがえすための最後の「切り札」だ。私にはわかる。理り屈くつではない。ただ、わかるのだ……。私とお前とは、どこかで繫がっている。見えない糸のようなもので。それが私とお前の「運命」だ。

　恐れなくてもいい。

　お前は、一人ではない。

　義陽は寝ね息いきを立てている良晴の髪かみを指で撫でつけながら、目を細めてそっと囁ささやいていた。




　　　　※




　武田信玄は、病びよう軀くを押して関ヶ原へと強行。東山道を直進して、南宮山系の西の端はしに位置する桃配山に「武田本ほん陣じん」を置いていた。信玄率いる武田本隊の兵力は二万。

　桃配山の西に位置する十つ九づ女ら池には、世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうと本多正信が率いる徳川本隊五千を配した。戦せん闘とう中に信玄の病状が悪化して指揮を執とれなくなる可能性もあった。その時のための「第二の本陣」である。

　東山道・伊勢街かい道どう・北ほつ国こく街道が交こう叉さする関ヶ原の十字路には武田四天王、真田の「双ふた子ご」、藤堂高虎、井い伊い直なお虎とら、本多忠ただ勝かつら武田と徳川の重臣たちの部隊をずらりと並べ、松尾山の小早川・宇喜多と連れん携けいして「鶴かく翼よく」の形で西軍陣営を包囲した。

　ところが、北の菩提山から突然現れた西軍方の伏ふく兵へいたちが「中入り」を強行し、東山道の東の入り口を封ふう鎖さしてしまった──。

　北陸に居ながらにして、竹中半兵衛が奇き術じゆつのような策を用いて武田信玄を見事に「塡はめた」のだ。

　これで、岐阜城への退路は事実上断たたれた。

　いくら夜よ霧ぎりの中の強行軍だったとはいえ、真田忍にん群ぐんさえ連れてきていれば、事前にこの「中入り」の策を察知し潰つぶすこともできた。しかし伊だ達て政宗は必ず東山道を突つき進んで美濃へ出てくる。以前にもいちど、岐阜城まで進んだところで伊達政宗に背後を突かれて上じよう洛らくを阻そ止しされた。真田を伊達にぶつける以外に、伊達を止める方法はなかったのだ。人材はいくら集めても足りず、いくら育成しても足りない。人間は時とともに老い、あるいは戦に敗れて、欠けていくのだ。山やま本もと勘かん助すけも。武田信のぶ繁しげも。武田義信も。もう、信玄のもとにはいない。みんな、死んだ。

「……菩提山は竹中半兵衛の本城にして故郷の地。南宮山に毛利が陣取っていれば、東山道は確保できると思い込んでいた。あたしとしたことが、行軍を焦あせっていたか。なにがなんでも関ヶ原で決着をつけるという織田信奈の強きよう靭じんな意志に、この武田信玄が引きずられている……？」

　熱が、思考を濁にごらせているのかもしれない。だが、早々に東山道の入り口を封鎖されて関ヶ原入りが遅おくれるよりは、よかった。信玄にとってこの戦は、自分自身の命に残された「時間」との戦いなのだ。

　南宮山の暗黒寺恵瓊の陣から戻もどって来た本多正信が、

「なぜ織田軍と相良軍を素す通どおりさせたのか、恵瓊を詰きつ問もんして参りました。しかしながら、くらげのように骨がなくつかみ所のない者で、毛利方の真意を推おし量ることはできませんでした」

　と信玄のもとに立ち寄って静かな声で告げた。

「毛利が織田方に寝返り、菩提山の伏兵と連携していた可能性は？」

「はぁい。それはありませんでした。吉川元春の戦意は高いようです。竹中半兵衛に不覚を取った、武田信玄どのに詫わびてくれ、と伝言を預かりました。東山道へ出るか伊勢街道へ出るかを見定め、必ずや東軍に勝機をもたらしてこの失点は取り返すと。ですが」

「が？」

「毛利陣営は確実に、なにかを隠かくしております。毛利は東軍に参加しているとはいえ、元来自ら天下を盗とる野望はなく、『天下人を見定める役目』を己おのれに課している家。とりわけ、この合戦の勝敗を決することのできる最重要地・松尾山に陣取る小早川隆景はそうです……津田信澄どのを信玄さまが斬きったことに毛利両りよう川せんは戸惑い、信玄さまを天下人として推してよいものかどうかで家中の意見が乱れているのではないかと」

「その足並みの乱れが、織田・相良軍を無傷で通過させるという不測の事態を招いたか」

　真田忍群の主力は信濃しなので伊達を防いでいる。服部はつとり党を動かして両川の動きを探さぐれ、と信玄は本多正信に命じた。だが本多正信いわく、服部半はん蔵ぞうは「黒田官兵衛の動きを摑つかみ報告する」と西へ斥せつ候こうに出たきりいまだに戻っていない。並の忍しのびならば、西軍の「結界」を破って桃配山までは戻ってこられないだろう。しかし服部党随ずい一いちの腕うで利ききである半蔵が戻らないということは、半蔵の身になにかあったのか、あるいは本多正信の指示に反して独断行動を取っているか、だ。

「服部半蔵か。あの者、忍びとしては情に厚すぎる。家康と影かげ武む者しやの入れ替かえに納なつ得とくがいっていない様子だった。臭くさいな」

「……はぁい。おそらくは」

「よい。十九女池へ戻れ。世良田一人では、徳川の軍を束ねて戦うのはきつかろう。お前が軍師として働かねば徳川軍は機能しない──開戦したら、徳川家の諸将を藤堂高虎とともに南天満山の相良陣へ向かわせろ。もし黒田官兵衛が到とう着ちやくするよりも早く南天満山を落とせれば、松尾山の小早川・宇喜多と徳川とで官兵衛の進路を完全に封鎖できる」

「武田騎き馬ば隊と、十九女池の徳川本隊は？」

「思案中だ。できれば官兵衛が到着するよりも早く、武田の全力で笹尾山の織田信奈本陣を落としたい。北天満山の惟これ任とう日ひゆう向が──明智光秀が、織田信奈と相良良晴、いずれの『壁かべ』として働くのかが鍵かぎになる。虎の子の明智軍をわざわざ二手に割ってくれれば、織田と相良、いずれも倒たおせる。二つの実を拾いにいけば、惟任日向はいずれの実をも失う。が、光秀ほどの者がそのような愚ぐは犯おかすまい……」

　そこまで語り終えたところで、咳せきが止まらなくなった。身体が熱い。身体からわが命が流れ出ているのだ、と信玄は思った。

　本多正信は「まもなく夜が明けます。霧が晴れれば、徳川軍は死力を尽つくして戦います。ですが、竹中半兵衛の『中入り』に毛利両川の不ふ穏おんな動きと、『流れ』はどうやら西軍へと向かっているようです。どうか、『運命』に抗あらがってくださいませ──御お屋や形かたさま」と痛ましげに告げると、闇やみの彼方かなたへと姿を消した。徳川家康の影武者としてこの天下分け目の決戦に参戦している世良田二郎三郎は、今夜は眠れないだろう。あらゆる面で、正信の助けが必要だ。

　再び、信玄は一人きりとなった。

　信玄は元来、内省的な性格だ。誰だれかが隣となりにいてくれないと、考え込み、悩なやむ。

　かつて軍師・山本勘助が。妹の武田信繁が。陣中で震ふるえていた信玄を隣で支えてくれていた時から、そうだった。

　北陸で竹中半兵衛たち織田北陸方面軍と対たい峙じしている上杉謙信は、おそらく関ヶ原には間に合わない。丹たん後ごで籠ろう城じようしている細川藤孝と足あし利かが義よし輝てるに、半兵衛は一万を超こえる大軍を割さいている。それでも、謙信は半兵衛が守る越前を抜ぬかないのではないか。信玄が津田信澄を斬ったことに、潔けつ癖ぺきな毛利両川は激しく動どう揺ようし、内通を疑われても仕方がない不ふ審しんな行動に出ている。律りち儀ぎな毛利ですら、そうなのだ。「義将」上杉謙信があたしの「非道」を知れば、関ヶ原であたしと共闘するという意欲を失うだろう。この合戦に、意義を見失うだろう。

　ならば、他ほかの将には無理でも、竹中半兵衛は謙信の南下を防ぎきるのではないか。この武田信玄の裏をかいて、自らの姿を北陸へと消したまま、いったん消しよう滅めつした部隊を次々と手品のように東山道へと並べてみせたほどの天才軍師なのだ。はじめて竹中半兵衛と会ったのは、「クリスマス停戦」の交こう渉しようの時だったろうか。なぜかあの時、半兵衛はあたしが自分を天ぷらにするつもりだと思い込んでいて、ずっと涙なみだぐんで震えていた。かつて、あたしが「勝千代」と呼ばれていた気弱な少女時代を、思いだした。気が弱く泣き虫で、他人に責められることを極度に恐れている。しかしそれ以上に、自分自身が隠している才覚を発揮して世に出ることを、恐れている。半兵衛は、明らかに生まれつき身体からだが弱い。病を抱かかえているのだろう。「夢」に手を伸のばして、そして、手が届く寸前で己の命が散っていくことを、半兵衛はなによりも恐れていた。どうせ自分は長くは生きられない。「志」は、遂とげられない。ならば、あがけばあがくほどに、「夢破れた」という悲しみが増していくばかりなのだから……。

「その半兵衛が、相良良晴と出会って、変わった。『運命』に抗う姫ひめ武将に、戦う軍師になった。あたしが山本勘助と出会って、変わったのと同じに……勘助よ。お前とは、ともに同じ夢を見てともに生きた。一人では夢を見る勇気すらなかったあたしを、お前がここまで導いてくれた……『風林火山』の軍旗も。戦国最強の武田騎馬隊も。四天王たちも。みな、お前が残してくれた武田の財産。あたしにはもう時間がない。だからといって、四天王たちをここで使い潰し死なせていくわけには」

　しかし、持久策はとれない。

　第一に、東山道の退路を塞ふさがれた。

　第二に、信玄自身の「命」が、尽きつつある。

　第三に、なによりも黒田官兵衛の関ヶ原入りを待っていては、兵数で圧あつ倒とうしているこの戦せん況きようが一変する。西軍と東軍の兵力が、互ご角かくとなる。

　第四に、「津田信澄を信玄が斬った」という一事が、東軍諸将を激しく動揺させている。すでに毛利家の動向が不ふ明めい瞭りようとなっており、上杉謙信の関ヶ原南下もまた、謙信の今までの義将としての清せい廉れんな生き方から考えて、計算のうちに入れられない。謙信は信玄の行いに失望し、戦そのものをやめてしまうかもしれない。そういう姫武将なのだ。

　なにもかもが、まもなく訪おとずれる夜明けとともに開戦し、総力戦で西軍陣地を踏ふみ潰す「即そく断だん速戦」を選ばざるを得ない方向へと進んでいる──。

　孤こ独どくだった。

　武田は「天下最強」まであと一歩というところまで来ている。この戦いくさに勝てば、信玄の「夢」は叶かなう。

　しかし、気がつけばもう、あたしの隣には、誰もいない。

　だが──。

「……馬場美濃、御屋形さまに申し上げたき議、あり」

「『赤備え』を率いる四天王最強・山県昌景も、来たわ。印イン度ドの茶を持参したわ」

「武田の副将・内藤修しゆ理りもおります！　忘れないでくださーい！」

「御屋形さまの夜の抱だき枕まくら！　高坂弾正が、参りましたぁ～！」

「「……真田の『双子』、推参……」」

　そんな信玄のもとに、開戦目前だというのに、武田四天王が。そして真田の「双子」が。

　次々と、押しかけてきた。

「お、お前たち。前線に戻れ。もうすぐ、戦いがはじまるというのに」

「そうはいきません！　この高坂弾正、相良良晴どのから伝言をいただきました！」

「相良良晴？　岐阜で津田信澄を斬った件を咎とがめてきたか？　なぜ、あたしではなく高坂弾正に？」

「いえっ！　そのことについてもきっと、相良どのは御屋形さまに問いたいことがあるでしょう。ですがこたびの伝言は、その件ではなく……」

　決して御屋形さまには明かすなと色黒の忍びさんから念押しされましたが、四天王と「双子」とで相談した結果、これほどの「大事」となればやはり御屋形さまにお伝えすべしと全員一いつ致ちで決定しました、と高坂弾正は告げていた。

「大事？」

「予言です。相良どのは未来人です。この関ヶ原でまもなく成じよう就じゆする姫武将たちの『運命』を悟さとられたようです。相良どのは、われら武田の姫武将たちの『天運』を、変えるために──」

「恩おん讐しゆうも、敵味方の垣かき根ねも越えて……あれほど織田信奈を恋こい人びととして愛していながら、それでもなお、あの男はわれらに『未来』を教えてくれたのだわ」

「……他ならぬ津田信澄どのを斬った武田を。われらを。相良どのは心の底から……案じておられる……」

「この武田の副将・内藤修理ではなく高坂弾正に言葉を伝えた理由は、聞けば納得いただけます」

　いや。単に内藤の存在を忘れていたのではないか？　いつものように？　と信玄はふと思ったが、四天王の表情がいつもと違ちがっていた。信玄の「余命」がもうないことを曲ま直な瀬せベルショールが告げた時以上に、悲ひ愴そうなものとなっていた。みな、もう泣いている。まだ「予言」を明かしてもいないのに、感かん極きわまったかのように泣いている。

「かつて小田原城で相良良晴と出会った時に、薄うす々うす察してはいたのだわ。けれども」

「こうも具体的に告げられると、やっぱり、きついものですね！　逃にげたいところですが、どうかお聞きください、御屋形さま！」

「相良良晴いわく、『笹尾山に突とつ撃げきすれば武田家の命運は尽きる。武田四天王のうち高坂弾正を除く三人が。そして真田の〝双ふた子ご〟が。そして彼女たちに付き従う兵のほとんどが──みな、死ぬ。そういう〝運命〟なんだ。俺は、信奈を勝たせるために西軍の将として最後まで戦う。だから、今はこれ以上のことは言えない。すべての流れが笹尾山への武田騎馬隊突撃へと向かっているが、考えなおしてほしい。武田を殲せん滅めつすれば信奈もまた、取り返しがつかない傷を負うことになる。いずれが勝つにしても──戦国の世をこの一戦で終わらせる他はないとしても──お互たがいが滅ほろびへと向かう殺さつ戮りく戦とは異なる道を、選んでほしいんだ』」

　内藤昌豊が良晴からの伝言を信玄に伝え終えた時。

　信玄は、良晴の言葉を疑わなかった。策でもなければ噓うそでもない。ただ、自分の心の荒あらぶるままに、織田信奈とともに武田家をも「運命」から救いたいという思いだけで、言葉を紡つむいでいる。織田信奈を勝たせなければならない立場でありながら、信奈の弟を斬った武田家をも、救おうと。あいつはほんとうに途と方ほうもない馬ば鹿かだな、と信玄は思った。

「『天運を動かす者』、か。勘助。動かした結果、織田信奈が敗れればなんとするつもりなのだ。相良良晴は、お前よりも抜けているな。織田信奈の陣じんには武田騎馬隊を殲滅できるだけの数の種子島が待ち構えている。『中入り』は武田騎馬隊をその死地へ突進させるための罠わなだと教えているも同然ではないか。武田家を心配するあまり、武田四天王がその結論にすぐに辿たどり着ける智ち者しや揃ぞろいだということを忘れていたのか？」

　とつぶやき、そして笑おうとした。

　だが、笑えなかった。

　やはり相良良晴は、知っていたのだ。信玄が病に憑つかれてここで死ぬことをではなく、武田家がついに「天下」に届かずに滅び去っていくということを。武田信玄の生しよう涯がいが、血に塗まみれた悲劇的な徒労に終わるということを。父を追放し、妹たちを死なせ、弟を切腹に追い込み、かけがえのない上杉謙信との友情すら手放して、ただひたすらに戦い続けた。最強を目指して。恋にも、落ちなかった。そのような暇ひまは、なかった。家族を持つような資格など、なかった。ただ武田家の当主に相応ふさわしい名将になるために、寝しん食しよくも惜おしんで戦い続けた。川中島の合戦で上杉謙信率いる越軍と堂々と戦い、生き延びた。途方もない犠ぎ牲せいを払はらいながら、ついに川中島を、武田領となした。三み方かたヶが原はらで徳川軍と戦った時には、相良良晴の「言葉」を得て、志半ばで暗殺されるという「運命」をも克こく服ふくした。清洲城を落とし、岐阜城すら攻こう略りやくした。あと一戦。明日、関ヶ原で織田信奈に勝てば──信玄は目指していたその高みに、ついに立てるはずだった。

　四天王たちと真田の「双子」。それが、関ヶ原における勝利との「等価交こう換かん」。余命のない信玄は、たとえ勝っても天下人にはなれない。「天下最強」という称しよう号ごうを得られるだけである。それでも、無理に笑おうとした。しかし、信玄は、泣いていた。自分の死は、もう覚かく悟ごしている。天下人は、徳川家康でよい。しかし、信玄を支え続けてきた子飼いの彼女たち武田姫武将がそのためにことごとく死んでいってもよいのか──。

「……やめるか、この戦。たとえ織田信奈を倒して瀬せ田たに旗を立てても、その時にはもう、お前たちが討うち死にしてしまっているのでは、な……東山道を塞いでいる西軍中入り部隊を全軍で蹴け散ちらして、諏す訪わへ、帰ろうか……四し郎ろう勝かつ頼よりに武田の家か督とくを譲ゆずって、そしてあたしの亡なき骸がらは諏訪の湖へ……禰ね々ねのもとに……もう……誰も……死なせたくない……」

　信玄は、思わずそう漏もらしていた。心優やさしい「勝千代」の表情に、戻もどってしまっていた。しかし、「おそらく諏訪へ戻るまで御屋形さまは生きられない」と馬場信春たち四天王は知っていた。

「逃げてはなりません！　御屋形さま！　逃げても、『運命』は追いかけてきます！　おそらくは今とは違う経けい緯いを辿って、最終的には『武田家滅亡』という同じ結末に！　ですが、だいじょうぶです！　相良どのが知っている『歴史』とは、状況は完全には一致していません！　われら武田四天王と真田の『双子』が、武田の『運命』を切り開きます！」

「ええ、そうよ。武田家の『運命』を変えられる可能性はまだあるのよ、御屋形さま」

「……なぜ相良良晴が、高坂弾正を選んだのかを……考えて、いただきたい」

「相良良晴が知っている『歴史』では、高坂弾正だけは生き延びることになっているのです。『逃げ弾正』という通り名の通りに。ですが、まさか武田家の命運を決する決戦の最中に、高坂弾正が戦場から逃げだすわけがありません。そこで高坂弾正を問いただしたところ、彼女はなんとしても生き延びて武田家の歴史を書き留めるという仕事を己おのれに課しているのだそうです──御屋形さまは決して親不孝者でも冷れい酷こくな野望の武将でもなかった、国を富ませ甲斐に治水を施ほどこし民たみを安んじ家臣を家族として受け入れ、甲斐の人々とともに泣きともに笑ってくださった素す晴ばらしいお方だった。そんな『真の武田信玄の姿』を後世に伝えるために、武田家が斜しや陽ようとなろうとも滅び去ろうとも、最後の最後まで生き延びて必ずやその史書『甲こう陽よう軍ぐん鑑かん』を完成させる。それが高坂弾正の、本来の『運命』──」

　お前たちはなにが言いたいのだ、と信玄は思わず尋たずねていた。

　答えは、わかっている。

　みな、途方もなく馬鹿な姫武将たちだ。

　武田信玄と武田家のためならば、死をも厭いとわない。家も血も関係なく、信玄は彼女たちと「武田家の家族」として、ともに過ごしてきた。年ねん齢れいに違いはあっても、みな、信玄にとっては妹たちのようなものだ。

　だから、わかる。

　相良良晴は、四天王のうちもっとも冷静で、かつ唯ゆい一いつ生き残る可能性がある高坂弾正に「未来」を打ち明けることで、武田家の「破滅の運命」を変えようとした。織田信奈とともに、武田家をも救おうと。武田軍が笹尾山への突撃を思いとどまれば戦況は一時膠こう着ちやくし、黒田官兵衛がついに間に合う。そうなれば武田軍は関ヶ原の強行突破を断念して退くかもしれない。高坂弾正と四天王が、「壊かい滅めつ」の「運命」をあらかじめ知っていれば──その少ない可能性に相良良晴は賭かけた。だが悲しいかな、相良良晴は信玄が死病にかかり余命いくばくもないという秘事を知らないのだ。なぜこれほどに武田軍が決戦を急いでいるのか、なぜ退たい却きやくしようとしないのか、その真の理由を知らないのだ。

　ここに至り、相良良晴の善意は、逆効果となってしまった。

　まさか、「種子島で暗殺される」という「未来」を良晴から教えられたことで「運命」を乗り越こえたはずのあたしが死病に憑かれ、結局その「運命」がまもなく「収束」しようとしているなどとは、良晴は気づけまい。

　誰だれの責任でもない。これが武田家の「運命」なのだ、と信玄は思った。

「この高坂弾正も、四天王の一人として笹尾山の織田陣へと突進します。もう、『甲陽軍鑑』が完成せずとも構いません。『風林火山』の四人が勢揃いすれば、武田家の『天命』を動かせるかもしれません。かつてわれらの師は、軍師さまは、仰おつしやいました。相良良晴こそは『天命を動かす者』だと──未来から来た相良どのには、その力があるのだと。武田家の『天命』を動かすために、その相良どのが『未来』を伝えてくれたのです。おそらく相良どのが知っている『歴史』では実現しなかった、武田四天王『風林火山』の決戦場での揃い踏ぶみ。きっと、変えられます」

　高坂弾正は、自分も内藤たちとともに戦って死ぬ、と言っているのだ。

　武田家が没ぼつ落らくしていく中、高坂だけが生き延びて「甲陽軍鑑」を書き続けるという「未来」は、高坂が関ヶ原で死んだ瞬しゆん間かんに、変わる。

「風林火山」の四天王が、全滅したその時に。

　武田家の「運命」と、四天王の命とは、等価交換できるはずだと。

　そう、言っているのだ。

　内藤も。馬場も。山県も。「双子」も。

　みな、その高坂の提案に、一いち縷るの望みを託たくしたのだ。

　なんという馬鹿なことを。

　九州の修しゆ羅らでもあるまいし、「天命」に抗あらがうために全員で討ち死にするなど、なんの勝算もない。ただの無む駄だ死じにに終わる確率のほうがずっと高い。理もなければ、利もない。ただの馬鹿どもだ、お前たちは山本勘助の弟で子しとして育てられた智将揃いではなかったのか、と信玄は怒ど鳴なりたかった。もしも相良良晴があたしの病を知っていれば、高坂にまた異なる「言葉」を伝えただろうに。いや、あたし自身に「言葉」を伝えてくれたかもしれない──そこまで考えて、そうではない、と気づいた。津田信澄を「斬きった」時点で、あたしは相良良晴との縁えんを自ら断たち切ってしまったのだ。父上を甲斐から追放した時と同じに。そう思うと、信玄の胸のうちに耐たえがたい寂せき寥りようが、襲おそってきた。

「『双子』よ。四天王の無む謀ぼうを、止めなかったのか」

「われらは」

「真田の一族」

「真田は」

「武田とともに」

「それが」

「真田の母、幸ゆき隆たかさまの」

「ご遺志」

　幸隆が死んだのか？　と信玄は声をあげていた。

　第四次川中島の合戦で、「不老の姫ひめ武将」と恐おそれられていた真田幸隆は突とつ如じよ年老い、以後、第一線から引退していた。のみならず幸隆の長女と次女、「双子」の信綱と信輝もまた、体力を消しよう耗もうして最前線から退いていた。軍神・上杉謙信との決戦に、「信濃真田の庄に山の民も忍しのびも農民も等しく暮らせる公く界がいを作る」という夢を賭けた真田一族は持てる力のすべてを振ふり絞しぼり、そして燃え尽つきたのだ。こたびの「双子」の参戦は、引退を飾かざる最後の花道なのである。幸隆も、「双子」も、もう、かつて持っていた異形の「力」を用いることはできない。

「そんな報告をあたしは聞いていない！　上田城で臥ふせっているとしか……」

「聞いては、いない」

「声が、聞こえた」

「「……勘助どの。お互いに、命の限り駆かけ続けた生涯でしたわね。御屋形さまの夢は、次世代の姫たちへと託しましたわ。今、おそばに」」

「双子」が、「幸隆の遺ゆい言ごん」を、信玄へと伝えていた。いかなる術を用いたのか。それとも、術などではなく、幸隆の最後の執しゆう念ねんが言こと霊だまとなって遠く離はなれた「双子」へと届いたのか。

　ただ、幸隆は信玄が「死病」に憑かれたことを知らないままに上田で逝いったのだ。それだけが信玄にとっての救いだった。

「……勘助に続いて、幸隆も逝ったのか……その上、お前たち四天王も『双子』も、織田信奈が途方もない数の種子島を抱かかえて待ち構えている笹尾山の陣へと突進すると言う。まるで、武田家の落日、だな……」

　武田家は滅ほろぼせぬ。武田が滅べば真田の庄もまた消える。幸隆が生涯を賭として築こうとしてきた「山の民も忍びも農民も等しく暮らせる公界」は、ついに日ノ本には根付かずに滅びていくだろう。

　ここで退却することは、許されぬ。

　勘助の夢。幸隆の夢。武田の「天命」。すべてを放ほうりだしてここで逃にげることは、絶対にできない。あたしの命はもう、あたし一人のものではないのだ。父上を追放して武田家の当主となったその時から、あたしは武田勝千代ではなく、「武田信玄」なのだ。

　なにを迷っていたのか。死ぬ前に一目でいいから諏訪の美しい湖を見たい、諏訪湖の畔ほとりで安らかに死んでいきたい、禰々とともに諏訪に眠ねむりたいなどと。なにを考えていたのか。迷うことなど、引き返すことなど、許されていいはずがない。父上を追放した時から、戦いに次ぐ戦いの日々を生きる、修羅の道を生きると決めていたのではないか。後戻りなど、できるはずもない。

　信玄は、断腸の思いで「ならば、戦おう」と決断していた。

　今や、関ヶ原に展開する武田軍の将兵たち全員の命が危あやうい。「運命」は武田家と織田信奈とを共とも倒だおれさせ、徳川家康を天下人に押し上げるという「既き定てい路線」へ収束しようとしている。そんな予感がする。相良良晴の赤心から出た「言葉」もまた、皮肉にもその「収束」のためのひとつの要素として動いている、そう思える。しかし、それでも。

「武田家の『天命』を、変えよう。相良良晴が知っている『歴史』とは異なる『未来』をわれらの手で摑つかみ取ろう──『運命』と、戦おう」

　だが、ただ死なせるためにお前たちをあたら特とつ攻こうさせるつもりはない。勘助の教えにいわく、「兵は詭き道どう也なり」。なんとしても織田信奈の「策」を破り西軍に勝つ。最後の最後まであたしは知謀を用いる。それまでこの身体からだと頭脳を絶対に保もたせる。それぞれの陣じんに戻り下知を待て、と武田信玄は四天王と「双ふた子ご」に告げていた。

　承知いたしました！　と武田の姫武将たちがいっせいに声をあげ、それぞれの陣へと舞まい戻っていった。

　この戦いくさがわが生しよう涯がい最後の戦となる、勘助、幸隆、父上、ご覧あれ。武田信玄は、織田信奈に打ち勝ち「日ノ本最強」の高みに昇のぼりまする、武田家の「天命」を変えてみせまする、と信玄は誓ちかった。もう、迷わない。あとは、この命が保ってくれることを祈いのるばかりだった。気を抜ぬけば、熱があがり、意識が混こん濁だくする。気力を。勇気を。最後の命の輝かがやきを振り絞って、軍配を、手に握にぎっていた。

「織田信奈は、およそ無傷で勝てる相手ではない。あれは桶おけ狭はざ間まで圧あつ倒とう的てきな戦力を誇ほこる今いま川がわ義よし元もとを破り、最強の村むら上かみ水軍を鉄てつ甲こう船で葬ほうむった『破格の天才』。その上、天下と同時に相良良晴との身分違ちがいの恋こいまでをも手にしようとしている。まさしく日ノ本の歴史上、唯一無二と言っていい最強の英えい雄ゆう……おそらくあの者は設楽原ですでに武田騎き馬ば隊殺しの『策』を準備していたのだろう。設楽原での織田信奈の布陣位置を思いだせ。騎馬隊が自在に突進できない『山地』に陣取ることこそが、鍵かぎだ……織田信奈の『策』の正体を摑まねばならない。時間がかかる。ならば……」

　信玄は、気づいてしまった。笹尾山の「死の罠わな」に突とつ撃げきすることなく西軍に勝つ「戦術」を自分も、そして四天王も見落としていたことに。あるいは四天王は、気づいていながら、とても言いだせなかったのかもしれない。

「そうだ。最初に倒すべきは、兵力が手て薄うすな相良良晴ではないか。兵法の常識で考えれば、当然そうなる……なぜ、思いつかなかったのだろう。忘れていたのだろう。あたしとしたことが。ははっ……」

　織田家にこれほどの仕打ちをしたあたしを、それでもなお武田家を救おうと奔ほん走そうしている相良良晴を、倒さねばならないのか。わが人生の最後に、そのような非道の選せん択たくを為なしてよいのか。これがあたしの生涯の「結末」でいいのか。勘助。再び、咳せき込んだ。信玄は、軍配で顔を覆おおい隠かくしていた──。




　　　　※




　十九女池の徳川本陣。

　桃配山の信玄本陣から戻もどってきた本多正信は、（まもなくこの関ヶ原で、壮そう絶ぜつな死し闘とうがはじまるのね。これまでの日ノ本の戦史になかった規模の最終決戦が。いったいどれほどの命が散っていくのかしら……）と震ふるえながら、徳川家康の影かげ武む者しやを務めている世良田二郎三郎のもとに侍はべっていた。

　世良田二郎三郎はもう、生きた心ここ地ちがしない。

　東軍だけで十万を遥はるかに超こえる大軍。西軍方もまた、およそ六万。黒田官兵衛が間に合えば、さらに三万。東西両軍合わせて、この狭せまい関ヶ原の地に二十万もの兵が集結するのだ。これほどの規模の野戦決戦に、桶狭間、姉あね川がわ、三方ヶ原と百ひやく戦せん錬れん磨まの戦歴を誇る「ほんもの」の徳川家康が不在だとは！

「弥や八はち郎ろうさん。とうとう、来るところまで来てしまいましたね。『厭おん離り穢え土ど欣ごん求ぐ浄じよう土ど』と何度唱えても、逃げられない現実が目の前に。霧きりが晴れ、夜が明けるまで、あと一刻もありません。もう、一いつ睡すいもできません」

「それがしも、同じです。このような修羅場で眠れる武将がいるとすれば、相良良晴くらいでしょう」

「ええっ？　あの者は、眠れるのですか。それほどの、大器ですか」

「はぁい。そうでなければ、戦のない未来の世界から流れてきて、これほどの戦歴を積み重ね生き延びてこられるはずもありません。ひとたびは弱音を吐はいて苦しむでしょうが、弱音を吐き終えればすべてを忘れたようにけろりと眠りにつき、そして英雄として目を覚ます男です。相良良晴の真の力は、過去を知っているという情報力ではなく、その無む尽じん蔵ぞうとも言うべき精神力。あの天岩戸は、並の人間には潜くぐれません。精神力が足りねば天岩戸を潜る折に記き憶おくを欠損します。それどころか下手をすれば身体が粉みじんになります。あれを生きて潜れる時点で、破格の精神力を誇る不世出の英雄なのです。当人は少々足りませんから、気づいていないかもしれませんが」

「……それも、松永弾正さんから得た知識でしょうか」

「御ぎよ意い」

「……ですが弥八郎さん。どうしてもわからないことが。あなたは清洲城で服部半蔵の提案を吞のみ、それどころか敢あえて石川一宗さんをほんものの家康さまを匿かくまっている茶屋屋や敷しきへと送られましたね？　あの姉し妹まいの忍びは、どちらも生きていたような気がします。半蔵と蜂はち須す賀か五右衛門は旧知の仲。咄とつ嗟さに、弥八郎さんを騙だまして清洲城からそれぞれ逃げおおせ、しかも片方は家康さまを捜しだすために敢えて弥八郎さんの人ひと質じちになったとしか思えません。なぜ、わざわざ半蔵たちに自分の尻しつ尾ぽを摑ませるような真ま似ねを？」

　そう。

　本多正信は気づいていた。石川一宗と蜂須賀五右衛門が生きていることを。二人がすり替かわっていることを。服部半蔵はなおも「家康奪だつ還かん」をあきらめておらず、咄嗟に五右衛門姉妹との「共闘」を選んだということも。おそらく「五右衛門の死体」は、丹波忍にん術じゆつを用いて仮死状態となった石川一宗だったのだろう。ならば、本多正信はこともあろうに五右衛門をほんものの家康のもとへ敢えて送ったということになる。

「……信玄どのに諭さとされて、目が覚めたのです。この戦はそれがしの戦ではなく、姫の戦。姫ご自身に、選択の機会を……与あたえたかったのです」

「その結果、姫が、徳川家の天下を望まれなければ？」

「……その時は、奸かん臣しんは去りゆくのみです。ですがたとえそうなっても、あなたは姫に生き写しの貴重な影武者ですから安全ですよ。ご心配なく」

　それに、そう容易にあの茶屋屋敷は突破できません。刻限内にあそこから脱だつ出しゆつできないのならば、残念ながら姫にははじめから関ヶ原の合戦に将として参戦する「力」がなかったということ。この弥八郎が徳川に勝利をもたらし、歴史を本来あるべき結末に「収束」させるために参戦しなければならなかったということ……本多正信は、霧がかかった月を、見上げていた。月が、山の彼方かなたへと沈しずもうとしている。まもなくだ。まもなく。

「関ヶ原の合戦」が、はじまる。




　　　　※




　南宮山の東南の片かた隅すみに、栗くり原はら山やまという峰みねがある。

　ここに、西軍から東軍に転じた「長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか」という土と佐さの姫武将が、六千の兵を率いて布陣していた。

　長宗我部元親は異国・土佐の姫ひめ武将とは思えない美少女で、とても槍やりなどは扱あつかえなそうな箱入りのお嬢じようさまだ。最新流行の南なん蛮ばん服を着込んで、細い身体を愛らしく飾り立てている。

　その愛らしさ故ゆえに、通つう称しようは「姫ひめ若わ子こ」。

　関ヶ原決戦においてこの南海の「鬼おに国ぐに」から来た海かい賊ぞく姫大名が大きな役割を果たすことを、四国統一事業の途と中ちゆうで本州の紛ふん争そうにお義理で顔を出した程度に考えていた長宗我部元親当人すら、まだ知らない。




　土佐という国は、内海を通じて畿き内ないや中国地方に面している阿あ波わ・讃さぬ岐き・伊い予よとは異なり、文字通りの絶海の孤こ島とうに近い。隣りん国ごくへ行くことさえ、たいへんな冒ぼう険けんなのだ。だから土佐侍ざむらいは貧しく、その甲かつ冑ちゆうや鎧よろいは一様にみすぼらしい。そもそも長宗我部家臣団の中ちゆう核かくは日ひ頃ごろは田畑を耕して暮らしている「一領具足」と言われる半農の兵士で、農民なのか武士なのかすら定さだかではなかった。土佐では馬すらも、山や羊ぎのように小さい。馬を戦に用いるくらいならば、土と佐さ犬いぬのほうが強いくらいである。

　さすがに水軍の海賊衆は陸の上の面々よりも（海賊行こう為いによって）稼かせいでいるが、彼らの衣服は南蛮船からかっぱらった中古の南蛮水軍服だったり、南蛮商人が輸送していたアフリカ部族の民族衣い装しようだったりする。もはや日ノ本人の姿を留とどめていない。かつて岐阜城で織田信奈が長宗我部家からやって来た使者を出で迎むかえた時には、彼らがあまりにも凄すさまじい格好をしていたので「いやあああっ!?　かぶき者を通り越こして、南海の蛮族だわ!?」と思わず身の危険を感じて逃げようとしたくらいである。

　そんな長宗我部家臣団にとって、美しい姫若子・元親は鬼国・土佐に奇き跡せき的に咲さいた高貴な一輪の花。

　しかしながら、元親は実はそのお上品で大人しそうな容よう貌ぼうからは想像もできない戦の達人だった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつで逃げ足が速く、山でも海でも追っ手を翻ほん弄ろうし、なかなか捕つかまらない。

「いったいなんでわしらは四国を統一せにゃならんのじゃ」「そもそも讃岐や阿波は、土佐とは別天地じゃき。同じ四国ちゅうても、縁えんもゆかりもないぜよ」と首を捻ひねる家臣団を、元親は「四国なんて小さい小さい。われらは四国の外へ、いいえ、いずれは日ノ本の彼方へと船で漕こぎ出していかねばなりませんのよ。四国統一はいわば、世界の長宗我部の拠きよ点てんたる『いつでも帰ってこられる港』造りの事業なの。おわかり？」とけむに巻いて、讃岐、阿波、伊予へと休む暇ひまもなく出兵しまくり、四国を切り取りまくり、ついでに海賊業で軍資金稼ぎと、自由奔ほん放ぽうに生きてきた。

　もともとは土佐の国こく人じん衆しゆうの一人にすぎなかった長宗我部元親は、織田信奈が天てん下か布ふ武ぶを唱えはじめた頃に、信奈とまるで同期したかのように「土佐一国の統一」そして「全四国統一」という一大事業へと乗り出していた。

　土佐の統一はすでに完かん了りようし、今は四国全土の切り取りに邁まい進しんしている。

　阿波・讃岐の三み好よし家勢力はほぼ駆く逐ちくした。かつて畿内で織田信奈と激戦を繰くり広げてきた三好三人衆は、本国の四国へ籠こもって「がはは。いったいなぜ」「山の彼方の土佐から兵が攻せめてくるのか。というか土佐に人間が住んでいたのか」「まるでわけがわからんな」「岩いわ成なりです」と狐きつねにつままれたような気分で長宗我部軍と戦っていたが、元親の「四国統一」に賭かける出で鱈たら目めな野望と情熱の前についに押し切られ、いつしか全員が消息不明となっていた。

　松永弾正、織田信奈、長宗我部元親……さんざん姫武将たちにかき回され続ける武将暮らしに疲つかれ果て、武家をやめて隠いん居きよしたのだとも、織田信奈や長宗我部元親が絶対にやってこなそうな信濃へ落ち延びたのだとも言う。

　残るは三好の残党と、国人衆や海賊衆が乱立している伊予の平定のみ。その伊予平定もおおむねめどがつき、ほぼ四国征せい服ふく事業の終わりが見えてきた──というところで、元親は義姉・斎さい藤とう利とし三みつからの援えん軍ぐん要よう請せいを受けたのだった。

　そもそも元親が遠国の斎藤利三と義姉妹関係を結んだのは、「いずれ本州では織田信奈が出世頭がしらになりそうね」という元親の投機目的の直感故だった。だが、信奈にはきょうだいが少なく、しかも当時の長宗我部家はまだ土佐の一国人で、織田家とは家格が釣つり合わない。そのため、元親は明智光秀の妹をもらい受けることを希望したがそれも折り合わず、結局、光秀の側近・斎藤利三の妹をもらい受けたのだった。

　ともあれ斎藤利三からの援軍要請を受けた長宗我部元親は、六千の土佐兵を引き連れ、「七つ酢漿草かたばみ」と「帆ほ掛かけ船」の軍旗をはためかせた長宗我部水軍の船団で淀よど川がわ口へと押し寄せた。

　先頭には、漆しつ黒こくに染め上げられた旗き艦かんの「大だい黒こく丸まる」。

　だが、実はこの時すでに大坂城は毛利方が押さえていた。そのため、長宗我部元親は成り行きで東軍に属することとなってしまったのだ。

　土佐の蝙こう蝠もりめ決して逃にがさぬ、と小早川隆景が水軍を率いて「毛利の城になっているぜよ」「話が違ちがうきに」と大おお慌あわてで大坂湾わんから逃げようとしていた土佐船団を海上で捕ほ捉そくしたからである。

　小早川隆景は、この長宗我部元親を東軍に取り込むために容よう赦しやなく元親を脅おどした。元親は、きょうだいのうちで誰だれよりも溺でき愛あいしている幼い弟の信のぶ親ちかにひしっと抱だきつきながら、隆景の勧かん誘ゆうを逃のがれて誤ご魔ま化かすべくのらりくらりとかわそうとした──。

「長宗我部元親。今まで、よくも村上武たけ吉よしの舎しや弟ていの名を騙かたって土佐の海で南蛮商船を襲おそうなどと好き勝手な振ふる舞まいを……だが今は貴様と遊んでいる場合ではない。見ての通り大坂はすでに大毛利の大本営となっている。あきらめて東軍につけ」

「ええ～？　なにこの人本気になってるの？　目が笑ってない。イヤですわよわたくしは自由人ですもの、と断れば？」

「今ここで長宗我部水軍と決戦し、貴様が率いるすべての船を沈める」

「小早川隆景？　わたくしとあなたは、海賊衆を率いる姫同士。戦ったこともあれば仲良く商売したことも。お互たがいに、強敵と書いて『とも』と呼ぶ関係でしょう？」

「友達でもなんでもない」

「酷ひどい！　わたくしのほうはちょっとは友情を感じていたのに、酷いですわ！　信親ちゃん？　この女は昔からこういう奴やつでしたのよ、おわかり？」

「今までお前がやってきたことを、胸に手を当てて反はん芻すうしろ」

「それでは。むにむに。あらまあ。『冷血の将』の胸って、けっこう薄うすいですわね……血の巡めぐりが悪いのではなくて？」

「私の胸ではない！　誤魔化すな長宗我部元親！　ただちに選べ。私は今、時間が惜おしい。こんなところでお前にかかずらわっていれば、大魚を逸いつする」

「どこまでも本気みたいだけど、小早川隆景？　十とく種さの神かん宝だからのはらほろひれはれを相良良晴の船に突つき立てるという仕事を請うけてあげましたのに、それって酷くありません？　相良良晴の身体からだをブチ抜ぬかずに船底へはらほろひれはれを命中させるのって、けっこうたいへんだったのに。まったくあの、はらほろひれはれの扱いづらいことといったら」

「『蛇おろ比ちの礼ひれ』だ。蛇比礼投とう擲てきの仕事を果たしてくれれば、一定の期間、お前の伊予切り取りを見過ごしてやる、ということで手は打った。その約束も大毛利は律りち儀ぎに守った」

「ほんっとに、『冷血の将』ですのね。殿との方がたを前にしてもそんな仏ぶつ頂ちよう面づらではいつまでも結けつ婚こんできませんわよ。おわかり？」

「う、うるさい黙だまれ。東軍入りせぬのならば、大坂湾上で念入りに船団を壊かい滅めつさせた上で、織田信奈に証しよう拠この密書を送りつけ、蛇比礼投擲事件の実行犯はお前だと通報してやる。お前は水軍を失い毛利からも織田信奈からも断交され、どちらが本州で勝っても勝者から四国征せい伐ばつ軍を送られる」

「まあまあ。それって脅きよう迫はくですわよ!?　そもそも毛利家は天下を望まず、それが初代より引き継つがれし家訓だったのではありませんでした？」

「……私は父上の遺ゆい言ごんに叛そむいた。われら毛利家は、この決戦に家と一族と家臣団の命運のすべてを賭けている。私は本気だ。長宗我部元親、お前の『本気』はしょせん狭せまい四国で完結する程度のものなのか？」

「そう言われてもわたくしは、四国統一の仕事がまだ終わっていませんし、本州制せい覇はよりももっと大きな『世界の長宗我部』を目指していますし、そもそも相良良晴と恋れん愛あいしていませんもの。あら？　海の上で暮らす箱入り娘むすめって、自由なようで不自由かも」

「うるさい黙れ。茶ちや化かすな。殺すぞ」

「岩場に張り付いたフジツボのごとく頑がん固こなあなたと波間に揺ゆれるカツオノエボシのごとく自由なわたくしとでは、どうも相あい性しようが悪いですわね。いいこと、小早川隆景？　もっと笑え顔がおを。笑えばあなたはとっても愛らしいお嬢さま。相良良晴だってその笑顔さえあれば、織田信奈から奪うばい取れるというのに。おわかり？」

「……元親。お前の引き延ばしの手には乗らぬ。今すぐ返答せよ。東軍入りするか、否いなか」

　元親の弟、純真無む垢くな熱血少年・信親が青ざめていた。ああもう。お姉ちゃんは織田家と同盟していながら、裏で小早川隆景の仕事を請けるなどと、蝙蝠みたいにフラフラしてるからこんなことに！

「お姉ちゃん！　この期ごに及およんで東軍入りだけはダメだよ！　『蝙蝠』確定だよ！　この上は潔いさぎよく小早川軍と一戦に及ぼうよ！」

「ええ、そうね信親ちゃん。乙おと女めならば、危険を顧かえりみず、死ぬとわかっていても行動しなくてはならない時がありますの。負けるとわかっていても戦わなくてはならない時がありますの。おわかり？」

　やった、お姉ちゃんの名言が出た！　その通りだよお姉ちゃん！　さすがだよ！　日頃は蝙蝠を装よそおっていてもまことは土佐の出来人、英えい雄ゆうだねっ！　日ノ本の歴史を回天させる風雲児だね～！　と滅多に見られない姉の真しん剣けんな表情を拝めた信親が感動して涙なみだぐむ。

　が、小早川隆景が「……」と無言のまま元親を冷たい視線で睨にらみつけると、その舌の根も乾かわかぬうちに元親は、

「……でも今は、その時ではありませんわね」

　西軍から東軍へと、所属陣じん営えいを移していたのだった。

　信親が「ちょっと待って、お姉ちゃ～ん!?」と悲鳴をあげたが、元親は「信親ちゃん。愛するあなたを戦いくさで死なせるわけにはいかないの。許して」と顔を覆おおって泣いて誤魔化し、そして小早川隆景に、

「わたくしに仕える海賊たちに大坂の名物を。みな、スルメで飢うえを凌しのいでいまして、お腹なかをすかせていますの。ぜひとも饅まん頭じゆうを」

　と食しよく糧りようを請求していた。小早川隆景は「いらっ」とこめかみの血管を切れさせそうになりながらも、

「たこ焼きならばいくらでもある。さっさと食って上陸しろ。ただちに行軍する」

　と伝えた。

　食糧が尽つきてほんとうに腹を減らしていた海賊どもと、陸戦のために船に乗り込んでいた一領具足の男どもが、いっせいに隆景の周囲に集まってきた。

「小早川のお嬢に感謝するぜよおおお！」

「噂うわさの、たこ焼きぜよおおお！」

「焼きたてのあつあつぜよおお！」

「うまいのう！　生き返ったぜよおお！」

　小早川隆景は、愛あい想そが悪いにもかかわらず、不思議と海かい賊ぞくたちに懐なつかれる性質らしい。

　心を通じ合わせるにはまず、食事から。これで長宗我部と毛利は「盟友」と書いて「とも」ですわ、小早川隆景？　おわかり？　あと、たこ焼きはおかわり！　と元親が隆景に向けて目を「ぱちり」とつむって微笑ほほえんでいると。

「代金を払はらえ。十個あたり一貫かんだ」

　小早川隆景が無表情のまま、元親の袖そでを摑つかんでいた。

「代金なんて小さい小さい。自由の国・土佐には本州で流通させられるような良質の銭ぜにはありませんの。他国との貿易は物ぶつ々ぶつ交こう換かんが基本ですのよ。おわかり？」

「代金を払え」

「……はい」

　長宗我部軍、西軍から東軍へと、成り行きによって所属変へん更こう──。

　毛利軍にとっては幸運以外のなにものでもない。

　もしも長宗我部水軍と大坂湾上で交戦ということになれば、毛利軍の行軍計画は頓とん挫ざしていたはずだった。それを、小早川隆景は「冷血の将」の無表情と強圧的な交こう渉しようで押し切り、移り気でどちらへ転ぶかわからない長宗我部元親を東軍陣営に取り込むことに成功したのだ。




　だが、もとより蝙蝠と呼ばれる元親には旺おう盛せいな戦意はない。もともと西軍に参加するつもりだったし、いずれにせよ本州での決戦に参戦したという既き成せい事実だけを作ってお茶を濁にごす算段だった。勝者から「四国統一のお墨すみ付つき」さえ奪えればいいのだ。

　そこで長宗我部元親は、先着した宇喜多直家が「長宗我部軍、栗原山入り」と虚きよ報ほうを流していると知るや否や、しめしめですわと膝ひざを打ち、「織田信奈は東山道から来るとみせて伊勢街かい道どう側から迂う回かいして関ヶ原入りするかもしれませんわ。わたくし、ひとたび毛利家のために働くとなれば粉ふん骨こつ砕さい身しん、土佐兵一丸となって織田勢を防ぎ止めましょう。おわかり？」と小早川隆景にかけあって、関ヶ原の主戦場から離はなれるであろう僻へき地ちの栗原山にちゃっかり陣取った。隆景は（こやつ、戦う気がないな）とすぐに察知したが、元親に土ど壇たん場ばで西軍に寝ね返がえられるくらいならば主戦場から遠く離れた栗原山でじっとしていてくれたほうが助かる。栗原山への布陣を、許した。

　短気直情で知られる織田信奈が、この大一番で迂回などするはずがない。桶狭間の合戦でも、迂回策を採らずに今川義元の本陣を目指してまっすぐに突とつ進しんした。迂回行軍は、明智光秀や小早川隆景といった考えすぎる智ち将しようの領分である。事実、光秀は琵び琶わ湖こを用い、隆景は大和やまとから鈴すず鹿かと峠うげ越ごえという迂回策を採って、結局関ヶ原一番乗りの名めい誉よは二人の智将の裏をかいた宇喜多直家のものとなった。松尾山を取った宇喜多直家がもしも西軍に寝返れば、毛利は危ないところだったのだ。

　かくして「僻地」の栗原山に入った元親は、どうしても天下分け目の合戦に参戦したい、と退ひかない愛弟の信親を隣となりに従えながら、「わたくしは土佐に居ながらにして織田信奈たち本州諸将の性格を把は握あくしているの。織田信奈は伊勢街道には来ませんわ」と豪ごう語ごし、その通りに信奈は東山道を通った。

　これで、織田信奈との直接交戦という最悪の事態は避さけられた、織田信奈が勝てば「邪じや悪あくな小早川隆景に脅されてやむを得ず東軍に」と明智光秀に取りなしてもらって泣きを入れればいいし、東軍が勝てばその時点で長宗我部軍は官軍。今さら伊勢街道から新手の部隊は来ない。東軍西軍いずれが勝っても長宗我部家は安あん泰たい、と元親は胸を撫なで下ろしていたのだった──。

「信親ちゃん。これでわたくしたちは伊勢街道からまっしぐらに逃にげられるのよ。おわかり？」

「えええ。せっかくの天下分け目の合戦なのに！　どうして蝙こう蝠もりみたいな真ま似ねを。戦おうよ、お姉ちゃん～！」

　その長宗我部元親が「南宮山の北の東山道に、西軍の『中入り』兵が突とつ如じよ押し寄せて東軍の退路を塞ふさいだ」という急報に驚おどろいた時にはもう、関ヶ原に朝日が昇のぼる寸前となっていた。

「東山道を塞がれた、ですって？　これって……もしかして南宮山に登っている吉川元春軍は北の東山道へ出られなくなり、南の伊勢街道へと下りてくるのでは……いけませんわ、そうなれば栗原山に陣取るわれらも激戦に巻き込まれてしまいますわ！　わたくしは平和と自由を愛する姫若子。今すぐ土佐へと逃げましょう、信親ちゃん！」

「この期に及んで夜逃げ？　ダメだよお姉ちゃん！　織田からも毛利からも、蝙蝠として追討されるよ～！　長宗我部軍が関ヶ原決戦の鍵かぎを握にぎったんだよ？　これもきっと、『運命』だよ！　僕は、長宗我部家の名を天下に轟とどろかせるために死力を尽くして戦うよ！」

「ののの信親ちゃん！　あなたって、どうしてそうも純真無垢なの!?」

「お姉ちゃんが箱入り弟として溺でき愛あいしすぎたからじゃないかなあ？」

「あなたは目の中に入れても痛くないほどかわいいけれど、時には鬼おににならなければこの厳しい戦国の世は生き延びられませんのよ、おわかり？　わたくしにだって、『鬼若子』というもうひとつの通り名がありますのよ？　日ひ頃ごろの適当な昼ひる行灯あんどん蝙蝠ぶりは敵味方を片かたっ端ぱしから油断させて騙だますためのお芝しば居いですのよ、おわかり？」

　そんなこと言われてもお姉ちゃんは僕を騙したりしないからなあ、わかんないよ、と信親が唇くちびるを尖とがらせた。わが弟ながら、なんてかわいいのかしら……おねだりされるとどうしても断りきれなくてこの子をこんな本州の戦場に連れてきてしまったのは一生の不覚だわ、と元親は珍めずらしく焦あせった。

「信親ちゃんをこんな危険な大合戦に放ほうり込むくらいならば蝙蝠でけっこう！　わたくしは全身全ぜん霊れい、知力を振ふり絞しぼって戦わずしてこの窮きゆう地ちを凌ぎますわ！　おわかり？」

　もう～。僕はお姉ちゃんから文武両道の英才教育を受けて武力体力知力ぜんぶ鍛きたえられているんだし、討うち死にすると決めつけないでよ～、と信親は相も変わらず弟を溺愛しすぎる姉に困こん惑わくするのだった。

　元親には、あたかも空間へ向けて超ちよう音おん波ぱを発しているかの如ごとき天性の直感力がある。その直感力が、東山道を塞がれたと聞いた瞬しゆん間かんに「信親が危ない」と告げていたのだ。が、元親は不幸にも「古今伝授」に予言されている信親の「未来」を知らない。知れば、たとえ「天下人」から追討を受けることになろうが、ただちに信親の首根っこを摑んで脱だつ兎との如く関ヶ原から逃げだしていただろう。その結果、土佐一国も四国全土もなにもかも失うことになろうとも。

　関ヶ原に待ち構えている「運命」は今、土佐から迷子となって栗原山へと流れ着いてきたかの如き長宗我部元親と信親の姉きよう弟だいをも容よう赦しやなく吞のみ込もうとしていた──。







　巻ノ七　謙けん信しん立つ







　北陸戦線──加か賀がの松まつ任とう城。

　ついに「軍神」上うえ杉すぎ謙信が立ち上がっていた。

「織お田だ信のぶ奈なの弟をその手で刺さし殺すなんて、噓うそだ。違ちがう。信しん玄げんの戦い方ではない。わたしを置いたまま、滅ほろびへと向かうというのか。どうしたのだ、信玄」

　岐ぎ阜ふ城の合戦の結末を直なお江え兼かね続つぐから伝えられた謙信は、手に握っていた青竹を折りながら震ふるえていた。

「信玄の身に、なにかが起きている。川かわ中なか島じまで信のぶ繁しげを失い、駿河するがを奪うばうために義よし信のぶを失った信玄が、織田信奈の弟を自ら望んで斬るなど……あり得ない話だ。信玄は織田軍を相手に徹てつ底てい的な殲せん滅めつ戦をやるつもりだ。織田信奈に『本気』を出させるつもりだ。川中島の愚ぐを、またしても犯おかそうとしている。そんなはずはない。わたしが知っている信玄は……」

　織田信奈の心に消えない傷を刻み込み、憎ぞう悪おと憎悪をぶつけ合う戦をするような者ではない。「野望のためならば手段を選ばぬ悪逆非道の武たけ田だ信玄」像は、彼女と軍師・山やま本もと勘かん助すけとが恨うらみを残さず犠ぎ牲せい者しやを出さない「六分の勝ち」を収めるために諸国を威い圧あつするべく築きあげた虚像だ。彼女は、生まれつき心の優やさしい人だ。甲か斐い武田家の嫡ちやく子しに生まれていなければ、人どころか動物を殺すことすらもできなかっただろう、優しすぎる人なのだ……と謙信はうわごとのようにつぶやき続けていた。

　見かねた直江兼続が、「それでは近衛このえ前さき久ひささまのご意志に叛そむかれて、関せきヶが原はらへ向かいますか」と尋たずねていた。

「兼続。わたしは近衛前久の書状にほだされて、体調が回復してからも加賀に留とどまっていた。だが、誤ったかもしれない。越えち後ごを窺うかがうであろう最も上がみ義よし光あきの動きは？」

「庄しよう内ないへと侵しん攻こうして参りましたが、北ほう条じよう家より義ぎ妹まいとして越後に参られた上杉景かげ虎とらどのが見事に撃げき退たいいたしました」

「山やま形がたへ追い返したか。ならば、問題はない」

「い、いえ。上杉景虎どのは、謙信さまに心服するあまり、上杉の『義』のために最上義光を誅ちゆうすると宣言し、山形城を目指して逆侵攻を続けております。越後へ帰れと命じても聞き入れてくれません。いかがしますか？」

「……それは、困ったものだな……最上義光は、不仲とはいえ梵ぼん天てん丸まるの伯お父じ上うえだぞ」

「『景虎』の名を与あたえたことで、かえって謙信さまの敵と戦わねばならない、と奮い立っております。景虎どのはもともと北条家の軍法を学んでいますから、ひとたび勝ち馬に乗ると手がつけられず」

「……そうか。景虎は、強すぎるのだな。強い上に、純じゆん朴ぼくすぎるのだな。織田と武田に続き、上杉と伊だ達てとの間にまで消えない遺い恨こんを生みだすわけにはいかない。景虎を止めなければ」

「では、加賀から越後へと撤てつ退たいを!?」

「そうではない、兼続。わたしはこれより越軍を率いて越えち前ぜんを抜ぬき、関ヶ原へと進む。そして関ヶ原の合戦に終しゆう止し符ふを打つ。本戦が終結すれば、山形で局地戦を継けい続ぞくする大義名分はなくなり、景虎も撤兵せざるを得なくなるだろう。急ぐぞ、兼続」

「はいっ！　本戦が終われば、景虎どのも撤兵命令に応じましょう」

「丹たん後ごに兵の半分を奪われた竹たけ中なか半はん兵べ衛えと柴しば田た勝かつ家いえと戦うは義にあらず。丹後より丹に羽わ長なが秀ひで軍が戻もどってくるまでは待つつもりだったが……もはや、その余よ裕ゆうはなくなった。北陸道を押し通る。全軍、『毘び』の旗を掲かかげ、これよりただちに手て取どり川がわを渡わたる」

　法ほ螺ら貝がいの音が響ひびき渡り、松任城に詰つめていた越後の男武将たちが続々と謙信のもとへ集まってきた。

「やれやれ。それがしの廏まや橋ばし城は、案の定、伊達政まさ宗むねに空き巣泥どろ棒ぼうされましたぞ。こたびは近江おうみあたりに代わりの城をいただきたいですな。加賀と越前の国境に立つ大だい聖しよう寺じ城あたりが順当かと。さもなくば、割に合いませぬ」

　叛はん服ぷく常つねなく、上杉と北条の間を行ったり来たりしながらも、その裏では両家の義姉妹同盟締てい結けつのために奔ほん走そうしてきた廏橋城代・北きた条じよう高たか広ひろ。

「謙信さま！　ボクを従軍させてくださったこと、感謝感激です！　必ずや謀む反ほん人にんの汚お名めいをそそぎます！　謙信さまのためなら死ねます！」

　下か越えつの揚あが北きた衆しゆう筆頭格、本ほん庄じよう繁しげ長なが。尊敬する謙信に何度も求きゆう婚こんしたがそのたびに「毘び沙しや門もん天てんなので」と袖そでにされ、絶望して下越で謀反を起こし暴れた時期もあったが、その謙信に許されると「南なん蛮ばんの騎き士しは、決して結ばれない関係でありながら貴婦人に忠誠と愛を捧ささげると聞きました！　ボクも謙信さまの騎士となります！」と永遠の忠誠を誓ちかった。

「いや、越後の将どもの顔ぶれを見ると、相変わらず謀反人だらけですな。そんなわれらがひとたび謙信さまのもとで軍を動かせば、日ひノ本もと最強の『懸かかり乱みだれ龍りゆう』と化すとは。まこと、面おも白しろきものですな」

　古参の老将、斎さい藤とう朝とも信のぶ。宇う佐さ美み定さだ満みつ、直江大和やまと、柿かき崎ざき景かげ家いえ、そして長なが尾お政まさ景かげ──きら星の如く輝かがやきながら謙信を支えてきた越後の男武将たちが次々と散っていった中、最後に生き延びた実直な男。

　歴戦の越後武将たちを前に、謙信は寂さみしげにうなずいていた。

「宇佐美も、直江大和も……柿崎景家も……そして、長尾政景も……みな、死んだのだな。わたしの戦いくさは、常にわたし自身が先頭に立ち、将兵を死なせぬという戦だった。川中島でも、名のある越後の将は一人も死なせなかった。だが、それでも人は……死んでいくのだな。『運命』に導かれるように──」

　謙信は、北条高広たちに、切々と語りかけた。

　武田信玄は「義」を忘れた戦を関ヶ原ではじめようとしている。織田信奈もまた武田信玄の挑ちよう戦せんに全力で応じざるを得ないだろう。それが「天てん下か布ふ武ぶ」という志を掲げた者の逃のがれられぬ宿命だ。わたしにはわかる。信玄は滅びる。滅びるために、戦おうとしている。

「織田信奈は、徹底した殲滅戦をやるしかない立場に追い詰められた。相良さがら良よし晴はるが押しとどめてきたはずの第六天魔ま王おうになろうとしている。わたしは織田信奈の友として、『義』と『慈じ悲ひ』をもって彼女の心をも救わねばならない。わたしは、諸君とともに北陸道から関ヶ原へと入り、織田軍に勝ち、武田家の滅亡と織田信奈の魔王化をともに阻そ止しする」

　それでは謙信さまが天下人に!?　と諸将が声をあげたが、謙信は首を横に振っていた。

「いや、天下人の座にはわたしは興味がない。毛もう利り、武田、足あし利かが将軍家、兼続たちが取り決めた結論に従おう。わたしはもう毘沙門天の化け身しんではなく、ただの人間の娘むすめになってしまったが、それでもなお、わたしの心には『義』があり『慈悲』がある。生きる限り、『義』と『慈悲』のために戦うというわたしの志は消えない。これらは、宇佐美定満と直江大和がわたしに教えてくれたものだ。乱世に倦うんだ人の心が生んだ幻まぼろしにすぎぬかもしれない。だが、いずれも守るべきものであり、美しいものだ。乱世を終わらせるために、決して失ってはならないものだ。諸君は毘沙門天ではなく、わたしの志のために戦ってくれるか」

　応！　と越後の諸将がいっせいに声を張り上げていた。

　激情家の本庄繁長などは、

「……謙信さまが、ついに毘沙門堂の扉とびらを開いて地に降りたってくださった……感激です……！　ボクは嬉うれしいです！　あなたのためなら死ねます！」

　と早くも号ごう泣きゆうし、「謙信さまを毘沙門天として崇すう拝はいしていた時よりも面めん倒どうになった、やれやれ」と北条高広に呆あきれられている。

「本庄繁長。だから、戦場で死ぬな、とわたしは言っている」

　最後に──直江大和と宇佐美定満が育成した「姫ひめ宰さい相しよう」直江兼続が、謙信に具申した。

「竹中半兵衛は、世に隠かくれなき天下一軍師。戦国日ノ本が生んだ最高の『智ち者しや』です。そして柴田勝家は、織田家随ずい一いちの武の持ち主。手取川では、謙信さまですら危あやういところまで押し込まれました。あれらの者たちは、越軍が関ヶ原に到とう達たつすればその時点で西軍の敗北が確定すると知っております。全軍玉ぎよく砕さいする覚かく悟ごで謙信さまの前に立ちはだかりましょう。謙信さまといえど、侮あなどれません。ご注意を」

　謙信が、「承知。正面より押し通る」とうなずいていた。

「越軍は、松任城より発たつ。手取川を渡り、すみやかに越前を抜き、まっすぐに北陸道を駆かけて関ヶ原へとなだれ込み、西軍を一いつ掃そうする」

　謙信率いる越軍はこの時、新たに版図に加えた能の登と・加賀で続々と集まってきた兵を加え、総勢二万五千の大軍となっている。

　これに対して北きたノ庄しよう城に籠こもる竹中半兵衛・丹羽長秀・前まえ田だ犬いぬ千ち代よの織田北陸方面軍は、田た辺なべ城に兵を向けたために半減している。わずか一万二千。しかも、半兵衛が謙信の背後の越後で動かした最上義光軍に対して謙信は一兵も割さくことなく、逆に「すみやかに関ヶ原で決着をつける」と決定したのである。




　　　　※




　越前、北ノ庄城。

　岐阜城は落城し、津つ田だ信のぶ澄すみは武田信玄に斬きられた。最上軍は、庄内で上杉軍に敗れ、山形へと敗走したという。そして「越軍、手取川渡と河か」の急報。

「わが策、破れたり」と知った竹中半兵衛は、（まさか!?　信澄さまが、斬られただなんて!?　いったい、なぜ……？　あの慎しん重ちようで六分の勝ちを目指してきた武田信玄さまが、どうして。信玄さまもまた、この関ヶ原の合戦を『戦国日ノ本の最終決戦』と思い定められたということでしょうか？）と蒼そう白はくとなりながら、歯を食いしばってただちに「次の策を！」と小声で叫さけび、織田北陸方面軍の諸将を集めて軍議を開いた。

　想定外ではあったが、この決戦に「想定内」はあり得ないことを半兵衛は知っていた。各陣じん営えいともに、最終決戦に投入するまで隠してきた「切り札」を次々と繰くりだしている。毛利家は、足利義よし輝てると細ほそ川かわ藤ふじ孝たか。武田家は、先の甲斐国主・武田信のぶ虎とらや真さな田だ幸ゆき村むら。徳とく川がわ家は、本ほん多だ正まさ信のぶ。そして上杉家は、北条氏うじ康やすの妹・上杉景虎。

　しかし、竹中半兵衛にも「切り札」はあるのだ。

　一枚目は、吉きつ川かわ元もと春はる軍に撃破された織田方の将兵たちを菩ぼ提だい山やまへ密ひそかに集め、関ヶ原の東の出口を封ふうじるという「中入り」の策である。かねて、武田信玄対策として入念に準備してきた。信玄はいつになく急いでいる。だからこの策は成功するはずだ。

　二枚目が、上杉謙信を北陸で足止めする「策」。毛利両りよう川せんに「天下最強」の名を争ってきた東国の雄ゆう・上杉謙信と武田信玄が関ヶ原で合流を果たせば、黒くろ田だ官かん兵べ衛えが間に合ったとしても西軍は総そう崩くずれとなるだろう。

　なんとしても、謙信を足止めしなければならない。

　だが、謙信を止めるための上策──背後の越後で最上軍を動かす策は破れた。次の切り札をただちに切らねばならない。

「越軍は二万五千、こちらの兵力は半分。しかも種たね子が島しまのほとんどは主戦場の関ヶ原へ。わたしたちの戦局は不利です。皆みなさんに多大な犠ぎ牲せいを強しいる最後の手段となりますが、越軍の関ヶ原入りをなんとしても阻止します！」

「……信澄が……噓うそだろう……ちきしょう……どうしてだよ。どうして松まつ平だいら元もと康やすがいきなり武田方に……軍師どの！　半兵衛！　あたしを囮おとりにでもなんにでも使ってくれ！　あたしはもともと信澄の家老だったんだ。せっかく……せっかく、サルが姫を思いとどまらせて、信澄の命を救ったのに……祝しゆう言げんまであげたのに。三人も、幼い姫を残して……この戦は、信澄の弔とむらい合戦だ！」

　目を真っ赤に腫はれ上がらせた柴田勝家が、犬千代の肩かたを抱だきながら叫んでいた。

「……ういろう大臣に……なるはずだったのに……」

　犬千代も、ういろうが喉のどを通らなくなっていた。ういろうを見るたびに、信奈が「餌えさ」として差し出してくれたういろうを信澄と奪い合った幼き日々を思いだして胸が痛むらしい。

　半兵衛は「はい。ですが、正面から戦って防げる相手ではありません。織田北陸方面軍の三枚目の切り札を用います」と、一人の姫武将を召しよう集しゆうしていた。

「……織田家最後の切り札、前田犬千代……その任務、承うけたまわった」

「あ、いえ。最後の四枚目はまた別に用意してありますし、三枚目は犬千代さんではありません。すみません。佐さつさ々さつささんです」

「……がーん」

「私ですか？　戦はからきし苦手ですが。私の特技は、山登りだけですよ？」

　佐々成なり政まさ。通つう称しよう、内蔵くらの助すけ。

　信奈が率いる那な古ご野やの愚ぐ連れん隊たい（小こ姓しよう）から姫武将となった尾お張わり生え抜きの姫武将。前田犬千代が小姓から抜ばつ擢てきされて「赤あか母ほ衣ろ衆」の筆頭として活かつ躍やくする隣となりで、佐々成政は「赤母衣衆」と対ついをなす「黒くろ母ほ衣ろ衆」の筆頭を務めた。いわば、犬千代とは宿命のライバル。

　しかし、槍やりの名手だった犬千代が戦場で黙もく々もくと武功を重ねたのに対して、佐々成政は自然をこよなく愛するおっとりした姫で、特技は「登山」。槍働きよりも山登りを重ねる日々を過ごしていた。信奈が美み濃のを盗とってからは「美濃周辺の山々を登り尽つくして地図を作成して頂ちよう戴だい」という信奈の命令を受けて登山癖へきにいっそう凝こり、飛ひ驒だや木き曾その山さん岳がく地帯をことごとく踏とう破はするという偉い業ぎようを達成した──そしてその間、ほとんど評定に顔を出さなかった。

　このため、犬千代が出世する一方で、佐々の武将としての出世は遅おくれに遅れた。

　が、それでも佐々は「なぜ登る。そこに山があるから」と、北陸戦線に配備されてからもひたすらに山を登り続けていた。とりわけ、越前・加賀・美濃・飛驒の四ヶ国に跨またがる日ノ本有数の高山で、「百ゆ合りの山」と呼ばれる白はく山さんには「百合を摘つみたいから」と何度も登っている。

「佐々さん。あなたの山登りの技術と経験を生かしていただく時が来ました。かつて川中島で山本勘助さんは、越軍が籠もる妻さい女じよ山さんの背後を別働隊に突つかせる『啄木鳥きつつき』戦術を採用しましたが、謙信さまに見破られました。ですが佐々さんなら、より難易度の高い越山行軍が可能です！　織田軍は山岳戦に不慣れですが、佐々さんが部隊を率いれば、白山を越こえて越軍へ奇き襲しゆうをかけられます！」

「白山ですか？　まだ雪、積もっていますよ？　たしかに私が指揮すれば越山は可能ですが、その途と上じようで兵士がばたばた死ぬかもしれませんよ？」

「……やむを得ません。オルガンティノさんいわく、いにしえの南蛮にはハンニバルさんという名将がいたそうです。ハンニバルさんは強大な羅馬ローマ軍を攻こう略りやくするために、象兵を率いて白山よりも高い壮そう絶ぜつな雪山を踏破したと言います。それは羅馬軍が誰だれも予想だにしていなかった完全な奇襲作戦だったそうです。ハンニバル軍の兵も、この越山によってたくさん倒たおれたと言います。ですが、ハンニバルさんはそこまで織り込んでなお兵を羅馬へ入れたのです──謙信さまは越軍全軍を率いて来るはずです。わたしたち本隊が越軍と接せつ触しよくするより早く、佐々さんは越軍の脇わきに出てください」

「白山を下り、手取川を越えて空っぽになっている松任城を奪え、と？」

「いえ。手取川を越えた越軍は、織田方の加賀における最前線・小こ松まつ城を落とし確保してから越前へ向かうはずです。小松城を無視すれば、越軍は本国・越後への退路を完全に捨てることになりますから。この小松城の東に、浅あさ井い畷なわてという泥どろ田たに囲まれた細い道があります──浅井畷では、大軍は進退できません。佐々さんには浅井畷に先着していただき、小松城へ押し寄せる越軍の脇腹から奇襲してもらいます」

「その間、柴田さまたち本隊は？」

「わたしたちは北陸道をまっすぐに進んで加賀に入り、小松城の後ご詰づめに向かいます。ですが、兵数が不足しています。北陸道という大街かい道どうで越軍と直接激げき突とつすれば敗れるでしょう。佐々さんが浅井畷に先着し越軍を奇襲することが勝つための必ひつ須す条件となります。あまりにも無む謀ぼうな雪山登山行軍。必ずや、謙信さまの裏をかけます。逆に言えば、そこまでしなければ最強の軍神を出し抜ぬくことはできません」

「『啄木鳥』よりも大がかりな戦術ですね、それは。しかも、しくじれば本隊も登山隊もともに全ぜん滅めつですね」

「はい。時間がありません。一人また一人と雪山に兵が倒れていく、辛つらい行軍になります。佐々さんにしか、できません。受けてくださいますね？」

「私しかいませんね。私以外の者が率いれば、登山隊は全滅です。ほいさっさ、と承知するしかないですね。雪山で倒れた兵士さんたちには、私が手ずから百合のお花をお供えして、供く養ようとかしましょう」

「……がーん……がーん……」

　犬千代は（まさかの見せ場を、今までいるのかどうかもわからなかった佐々に盗られた。『ほいさっさ』は黒母衣衆の掛かけ声……赤母衣衆が黒母衣衆に敗れるとは。無念）と崩くずれ落ちていた。

　菩提山に生まれ育った半兵衛は、「登山」もまた軍事技術であり、佐々成政は「ここ一番」で使えると見込んで、織田北陸方面軍に佐々を与よ力りきとして編入させていたのだ。長なが浜はまから伊い吹ぶき山やま、菩提山を経由して関ヶ原へ飛びだせる「中入り」の山道を整備しておいたのも、佐々を北陸に配置しておいたのも、すべては「山」を「奇襲の道」として利用するべき最終局面のためだったのだ。

「信奈さまは琵び琶わ湖この水路や木き津づ川がわ口ぐちでの鉄てつ甲こう船投入で知られる『海の姫武将』。川かわ賊ぞくの川かわ並なみ衆しゆうを率いることから武将としての活躍をはじめ、村むら上かみ水軍で海賊として鍛きたえられてきた良晴さんもまた海や川といった『水の道』を用いることに長たけていますが、織田軍が『山道』を奇襲に活用したことはほとんどありません。それ故ゆえ、関ヶ原では信玄さまの虚きよをついて東とう山さん道どうの退路を塞ふさぐことができるはず。謙信さまが相手でも、ただいちどならば通用するはずです」

「ほいさっさ！　して登山隊には、何人の兵を？」

「六千です。雪の白山越え、しかも通常の速度では間に合わない強行軍です。下山できる者は半数でしょう。わたしと柴田さま、犬千代さんは六千の兵を本隊として率いて北陸道を堂々と行軍し、小松城へと向かいます」

「本隊が六千で、登山隊が六千。無む茶ちやですね」

「登山隊を三千に絞しぼれば、戦場に辿たどり着ける兵は千五百になってしまいます。それでは、足りません。登山中に倒れていく兵の皆さんにとっては、戦場に辿り着けず雪山で倒れることは無念でしょうが……他ほかに、方法が」

「軍師どの。もっともっとたくさんの兵を生かして白山を越えてみせますよ。そう、考え込まれずに。織田北陸方面軍のみな、軍師どのに命を預けて悔くいなし、ですよ。私の登山癖をこんな形で活いかせるなんて思ってもおりませんでした。武士は己おのれを知るもののために死すと申します。お任せください」

「あ、ありがとうございます！　どうか、よろしくお願いします！」

　三倍の速さで、かつ想定の倍の兵数を確保しつつ越山してみせますね。次にお会いする時はあの世か、それとも菩提山か、いずれにしても私の墓ぼ碑ひには『黒百合の姫』と書いておいてくださいと明るく微笑ほほえみながら、佐々成政が半兵衛たちに一礼した。想定の倍の兵数とは、つまり六千。ほとんどの兵を生かしながら越山させる自信が、佐々にはあるらしい。

「私がもしも越山に失敗して白山の露つゆと消えましたら、その時は墓碑は無用。雪の中に一輪の黒百合を供えていただければけっこうです。それでは──ほいさっさ」

　その時は白山に黒く染めたういろうを供えてやる、と犬千代が声をかけ、佐々は「私は食い気より風流。黒百合でけっこうですよ？」と答えていた。

「……これで本隊はわずか六千か。越軍は二万五千。佐々が遅れれば、一いつ瞬しゆんで圧殺されそうだな」

　さしもの勝家も武む者しや震ぶるいしていた。

「浅井畷を戦場とすれば、大軍の利を殺せます。島しま津づ家いえ久ひささんが龍りゆう造ぞう寺じ軍を殲せん滅めつした沖おき田た畷なわてと同じく、周囲を泥田に囲まれた一本道ですから。越軍が小松城を落とす前に佐々さんが雪の白山登山という無謀な行軍を成功させて浅井畷を奪えば、そのまま浅井畷に越軍を引き込めます。そこにわれらが攻せめかかり、挟きよう撃げきします」

「しかしこちらには、虎とらの子の鉄てつ砲ぽう隊はない。手て許もとには数百丁だけだ」

「幸い、越軍も鉄砲は少ないです。ですから主力兵器は互たがいに弓と矢、そしてなによりも武将個人の武勇です。越軍の進撃を塞ぎ止める武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいの如ごとき役目を、柴田さまにやり遂とげていただかねばなりません。殺さつ到とうしてくる越兵を斬きって斬って斬り続けてもらわねばなりません」

「……そのお役目、犬千代が」

「くすん。犬千代さんには、合戦中に柴田さまが倒れた場合の総大将代役をお願いします」

「……がーん」

　佐々に続いて勝家にも敗れた……とさらに落ち込む犬千代の肩を叩たたきながら、勝家が「サルが悲しむだろ、お前は半兵衛を守り抜け。半兵衛が生きてさえいれば、織田北陸方面軍が謙信に敗れても織田家は必ずや巻き返せる。それが犬の役目だ」と励はげました。

「……勝家は……討うち死にするつもり？」

「自分から死にに行くつもりはないさ。だが、稲いの生うの合戦で姫ひめさまに弓をひいて、本来ならばとっくに切腹しているべきだったあたしだ。最後の最後まで姫さまに尽くすまでだ。あたしが倒れたらお前が織田北陸方面軍の大将となれ。姫さまとサルを頼たのむぞ、犬」

「……わかった。勝家が治めるはずだった加賀、能登、越えつ中ちゆうの北陸百万石ごくは、犬千代がぜんぶ受け継つぐ」

　柴田勝家は「天てん下か布ふ武ぶが成ればその冗じよう談だんもほんとうになりそうだな」と苦く笑しようしていた。

「どうやら、あたしにも死に時が来たらしい。先に逝いっちまった信澄も、寂さびしい思いをしているだろうからな……浅井畷であたしの持てる力のすべてを出し切ってやる。姫さまの天下布武が成るか否いなかは、あたしがどれだけ粘ねばれるかにかかっている。来い──上杉謙信！」




　佐々成政率いる雪山登山隊は、白山の難路を踏ふみ越えて浅井畷へ。

　柴田勝家、前田犬千代、竹中半兵衛ら本隊は、北陸道をまっすぐに進んで小松城へ。

　少しでも両軍の歩調が乱れれば、各個撃破されてしまう。阿あ吽うんの呼吸が必要だった。

　佐々が、数刻だけ浅井畷へと先着しなければならない。小松城を包囲攻撃している越軍を奇襲し、浅井畷へと引き込むために。

　しかし。

　柴田勝家と竹中半兵衛は、九く頭ず竜りゆう川がわを越えて小松城へと進軍しているその途中で、佐々成政から予期せぬ報告を受けた。

『佐々隊、ほぼ全員が無事に白山を越えて浅井畷へと到着しました！　ですが、すでに越軍は小松城を無視して九頭竜川方面へと南下中！　上杉謙信には越後への退路を確保するつもりがないようです。寸刻を惜おしんで北陸道を強行軍し、関ヶ原へ入ろうとしています。半刻、遅れました！　これより越軍を追います！』

　半兵衛は驢ろ馬ばのような小さな馬に乗って揺ゆられていたが、この佐々の報告を耳にすると同時に、色を失っていた。

　佐々成政は、雪の白山越えという日ノ本史上初の強行奇襲を成し遂げた。しかし、半兵衛はただひとつだけ、謙信の心の動きを読み切れなかった。謙信は、「武田信玄の死」を予感し、すべてをかなぐり捨てて関ヶ原へと駆かけていたのだ。謙信は、半兵衛が「雪山登山で多くの兵が死ぬ」という犠ぎ牲せいを覚かく悟ごしてまで繰くりだした捨て身の策を破った。しかし、半兵衛を破ったものは知謀ではない。何度も川中島で互いの矜きよう持じをかけて死し闘とうを繰り広げてきた強と敵もだけが感じ取れる、信玄が滅ほろびへと向かっているという予感。空間を超こえて、信玄の「想おもい」が、謙信へと伝わった。二人の間には、愛あい憎ぞうを超えた友情の絆きずなが結ばれている。その絆が、義将・謙信をこのような無謀へと駆り立てている。

　惜しむらくは、半兵衛には「信玄、病篤あつかりき」という東軍最大の機密情報が入っていない。信玄の発病という情報は、武田・徳川方が完全に封ふう殺さつしている。同じ東軍に属する毛利両川すら知らないのだ。それに、半兵衛はかつて信玄に直接会ったことがある。病身で肌はだも青白い半兵衛とは真逆の、健康的な姫武将だった。生命力に満ちていた。その信玄が死病に憑つかれて倒れるなど、半兵衛には予想すらできなかった。

　佐々からの報告を受けたこの時もなお、上杉謙信が小松城を放置して全速で北陸道を南下している理由を、半兵衛の「智ち」は説明できない。

「……柴田さま。申し訳ありません。わたしの『策』が、『戦術』が、生しよう涯がいはじめて完かん璧ぺきに破られました……！　なぜ、上杉謙信さまがこのような異様な戦術を採ったのか、わかりません……！」

　半兵衛は今まで、「人を死なせない軍師」として生きてきた。ただ勝つための軍師ではない。智を磨みがき、戦術戦略を究きわめれば、戦いくさにおける死者を減らすことができる。しかし半兵衛といえども、その己に課した掟おきてを破る大罪を犯おかさねば、越後の軍神には勝てない。だから、心の奥で血の涙なみだを流しながら、佐々隊に白山登山を命じた。佐々は見事に期待以上の働きをした。この越えつ山ざん行軍で命を落とした兵はほぼいないという。それなのに。

　上杉謙信は、およそ「智」や「理」で勝つことのできる相手ではなかったというのだろうか。

「……ごめんなさい……せっかく、十年の命を与あたえられていながら、わたしは……わたしは……」

　すべては織田北陸方面軍総大将であるあたしの責任だ、軍師の責任じゃない！　と、柴田勝家が半兵衛の肩かたを叩いていた。

「半兵衛！　辛いだろうが、今は耐たえろ！　上杉謙信はほんものの軍神だ。毘び沙しや門もん天てん憑つきでなくなっても、その神がかりの強さはなにも変わらない。やはり、あいつは生まれながらの戦の天才だったということだ。かつて川中島で山本勘助は『啄木鳥きつつき』を破られながらも、自ら身を挺ていして武田信玄の命を守り続け、最終的には川中島を武田領となした。まだあたしたちは戦える！　雪山で脱だつ落らくした兵がほぼいないのならば、まだ一万二千の兵が残っている！」

「……柴田さま」

「お前に与えられた十年の命が、無む駄だだったはずがない！　そんなことを口走ったらサルに叱しかられるぞ！　策を二つ破られたなら、三番目の策を繰りだせばいい！　三番目の策も破られれば、四番目の策を！　あたしの命を使え！　あたしの『武』は謙信には及およばない。だが、お前の『智』と組み合わせれば、謙信と戦えるはずだ！」

「はい！　ありがとうございます！」

　歴戦の猛もう将しよう・柴田勝家の「気合い」が、半兵衛の心をかろうじて持ちこたえさせた。

「あたしの命も、サルと姫さまから与えられた命だ。あたしたちがここで折れれば、あの二人の命運は関ヶ原で尽つきる──それに、半兵衛のことだ。丹後へと向かった丹羽長秀を関ヶ原に召しよう喚かんする手もすでに打っているんだろう？　あたしが倒たおれても、長秀が関ヶ原に入れれば、姫さまはまだ戦える！」

「はい、柴田さま。丹羽さまを関ヶ原へ向かわせる策、すでに実行しています。四枚目の切り札を、切りました」

「さすがだな。とはいえ半兵衛。長秀が丹後から離り脱だつできたとしても、謙信が関ヶ原に入ったら万ばん事じ休すだ。大聖寺城に籠ろう城じようし、佐々隊と合流して九頭竜川で越軍を防ぎ止めよう！　九頭竜川を渡わたられれば、もう越前だ。無人の野を行く如く関ヶ原まで一直線だぞ！」

　いいえ、大聖寺城に籠城しても越軍はやはりこれを無視して九頭竜川を渡ります。上杉謙信さまはもう、退路のことを考えていません。なにかに憑かれたかのように関ヶ原へと急いでいます、と半兵衛は答えていた。軍師としての矜持とその知ち謀ぼうを、半兵衛はすでに取り戻もどしている。

「越前の北ノ庄城に籠こもっても同じことに。北陸道で激げき突とつし、一戦して足止めするしかありません！　前から柴田さまが。後ろから佐々さんが。北陸道上で、越軍を挟はさみ撃うちするという形になります！」

「そうか。さすが『今いま孔こう明めい』。兵数は半分に満たないが、野戦に挑いどむか」

「九頭竜川を背にして『背はい水すいの陣じん』を敷しき、越軍を待ち受けましょう。佐々さんが追いつくまで、越軍の猛もう攻こうを耐え抜ぬきます。勝算はほとんどありません。佐々さんが来るまで耐えきれねば、全軍壊かい滅めつします。柴田さまに『立ち往生』していただかねばならないかもしれません……！」

「いきなり『車くる懸まがかり』で来られたら全滅だな。が、やるしかない。柴田勝家、一世一代の見せ場にしてやるさ。あたしが、背水の陣の先頭に立つ。ただ一騎きで、謙信を待ち受ける」

「一騎で!?　謙信さまは奇き策さくを前にしても考え込んで迷う人ではありません。一騎打ちを挑めば、即そく座ざに応じます。それでは……」

「いや。謙信は敵将の命を取ることを躊躇ためらう。毘沙門天が落ちた今なら、間ま違ちがいなく。とはいえ、謙信を相手に前回の一騎打ちと同じ手は通じない。最後には謙信に敗れて倒れるだろうが、佐々が追いつくまでの間はどうにか生き抜いてみせるさ──」

「ですが。なぜ、一騎打ちを？」

「逃にげ場を塞ふさいだ『背水の陣』を敷く以上、総大将が背後に隠かくれていれば全軍の士気にかかわる。知っての通り、織田兵は弱い。尾張人は商人気質だからな。だが、あたし自身が命を賭かけて謙信と堂々と一騎打ちに及べば、士気を維い持じできる。この戦場から逃げようと考える者はいなくなる。それで、織田兵は数以上の力を出せる」

　総大将も軍師もまったく罪深い存在だな、次に生まれてくる時はお互い、恋こいに生きる乙おと女めとして生きてみたいものだな半兵衛、と勝家は破顔していた。このお方が総大将であられる限り、柴田軍の将兵たちは逃げない、戦い続ける、わたしを含ふくめて──竹中半兵衛は、柴田勝家の「将器」の大きさに震えていた。織田信奈さまが柴田さまを筆頭家老に抜ばつ擢てきされた人事は、正しかったのだ、と確信していた。

「あたしがくたばったら、その時は犬千代が総大将を継ぐ予定だったよな？　あいつは槍やりは強いが総大将役は不慣れだから、半兵衛が補ほ佐さしてやってくれ。頼むぞ！」

「犬千代さんもまた、謙信さまとの一騎打ちをはじめたら？　あのお方のまっすぐな性格を考えれば、柴田さまが討うたれれば次は自分が、と名乗りをあげられます」

「うまく言いくるめて止めてくれ。止めきれなかったその時は、佐々が総大将だ。その先はわからない。まぁ、部将が三人も討ち取られれば全軍壊滅しているだろうさ。だが半兵衛、お前は必ずサルの──相良良晴のもとへ生きて合流しろ。あたしが腕うで利ききの旗本衆をつけておいてやる」

「そんな？　柴田さま、わたしは軍師です。すべての将兵の命を賭けて采さい配はいを振ふる者です。そのわたしだけが逃げ延びるわけにはいきません！」

「お前を死なせれば、相良良晴の今までの努力が無駄になってしまう。あいつは、姫武将たちの『運命』を次々と変えてきた。救ってきた。守ってきた。誰だれよりも、竹中半兵衛、お前を……あいつが男として愛した女は姫さまだ。だが、あいつがお前の『運命』を変えるために、どれほど苦闘してきたか、あいつがどれほどお前を人間として尊敬し愛しているか、それくらいは馬ば鹿かなあたしにもわかる。ぶん殴なぐって失神させてでも、必ず落ち延びさせる。いいな！」

　半兵衛はそれ以上の反論をあきらめた。柴田さまを翻ほん意いさせることはできない。しかし、この人とともに最後まで戦いたい、逃げたくない、良晴さんも決してわたしを責めたりはしない──そう、思った。

（謙信さまには渾こん身しんの策を破られましたが、柴田さまの裏をかいて戦場に留とどまるくらいのことは容易たやすいです。すみません、良晴さん。せっかく、十年の命を与えていただいたのに。もう、会えないかもしれません……官兵衛さんを関ヶ原に間に合わせるために、越軍の関ヶ原入りを遅ち延えんさせるために。わたしは。柴田さまとともに、ここで）




　加賀と越前の国境となっている大河・九頭竜川。

　この九頭竜川を背にして、柴田勝家と竹中半兵衛は、背水の陣を敷いた。

　もはや一歩も退くことができない「死地」に、自らの身を置いた。

「懸かかり乱みだれ龍りゆう」と「毘」の軍旗を掲かかげた越軍が、北陸道を突つき進んでくる。

　その兵力、およそ二万五千。

　越軍は、松任城も小松城も捨ててきた。退路などいっさい考えていない。

　いったいなにが謙信をここまで？　半兵衛にも勝家にもそして犬千代にも、わからなかった。謙信には、天下人の座への野望などないのだから。だが、謙信はたしかに、そこにいる。まるで、何者かの「運命」に全力で抗あらがうかのように。

　鬼おにの形相となった柴田勝家自らがただ一騎で先陣を切り、大だい音おん声じようで名乗りをあげていた。

「織田家筆頭家老、織田北陸方面軍総大将、柴田勝家、見参！　上杉謙信！　手取川での一騎打ちの続きだ！　こんどは誰も邪じや魔まをしない！　遠えん慮りよなく来い！」

　しかし、またしても謙信は異常な戦術を採った。

　九頭竜川沿いに布陣する柴田軍六千を迂う回かいし、その存在を完全に無視して、複数の部隊に分散しながら一挙に渡と河かを開始したのだ。

「一騎打ちに、応じない!?　馬鹿な!?　どういうつもりだ上杉謙信？　逃げるというのか？　生涯無敗の軍神が、なぜ九く分ぶ九く厘りん勝ちを収めていながら、目の前の敵から逃げる？」

　柴田勝家が愕がく然ぜんとする中。

　越軍の先せん鋒ぽう隊が、ついに九頭竜川を押し渡った。越軍の将兵たちが続々と越前領内へと踏ふみ入っていた。

　ここに至り竹中半兵衛は、（わたしたちにはわからないなんらかの異常が、関ヶ原に生じている。謙信さまは、理を超えた感覚で、その異常を察知されている）と気づいた。なにが起きているのかまでは、わかるはずもない。しかしただひとつだけ、たしかなことがある。

　上杉謙信率いる越軍が関ヶ原に到とう達たつすれば──西軍は敗れる。

「全軍、陣地を放ほう棄きして九頭竜川を渡河！　越軍を追つい撃げきします！　なんとしても越軍の関ヶ原入りを阻そ止しします！　まだ止められないと決まったわけではありません！　丹羽さまが、間に合ってくれれば……！」

　越軍は必死に追いすがる柴田軍と交戦しながら、なおも北陸道を南下し続ける。圧あつ倒とう的てきに勝まさっているはずの越軍が、柴田勝家率いる織田軍から逃げるかのように全速力で街かい道どうを駆けているという、あり得ない光景が現出していた。しかも、越後へと向かっているのではない。その逆だった。越軍は、関ヶ原へと向かっている。生しよう涯がい無敵無敗の上杉謙信が、完かん膚ぷなきまでに竹中半兵衛の知略を破っていながら、今まさに柴田勝家と竹中半兵衛から逃げている。

　あるいは、信奈さまが「三段撃ち」戦術で武田騎馬隊を壊滅させようとしていることを謙信さまは察知したのかもしれない、と半兵衛は結論した。武田信玄を、救うつもりなのだ。そのためならば、生涯無敗の戦績も軍神の称しよう号ごうもすべてかなぐり捨てるつもりなのだ。

　武田信玄と上杉謙信は、不世出の英えい雄ゆうにして、仇きゆう敵てき同士である。どちらかが生まれてこなければ、どちらかが天下を統一していただろう。二人が川中島で戦い続けていなければ、織田信奈が台頭する機会など、なかった。その謙信が、信玄を救うために生涯初の「敗戦」を自ら選せん択たくし、退路さえ捨てて関ヶ原へと突き進んでいる。常識や理で考えれば、あまりにも異様だった。しかし半兵衛には、謙信の心が、ようやく理解できた気がした。

「今、謙信さまを動かしているものは……おそらく……」




　この時、謙信は胸むな騒さわぎを抑おさえられなくなり、馬上で涙を浮うかべていた。近づけば近づくほど、信玄に危機が迫せまっていることが、より強く感じ取れる。間に合うのだろうか。竹中半兵衛は、また「策」を繰くりだしてくるはずだ。全軍で逃げながら戦場へとひた走るなど、あまりにも無謀だった。越兵たちの気力体力が保もつのだろうか。振り切れるのだろうか。

「武田信玄。織田信奈は、必ず『死の罠わな』を準備して待ち構えている。なぜ決着を急ぐ。なぜ津田信澄を斬きってまで、容よう赦しやのない殲せん滅めつ戦を織田信奈と戦おうとする。逝いくな。わたしを置いて、逝ってはならない。まだ、川中島での決着もついていないのに。そのような我が儘ままを、わたしは許さない……！」




　　　　※




　北陸戦線の「命運」を握にぎる、丹後。

　田辺城に籠城する足利義輝と細川藤孝の兄きよう弟だいを包囲していた丹羽長秀は、完全に攻せめあぐんでいた。わずか五百の小勢が籠もる城である。一万を超こえる長秀軍が力攻めすれば、短期間で落とせるはずだった。しかし血相を変えて丹後まで飛んできた関白・近衛前久が再三再四、

「いかぬでおじゃる。『古こ今きん伝でん授じゆ』を灰にしては、織田家は朝敵となってしまうでおじゃるぞ！」

　と頑がん強きように抗こう議ぎするため、田辺城を落とせぬままに時間だけが過ぎ去りつつあった。

「これでは零れい点てんです。近衛さまのお力で、織田家の朝敵認にん定ていを回かい避ひできませんか」

「関白といえど、公く家げ衆のすべてを押さえつけることはできぬでおじゃる。むしろ『反近衛派』の面々に麻ま呂ろと織田信奈を朝敵認定する口実を与あたえてしまうでおじゃる」

「反近衛派、とは？」

「……武家が分ぶん裂れつして戦っているのと同じに、藤ふじ原わら摂関家もまた、近衛家・九く条じよう家・二に条じよう家・一いち条じよう家・鷹たかつ司かさ家の五家に分かれているでおじゃる。わが近衛家は嫡ちやく流りゆうでおじゃるが、九条・二条・一条の三家はみな『九条派』。さらに、近衛の分家だった鷹司家も近年断絶し、九条派に乗っ取られたのでおじゃる。すなわち近衛家以外の四家はみな『反近衛派』」

「もしや近衛さまは、九条派の公家衆から恨うらみを買われているのですか？」

「……かつて足利義輝が三み好よし三人衆に襲しゆう撃げきされた折、麻呂は仲なか違たがいしていた義兄の義輝を救おうとしなかったでおじゃる。先の関白であった二条家当主の二条晴はる良よしは、その件で麻呂の軽挙を責め、近衛家から関白位を強ごう引いんに奪うばい取ろうとしたでおじゃる。織田信奈が上じよう洛らくし三好を駆く逐ちくし松永弾だん正じようを帰順させた折には、二条晴良は当然、麻呂が都から追放されると期待していたでおじゃる……しかし織田信奈は予想に反して御ご所しよの問題に口を挟むことなく、麻呂は関白位を保持し、今日に至るでおじゃる」

「その、二条晴良どのは今？」

「すでに病で亡なくなったでおじゃる。九条派は、二条晴良の無念を思い麻呂への恨みを募つのらせ、さらに麻呂がかつての政敵だった織田信奈と結びついたことに怒り、いよいよ結束を固めているのでおじゃる」

　御所の人事に武家がみだりに首を突っ込んではならない、余計な誤解と混乱のもととなり、最悪の場合、御所が再び分裂することに。故ゆえに「天てん下か布ふ武ぶ」に邁まい進しんする織田信奈は、京の公家衆に対して適度な距きよ離りを保ち続けてきた。それが仇あだとなった。長秀は（合戦に勝つためには田辺城を一刻も早く落とさねばなりません。ですが攻めれば織田家は朝敵。細川藤孝どのの策略は口くち惜おしいですが満点です……！）と困こん惑わくしていた。

　わずか数日の間に、続々と情勢が変転している。

　長秀は、「信澄どのが岐阜城に散り、半兵衛どのの知略が謙信に破られるとは……このままでは西軍は敗れてしまいます」と嘆たん息そくした。もはや、事態を採点する余よ裕ゆうどころか、信澄の死を悲しんでいる猶ゆう予よすらない。

　ただちに全軍を率いて越前へと舞まい戻もどり半兵衛どのと勝家どのの窮きゆう地ちを救わねば。勝家どのの軍勢は兵力が足りない。越軍に撃破されてしまう。

　しかし、このまま丹後を捨てれば、山さん陰いん道どうの諸国は次々と東軍方に。

（兵力を半分に割って、田辺城包囲組と対越軍組に分かつしか……いえ。東軍方についた国こく人じん衆しゆうが田辺城に加勢すべく続々と迫っています。ここで部隊を割れば、いずれも各個撃破されてしまいます。二つの実を同時に拾う方法は……）

　丹羽長秀はここに、万ばん事じ休した。

　だが──。

　予想もしていなかった「援えん軍ぐん」が、そんな長秀のもとに飛び込んできたのだった。

　三本脚あしの「八や咫た烏がらす」を馬印として掲げた、戦国最強の傭よう兵へい軍団。

　あの雑さい賀か衆が堺さかいを経て長駆、丹後へと進軍してきたのだ。

「お久しぶりやな、採点お姉さん！　うちら雑賀衆、今回は竹中半兵衛はんに銭ぜにで雇やとわれた！　本音を言えば関ヶ原に参戦して信奈はんと対決したかったが、ま、雇われればどこにでも向かうのが傭兵稼か業ぎよう。しゃーない！　田辺城攻め、うちらに任せとき！」

　戦場に「かぶき姿」で現れた雑賀孫まご市いちが、妹の雑賀孫まご六ろくたちを引き連れて長秀の本ほん陣じんへと乗り込んできた。

「孫市どの？　雑賀衆にとって織田家は仇敵ではなかったのですか？」

「雑賀衆は傭兵や。本ほん猫びよう寺じは別として、銭さえ積まれれば、敵も味方もあらへん。陸戦最強は織田か雑賀か、天下に知らしめたかったんやけどなあ。そやけど武田騎き馬ば隊と雑賀の鉄てつ砲ぽう衆が組めば、陸戦最強軍団が完成して、織田信奈がどれほどの新戦術を準備していようが織田軍は瞬しゆん殺さつや。それではつまらん。己おのれの力だけで織田信奈に勝たな、意味がない。そやから東軍方からも莫ばく大だいな銭を積まれたが、半兵衛はんに乗った」

　お姉はほんとうは自分が惚ほれた「天下一の男」相良良晴を討うち取りたくないんだよ！　守りたいんだよ！　と妹の孫六が告げ口したので、孫市は「わわわ。ぺらぺら喋しやべるなや。黙だまってえ！」と慌あわてて妹の口を塞ふさいでいた。

「相良良晴どのをお救いするのでしたら、坂さか本もと城か関ヶ原へ向かえばよろしかったものを。なぜ、遠く離はなれた丹後に？」

「『古今伝授』があんたを邪魔しとるんやろ。あれを燃やす仕事は武家には無理や。もしも公家が邪魔しにきよったら、その時点で時間切れ。半兵衛はんもそのことを危き惧ぐして、田辺城攻めが千日手に塡はまった場合のためにうちを雇って田辺城へと送り込んだ。その上、越軍を南下させる策を謙信はんに破られる可能性まで織り込み済みや。半兵衛はんは、天下一軍師でありながら自分の知力を過信しとらん。二の手、三の手、四の手……とあらゆる可能性を想定して対処してきよる。ちんまいが、たいした軍師どのや」

　幼い子やけど、ずっと「死線」を見つめてきたもののふやな、あれは、と孫市が悲しげに笑った。自分自身の命。人生。夢。希望。それらをすべて「儚はかないもの」として鉤かぎ括かつ弧この中に放ほうり込んでしもうた上で、純じゆん粋すいな「理」で戦略戦術を組み立てる。どれほどの絶望を経れば、あないな軍師になれるんやろなぁ、と。

「ですが。あなた方も武家ではないのですか？」

「うちらは、傭兵部隊やがな。公家でも武家でもあらへん。関係ない。朝敵に認定されようが、『古今伝授』は燃やす。この程度の城なんぞ、速そつ攻こうで落としたる。雇い主の織田家とは関係ない。契けい約やくを無視して、うちが勝手になんやようわからん古本を燃やすまでや。頭に血ぃ上らせてな」

　ですが。「古今伝授」を燃やせばあなたは雑さい賀かの荘しように……いいえ、日ノ本に居場所がなくなってしまうかもしれません、と丹羽長秀は孫市を案じた。が、孫市は「まあ～惚れた殿との方がたのためやし、それに」と最新型の種子島「愛あい山ざん護ご法ほう」の銃じゆう口こうを指でなぞりながら、ぶっきらぼうに答えていた。

「天下が統一されれば、どのみち傭兵の居場所はのうなるやろ。それでええ。みな、百年間もちんまい日ノ本で戦い続けて、ぼちぼち戦いくさに飽あいとる。相良良晴はんとともに、この戦国の世、そろそろ終わらせるべきや」

「朝敵にされてしまえば？」

「朝敵になったら、呂ル宋ソンにでも朝ちよう鮮せんにでも行くわ！　うちらはもともとは海かい賊ぞく衆やで。あっははは！」

　丹羽長秀は「いつかまた、南なん蛮ばん蹴け鞠まり大会を──」と孫市の手を取って何度も礼を述べると、急いで馬に跨またがって「全軍、越前へ！　勝家どのとともに越軍の南下を防ぎ止めます！」と叫さけんでいた。

「私が加われば、越軍と織田北陸方面軍の兵力は、ほぼ互ご角かく。どうか、間に合ってください！　いいえ。絶対に、間に合わせます！」




　田辺城に籠ろう城じようする細川藤孝は、（なぜ雑賀衆が丹後に？）と戸と惑まどっていた。

　丹羽長秀軍が包囲を解いて退たい却きやくしていくと同時に、全員が種子島を構えた雑賀衆がいっせいに田辺城へと猛もう攻こうを加えてきた。織田信奈の仇敵だったはずの雑賀衆が、ここで、この局面で、田辺城に──完全な想定外。「古今伝授」を通じてなまじ「未来」を知っているだけに、予想できなかった。

　華はな々ばなしい討ち死にを求めて日ノ本に戻って来た足利義輝はともかく、細川藤孝にはもとより田辺城を守りきるつもりなどない。一週間から二週間、長秀軍を丹後に足止めできればそれでよいのだ。それで、越軍は関ヶ原へ南下できる。同時に明あけ智ち光みつ秀ひでが、東軍に寝ね返がえって織田信奈を討つ。東軍が、勝つ。後は、明智政権が「歴史」通りに「三日天下」とならぬよう、藤孝と義輝が奔ほん走そうするまでだ。

「史実」では、光秀の突とつ発ぱつ的とも言える謀む反ほんには後ろ盾だてがなく、正当性がなかった。信奈による御所の取り潰つぶしと姫ひ巫み女こ位の簒さん奪だつを恐おそれた公家衆が裏で糸を引いていた可能性もあるが、公家衆は武家に武家をぶつけて倒たおした後は「知らぬ顔」を決め込める連中なのだ。証しよう拠こなど残さない。だからこそ、「本ほん能のう寺じの変」は突発的な形で発生し、光秀は孤こ立りつ無む援えんとなり滅ほろぼされる。「古今伝授」に記されていた「歴史」では、丹後にいた藤孝はこの唐とう突とつな事態に対してどうすることもできなかった。正当性なき謀反を起こして天下を簒奪し孤立無援となった光秀を、見殺しにした。

　しかし、もしも剣けん豪ごう将軍・足利義輝が健在ならば──？

「足利幕府」の復興が、可能ならば──？

　義輝と藤孝の二人が足利幕府復興の中心となって、足利義よし昭あき将軍のもとに明智光秀を執しつ権けんとして迎むかえ、盤ばん石じやくの体制を敷しく。武田信玄は、病でまもなく死ぬ。上杉謙信や小こ早ばや川かわ隆たか景かげにはもとより天下への野心はない。「謀反ではない。そもそも明智光秀の主君は先の正統足利将軍・足利義輝であり、足利を廃はいして今いま川がわ幕府を立てた織田家の追討は足利義輝からの命令であった」と義昭が宣言すれば、光秀の謀反は正当化される。諸将が当然抱いだくであろう「光秀追討」への戦意を抑おさえきれるはずだった。

　それが、「古今伝授」を解読し「未来」を知った藤孝が考えに考え抜ぬいた結果採用した、「足利幕府と明智光秀をともに救う」という「歴史修正策」だった。

　だが、まったく予期せぬ雑賀衆の出現によって、この藤孝の「計画」は根底から覆くつがえった。

　細川藤孝は、（ああ。そうでしたね。相良良晴は「未来人」であり、生まれながらの「日本人」。彼にとっては、この戦国日ノ本に敵はいないのでしたね……十年を超こえるはずの死し屍し累るい々るいの本猫寺合戦を、相良良晴は、最小限の犠ぎ牲せいと最短の時間で終結せしめた。地味ながら、本猫寺合戦の早期終結こそが、相良良晴が成し遂とげた最大の分ぶん岐き点にして、「歴史」の転てん換かん点）と気づいたのだった。

　ならばこそ、雑賀孫市はこの「歴史」の方向を決定づける重大局面で、相良良晴と織田信奈に「加勢」したのだ。それも、朝敵になることを覚かく悟ごの上で。

　そもそも、二手三手四手先までを読んで孫市を動かした軍師・竹中半兵衛は、本来はすでに病を得て死んでいるはずなのである。

　藤孝が日ノ本を離れて雌し伏ふくしている間に──相良良晴が、竹中半兵衛の「運命」を変えたのだ。だから、「今孔明」は生きているのだ。その「今孔明」が、雑賀孫市を動かしたのだ。すべて、繫つながっているのだ。そうとしか、考えられない。

　そう。すべては偶ぐう然ぜんなどではない。なにもかもが、相良良晴が休むことなく戦国日ノ本の世界を生き、戦い、あがいてきた「結果」なのだ。わたくしが田辺城に「古今伝授」を盾にして籠城すれば、関ヶ原の趨すう勢せいは東軍の勝利へと一気に流れる、なぜならばそれが本来の「歴史」だから。わたくしは、そう思い込んでいた。とどのつまり、「予言」に縛しばられていたのはわたくしのほうだったようです、と藤孝は理解した。

「申し訳ありません、殿。わたくしは竹中半兵衛どのに、そして相良良晴に、敗れました。明みんに居ながらにして『歴史』を変えようとした者と、自ら血を流して戦い続けてきた者との差が、最後の最後に出たようです。『古今伝授』を解読することで三好に討ち取られるはずだった殿を救うことができた、その成功体験がわたくしの智ちを縛っていたのです」

「いや、お前は全力を尽つくしてくれた。謝ることはないぞ藤孝！　だが、やはり『未来』は不確定であったな！　だからこそ、人生は面おも白しろい！」

　すでに、二の丸までが落とされた。残るは本丸のみである。その本丸にも、続々と雑賀衆の名だたる撃うち手たちが飛び込んでくる。「種子島は命中精度が低い」、それが数年前までの武士の常識だった。が、雑賀衆は違ちがう。信じがたい命中精度だった。とりわけ、「愛山護法」を操あやつる雑賀孫市。遥はるか遠方から、一いち撃げきで狙ねらった相手を確実に撃ち抜き仕留める。

「うわははは！　藤孝！　孫市は櫓やぐらの上にいるが、わが剣はあそこまでは到とう底てい届かぬぞ！　これでは一騎打ちにならぬな！」

　館やかたに籠こもり、四方から種子島による猛攻を受けながら、剣豪将軍・足利義輝は「こんどというこんどは斬きり死にしてやろうと思っていたが、鉄砲が多すぎる！　剣で弾だん丸がんをどれほど捌さばこうが、捌ききれぬ！　いやはや、余はどうにも時代錯さく誤ごであったわ。剣術家の時代は終わったらしいな、藤孝！」と豪快に笑っていた。

「さしもの余も、鉄砲屋には敵かなわん。籠城戦でなく、野戦であったらな。雑賀孫市に一ひと泡あわ吹ふかせてやれるものを！　どうする！　丹羽長秀を田辺城に足止めするという役目は終えた。いや、終わってしまった。この上は華々しく討ち死にといくか！」

「……ええ。『古今伝授』も、燃やしてしまいましょう。残して逝いけば、わたくし以上に『未来』の予言に惑わされる者も出てきましょう。愚ぐ者しやがこの書に心を奪うばわれれば、日ノ本は今以上に収しゆう拾しゆうのつかぬ大乱となります。これは、解読すべきものではなかったのかもしれません」

　ついに、六畳じよう間の一室に、義輝と藤孝の兄きよう弟だいは追い詰つめられていた。

　館は炎えん上じようをはじめ、そして二人は四方を雑賀衆に包囲されている。

「これまでだな。余と剣で渡わたり合おうとする者はおらぬ。みな、鉄砲使いよ。天下の名剣たちを犠牲にするのは惜おしいが、そろそろ逝くか」

　明智十じゆう兵べ衛えの「未来」を見届けられないことだけが心残りです、われらがここで逝けば「三日天下」の「運命」が成じよう就じゆしてしまう……と細川藤孝は座して黙もく然ねんとしていた。

「十兵衛を『駒こま』として使い捨てると定めて、目標を『足利幕府再興』だけに絞しぼっていれば、あるいは成功したかもしれませんね。二つの実を拾うとは、まことに難しい仕事です。日ノ本から姿を隠かくしながら楽々と拾いきれるものでは、なかったようです」

「ははは。お前にも情があったということよ、藤孝。余はそれが嬉うれしい。だが、余とお前がここで逝けば、明智光秀は──」

「はい。わたくしは、余計なことをしてしまいました。関ヶ原で十兵衛を寝返らせて東軍を勝利させ、新生足利幕府に十兵衛を迎えるという目算は完全に狂くるいました。十兵衛はもはや、謀反人となる『運命』から逃にげられますまい……」

　なんの話や？　明智光秀はんなら、織田信奈と仲良うやっとるで、と紀き州しゆう訛なまりの姫ひめ傭よう兵へいの声が室内に響ひびいてきた。

　雑賀孫市だった。

　愛山護法は、担かついでいない。

　丸まる腰ごしでひょっこりと六畳間に入ってきて、

「もう勝負はついたがな。わざわざ死ぬことはあらへん。坂本城に捕とらわれとる今川義よし元もとはんとの身み柄がら交こう換かんといこか。むろん、雑賀衆がその手間賃、中なか抜ぬきや」

　と、にこにこ笑っている。「剣豪将軍」を前にしても、まるで臆おくするところがない。

「うちを斬ってもええが、しょせんはただの傭兵や。『歴史』にそないな影えい響きようはないで」

「わはは！　剣術屋はすでに戦に敗れた、鉄砲屋よ！　腹いせに好敵手を道連れにするなど、武士の棟とう梁りようだった男のやることではない。それにな、お前のような別べつ嬪ぴんは斬れぬ。余はここで潔いさぎよく切腹する。しかと見ておれ！」

　足利義輝が大笑いし、え？　別嬪？　と孫市がなぜか一歩退ひいていた。

「べべべ別嬪ちゅうのは、剣豪将軍はんの隣となりにおるその姫武将みたいな子のことやろ？」

「……わたくしは男ですよ。お初にお目にかかります、孫市どの。わたくし、細川藤孝です」

「ええええっ？　男おおおおお？　しゅ……衆道……!?　あ、あかん！　心の中で新たな扉とびらが開いたような……!?」

「やめてください！　殿とわたくしとは、兄と弟です！」

「な、なんやて？　兄と弟が、禁断の……!?」

　ですから、違います！　と細川藤孝は何度も弁明しなければならなかった。死は恐れていない。だが、こんな屈くつ辱じよく的な誤解を受けたまま腹を切ることだけは、どうにも無念でならなかった。義輝も「いや待て。その誤解だけは解いておかねば、後世なにを語られることになるか！　わけのわからん御お伽とぎ草子の種にされるのはご免めんだ！」と慌あわてた。

「藤孝！　お前が『歴史』を変えた結果、余の死は英えい雄ゆう的な斬り死にから衆道のもつれで男同士で心中というあり得ぬ結末に書き換かえられてしまったではないかーっ！　さすがの余も、これは耐たえられん！　貴様、なんということをしでかしてくれたのだーっ！」

「……生まれてはじめて、殿に本気で怒おこられていますね」

「怒らいでかああああ！」

　この「衆道関係ではない」と孫市の誤解を解くための作業が、わずかな時間を生んだ。

　その時間が、その男を間に合わせた。

「二人とも、自決は断じてならぬでおじゃーる！　剣豪将軍の討うち死には、日ノ本の武家を恒こう久きゆう的に分断する『遺い恨こん』となるでおじゃる！」

　かつて足利義輝とともに御ご所しよと幕府を復興すべく戦ってきた、近衛前久。

「……近衛か。もはや止めてくれるな。余と藤孝は『歴史』を操作しようとして、しくじったのだ。まもなく明智光秀が織田信奈に謀反する……いや、すでに謀反しているかもしれぬ。その責任は負う。明智光秀と織田信奈が『歴史』から消える以上、余も本来あるべき『歴史』通りに消える時なのだ」

「はい。これ以上『歴史』を混乱させれば、完全に歴史の流れが狂って戦国の世が終わらなくなる恐れがあります。もともと殿とのは二に条じよう御ご所しよで早々に討ち死にし、わたくしは関ヶ原の合戦を戦い終えて隠いん居きよし、その歴史的使命を終えるべき『運命』でした。織田信奈の『運命』を変えるために戦ってきた相良良晴の志も、わたくしの策さく謀ぼうによって潰ついえました。明智十兵衛の命とともに……すべてを、もとの流れに戻もどしましょう。あるべき本来の『歴史』へと」

　まだ言うとる。明智光秀はんは生きとるって！　と孫市が声をあげた。

「関白はん。なんやわからんが、さっきからいまいち話が通じんのや。執しつ拗ように、衆道関係やないと言い張るし……明暮らしが長なごうて、なんや誤解しとるんちゃうか？」

「二人とも、いったいなにを言っているでおじゃるか!?　明智光秀が織田信奈に謀反するなど、あり得ぬでおじゃる！　関ヶ原で合流した相良良晴とともに三人で『桃とう園えん結けつ義ぎ』を行ったそうでおじゃるぞ！」

　なんですって、と細川藤孝は目を見開いていた。

「相良良晴が!?　あの二人と!?　彼は『歴史』を知っているはず！　あの二人の『運命』を。その結末を。にもかかわらず、この土ど壇たん場ばで……それでは、十兵衛はあの『ときはいま』の言こと霊だまの呪じゆ縛ばくから……逃のがれたと、いうのですか？」

「言霊、とな？　なんでおじゃるか？」

「あの三人が織りなす三角関係が、関ヶ原で決定的な亀き裂れつを生み、定められた『運命』が成就する。その、はずでしたが……？」

「ともかく桃園決議は成されたでおじゃる。織田信奈は嫉しつ妬と深ぶかい女によ人にんでおじゃるが、どういうわけか明智光秀だけは別格扱あつかいでおじゃる。下手をすれば、相良良晴の側室に迎えかねぬ勢い」

「ならば『歴史』は──織田信奈と明智十兵衛が共存するという、本来はあり得なかった流れへと──相良良晴はついにあの二人を、あの相あい容いれぬ二つの実を、ともに守ったというのですか。それほどの、男だったとは」

　失しつ恋れんだな。光秀め。お前の求きゆう婚こんを蹴けった上に、相良良晴の側室になりたがっておるとはな。ふられたな藤孝よ。ざまもない、強面こわもて男の悲しみがうぬにもわかったであろう、わはは！　と足利義輝が高笑いし、

「どうやら相良良晴の意地が、うぬの操る言霊の力を押し切ったようだ。われらが自決する必要は、なくなったな」

　と藤孝の肩かたを叩たたいていた。

「……はい。生き延びて、会ってみたいです。織田信奈とそして十兵衛を守りきった、未来人に……いや……もしかしたら……待ってください、殿！　やはりわたくしは、十兵衛を定められていた『運命』へと落としこんでしまったかもしれません！」

「うん？　どういうことだ、藤孝？」

「田辺城が予定より早く陥かん落らくしようとも、越軍の南下はもはや止められません。このままでは東軍が勝ちます。わたくしが正しよう倉そう院いんにあのような細工をしたばかりに……徳川を、東軍へと追いやってしまったばかりに。黒田官兵衛もまた、坂本城の罠わなにかかって間に合いません。結局、『運命』は定められた結末へと収束してしまうのではないでしょうか!?　相良良晴に託たくしていれば救えたはずの十兵衛を、わたくしが」

　関ヶ原で十兵衛と織田信奈が東軍に敗れてともに討ち死にすれば、すべての「辻つじ褄つま」が合ってしまう。わたくしは本多正信を誘ゆう導どうして「未来」を明かすことで、その手助けをしてしまった！　と藤孝は慚ざん愧きに堪たえぬ思いに襲おそわれていた。

「藤孝よ。そちの言葉の意味はよくわからぬが、杞き憂ゆうでおじゃる。まずもって相良良晴は、最後まであきらめずになんとかしてみせる男でおじゃる」

「そや。あの男は、天下一の男や。今まで無数の布石を良晴はんは打ってきた。布石を打っとるという意識もないままに。目の前で苦しんどる姫武将たちを、片かたっ端ぱしから守ろうと戦ってきた。あんたは知ち恵えだけで『歴史』を動かそうとしとったらしいが、相良良晴は全身全ぜん霊れいを賭かけて己おのれの身を張って『歴史』に抗あらがい続けてきたんや。そやから、半兵衛はんはうちを雇やとうことができた。そやから、うちはこの田辺城におる。あんたの顔を見れば、わかる。ぜんぶ、本来ならばあり得へんこと、やったんやろ？　必ず、良晴はんは摑つかみ取る。『未来』を」

　田辺城、開城。

　足利義輝と細川藤孝は全将兵の助命と引き換かえに降こう伏ふくし、そして一時的に二人の身柄は近衛前久預かりとなった。孫市が「あかんあかん。うちが坂本城に連れて行くんや。今川義元と交換や。それで雑賀は濡ぬれ手で粟あわや」と抗こう議ぎしたが、近衛は「えーい海かい賊ぞくめが。ならぬでおじゃる！　西軍が勝つにせよ東軍が勝つにせよ、麻ま呂ろが責任を持って京で二人の命を守るでおじゃる！」と聞かなかった。だがすでに近衛前久には、武家を仕切る意図はない。最終的な二人の処しよ遇ぐうは、関ヶ原で勝利した「天下人」に委ゆだねる、と決めた。近衛前久が捻ひねりだした窮きゆう余よの一策。これで東軍と西軍、いずれが勝とうとも「関白の口くち利きき」で二人を助命できる。

　この時、義輝が畳たたみに刺さしていた天下の名刀の数々と、そして藤孝が所有していた「古今伝授」もまた、近衛前久が預かることとなった。

　関ヶ原の合戦が終結すれば、天下人が定まる。西軍を率いる織田信奈か。あるいは東軍の総大将・武田信玄か。「歴史」通りに、徳川家いえ康やすが覇は者しやとなるのか。それとも予想外の「四番手」か。藤孝にも読めなかった。「運命」が本来あるべき結果に収束するのならば、織田信奈も明智光秀も武田信玄もこの戦いくさで倒たおれ、徳川家康が生き残ることになる。まだ信奈と光秀の「危機」は去っていないのだ。他ほかならぬ藤孝が、織田信奈を関ヶ原で消して明智光秀に天下を盗とらせるために策を重ね、西軍苦戦の状じよう況きようを造り上げてしまったのだから。なんという皮肉か。やはり、織田信奈と明智光秀の「運命」は容易には変えられないのか。自ら関ヶ原に参戦している相良良晴が光秀をなおも捉とらえている「運命」を完全に覆くつがえしてくれることを、祈いのるしかない。

　しかし。

　情に厚い相良良晴は、果たして東軍を倒しきれるだろうか。東軍の姫武将たちをも救おうとするのではないのか。だとすれば、事態はまったく読めなくなる。

（「四番手」が繰くり上がる可能性があるとすれば……まさか……豊とよ臣とみ秀ひで吉よしと入れ替わって戦国時代の人間となった、相良良晴なのでは？　彼自身がその道を望まずとも、「運命」が彼に天下人となることを強制するかもしれない！　関ヶ原での諸将の布ふ陣じん状況を知りたい！　「場」の力が、諸将の「運命」に大きく干かん渉しようする！　ああ。布陣図さえ見ることができれば……！　しかし、東軍方として籠ろう城じようし降伏したわたくしが、今から関ヶ原へと入って西軍方に参加することなど、許されるはずもない）

　近衛さま。「松まつ尾お山やま」に十兵衛は布陣しているのですか、と藤孝は尋たずねていた。

「松尾山とな？　麻呂は戦場を直接見たわけではないでおじゃるが、たしか……松尾山に布陣した武将は、小早川隆景でおじゃる」

「『小早川』!?」

「うむ。かつては相良良晴と恋こい仲なかだった姫でおじゃる。さぞや複雑な思いでおじゃろうのう」

　それでは、「松尾山」が放つ強きよう烈れつな「場」の力は、小早川隆景に……奇くしくも金きん吾ご中ちゆう納な言ごん・小早川秀ひで秋あきの未来の義母となるはずだった、彼女に!?

　偶ぐう然ぜんの符ふ合ごうのはずがない！

「運命」は、「相良良晴」を天下人に──「関ヶ原の合戦」の勝者に選ぼうとしている！　ならば、織田信奈は。明智光秀は。武田信玄は。そして、小早川隆景は。徳川家康すら、どうなってしまうのか、もはやわからない。戦国日ノ本は、「歴史」は、どこへ向かってしまうのだろうか!?

　本来は悪あく魔ま的に怜れい悧りなはずの藤孝の思考はこの時、（この決戦の結末がどうなってしまうのか、わたくしにも読めません）と関ヶ原での姫ひめ武将たちの「運命」に囚とらわれていた。なによりもやはり、十兵衛を案じていたのだ。

　それ故ゆえに──細川藤孝は、近衛前久に降伏の証あかしとして「古今伝授」を手て渡わたしてしまっていた。

「古今伝授」は三さん条じよう西にし家の一子相伝。関ヶ原の合戦が終われば三条西家に必ず返へん却きやくする、という約束とともに。

　それでも藤孝は、わたくしが「古今伝授」を解読したという話はいっさい他言無用、「未来」が漏もれれば歴史の流れは必ず悪あしき方向に狂くるう故、と近衛に念押ししていた。それで、事足りるはずだった。

　しかし藤孝が「古今伝授」を焼き捨てずに近衛に預けたことが、織田信奈たちとそして相良良晴の「運命」を決定的に左右することになる。







　巻ノ八　開戦







　長い夜が、明けようとしている。

　目を覚まし、「運命の日」を迎むかえた相良さがら良よし晴はるの精神は、完全に覚かく醒せいしていた。

　関せきヶが原はらを覆おおい尽つくした霧きりはなおも晴れていない。

　白い。南天てん満ま山やまの丘おかから見下ろす関ヶ原の大地は、天上の世界のようにどこまでも白い。

　敵軍の動きも、自軍の動きも、これではまるで俯ふ瞰かんできない。索さく敵てきも困難だ。日ひノ本もと史上に残る総当たりの殲せん滅めつ戦となった「川かわ中なか島じまの合戦」もまた、このような白い霧が戦場を覆い隠かくしたことから誘発されたのだという。

　もう、良晴には恐きよう怖ふも迷いもない。

　本ほん多だ正まさ信のぶの言葉通り、良晴は目覚めると同時に平常心を取り戻していた。敵味方総勢十五万を超こえる決戦場。しかも自ら率いる兵数は絶望的に少なく、開戦と同時に壊かい滅めつする危機すらあるこの状況で平常心を保つこと自体が、破格ともいえる。

　やるべきことは、やり尽くした。「人事を尽くして天命を待つ」などと悟さとったようなことは考えないが、俺が今まで駆かけてきた道が正しかったのかどうか、今日、その「答え」が出る。それだけだ。そう、思った。

　ねね率いる「相良妹軍団」が、

「虎とら之の助すけと市いち松まつが、この霧に乗じて下山し、相良先せん鋒ぽう隊として『一いち番ばん槍やり』を務めると申し出ておりますぞ！」

　と具申してきた。

「やるっすよお兄ちゃん！　南天満山に向かってくる東軍部隊は、徳とく川がわと藤とう堂どうだ！　そりゃあ力がすべての戦国時代とはいえ、あいつら、今まで織お田だ家やお兄ちゃんから受けた恩おん顧こを忘れやがって……絶対に許せねえっすよ！　『日本号』が唸うなる時っすよ！」

「軍師どのが到とう着ちやくするまで、手て薄うすな本ほん陣じんを支えなければならない。虎と市松がこの霧に乗じて徳川・藤堂の先鋒隊を奇き襲しゆうし、時間を稼かせぐ。絶対に兄貴を守る」

「一番槍の許可を！　お兄ちゃん！」

「兄貴がこれまで本州での合戦に妹軍団をほとんど投入しなかったから、徳川方は市松と虎の武勇をまだ知らない。先制攻こう撃げきが決まれば、数の不利を覆して押し込める。虎は、この戦を戦うために生まれてきたような、そんな気がしているんだ兄貴。この一戦に死力を尽くせ、と心の中から誰だれかが囁ささやいてくるような──」

　お前ら、「史実」では佐さ吉きちと大おお喧げん嘩かして東軍側で戦う羽目になったんだぜ。そして、徳川家から睨にらまれて不ふ遇ぐうな晩年を過ごしたんだ。徳川に乗せられて豊とよ臣とみ家を裏切ってしまったと気づき、後こう悔かいに満ちた不遇な晩年を……と良晴は泣きたくなった。

　わかった。行ってこい。お前たちの「運命」を変えろ。そう声をかけようとした。だが、気になることがあった。

「待てよ。佐吉と紀き之の介すけは？　名めい誉よある一番槍を虎之助と市松に譲ゆずっていいのか？　また近江おうみ妹派と尾お張わり妹派でケンカしてないか？　この一番槍が遺い恨こんになったら意味がないぜ」

　しかし、その心配は無用だった。

「……うう……兄上……佐吉も一番槍を狙ねらっていたんだけれど、お腹なかが痛いの～」

「佐吉ちゃんは柿かきに中あたったみたいで。あうあう。でも、必ず一刻で回復するから！　紀之介が介かい抱ほうするね」

　佐吉の腹痛がまだ治まっていなかったのだ。紀之介は佐吉を付きっきりで看護していたらしい。

「……あ、兄上、ごめんなさい。こんな肝かん心じんの時になって……佐吉は……ううっ……」

　良晴は、悔くやし涙なみだを流している佐吉の頭をわしゃわしゃと撫なでながら、微笑ほほえんでいた。

「いや。それでいい。佐吉の腹痛癖ぐせが、相良妹軍団の『運命』を変えてくれた！　紀之介は佐吉の腹痛が治まるまで介抱を頼たのむ。市松！　虎之助！　行け！　先制攻撃を仕し掛かけてやれ！　官かん兵べ衛えが到着するまで、俺を、相良軍団を、保もたせてくれ！」

「あれれ？　お兄ちゃん、いつもとノリが違ちがうっすね？　『危険だ』と止めないんっすか？」

「ほんとうにいいんですか兄貴。『戦え』と命じられれば、虎之助は死力を尽くします！」

「いいんだ。あるいは、官兵衛は間に合わず、お前たちは討うち死にしてしまうのかもしれない。それでも、この戦いから目を背そむければ、市松も虎之助も生しよう涯がい、悔くいを残す。この関ヶ原の合戦こそが──お前たちが乗り越えるべき『運命』だ！」

「おおお！　なんかよくわからねーけど、気合い入るぜぇええ！　いやあ、姫武将に甘いお兄ちゃんらしくもねえっすね！」

「ああ。お前たちは、ただの姫武将じゃない。俺の『妹』だからな」

　そうか。兄貴は妹軍団の面々の「運命」を、「未来」を、知っているのでしたね、と虎之助がうなずいていた。

「そうだ。これが今生の別れとなるかもしれないから、教えちまおう。本来の『歴史』では、相良妹軍団のうち、余生を全まつとうできる妹はねね一人だ。あとの四人は、志を遂とげられずに死ぬ。佐吉と紀之介。市松と虎之助。近江組と尾張組の二組に分ぶん裂れつして、敵同士となって戦うことになる。そしてその結果、ともに守ろうとけんめいに仕えてきた主家を、滅ほろぼしてしまう」

　理由は聞かなくてもわかるっすよ！　ぜんぶ佐吉のせいっすね！　と市松が笑い、虎之助が「われら姉し妹まいが仲なか違たがいして分裂すれば、主家である相良家も滅びるのですね。決してそのような愚おろかな『運命』を、虎は辿たどりません。この戦に勝って兄貴を守り抜ぬき、『運命』を覆します！」と片かた鎌かま槍やりを手にして立ち上がっていた。

　加か藤とう虎之助は異形の巨きよ馬ば「帝たい釈しやく栗くり毛げ」に跨またがって「行って参ります！」と良晴に別れを告げ、そして福ふく島しま市松もまた「姉あね御ご、待ってくださいっす！」と追いかけていった。

　あのような話を教えてしまっていいのか？　と義よし陽ひが案じたが、良晴は、

「いいのさ。『運命』を乗り越えるための機会を、妹軍団は得た。彼女たちの『運命』を知っている者は、細ほそ川かわ藤ふじ孝たかと俺だけだ。藤孝が関ヶ原に来られない以上、この戦場では俺だけが知っているということになる。黙もくしたまま、なにも知らせぬままに妹たちを戦わせるくらいならば──」

　とうなずき、佐吉と紀之介にも「未来」を伝えていた。

「『関ヶ原の合戦』で佐吉と紀之介は敗れて死ぬ。それが、俺が知っている本来の『歴史』だ。だが、覆すことはできる。覆せるはずだ。なぜって、市松と虎之助が、お前たちと一いつ緒しよに戦ってくれるんだから。心強い、もののふたちだ」

　杞き憂ゆうよ。覆すもなにもない。だって兄上が生きておられる限り、佐吉たちが仲違いして相争うことなんてあり得ないわ、と石いし田だ佐吉はようやく笑え顔がおを取り戻もどしていた。

「それで『山中』に行くなと紀之介を止めたんだね、兄くん。それでは今、山中に陣取って松まつ尾お山やまに対する『壁かべ』役となっている山やま中なか鹿しか之の助すけどのは……」

「ああ。そうだ、紀之介。松尾山から小こ早ばや川かわ・宇う喜き多た軍が攻せめ寄せてくれば、鹿之助は助からないだろう。小こ西にし弥や九く郎ろうも危ない」

「うう。兄くん。このままでは紀之介の『運命』を、鹿之助どのが被かぶってしまうんだね。だったら、行くよ！　佐吉ちゃんの腹痛が治まったら、ただちに二人で山中の後ご詰づめを務める！」

「だが危険だぞ。紀之介、佐吉」

「毛もう利り家には有名な『三本の矢』の逸いつ話わがあるでしょう、兄上？　佐吉と紀之介が、山中鹿之助どのを支える矢の役目を務めてみせるわ。徳川と戦うのも、毛利と戦うのも、命を賭かけた死地に飛び込むという意味では同じよ。市松と虎之助だけに戦わせて、佐吉たちに戦わせないなんてえこひいきはダメよ兄上。妹軍団分裂の原因になっちゃうでしょう？」

「……そうだな、佐吉。わかった。松尾山に対する壁役は絶望的な任務だが、頼む。官兵衛が必ず間に合うと、信じよう」

　この霧では、大おお友とも軍がどこまで進撃しているのかもまるでわからない。

　坂さか本もと城攻めに手間取っているのか。間に合わないのか。

　義陽が、目を細めながら白い指を空へとかざしていた。

「良晴。風向きが変わってきた。もうじき、霧は晴れるぞ」




　福島市松と加藤虎之助が南天満山を駆け下りて徳川・藤堂軍を目指していたこの時。

　霧に乗じて、東軍勢もまた奇襲攻撃を敢かん行こうするべく、進軍を開始していた。

　笹ささ尾お山やまの織田信のぶ奈な本陣に対しては、武たけ田だ四天王と真さな田だの「双ふた子ご」たち、武田軍が誇ほこる最強騎き馬ば隊の面々が、続々と向かっていた。

　北天満山に陣取る明あけ智ち光みつ秀ひで軍に対しては、武田家から「赤備え」を与あたえられた井い伊い直なお虎とら隊が。明智光秀は笹尾山と南天満山、いずれをも横から支えることのできる位置を取っている。いずれにも明智軍を向かわせぬために、井伊直虎が「陽動部隊」として抜ばつ擢てきされていた。その背後には、十つ九づ女ら池の徳川家いえ康やす本隊と、そして桃もも配くばり山やまに陣取る武田信しん玄げん本隊。北天満山を狙い撃うつかの如ごとき、東軍主力の分厚い三段構え。光秀は動けなくなるはずである。

　東とう山さん道どうの退路を断たった西軍中入り諸将に対しては、南なん宮ぐう山さんの暗あん黒こく寺じ恵え瓊けい・吉きつ川かわ元もと春はるらが睨みを利きかせ、西軍による「挟きよう撃げき」策を封ふう殺さつする。

　そして西軍の三陣地のうち、もっとも手薄な「穴」となっている南天満山の相良陣に対しては、徳川軍が誇る歴戦の武将たち。

　徳川軍最強の姫武将、本多忠ただ勝かつ。

　歴戦の宿老。「設楽したらが原はらの合戦」では十中八九「死」あるのみだった中入りをも敢行した酒さか井い忠ただ次つぐ。

　そして、岐ぎ阜ふ城で信玄に「帰順」した戦いくさ名人の藤堂高たか虎とら。

　兵力が足りない相良軍は、少ない戦力の何割かを松尾山に振ふり向けざるを得ない。だから徳川・藤堂の諸将が霧の中で奇襲をかければ一いつ気き呵か成せいに押し込むことができる。

　あとは松尾山の小早川・宇喜多さえ南天満山へと攻め寄せれば、官兵衛が到着するよりも先に相良軍を瞬しゆん殺さつできる。

　いや、たとえ小早川・宇喜多が動かずとも、相良軍は長くは保つまい。相良良晴の軍団を支えてきた主力武将たちのほとんどが──竹たけ中なか半はん兵べ衛え、黒くろ田だ官兵衛、姫ひめ路じ衆しゆう、川かわ並なみ衆、蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんらが、今、良晴のもとにはいない。兵力だけではなく、指揮官すら──まるで「手札」が足りない状態なのだ。

「この霧では、まるで前が見えないわ。川中島の合戦も、こんな深い霧の中ではじまったと聞いている。もしも相良軍もまた奇襲を敢行すれば、主力と主力がいきなり激げき突とつする遭そう遇ぐう戦せんに」

　本多忠勝とともに馬の口を塞ふさいで極ごく秘ひ行軍を続けていた藤堂高虎は、次々と主家を変えながら戦場で積み上げてきた経験から「相良良晴ほどの歴戦の勇者がこの霧を見み逃のがすはずがない。数に劣おとるからこそ、先手必勝、奇襲の一撃を繰くりだしてくる」と予測していた。問題は、相良軍にも隠されている「切り札」があるかどうかだった。もしも相良良晴が「切り札」を隠してきたのであれば、今ここで躊ちゆう躇ちよなくその手札を切ってくる。手札がなければ、切れない。切れねば、相良軍はこのまま早々に押し潰つぶせる。
















　ふと胸むな騒さわぎがした。相良良晴は、「未来」を知っているのだ。これは、このような霧きりに包まれた戦場においては、圧あつ倒とう的てきなアドバンテージだった。いけない。「切り札」がないはずがない、と気づいた。

「お互たがいに初手の奇襲攻撃に『賭け』ているとすれば、もうまもなく」

　この時。

　異形の帝釈栗毛に跨がった男装の姫ひめ武将が、そして煌きらめくばかりの剛ごう槍そうを担かついだ小こ柄がらな姫武将が、白い霧の中から突とつ如じよ、突進してきた。

「藤堂高虎どのとお見受けする！　相良妹軍団の一人！　加藤虎之助清きよ正まさ、参る！」

「待ってくださいよ姉御おおお！　福島市松、見参！　一番槍だあああああ！　『日本号』を振るう時が来たぜえええええ！　高虎あああ、よくも津つ田だの御おん曹ぞう司しを裏切ったなあああ！　ブッ殺すうううう！」

　藤堂高虎には、わかる。二人が、どれほど強いかが。年ねん齢れいは若く、戦歴もほぼないに等しい。しかし、二人ともに異様な「気」を放っている。

　しまった！　これほどの剛の者を相良良晴は「切り札」として隠かくし持っていたのか！

　だが高虎の采さい配はいは老ろう獪かいだった。一騎打ちなどには応じず、「全軍、前進！　種たね子が島しま部隊、撃て！」と叫さけんでいた。この霧の中では当たらないと高虎は知っている。が、これは東西両軍の将兵へと向けた「開戦」の烽火のろしなのだ。霧の中では烽火は見えずとも、銃じゆう声せいならば聞こえる。

　霧に覆おおわれた関ヶ原一帯に藤堂隊が放った銃声が木霊こだましたこの時、戦国日ノ本の勝者を決定する運命の決戦──「関ヶ原の合戦」が、はじまっていた。

　北天満山でこの銃声を聞いた明智光秀は「官兵衛の野や郎ろう、間に合わなかったですうう！　先せん輩ぱいを支えねば！」と南天満山へ兵を向けようとした。だが、そこに井伊直虎率いる赤備え部隊がいっせいに突進してきた。少しずつ、霧が晴れていく。徳川本ほん陣じんが、井伊直虎隊の背後の十九女池に布陣していた。そして、そのすぐ後ろには桃配山。東軍の事実上の総大将、武田信玄本隊。東軍を率いる二将、武田信玄と徳川家康が、ともに北天満山を狙ねらっている。相良軍へと加勢すれば、この両部隊はおそらく躊躇ためらうことなく北天満山を一気に突ついてくる。これでは光秀は動けない。

　笹尾山の織田信奈軍は「塹ざん壕ごう」を構築して武田騎馬隊を待ち構える戦法を採っているから、こちらも容易に動くことができない。しかもその笹尾山の正面には、すでに戦国日ノ本の「伝説」となった武田騎馬隊がずらりと並んでいた。

「武田本隊と徳川本隊の圧力で明智光秀軍を北天満山に釘くぎ付づけにして、開戦と同時に手て薄うすな相良軍を一気に撃破」

　これが、ぎりぎりまで躊躇いながら武田信玄が最終的に選んだ「最善手」である。この最善手が敗れれば、その時は四天王が献けん策さくした通り、笹尾山に武田騎馬隊が突撃することとなる。

　そしてこの作戦の成否を握にぎる藤堂高虎は、相良方の奇き襲しゆう部隊との遭遇衝しよう突とつという危機をかろうじて支えきった。加藤虎之助と福島市松は、異様な強さを見せた。藤堂隊は一方的に押し切られた。ひたすらに後退を余よ儀ぎなくされた。それでも、壊かい乱らんしない。

「これでいい。あなたたちは強いだけで、まだ戦の駆かけ引きを知らない」

　高虎は、相良本陣に攻め込む「大功」をもとより奪うばうつもりがない。「駒こま」として動いている。頃は良し、と本多忠勝に伝令を放った。本多忠勝もまた、言われずとも理解している。高虎の役割を、そして自分自身が成すべき役割を。




「良晴。次し第だいに、霧が晴れていく……松尾山の兵はまだ動いていないようだ。だが」

「まずいな。市松と虎之助の部隊が、藤堂隊を追いかけてどんどん本陣から離はなれていく！」

　一見押しているように見えるし、実際に圧勝しているが、あれは半ばは藤堂隊の策だ！　と青ざめた相良義陽が良晴の腕うでを摑つかんでいた。

「藤堂高虎。九州では知らぬ名だが、あれほど戦の駆け引きに長たけた武将を相良軍へ当ててくるとは。良晴。すぐに退ひかせろ！　法ほ螺らを鳴らして、あの二人が率いる先せん鋒ぽう隊を南天満山へ！」

「いや。もう間に合わない！」

　本多忠勝が、来る！

　義陽と良晴が、同時にその言葉を口にしていた。

　徳川軍最強の姫武将。

　前方から迫せまってくる徳川・藤堂に対して虎之助と市松の先鋒隊を当て、さらに松尾山を抑おさえるために鹿之助と小西弥九郎を山中に配置。さらにその二人の後方に佐吉と紀之介までを配備した。今、南天満山の本陣は、裸はだか同然となっている。もともと少ない兵力をさらに分散させているのだ。兵数の不利は、いかんともしがたい。

　藤堂高虎は、敢あえて自ら囮おとりとなって、本多忠勝隊を相良本陣へと突進させる「道」を開いていた──！

　来る。

「三み方かたヶが原はらの合戦」で武田騎馬隊に大敗した徳川家康を逃にがすべく、自ら殿しんがりを務めて生き抜ぬき、かすり傷ひとつ負わなかったという徳川最強武将。触ふれずして敵兵の兜かぶとを叩たたき割るという「蜻蛉とんぼ斬ぎり」なる斬ざん撃げきの槍やり技わざを振るう異形の猛もう将しよう。もしも本多忠勝がいなければ、徳川家康は「三方ヶ原の合戦」で首を落とされていただろう。武田信玄は、徳川家が帰順した際、この本多忠勝に「東国無む双そう」の称しよう号ごうを与えたという。

　だが、そのような詳しよう細さいな経歴を知らずとも、義陽は肌はだで感じ取れた。本多忠勝隊の凄すさまじい圧力と戦意を。本多忠勝は、相良本陣に突進して相良良晴と刺さし違ちがえるつもりなのだ。生きて帰るつもりなどないのだ。悲ひ壮そうなまでの覚かく悟ご。この戦は、武田のための合戦にすぎないはずだった。徳川は、武田に降くだったにすぎない。なにが彼女をそこまで？

　本多忠勝は、悲壮な思いで相良良晴の首だけを目指し、駆けに駆けている。

「織田家が勝てば、姫はこのまま『歴史』の闇やみに葬ほうむり去られる。たとえ本多正信が、弥や八はち郎ろうが姫を表おもて舞ぶ台たいに戻もどしたくとも、織田家を裏切ったあげく決戦に敗れれば、姫は再び『歴史』には帰き還かんできない……！　もはや、姫を取り戻すためには、姫を守るためには、勝つしかない！　相良良晴どの、お覚悟を！」

　福島・加藤隊の面々が「しまった!?」と気づいた時にはもう、本多忠勝隊は凄まじい勢いで南天満山の相良本陣へと肉にく薄はくしている。援えん護ごしたくとも、いっせいに攻こう勢せいに転じた藤堂隊が、福島・加藤隊を足止めする。

「良晴。あれが『蜻蛉斬り』か!?　なんだ、あの技は？　近寄ることもできない！　次々と前衛が薙なぎ倒たおされていく！　まるで、かまいたちだ！」

「本陣には、ねねや秀ひで家いえもいる。このまま籠こもっていれば蹂じゆう躙りんされるだけだ！　大将の俺自身が本陣から打って出て、本多忠勝と一騎打ちする！」

　良晴！　無む茶ちやを言うな、知ち恵えを使え！　根こん性じようや気合いだけでどうにかなる相手ではない！　と義陽が押しとどめたが、良晴はすでに馬上の人となっていた。

「姉さん。俺が倒れたら近江相良家の家か督とくを継つぎ、このまま相良軍の指揮を頼たのむ！　俺自身が『囮』となって、官兵衛が到とう着ちやくするまでの時間を稼かせぐ！　避よけて避けて避けまくってやる！　手を斬きられようが脚あしを飛ばされようが、心の臓が動く限りは死なねえ！　本多忠勝の『蜻蛉斬り』は目には見えない『真空斬り』の技だ。回かい避ひが得意な俺がいちばん長く『生き延びられる』！」

　理だ。理り屈くつが導き出した最善手だ、と良晴は叫びながら、騎乗して本陣から飛びだしていた。すでに、鬼き神しんの如き勢いで山さん麓ろくを駆け登のぼる本多忠勝が、はっきりと視し認にんできる距きよ離りまで接近している。「蜻蛉斬り」の「射程距離」を良晴は正確には知り得ないが、おそらく「射程距離」は近い。しまった。種子島や弓と違って「射程距離」がわからない以上、俺は「初見」で殺される、「蜻蛉斬り」は触れずして敵を斬るから強いのではない、これは初見殺しの技なのだ、と良晴は気づいた。

　しかし、この時。

「焦あせっちゃなりませんぜ、相良の旦だん那な！」

「殿との！　われら相良旗本隊の男どもが！」

「『蜻蛉斬り』の『射程距離』を、殿に教えるでごわす！」

「行くぜ、地じ獄ごく帰りの野郎ども！　金かねヶが崎さきで見せた根性、本多忠勝に知らしめろやあああ！」

　金ヶ崎以来、良晴に仕えて付き従っていた男たちが、旗本たちが、次々に本多忠勝に一いつ騎き打うちを挑いどみ攻せめかかっていった。良晴が止める声を敢えて無視して。

「殿ならば！　『間合い』さえ知ることができれば！」

「逃げて逃げて逃げまくれる！」

「ご武運を！　そして、天下モテモテはぁれむの夢を！　うおらあああああ！」

　本多忠勝の表情はわからない。徳川家康への忠義に己おのれのすべてを捧ささげたこの姫武将は頰ほお当あてで顔を隠し、同時に己の「私情」をも封ふうじ込こめている。一人、また一人と、「蜻蛉斬り」の射程範はん囲いに捉とらえられた男たちが、薙ぎ倒されていく。あの金ヶ崎の退のき陣をすら生き延びた、友たちが。「微み塵じん隠がくれの術」という危険を冒おかしてまで良晴が守ろうとした仲間たちが。男たちが。

「てっ、てめえら……まったく……馬ば鹿か野郎ばかりだ……！」

　うおおおおおおお！　と良晴は馬上で雄お叫たけびをあげていた。だが、血迷ってはいない。「気」は、吞のまれてはいない。見届けていた。金ヶ崎をともに生き抜いた男たちが散っていく姿をその目で凝ぎよう視ししながら、「蜻蛉斬り」の間合いを必死で摑もうとしていた。お前らの命、無む駄だにはしない。

「……摑めた！」

　忠勝は、良晴を「射程距離」へと捉えるべく、ついには続々と襲おそい来る相良旗本隊の男たちを無視して、良晴へとまっすぐに迫ってきた。己の退路すら、考えていない。誰だれもが目を疑った。速い。良晴が駆る馬よりも、遥はるかに速い。

　捉えられた！

　間合いに、入られた！

　大勢の仲間たちが犠ぎ牲せいとなった果てにやっと摑み取った「射程距離」も、自らの命を捨てた忠勝の特攻によって一いつ瞬しゆんで潰されていた。

　まさしく「東国無双」。こいつが自らの命を捨てて全力を放ってきた以上、もう織田軍の誰も止められねえ、と良晴は悟さとった。

「……ち……畜ちく生しよう……！　くそおおおおっ！　忠勝！　『蜻蛉斬り』を、出してみろおおおおお！　首はまだやらねえ！　避けてやる！　腕一本、くれてやらあ！」

　忠勝はぎりぎりまで接近して、良晴の首を確実に落とそうとしていた。

　良晴は、「蜻蛉斬り」を忠勝が連射できないことも見切っていた。一撃を放てば、次の一撃を繰くりだすまでにどれほどの時間がかかるのかを、「溜ため」に必要な時間をも、見切っていた。自分の腕一本を「餌えさ」として、「蜻蛉斬り」を忠勝が放ち終えると同時に遁とん走そうし距離を再び稼ぐつもりなのだ。射程外へと出るつもりなのだ。それは許さない。一撃で首を飛ばす。忠勝は、あとわずか、あと一呼吸、という必殺の至近距離まで詰つめ寄っていた。

　ついに相良良晴の命はここで尽つきるかと思われた、が──。




「相良どのは本陣までお下がりください！　私が、この者を止めます！」




　良晴は、目を疑っていた。

　見間違えるはずがない。

「立たち花ばな、宗むね茂しげ!?」

　白い霧きりを振ふり払はらいながら、立花宗茂が、良晴を庇かばうように馬で乗り入れてきて、本多忠勝の前へと立ちはだかっていた。

　間に合ったのか。官兵衛が、関ヶ原に到着したのか。

　旗本の野郎どもは、無駄死にでは、なかったのか……！

「宗茂！　『蜻蛉斬り』には射程距離がある！　溜めの時間も見切った！　だが、言葉では伝えようがない！」

「相良どの。問題ありません！　『風』が、教えてくれます！　官兵衛どの率いる大友本隊がまもなく東山道の西側から関ヶ原に入ってきます！　殿は官兵衛どのと合流し、ともに采さい配はいを！」

「わかった、あとを頼む！　任せたぞ、西国無双。立花宗茂！」

「有り難がたき幸せ！」




「高たか城の合戦」で島しま津づ義よし弘ひろと一騎打ちに及およんだあの時から、すでに立花宗茂は忘我の境地にいる。そして、ついに間に合った。緊きん張ちようも、恐きよう怖ふもない。

（この戦いに勝ち、乱世を終わらせ、宗そう麟りんさまの心に平安をもたらす。そのために。「予言」に基もとづいて死ぬためではなく、宗麟さまの「運命」を変えるこの合戦に勝利するために、私は二人の父上から鍛きたえられ、愛されてきたのだ。相良良晴どの。軍師どの。家いえ久ひさどの。義弘どの。宗麟さま。私とともに九州から駆けてきてくださった、大友軍の皆みなさん。私は戦います。決して、夢を夢のまま終わらせはしない！）

　宗茂は、前方に鹿か角づのの兜を被かぶった姫ひめ武将の姿を認めていた。

　その頰当てで、おそらくは人形のように美しいであろう素す顔がおを隠かくした姫武将は──徳川家康の「運命」を背負ったこの一戦に己の武のすべてを賭かけていた。

「敗れれば、姫に『未来』はない。『未来』を、書き換かえさせはしない」

　槍。

　異様な「闘とう気き」を放つ槍を、馬上で構えている。

　その構えはまるで非常識で、たたずまいも発する「気」も、島津義弘とはまるで異なる。

　だが、死線を潜くぐり抜けてきた宗茂には、すぐにわかった。

　強い。

　とてつもなく強い。

　これが、東国最強の姫武将か──！

「『西国無双』。立花宗茂。行きます！」

「『東国無双』。本多平へい八はち郎ろう忠勝。参る」

　本多忠勝が、突とつ進しんしてくる宗茂めがけて「蜻蛉斬り」を一いつ閃せんさせた。

「風」を、感じた。

　宗茂は馬の半身を起こさせ、自らも馬上で身体からだを捻ひねらせて、この「風」を紙かみ一ひと重えで避けた。

　触れれば、斬られる。

　理屈ではなく、「風」を感じた肌が、そう教えてくれた──。

　避けながら、矢を放っていた。

　本多忠勝が「初見で『蜻蛉斬り』を避けた!?」と叫さけびながら、「風」に乗り信じがたい軌き道どうを飛んで自らの首筋に直撃しようとしていた宗茂の矢を、引き上げた槍の穂ほ先さきで薙ぎ払っていた。

「軌道を読まれた!?　馬鹿な!?　この槍捌さばきはなんだ!?」

「『蜻蛉斬り』を避けながら強弓を!?　恐おそるべきは九州の修しゆ羅ら。まさしく、西国無双……！」

　互たがいに、通常の人間には感知すらできぬ速度で強弓と斬撃を放ちながら。

　宗茂と忠勝の間合いは、急激に接近した。

「遠えん隔かく攻こう撃げきでは、互いに千日手に」

「間合いを詰めて、『剣けん・長なが光みつ』で斬る！」

　山々に囲まれた関ヶ原を覆おおっていた霧が完全に晴れたその時。

　東軍・西軍の将兵たちは、信じがたいものを──南天満山さん麓ろくで繰り広げられる立花宗茂と本多忠勝との壮絶な一騎打ちを、目まの当たりにしていた。

　両者の動きが、まるで見えない。

　二人はともに人馬一体となり、互いに致命の一撃を与あたえるべく、槍やりと直刀とを激突させながら「風」のように舞まい続けていた。

　もう、言葉もなければ、思考もない。

　無念無想の境地で、呼吸する余よ裕ゆうもなく繰りだされる電光石火の一撃を塞ふさぎ、受け止め、さらに自ら一撃を繰りだす。

　小手先の打撃を積み重ねて勝とうとはしない。これほどの強者を相手に、そのような姑こ息そくな真ま似ねは通用しない。ただ一撃で相手を葬る以外に、勝機はない。

　これ以上戦わせ続ければ両者ともに死ぬ、とこの戦場に居合わせた両軍兵士の誰もが思った。

「宗茂どのをお救いしろ！　行けっ！」

「忠勝さまを死なせるな！　かかれえっ！」

　壮そう絶ぜつな乱戦となった。本多忠勝と立花宗茂の距離が、開いていく。




　そして。




「むふー！　『関ヶ原の合戦』の真の主人公！　真打ち見参！　天下一軍師さまのご帰き還かんだあああ！　ドン・シメオンこと黒田官兵衛、ただいま大友軍を率いて参さん陣じん！　九州の修羅どもよ、かかれえええっ！　行けっ、蒲かま池ち宗そう雪せつ！　角つの隈くま石せき宗そう！　吉よし弘ひろ鎮しげ信のぶ！　断じて宗茂を死なせるな！　本多忠勝隊、藤堂高虎隊を蹴け散ちらせえええっ！　松尾山の軍勢が下山する前に、南天満山に攻め寄せる東軍勢を薙なぎ払え！」




　間に合った。とうとう、間に合った。

　黒田官兵衛率いる大友軍三万は今、日ひゆう向がから続く長行軍を達成し、東山道の西の入り口から「運命」の地「関ヶ原」へと到達していた。

「ふふふ。あーははは！　小早川隆たか景かげが松尾山下山を下知するよりも一歩先んじたぞ！　これで西軍と東軍の兵数はほぼ互ご角かくとなった！　いずれが勝つかは五分と五分だ！」

　今、多くの男たちに、友たちに「機会」を与えられてついに九死に一生を得た良晴は、官兵衛との再会を果たした。

　本多忠勝は立花宗茂との一騎打ちの継けい続ぞくを、すばやくあきらめていた。宗茂を倒たおしても、黒田官兵衛率いる大友旗本隊に守られた形となった相良良晴の首はもはや盗とれない。忠勝は自軍の壊かい滅めつを回かい避ひすべく、すばやく南天満山から兵を退ひかせた。官兵衛は良晴と馬を並べながら、「くっ！　見切りが早い。徳川の将兵は、さすがに戦い慣れている。やるな！」と叫んでいた。

　幻まぼろしではない。立花宗茂も。そして黒田官兵衛も。「史実」の関ヶ原の合戦には間に合わなかった両りよう雄ゆうが、今、良晴のもとにいる。そして相良軍は今、九州から駆かけてきた修羅たち三万という援えん兵ぺいを得た。力を得た。「運命」を覆くつがえす機会を得た。

「ほんものなのか、官兵衛。お前……てっきり坂本城の罠わなに、引っかかったとばかり」

「なんだ相良良晴、シメオンがほんとうに遅ち参さんすると信じていたのか。きみはやはり、馬鹿だな！」

　敵を欺あざむくにはまず味方をというやつさ。相良良晴、どうやらきみに「ご運」が回ってきましたぞふふふ、と官兵衛は羽う毛もう扇せんをかざしながら笑ってみせた。

「坂本城はすでに奪だつ回かいした！　お牧まきの方かたも今いま川がわ義よし元もともみな無事だ！」

「なんだって？　そんな時間はなかったはずだ。いったい、どうやって」

「なに。実はシメオンの手て柄がらというわけではない。きみが抗あらがい続け、救い続けてきたいくつもの『種』が今、大きな実を結ぼうとしているのさ」




　　　　※




　官兵衛はいかにして、「坂本城」という最後の難関を突破したのか？

　九州から関ヶ原への道みち程のりは果てしなく遠く、しかも毛利輝てる元もと・小早川隆景・宇喜多直なお家いえが治める山陽地方の諸国を抜ぬかねばならなかった。毛利・小早川は播はり磨まから大おお坂さかへと進軍しており領国には守備兵しか残していなかったが、岡おか山やま城に籠こもり日和ひより見みをしていた宇喜多直家が山さん陽よう道どうを塞いでしまえば大友軍は確実に遅参してしまう。

　官兵衛はこの宇喜多直家に「東軍につくか西軍につくかの選せん択たく」を迫せまり、関ヶ原へと駆り立てることで最大の窮きゆう地ちを脱だつした。

　しかし官兵衛の上じよう洛らくを予想していた小早川隆景は山陽道から関ヶ原へと至る各地に「水計」を中心とした罠を仕し掛かけていた。予期せぬ大雨も重なり、官兵衛と宗茂の進軍は想定以上に難航した。宇喜多直家に先を越こされたのも、そのためである。

　隆景の計をその場その場の閃ひらめきとも言える知略を発揮して官兵衛は片かたっ端ぱしから突破した。

　が、ついに近江へと入ったところで最大の「罠」が待ち受けていた。

　西近江の坂本城だった。

　この坂本城を無視して行軍することには、いくつもの問題があった。

　まず、関ヶ原決戦の主力軍を率いる明智光秀の本城である。

　しかも、光秀の実母・お牧の方が捕とらえられている。

　そして、かつて六ろつ角かく家とともに近江を支配していた名門・京きよう極ごく家の姫、京極竜たつ子こを「旗印」として担かついでいる。「六角と京極」──この両家から「集つどえ」と命じられた近江国こく人じん衆しゆうが続々と蜂ほう起きし、坂本城へと集まりはじめていた。

　坂本城を捨ておけば、兵力はさらに増える。京の都はもちろん、良晴の本城・長なが浜はま城や、信奈の本城・安あ土づち城すら脅おびやかされる。

　さらに、西軍が錦にしきの御み旗はたとして担いでいるお飾かざり将軍・今川義元までもが坂本城に捕らえられていることが、大問題だった。西軍のほんとうの大将は言うまでもなく織田信奈だが、形式上は将軍位を持っている今川義元が総大将なのだ。

　つまり関ヶ原に集結している西軍は、総大将不在。しかも、主力軍を率いる三人の将──信奈、光秀、良晴はともに背後の近江に所持している本城を落とされているか、あるいは落とされかけているのだ。

　小早川隆景渾こん身しんの、「必勝の策」だった。黒田官兵衛が坂本城を攻せめれば、官兵衛は関ヶ原の決戦に遅参する。坂本城を捨てて関ヶ原へ向かえば、関ヶ原決戦は東西両軍の兵力が拮きつ抗こうすることとなって膠こう着ちやくし、織田政権の中ちゆう枢すうたる近江諸城は次々と陥かん落らくする。どちらの道を選んでも織田家は苦境に、と官兵衛ほどの軍師が坂本城を前に迷った。

　まずは、敵味方の間者をともに騙だますために坂本城の手前まで行軍してみせた。あとは、このまま攻城戦に取りかかるか、あるいは軍を返して東山道を突つき進み関ヶ原へと乱入するか、だ。

「罠とわかっていようとも、今川将軍さまや惟これ任とうどののご母堂をとても捨ててはいけません。私が三日で坂本城を陥落させて人ひと質じちの皆みな様さまをお救いいたします、軍師どの！」

　純じゆん朴ぼくな立花宗茂は、隆景が仕掛けてきたこの罠を「武」の力で無む理り矢や理りに突破するしかない、と攻城戦の開始を具申してきた。宗茂の言う通りではある。小早川隆景は坂本城に捕らえた人質を殺さないだろうが、実際に城を守っている六角承しよう禎ていは追い詰つめられれば暴走するかもしれない。

「宗茂。城攻めに三日もかければ関ヶ原に遅参する。ならば、坂本城開城まで半日もかけられぬ。明智光秀ほどの者が縄なわ張ばりした城だ。空き城ならばすぐに盗れるが、今は城内に兵が詰まっている。力押しでは……」

「では軍を二つに割りましょう。一万五千の兵とこの宗茂を坂本城の抑おさえに残していってください。軍師どのは、残る大友軍を率いて関ヶ原へ」

「それこそ隆景の思う壺つぼだ。虻あぶ蜂はち取らずという結果になるぞ。関ヶ原で勝ちを拾うためには、『西国無む双そう』の武は絶対に必要だ。それに、ここで兵力を半分には割れない。全軍で関ヶ原入りして、それでようやく互角なのだ」

「……ならば、関ヶ原と坂本城、いずれかを捨てねばならない、ということですか……無念です」

「いや、関ヶ原と近江一国、いずれかを捨てるという苦く渋じゆうの決断になる。しかも、たとえ関ヶ原で勝ちを拾ってもその隙すきに近江を席せつ巻けんされれば京も制圧される。その時点でなお、西軍の旗はた頭がしら・今川義元は東軍の手に陥おちいったまま……そうなれば、やまと御ご所しよは足あし利かが義よし昭あきを正統な将軍と認めざるを得なくなる。織田家は天下統一のための『大義名分』を失う」

　官兵衛は坂本城の壮そう麗れいな「天主」を睨にらみながら歯がみしていた。

「ガスパールから関ヶ原の合戦の詳しよう細さいを聞いておくべきだったな。だがあの男、シメオンの『未来』には妙みように詳くわしかったが、関ヶ原の合戦についてはさほど知識がなかった。妙だな……あの男が『二周目の相良良晴』ならば、関ヶ原の合戦についての詳細な記き憶おくもプラトン立体を用いて『観みる』ことができたはずなのに。なにかが引っかかる」

「えっ？　ガスパールどのが相良良晴どのだ、とは？　二周目とは、いったい？」

「いや、その件は合戦が終わるまでは考えないことにした。迷いが生まれるからな。だがプラトン立体の力を借りずとも、シメオンにはおおかた読めるぞ。おそらく立花宗茂、きみは純真すぎるその人柄故ゆえに、目の前の人質たちを見捨てられない。この坂本城に引っかかって関ヶ原に遅参する。そしてその結果、関ヶ原の合戦は東軍の勝利となる。それがきみの『運命』だろう」

「……では……近江と京を捨てて、全軍で関ヶ原へ？」

「そうなれば、京を巻き込んでさらなる内乱が続く可能性が。それでも隆景は、シメオンは関ヶ原を選ぶしかない、と読んでいる。この一戦で天下の覇は者しやを決める唯ゆい一いつの機会を、百年に及およぶ戦乱を終結させられる機会を、シメオンが捨てられるはずがないと。天下一軍師としての名を轟とどろかせることしか頭になかったかつてのシメオンではなく、今や織田信奈や相良良晴と志をともにするこのシメオンならば……と」

　万ばん事じ休すかもしれない。どうする。竹中半兵衛ならば、必ずや新たな策を閃いて繰くりだすはずだ。相良良晴に仕える天下一軍師ならば、この究極の逆境で二つの実を同時に拾う策を捻ひねりだすはずだ。しくじれば、相良良晴が自らの記憶も顔も愛もなにもかもを捨てて「二周目」に突とつ入にゆうしてしまうという最悪の「未来」すらあり得る。

　どうする、もう逡しゆん巡じゆんしている時間はない、と官兵衛は天を仰あおいだ。

「宗茂。この事態、シメオン一人の力や知ち恵えではもう、どうにもならない。しかし」

　そうだ。もはや、今まで相良良晴が蒔まいてきた「種」、紡つむいできた「人の縁えん」に賭かける他ほかはない。相良良晴がこの近江で一人ずつ救ってきた人たち、「運命」を変えてきた人たち、命を与えてきた人たちが、はせ参じてくれることを、祈いのるしかない。神かみ頼だのみではない。他力本願でもない。

「『事を謀はかるは人にあり、事をなすは天にあり』といにしえの諸しよ葛かつ孔こう明めいは嘆なげいたそうだが、孔明は間ま違ちがっている。『事を謀るは人にあり、事をなすも人にあり』だ。いや、正確に言えば、『事をなすは人の和にあり』、だ──竹中半兵衛ならば、きっと、そう言う」

「……『人の和に、あり』……私のご主君・宗麟さまの『運命』もまた、相良良晴どのお一人の力では変えられませんでした。親おや父じさまと義ち父ち上うえが『宇う佐さ八はち幡まんの神しん託たく』からご主君のお心を解放するために奔ほん走そうしたからこそ、そこに軍師どのや相良良晴どのがお力を貸してくださったからこそ、奇き跡せきが生まれた。それが、『人の和』──なのですね！」

　この時、立花宗茂は、見た。

　見知らぬ旗印を掲かかげた新たな軍勢が、「西軍に加勢つかまつる」と叫さけびながら官兵衛のもとへとはせ参じてくるさまを。

「軍師どの！　あの旗印は!?」

　官兵衛は、膝ひざを打った。本来ならば敵方の地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされ、腐くさって使い物にならなくなっていたはずの膝である。相良良晴が、官兵衛の五体を、守ったのだ。

「むふー！　そうか！　そう来たか！　宗茂よ、きみは知らぬだろう。あれは……」




「わが名は、浅あざ井い長なが政まさ。北近江浅井家の旧主である。織田信奈どのに命を救われ武家を捨てて隠いん棲せいしていたが、今ここに織田家への恩義に報むくいるべく兵をあげ坂本城を奪うばい返すこととした！」




　津田信のぶ澄すみが岐阜城へ向かった後、西近江の大おお溝みぞ城で留守居役を務めていたお市いちが、「坂本城は奪回せねばなりません」と決断し、再び鎧よろい兜かぶとと武具を取って立ち上がったのだ。大溝城を守る守備兵は数百にすぎなかったが、あの英えい雄ゆう「浅井長政」が生きていた、怨おん讐しゆうを捨てて「織田信奈の義弟おとうと」──いや、「義妹いもうと」として織田家の窮地を救うために立ち上がった、と耳にした近江の国人衆や地じざ侍むらい、さらには農民に至るまでが驚おどろき、慌あわて、そしてほんとうに蘇よみがえった長政の女と見まがうばかりの美び貌ぼうを目にして次々と槍やりや刀を取った。いや、違う。女と見まがうばかりの美貌、なのではなかった。浅井長政さまはほんとうに女だったのだ、と彼らは知った。

　浅井家が滅亡したあと、長政は津田信澄の妻・「お市」となって生きていたのだ。

　織田信奈が、弟の信澄と恋こいに落ちていた浅井長政を「救った」のだ。彼らはみな、浅井家滅亡の折の真相を知った。浅井長政の髑どく髏ろに金きん箔ぱくを塗ぬって酒しゆ宴えんを開いたという織田信奈の悪行は、浅井長政が「死んだ」と思わせるための芝しば居いだったのだ、と知った。

「私が男装してきたのは、六角承禎から操みさおを守るためだった。わが夫・津田信澄は岐阜城で討うち死にした。私は、義あ姉ね上うえと亡なき夫のために近江坂本城を奪回し、黒田官兵衛どのを関ヶ原へと間に合わせる！　官兵衛どの。立花宗茂どの。関ヶ原へと、急いでください！」
















　西近江の朽くつ木き城主・朽くつ木き信濃しなの守のかみをはじめとする旧浅井家家臣団が、浅井長政のもとに続々と集結していた。

　朽木信濃守はかつては浅井長政に属しながら、金ヶ崎の折に松まつ永なが弾だん正じようの「薬」に操あやつられて結果的に信奈を救った武将だが、すでに当時弾正から盛られた薬は完全に抜けていて、正気を取り戻もどしている。

「ななな長政さまが生きておられた上に、つつつ津田信澄どののおおおお子を産んでおられたとは、おおおお驚いたが、かかか金ヶ崎で織田信奈を救っておいてたたたた助かった！　ああああの時は、途と中ちゆうから記憶が途切れてしまったが、ととととにかく助かった！」

　言葉がたどたどしいのは薬の後こう遺い症しようではなく、突とつ如じよとして地上に蘇った浅井長政を前にして慌てているのである。もっとも、松永弾正にたぶらかされる原因となった女好きの癖くせは直っておらず、（なんという美貌。なんという色気。ひひひ人妻は最高だ！）とある意味では懲こりていない。

　かつて長政の命令で小お谷だに城から泣く泣く落ち延びた浅井家家老衆も、みな、長政のもとに再集結していた。それぞれ、一族郎ろう党とうを率いている。

「殿との……いや、姫ひめ！」

「よくぞ、生きていてくださいました！」

「そもそも浅井家の旧来の敵は京極と六角！　朝あさ倉くら家なき今、遠えん慮りよは要いりませぬ」

「できますれば、再び武将に戻ってほしくはなかったです、が……」

「坂本城を取り戻しましょう！　津田信澄さまの仇あだ討うち合戦です！」

　もはや六角と京極の「名」は、利用できなくなった。それほどに、近江における「浅井長政」の名声と人気は高い。さらに、突如として明らかになったその数すう奇きな「運命」が、津田信澄との悲ひ恋れんと離り別べつが、近江人の心を揺ゆさぶった。もはや、近江において東軍を推おす者は消しよう滅めつしたといっていい。

「官兵衛どの。勘かん十じゆう郎ろうの遺ゆい言ごんです。私たちには三人の娘むすめがおります。長女の『茶ちや々ちや』を、義姉上と良晴どのの養女に。預かって、くださいますね。このまま関ヶ原の戦場へ連れて行ってもらうことになりますが」

「むふー！　承うけたまわり！　関ヶ原で負けたら、責任の取りようがないな！」

「『お市』のまま挙兵しても、兵は集まりません。やむを得ず再び浅井長政を名乗ることとなり、『黄金の髑髏』の芝居の件、すべて明るみに出てしまいました。ですが、これで義姉上と義は母は上うえの土つち田だ御ご前ぜんさまとの対立も、氷が溶とけるように──それが、亡き勘十郎の遺志でもあります」

「シム！　浅井長政！　いや、やはりきみのほんとうの名は『お市』だな！　必ずこの戦いくさ、勝とう！」

「はい！　勘十郎のために涙なみだを流し喪もを弔とむらうのは、この戦が終わったその時です！　私は──『運命』と、戦います！　相良良晴どのが私を救い生かしたことが、父上が私に『生きろ』と命じてくださったことが、必ずや関ヶ原の合戦の結末を変えるための一本の『道』に繫つながると信じています」

　官兵衛は、うなずいていた。一人の人間が辿たどることのできる一本の道は細い。しかし大勢の人間が辿る複数の道がひとつの「未来」を目指して次々と寄り集まれば、必ず「未来」は変えられる。たとえそれが、相良良晴自身の「未来」であろうとも！

「もっとも──父上はいまわの際きわにほんとうは『浅井長政はここで、小谷城で死ね』と仰おつしやったのですが。それが今、夫を失い、またしても武将に戻ってしまいました。叱しかられるかもしれませんね。ふふ」

「いや！　浅井長政は小谷城でたしかに死んだ。そして今、蘇ったのだ！　問題ない！」

　はい、と長政は凜り々りしくうなずいていた。




　坂本城内は、「浅井長政が生きていた」「近江の国人たちも農民たちも、ことごとくが浅井長政のもとに！」と動どう揺ようした。坂本城はもともと空き城だったものを伊い賀が甲こう賀がの忍しのびが奪ったもの。流る浪ろうを重ねた六角承禎には、もはや郎党と言える家臣はほとんど残っていない。人質として捕とらえた京極竜子を強ごう引いんに「城主」に担かつぎあげて京極家を慕したう国人たちを集めはじめた矢先に、京極家以上に人気のある伝説の名将「浅井長政」が蘇ったことで、城内の空気は一変したのだ。しかも、驚くべきことに浅井長政は、女だった！　津田信澄との祝しゆう言げんと初恋、朝倉家への旧恩を貫つらぬこうとした父・浅井久ひさ政まさにその恋を引き裂さかれた物語、そして黄金の髑髏の芝居の一件、その津田信澄が岐阜城で武田信玄に斬きられるという悲劇──そして、それら数奇な「運命」のすべてを越こえて、今、浅井長政は復活した。そもそも、浅井長政が男装しなければならなかった原因は、六角家に人質として捕らえられていた時代に、承禎から操を守るためだったという。

　坂本城に入っていた近江の国人・地侍たちは、もともと六角承禎の悪あく癖へきに辟へき易えきしている。こともあろうに少女好きの癖のために、承禎は家臣団を崩ほう壊かいに導き、ついには国を失ったのだ。彼らは、そんな承禎に捕らわれた「近江の姫」京極竜子を守らねばならぬので坂本城に集まっていたにすぎない。

　坂本城内で、いっせいに反乱が起きた。誰だれかが計画したというわけでもない。自然発生的に、入城したばかりの近江兵たちが「浅井長政さまが戻って参られた！」「京極竜子さまを解放する！」と叫びながら、あちこちで暴れはじめた。こうなるともう、伊賀甲賀の忍びたちだけでは防ぎきれない。外から攻せめてくる兵は止められても、城内で暴れる反乱兵を鎮ちん圧あつするには、忍びたちは数が少なすぎる。

　坂本城の牢に捕らわれていた今川義元と小お野のお通つうは、牢番をしていた忍びが「くっ……城内で謀む反ほんか！　あちこちで火の手が！」と泡あわを食って姿を消すとともに、立ち上がっていた。

「まあまあ。なにやら、わらわを慕う者どもが命を捨てて戦いはじめたようですわね！　ああ、わらわの人望が恐おそろしい！　相良良晴いわく、これぞ『バスチーユ開放』というやつですわ！　おーほほほ！」

「意味がわからないわよ！　それに、誰も助けに来ないじゃない！　さっさと逃にげないとこの騒さわぎの中で牢ごと燃やされちゃう！　半兵衛ちゃーんっ！」

「見張りさんがいない隙すきに、『白鳥風流円えん舞ぶ』で扉とびらを叩たたき壊こわしてさしあげますわよ、おーほほほ！　そうですわ、わかっていましたわよ。今、坂本城でわらわが為なすべきこと！　そうッ！　それはッ！　『蹴け鞠まり』ッ！」

「なに言ってるのよ……蹴るべき鞠がないでしょう？」

「そこに一いつ匹ぴき、蹴鞠代わりにできるどうぶつがおりますわ！」

　すっかり牢暮らしに順応し、ごろごろと床ゆかに転がって惰だ眠みんをむさぼっていたねこたまを、今川義元の右足が捕らえていた。すぱーん！　と凄すさまじい轟ごう音おん。今にして思えば桶おけ狭はざ間まの合戦の折に、もしも泥どろ田たに塡はまっていなければこの技わざで一いつ矢し報むくいることもできていたかもしれませんが、ま、それも「運命」というやつですわねおーほほほ、と義元は高笑い。

「むーん、なにをなさるのですぞ!?　あ～れ～」

　鞠のように壁かべと天てん井じようを超ちよう高こう速そくで跳はねながら、ねこたまの身体からだは牢を区切っている扉を勢いよく突つき破っていた。

「ねこたまあああ！　あんた、ぺちゃんこじゃない！　死なないで！」

「それがし、もう死んでおりますから平気ですぞ……しかし……痛いですな。ぐはっ！」

「さあ、今川義元の無事な姿を待っている皆みなさんを安心させねば。お通さん、脱だつ出しゆついたしますわよ！」

　しかし、その二人を通すまじ、と深手を負った六角承禎がすでに燃えはじめていた廊ろう下かへと姿を現していた。もはや執しゆう念ねんだけで、承禎は生きている。

「……まさか、浅井長政にとどめを刺さされるとはな……これも因果応報というやつか。だが、うぬらは決して解放せぬ……一いち蓮れん托たく生しようよ。西軍総大将・今川義元は、六角承禎とともに焼け死ぬのだ。坂本城を攻めたのは西軍。小早川隆景も、もはや文句を言えまい。これで、西軍は不利となる」

「しつっこいのよーっ！　さっさと降こう伏ふくなさい！　竜子とお牧の方を返しなさいよーっ！　半兵衛ちゃーんっ！」

　この時。

「昼ひる行灯あんどん」で知られる今川義元が、忍びたちにも見えぬ速さで六角承禎のもとへと駆かけ寄り、その頰ほおを殴なぐりつけていた。

「……ぐはっ!?」

「六角承禎さん！　戦に次ぐ戦の果てに心が壊れてしまったというのならば、潔いさぎよく武家をやめるべきですわ！　それでも、足利将軍家を支えてきた名門の当主ですの？　佐さ々さ木き源げん氏じの末まつ裔えいですの？」

「……今川義元。うぬにだけは言われたくないわ！　うぬが桶狭間の合戦で織田信奈に敗れたことが、六角家凋ちよう落らくのはじまりであったのよ！　うぬさえ織田信奈を倒たおしていれば今いま頃ごろ、今川家、六角家、京極家らが足利幕府を再興し、畿き内ないを支配しておった……うぬのせいで……いつもいつも、六角家の前には姫武将たちが……」

「この、愚おろか者！　桶狭間で敗れながら、こうして力の限り生きているわらわをご覧なさい！　わらわが、恥ち辱じよくも後こう悔かいも悲しみも感じられぬうつけとお思いか！　太たい原げん雪せつ斎さいに『生きよ、生きて幸福を摑つかめ』と教えられていなければ、この、わらわとて……！　かつては何度、暗あん澹たんたる思いに囚とらわれて泣き濡ぬれたことか……！」

「……義元どの」

「六角家の凋落とあなたの没ぼつ落らくは、誰のせいでもありませんわ！　この戦国の世に、姫武将も男武将もない！　あなたご自身が、ご自分に敗れたのですわ！　己おのれの心に巣くう恐きよう怖ふに！　己と戦えぬ者が、戦国の世で武将として生きられるはずがない！　士道不覚悟ですわよ！」

　わかっておる。かつて織田信奈と浅井長政がともに東山道を猛もう進しんしてくるさまを見て怯おびえ、観かん音のん寺じ城を捨てて伊賀へと逃げた瞬しゆん間かんに、わしはわし自身に敗れていた。あの日以後のわしは、伊賀甲賀の忍びたちの間に紛まぎれて織田信奈をわが弓で暗殺しようと野の良ら犬いぬのようにあがいていた落ち武者にすぎぬ。そんな男が、あの相良良晴に勝てるはずがなかった。みっともなくもあがき続け、ついに織田信奈をこの腕うでに捕らえたと思った瞬間に銃じゆう撃げきを受けて、もはや男としての機能も失った。自じ業ごう自じ得とくよ。だが、最後に救われたい。死ぬことはもう恐ろしくはない。しかし負け犬のまま恐怖に憑つかれて死んでいくのは嫌いやじゃ、少女が救ってくれぬのならば誰がわしの心を救ってくれるというのじゃ、救われるのならばその瞬間に死んでもよい、ただ一瞬でよい、わが心に平安を、と承禎は嗚お咽えつしていた。

「あなたは、娘を生かすために小谷城に散った浅井久政さんを見習うべきですわ。この場で引退して、静かに余生をお過ごしなさい」

「……どこへ行けば、よい。わしには、太原雪斎のような師は、いなかった。わが父・定さだ頼よりは天下に六角家の武名を知らしめた英えい雄ゆうであった。出家の身でありながら六角家の当主を継つぎ、足利将軍のために西へ東へと出兵して戦い続けた勇者であった。『東の太原雪斎、西の六角定頼』と称しようされる名将であった。だがわしは、父とほとんど言葉を交かわしたこともない……父は、足利幕府の管かん領れい代だいであり、まことに多た忙ぼうであった。わしは、相手にもされなんだ……」

「そのような者のために、本ほん猫びよう寺じをはじめとするいくつもの仏門があるのではなくて？」

「六角家はかつて、管領細川家の命令で山やま科しなにあった本猫寺の本山を焼いた。本猫寺にはすがれぬ」

「それでは、法ほつ華け宗しゆうは？」

「……天てん文もん法ほつ華けの乱の折に、京の法華宗信者どもを虐ぎやく殺さつした……みな、わが父がやったことじゃ……！　わしは、仏には、救われぬ……！　そのような資格はない！　六角家は、いずこの宗門へ駆け込んでも仏ぶつ罰ばつを下される家じゃ！　神も仏も六角を呪のろっておる！　逃げ場はない！」

　そう。それで、戦に倦うみながらも神仏にすがることすらできず、いつしか少女趣しゆ味みに……そしてその悪癖が六角家の家臣団を動揺させて、まっしぐらに破滅への道を。でしたら。日ノ本の神仏には救われぬというのでしたら、南なん蛮ばん寺じへお行きなさい、と今川義元は告げていた。




「京に、南蛮寺がございますわ。本ほん能のう寺じの、すぐ近くに」




　六角承禎、浅井長政に降伏。

　承禎はガスパールあるいはフロイスから「洗礼」を受けてキリシタンとなり、息子の六角義よし治はるとともに武家を捨てて出家すると宣言すると、京の南蛮寺へと向かった。仏教寺院を異様に恐れる承禎はキリシタンに。息子の義治は仏門に。父子それぞれ、異なる道を選んだという。ついに佐々木源氏の名門・六角家はここに滅ほろびた。

「あー今川義元。お前、桶狭間で織田軍に敗れたことを、本当は……」

「竜子さん、それはもう昔のことですわ。さあ皆さん！　浅井長政さんのもとにお牧の方をお預けし、京で西軍総大将の帰き還かんを祝いましょう！」

「って、ちょっとしんみりしていたのに。関ヶ原には行かないのっ!?」

「それが、お通さん……珍めずらしく本気を出したら持病のしゃくが……そもそも合戦は信奈さんのお仕事ですわ、おーほほほ！」

「ま、京の防衛は重大任務だからな。それに、お牧の方がみたび捕らわれたら、もう明智の精神が保もたない」

「二度あることは三度あると言うものね。行くわよ、ねこたま！」

　坂本城は開城された。将軍・今川義元、「城主」役を強制されていた京極竜子、小野お通とねこたま、そして光秀の母・お牧の方たち西軍方の人ひと質じちは、全員無傷で解放され、浅井長政のもとに集つどったという。

　黒田官兵衛と立花宗茂がこの「坂本城開城」の朗報を耳にしたのは、東山道を突き進んで全軍で関ヶ原へと入ろうとしていた直前のことだった。




　　　　※




　関ヶ原──松尾山の山頂。相良良晴から届いた書状をいつ開くべきか逡しゆん巡じゆんしていた小早川隆景は、大友軍の出現を知るや否いなや、

「しまった！　黒田官兵衛。間に合ったのか!?　関ヶ原を包んでいた白い霧きりが、索さく敵てきを誤らせた！」

　と声をあげていた。

　早朝まで関ヶ原を覆おおい尽つくしていた濃のう霧むが、官兵衛率いる大友軍の関ヶ原入りをぎりぎりまで隠かくし通した──官兵衛が言う通り、「運」はこれまで逆境に次ぐ逆境に襲おそわれ続けてきた相良良晴の側へとついに転がってきたのである。

「慎しん重ちように考え抜ぬく私の癖くせが、考えずに閃ひらめきのままに突っ走る黒田官兵衛に幸いした……この大一番で！」

　小早川隆景は（決して失敗が許されないこの限界状じよう況きよう。慎重の上にも慎重を期したかった。決して私情を挟はさみたくなかった。武田信玄と織田信奈の戦いぶりを見てから、いつ動くかを判断するべきだと思っていた。良晴からの書状は、その時点まで開かないつもりだった。しかし結局は……迷いなく東山道をまっすぐに突き進んできた黒田官兵衛に、後おくれを取った！　いろいろと理り屈くつをつけていたが、私は……良晴を討うち滅ぼしたくなくて……私情を、挟んでしまったのだろうか）

　松尾山を駆け下りて相良軍に攻せめかかるにしても、「相良良晴を天下人に推おし、戦国の世を終わらせる」という恵瓊の案を採用するにしても、信奈と信玄の「器うつわ」を見定め、そして深夜に良晴から届いた書状を読んでから決断するつもりだった。黒田官兵衛は閃いた知ち恵えを吟ぎん味みすることなく、そのまま「現実」の世界へと放ほうり投げて実行してしまう。隆景は、知恵が閃いても即そく断だんすることなく、あらゆる可能性を考こう慮りよしながら頭の中で吟味を重ねる。「智ち者しや」としては官兵衛の才は私より遥はるかに上だが、私は慎重な分、決して大きな過あやまちは犯おかさない。今まで、そう自負していた。だが、この天下を決する大一番では、違ちがうのだ。そうではないのだ。閃きのままに、己の心の赴おもむくままに、自らが率いる全将兵の命をも丸ごと「未来」へと賭かけなければならないのだ。

「……この土ど壇たん場ばだからこそ、私の臆おく病びようさが、出てしまった。取り返しがつかないことになったかもしれない。兄者がご健在ならば……良晴……私は、どうすれば」

　すでに、「関ヶ原の合戦」ははじまっていた。黒田官兵衛率いる大友軍が南天満山の麓ふもとから関ヶ原の平原へと突き進んでいる。藤堂高虎隊、本多忠勝隊はじりじりと後退している。相良良晴の兵力は、今や四倍に増えていた。それでもなお南天満山を東軍が速戦で押し潰つぶそうとするのなら、松尾山に陣じん取どる隆景と宇喜多直家が参戦せねば厳しい。

　武田信玄もまた、笹尾山の織田信奈軍と南天満山の相良良晴軍のどちらを最初に突き崩くずすかをぎりぎりまで迷っていたように見える。その理由が、隆景にもようやく理解できた。武田信玄もまた、相良良晴と「縁えん」が深い。無意識のうちに、「最初にもっとも兵力に劣おとる相良良晴軍を潰す」という当然選ぶべき選せん択たく肢しを避さけてしまっていたのだ。が、最後の最後になって、信玄は自分が情に流されていることに気づいた。そして、断腸の思いで相良良晴軍を最初に倒すと決めたのだ。

　小早川隆景もまた、決断しなければならない。

　最後まで「毛利の律りち儀ぎ」を貫つらぬいて東軍として戦い抜くのか。

　恵瓊の構想を採用し、相良良晴を「天下人」に推すのか。

　もう、傍ぼう観かんは許されない。

（良晴を死なせたくない。小早川家が「裏切りの家」として日ノ本に居場所を失おうとも、私が後世の人々からどのようなそしりを受けようとも……しかし私は、毛利家を支える武将なのだ。私情を捨てて「毛利の律儀」を貫く他ほかはない。良晴。許してほしい）

　隆景は、「全軍に下山を命じ、相良軍と戦う」と決断せねばならなかった。しかしその非情の下知を下す前に、相良良晴から届いた書状を、震ふるえる手で開いていた。そこにどのような言葉が書かれているにしろ、目を逸そらしてはならない。

　書状には、ただ一行だけ、「言葉」が書かれていた。




『小早川さん。三本の矢を、折らないでほしい。お願いだ』




　良晴の覚かく悟ごも隆景への想おもいも毛利家への気持ちも、すべてがその言葉に込められていた。未来から来た良晴は、今、隆景に降りかかっている「運命」がどのようなものか、知っているのだ。恵瓊の策さく謀ぼうも。隆景の逡巡も。知った上で、隆景を守ろうとしているのだ。たとえその結果、良晴自身が討ち死にすることになろうとも。隆景を「運命」から救うために。

　もしも「西軍に味方してほしい」と、あるいは「今しばらく下山を待ってほしい」と良晴が隆景に乞こうていれば、隆景は涙なみだを流しながらも私情を封ふうじ、「冷血の将」として全軍に下山を命じることができただろう。だが、そのような言葉を良晴が隆景に送るはずがなかった。だからこそ、隆景は、良晴と恋こいに落ちたのだ。

（良晴。私は──私は）

　隆景は、涙に濡れた顔を覆っていた。




「隆景はなにをしちょる！　松尾山の隆景はなぜ動かん！　もう、考えている時ではない！　良晴を救うのか、良晴を倒すのか、決断せねばならん時じゃけぇ！　隆景は優やさしすぎる！」

　南宮山に布陣していた吉川元春は、関ヶ原の勝敗の鍵かぎを握にぎる松尾山で妹の隆景が固まってしまっていることに気づき、声を荒あららげていた。その吉川元春もまた、選択を迫せまられている。南宮山を下山して合戦をはじめることは、既き定てい路線だ。吉川元春に「傍観」はあり得ない。恵瓊を斬きってでも動く。だが、「道」は二つあった。北へと突とつ進しんして、東山道を塞ふさいでいる池いけ田だ恒つね興おきら西軍の「中入り勢」と交戦するか。それとも、南側へと下りて伊い勢せ街かい道どうへと展開し、松尾山の小早川隆景と合流して関ヶ原の南方を制圧するか。

「北の東山道へ下りれば、武田信玄を支し援えんできる。桃配山に布陣している信玄本隊二万は、背後を押さえている東山道の西軍勢が気がかりで動けぬかもしれん。黒田官兵衛が到とう着ちやくした以上、信玄が桃配山から動かねば、西軍の中央に陣取る明智光秀を足止めできん。東軍は不利となる。しかし」

　伊勢街道へと下りて、今もっとも激戦となっている南天満山方面を支援するべきかもしれない。すでに黒田官兵衛に「先手」を取られた。松尾山に陣取る小早川隆景と宇喜多直家の動きが遅おくれれば遅れるほど、相良良晴軍と対たい峙じしている本多忠勝、酒井忠次ら徳川勢と藤堂高虎軍は、押されていく。元春が伊勢街道から下りて相良軍と交戦を開始すれば、隆景も下山を決断するかもしれない。

「初手で相良軍が瞬殺され、西軍の防衛線が崩ほう壊かいして東軍勢に圧殺されるという展開はもはやなくなった。勝敗の行方ゆくえは、完全に見えなくなった。北へ出るべきか、南へ出るべきか!?」

　これだけはたしかだった。隆景は相良良晴を殺せぬ。討てぬ。双ふた子ごの姉である自分には、わかる。隆景は生しよう涯がい、一人のおのこしか愛せぬ。その「ただ一人」に、すでに巡めぐり会っている。「仏に会えば仏を斬る」というような鬼おにには、隆景はなりきれぬ。武将である前に、隆景は乙おと女めじゃ。しかし、自分は違う。乙女である前に、吉川元春は武人じゃ。隆景は毛利の「智」を、そして自分は毛利の「武」を受け継ついだ。「毛利の律儀」は、守らねばならない。たとえ相良良晴と戦うことになろうとも、自分には、破れん。毛利家を滅ぼすことは、できん。

（隆景は……毛利家を自分に託たくして、相良良晴とともに添そい遂とげることになるのではないか？　小早川家が西軍に、吉川家が東軍に、と毛利家を二分すれば、いずれが勝とうとも毛利本家は生き延びられる。そこまで考えて、最後の最後には良晴を選ぶのではないか。ならば……伊勢街道へと下りれば、隆景と自分とが……戦うことに、なるのか）

　おやっさん。兄者。すまぬ。毛利両りよう川せんはここで袂たもとを分かつことになるかもしれん。北か、南か、いずれへ下りればよい？　隆景の「寝ね返がえり」を押しとどめるのであれば、やはり、南か──じゃが、それでも押しとどめられねば、自分は妹の首を盗とらねばならん。

　吉川元春は目を潤うるませながら、南天満山の麓から関ヶ原の南方にかけて展開している東西両軍の激戦を眺ながめていた。




　桃配山。

　霧は晴れた。西の果てから黒田官兵衛が三万の修しゆ羅らを引き連れて南天満山の相良軍に合流したことを知った武田信玄は、相良良晴を狙ねらった奇き襲しゆうがついに失敗に終わったことを悟さとっていた。そうか、相良良晴を討たずに済んだのか、と安あん堵どする自分の心を叱しつ咤たし、歯ぎしりした。

「川中島の合戦の時も、こうだった。霧が、『運命』を分けた。徳川勢と藤堂高虎の奇襲によって相良軍を敗走させるという最善手は、これで空から振ぶりに終わった……松尾山の小早川隆景は、なにをしている」

　松尾山の小早川軍・宇喜多軍三万強。この大軍勢が下山するよりも早く、黒田官兵衛が三万の大友軍を率いて相良良晴に合流してしまった。いかに本多忠勝が勇ゆう猛もうだろうが、いかに藤堂高虎が戦いくさ巧こう者しやだろうが、南天満山へと振り分けた東軍兵力は一万に満たない。ここで北天満山の明智光秀が相良軍の側面支援に動けば、小早川隆景が逡巡しているうちに本多・藤堂隊は撃げき破はされてしまう。

　笹尾山への突撃準備態勢に入っている武田四天王と真田の「双子」を、北天満山側へと動かすか？

　いや。ダメだ。笹尾山に織田信奈を押し込めたまま合戦を進めねばならない。織田信奈は山中に陣を構築して「待ち」の姿勢を保っているが、ただ東軍の突撃を待っているだけではない。隙すきを見せれば、一転攻こう勢せいをかけてくる。「切り札」を切ってくる。あの女は、島津義弘と島津家久を、後方に待機させている！　武田騎き馬ば隊が南下する姿勢を見せれば、あの人外の群れとも言うべき薩さつ摩ま隼はや人とどもが容よう赦しやなく脇わき腹ばらを突つき破ってくる！

　ならば、あたし自身が最前線に出て、明智光秀と戦うしかない。

「断じて明智光秀を北天満山から動かしてはならぬ。桃配山を捨てて、関ヶ原の平野へと進む。十字路へと。明智光秀軍の真正面へと──！」

　東山道を塞いでいる西軍の「中入り」連中は、南宮山の吉川元春に任せたい。だが吉川元春は、相良良晴と東軍との間で揺ゆれている妹を押しとどめるために伊勢街道へと下りるかもしれない。そうなれば、武田軍は東山道を捨てることとなり、完全に逃にげ場を失う──目が、かすみはじめていた。いずれ、視力を失う。目そのものが痛んで見えなくなるというわけではない。体力が……命の火が、消えようとしているのだ。

「『天下最強』は、目の前にある。だが、あたしの命は……もはや、退けぬ。一歩も、退けぬ。四天王に、笹尾山への突撃はまだだ、待て、と百足むかで衆を放ち……あたし自身が、明智光秀を撃破する。北天満山は、西軍の扇おうぎの要かなめ。光秀を撃破すれば、笹尾山も南天満山も、崩れる」

　信玄は、旗本隊二万とともに桃配山を下山し、ついに関ヶ原の戦場、その中央へと突出した。およそ、武田信玄の戦い方ではない。もう、六分の勝ちなどは、望めない。零ぜろか百か。敗北か、勝利か。滅めつ亡ぼうか、天下最強か。それに──笹尾山への武田騎馬隊の突撃を、避けたかった。合戦が長引けば、四天王と「双子」の誰だれかが信奈の戦術の「種」を割り出すために「囮おとり」として特攻し玉ぎよく砕さいしなければならなくなる。しかも、そこまで犠ぎ牲せいを払はらって「種」を割り出してもなお、無傷で笹尾山を攻略できるはずもない。

（織田信奈は上じよう洛らくを果たした際、京の支配になど目もくれず、堺さかいや大おお津つといった商業地帯・工業地帯をいちはやく押さえた。種子島をはじめとする南なん蛮ばん兵器、そして火薬を押さえるためだ。山国の甲か斐いでは、種子島の大量確保などは、夢のまた夢、だった……種子島を押さえても、火薬が手に入らぬ。騎馬隊の育成に賭ける他は、なかった。岐阜の平野で織田信奈と決戦に持ち込めていれば、勝てるはずだった。しかし、笹尾山に籠こもられてしまっては。あたしは……山国の不利に阻はばまれて南蛮貿易に手が届かなかった武田家はやはり、時代のあだ花だったのだろうか？）

　明智光秀軍の撃破は容易ではない、と信玄は理解していた。織田信奈と同等の能力と資質の持ち主である。織田信奈本隊ほどでなくとも、火力装備も充じゆう実じつしているだろう。それでも、撃破するしかなかった。武田騎馬隊を。四天王を。「双子」を。武田家に残された人材の、「家族」のことごとくを自分の執しゆう念ねんの犠牲にしたくはなかった。失いたくはなかった。

（次じ郎ろうが……信のぶ繁しげが、生きていれば）

　川中島で、武田の副将・武田信繁は討うち死にした。「車くる懸まがかり」の陣じん形けいで殲せん滅めつ戦を挑いどんで来た越軍から、姉・信玄を守り抜ぬくために、死んだ。信繁が健在ならば、信玄自身が信奈と直接対決し、信繁を光秀へと向かわせることも可能だった。信繁が死んだ時点で武田家は詰つんでいたのだ、と信玄は気づいた。お互たがいに「天下人」の資質を備えながら主従という関係にある織田信奈と明智光秀の関係がこの大一番で破は綻たんするという可能性も、すでにない。相良良晴が、二人を堅かたく繫つなぎ止めている。

「退路は、考えるな。『風林火山』の軍旗を掲かかげよ。諏す訪わ太だい鼓こを鳴らせ。全軍、明智光秀軍の正面へと前進する──」




　十九女池に布陣していた徳川家康本隊。

　世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうと本多正信は、背後の桃配山から武田信玄が全軍を率いて戦場の最前線へと向かっていることを知り、驚きよう愕がくしていた。

　たしかに、黒田官兵衛率いる大友軍の到着は、痛い。本多忠勝、藤堂高虎らによる相良軍への先制奇襲攻撃は、失敗に終わった。だが、あまりにも早すぎる。信玄は事実上の東軍総大将なのだ。合戦は序じよ盤ばん。まだ東軍は致ち命めい的てきな痛手を負ったわけではない。松尾山と南宮山の毛利両川を先に動かすべき場面である。それなのに、背後の西軍中入り勢を無視して、信玄は「前」へと向かおうとしていた。

「弥八郎さん。これまでの信玄さまの戦ぶりと違ちがいます。決断が早すぎます。やはり、もう、お身体からだが長くは保もたぬのですね……」

「それもありますし、笹尾山へ武田騎馬隊を突撃させれば四天王たちが全滅するのではないかと読まれておられるのでしょう。かつて木き津づ川がわ口ぐちで無敵の村むら上かみ水軍が鉄てつ甲こう船団によって壊滅させられたように。あの合戦を陸上で織田信奈が再現するのではないか、陸戦最強の武田騎馬隊もまた織田信奈に葬ほうむり去られるのではないかと」

「弥八郎さん。その可能性は」

「高いでしょう。織田信奈は、戦自体はさして強くはない。合戦の天才ではありません。武田信玄、上うえ杉すぎ謙けん信しんのほうが遥はるかに強い。ですが……織田家には無む尽じん蔵ぞうの経済力があります。土地や城などにはこだわらず、織田信奈はなによりも経済の流れを押さえたのです。畿内最大の貿易港である堺を押さえ、早くから九州の大友宗麟とよしみを通じることで博はか多たや長なが崎さきまで貿易網もうを拡大していました。仏教勢力が強い畿内でキリシタンを優ゆう遇ぐうしたのも、南蛮貿易の促そく進しんこそが最新兵器や火薬を独どく占せんできる手段と気づいていたからです。途と方ほうもない量の銭ぜに。その銭を技術革新と最新兵器の開発量産へと投資する決断力。先見の明。『未来人』相良良晴の入れ知ぢ恵えではなく、織田信奈自身が、まるで戦国日ノ本の人間ではないかのような革新性の塊かたまりなのです。相良良晴が毛利家に仕えて鉄甲船対策を施ほどこしてなお、織田信奈は毛利との海戦に勝利しました」

「それで、自ら病びよう軀くを押して明智光秀を撃破する他ほかはない、と？」

「明智軍も多数の種子島を所持していますが、明智光秀は日ノ本古来の文化にも通じた文化人にして教養人。破格の人・織田信奈と比べれば、その分だけ、その戦術戦略は日ノ本人の『常識』の範はん囲い内でしょう。ですが……」

「信玄さまは病が篤あつい。必ず勝てる、とは言いきれませんね。弥八郎さん。われらも前進しましょう！　明智軍へと奇襲をかけた井伊直虎さんが最前線で孤こ立りつしています！」

「はぁい。武田本隊とともに、明智光秀が守る北天満山の陣をなんとしても崩くずしましょう」

　徳川家康本隊もまた、北天満山を目指して行軍を開始。




「うげ。どうして、武田信玄と徳川家康がまっしぐらに十じゆう兵べ衛えの陣めがけて突き進んでくるですかあ～!?　いつ、あの二人から恨うらみを買ったですか？　無理です！　どちらかにしてください、ですぅ！」

　北天満山を守る明智光秀に危機が迫せまっていた、この時。




　笹尾山の正面に布陣していた武田四天王と真田の「双子」は、百足衆から「あたし自らが明智光秀の陣を突き破る。それまでは織田信奈を笹尾山に封ふうじ込めておけ、動くな」と信玄からの伝言を伝えられ、惑まどっていた。

「いけません！　万ばん全ぜんのご体調ならばともかく。あのお身体で……無む茶ちやすぎます！」

「……東山道の退路を捨てて前進するとは……信玄さまらしくもない」

「わたくしたちを死なせたくないのだわ。笹尾山には、種子島を主力武器とした死の罠わなが待ち受けている。確実に誰かが囮として死ぬ。あるいは、全滅するということも」

「前線での合戦の指揮は、信玄さまのお身体にとって過か酷こくすぎます。信玄さまのご命令に逆らうことになりますが、この『武田の副将』内ない藤とう修しゆ理りが囮役を務めます。『笹尾山への突撃』を前まえ倒だおしして実行します。武田信繁さまは……典てん廏きゆうさまは川中島の合戦の折に、自ら犠牲となって信玄さまを守り抜かれました。信玄さまが『運命』を乗り越こえるためには……副将こそが率そつ先せんして『進む』べきです」

　内藤昌まさ豊とよが、「囮となる」と申し出ていた。

　一枚の感状ももらっていない修理ではダメだ、「不死身の馬ば場ば」が……自分が行く、今まで自分は戦場で傷を負ったことがない、と馬場信のぶ春はるが内藤昌豊を押しとどめる。すかさず山やま県がた昌まさ景かげが、ここは四天王最強のわたくしが姉から受け継ついだ「赤備え」を率いて突とつ進しんするべきでしょうと抗こう議ぎした。

　この時、高こう坂さか弾だん正じようが、

「いいえ！　ただ一人生き延びることになっている『運命』の持ち主である、このあたしが。逃げ弾正が、囮となります。この四人のうち、生き延びる確率がいちばん高いです！　たとえ討ち死にしても、その瞬しゆん間かんに武田家の『運命』が大きく変わることは確実！　あなたたち三人が討ち死にしても、『運命』が収束するだけ！　異議は認めません！」

　と大声で叫さけび、そして、三人に止める時間を与あたえまいとばかりに即そく座ざに馬を駆かけさせていた。

「高坂!?　無茶なのだわ！　『歴史』を変えるために、死ぬ予定のない自らの命をここで捨てるつもりだわ。死んで武田家の『運命』を動かすつもりだわ！」

「……追いかけよう」

「われら四天王全員が『囮』になるかもしれませんが、行くしかありません」

　四天王、突撃。この事態を目にしていた真田の「双ふた子ご」もまた、無言のままうなずき合うと、四天王の後を追った。幸ゆき隆たか亡なき真田家にはなお、昌まさ幸ゆきをはじめとする三人の優ゆう秀しゆうな妹たちが残されている。川中島の合戦で死力を振り絞しぼって異形の力を失った「双子」は、もとよりこの戦で有終の美を飾かざり引退する予定だった。上田に残る昌幸たちに、「双子」はこの時、真田家を託たくした。

「信玄さまは、生きておられる！　あたしが笹尾山に突撃することで、武田家と信玄さまの『運命』を変えられる可能性が、万分の一でも残っているのならば……あたしは、逃げません！」

　高坂弾正のその声とともに戦国最強の武田騎馬隊がついに突撃を開始した、この時。

　笹尾山を守る織田軍の将兵たちは、見た。

「死の罠」を恐おそれることなく山さん麓ろくを駆け登ってくる武田四天王と赤備えの武田騎馬隊のその背後に。

　幻まぼろしのように、四天王たちとともに駆けている騎馬武者たちの影かげを。

　武田信繁が。武田義よし信のぶが。飯お富ぶ虎とら昌まさが──。

　信玄の「運命」に抗あらがうかのように、四天王と「双子」を守ろうとするかのように、彼らは、彼女たちは、関ヶ原の戦場を駆けていた。

　織田勢は、恐きよう慌こう状態に陥おちいった。




　しかし、ただ一人。

　それらの、「実体」を持たない騎馬武者たちの姿をその目で捉とらえていない者が、笹尾山にいた。

　織田信奈だった。

　人間は、死ねば、灰になる。塵ちり芥あくたになる。死後の魂たましいなどない。死のうは一定。神仏を尊べど、神仏を頼たよらぬ。人間の時代は、人間自身の力で切り開かねばならず、だからこそ織田信奈は相手が叡えい山ざんであろうとも本猫寺であろうとも容よう赦しやなく戦ってきた。

　この朝、笹尾山に──大量の種子島による「三段撃うち」戦術を用いて武田騎馬隊を殲滅するための塹ざん壕ごうが、完成していた。笹尾山の地形の高低を利用して、何段もの堀ほりと柵さくを組み合わせた迷めい路ろの如ごとき巨きよ大だい塹壕。騎き馬ば隊の視界をこの高低で奪うばい、塹壕の全ぜん貌ぼうを悟さとらせぬままに斉せい射しや戦術で殲滅する。およそ日ノ本の戦術ではなかった。しかし、南蛮の戦術でもなかった。オランダ軍を率いる「戦争の天才」マウリッツが軍事革命を成し遂とげて鉄てつ砲ぽう斉射を導入した新戦術をヨーロッパで実現するよりも早く、織田信奈がそれを成し遂げていた。設楽原では徳川軍の離り脱だつにより、不発に終わった。だが、今、ついに機は熟した。

「武田騎馬隊を滅ほろぼす時が、来たわ。宗麟。覚かく悟ごはできている？」

「……山地の起き伏ふくを活いかし、幾いく重えにも塹壕を重ねた、決して馬では突破できない『死の迷路』。その全貌を武田兵が目にした時にはもう逃にげ場はなく、射殺される他はない。沖おき田た畷なわてよりも凄せい惨さんな戦いとなるね。良晴くんは、知っているの？　あなたが『三段撃ち』戦術で、武田騎馬隊を壊かい滅めつさせようとしていることを」

「……ええ。書状で、伝えたわ……わたしを、嫌きらいにならないで、とも」

　勘十郎。良晴。わたしは結局、第六天魔ま王おうになる「運命」だったのかもしれない。でも……戦国最強の武田騎馬隊はもう、目の前に迫っている。戦わなければ、ここでわたしは倒れてしまう。たとえ第六天魔王になった結果、滅びの「運命」が決定してしまうのだとしても。それでも、戦わなければならない。それが、戦国の世に生まれた姫ひめ武将としての、「天てん下か布ふ武ぶ」を志した者としての務めだから……ごめんね。

　幾重にも張り巡めぐらせた塹壕の迷路。その最前線から、滝たき川がわ一かず益ますが「のぶなちゃん。武田騎馬隊が射程距きよ離り内に入るまで、あとわずかなのじゃ。避さけられぬのか。撃って、よいのか。よっしーが、悲しむことに」と伝令を飛ばしてきた。

　信奈には、躊ちゆう躇ちよすれば滝川一益が真っ先に死ぬ、とわかっている。武田騎馬隊の突進力は、その爆ばく発はつ力は、戦国最強である。越軍のような強兵を揃そろえることのできない信奈には、種子島を用いた「戦術」で対抗する以外に術すべのない信奈には、逡しゆん巡じゆんは揺ゆるされない。死ねば、人間は地上から消える。天上の世界などない。だからこそ人間の命は貴い。その命を、奪わねばならない。戦国の世を終わらせるために。矛む盾じゆんだった。だが今日ここで決着をつけねば、日ノ本はあと百年の戦乱に放ほうり込まれる。だから、戦う。良晴、ごめんね、と信奈はもう一度つぶやき、そして唇くちびるを嚙かみしめていた。

「……左さ近こんに……左近に、伝えて。『是ぜ非ひに及およばず』、よ」




「笹尾山でも攻こう防ぼうがはじまっている？　信奈と武田家の『運命』が今、成じよう就じゆしようとしている。高坂弾正を止めたことが逆効果になったのか？　小早川さんに送った書状も、かえって小早川さんを迷わせてしまったかもしれない！」

　官兵衛に最前線の指揮を委ゆだね、南天満山の本陣に戻もどった良晴は、隆景が「場」の力に捕とらえられぬことを祈いのりながら、そして信奈が第六天魔王となってしまわぬ「道」はまだ残されていないのかを考え続けながら、本ほん陣じんを守っていた義陽に「姉さん。俺の留守中に、新たな動きは!?」と尋たずねていた。義陽は、修しゆ羅らの国・九州での激戦を生き抜ぬいてきた。東軍西軍合わせてついに二十万の大軍が激げき突とつすることになったこの戦場でも、汗あせひとつかかず、動じていない。

「新たな動きは、あった。良晴。ヤスケが高坂弾正のもとから帰陣する際に拾ったこの者が、お前に直接告げたいと」

　義陽が「その者」を、良晴の前へと送りだしていた。

　その者は。

「……ご、五右衛門!?」

　違いまちゅりゅ、それがちは石いし川かわ一かず宗むねでごじゃる。清きよ洲す城より脱だつ出しゆつするために途と中ちゆうで入れ替かわりまちた、と紅あか瞳めの少女忍にん者じやが嚙みながら答えていた。

「一宗ちゃんか！　では、五右衛門は……やはり」

「蜂須賀五右衛門は──姉者は、生存しておりまちゅぞ、相良良晴」

「なんだって？　五右衛門も、生きているのか!?」

「服部はつとり半はん蔵ぞうが、土ど壇たん場ばで姉し妹まいをともに救ってくれたのでちゅ」

　生きていた。一宗も。五右衛門も。二人とも、生きていた！　良晴は一瞬、我われを忘れそうになった。しかし狂きよう喜きしている時ではない。すでに合戦の火ひ蓋ぶたは切られているのだ。

「半蔵が！　だが、ただ情に流されたわけじゃないだろう。やはり、信奈と手切れした家康は影かげ武む者しやか！」

「御ぎよ意い。われら姉妹、清洲城にて東軍の機密事じ項こうを二つ、摑つかみまちた。第一に、徳川家康は本多正信に捕らわれておりまちゅ。今、関ヶ原で軍を率いている家康は、影武者・世良田二郎ちゃぶろう。本多正信は、徳川家が天下を盗とる『未来』へと歴史を軌き道どうちゅうちぇいする目もく論ろ見み。織田家との手切れを拒きよ絶ぜつした家康を、いずこかへ押し込めてかげむちゃとすり替えてござる」

「わかった。五右衛門は半蔵と組んで、ほんものの家康を捜すために敵の懐ふところに飛び込んだんだな！　だが、もうひとつの機密とは？」

「武田信玄、清洲城にて病を発しまちてごじゃる。曲ま直な瀬せベルショールどのが診しん断だんし、余命いくばくもなし、と信玄と武田四天王に告げてまちたぞ」

「……勝かつ千ち代よちゃんが……!?　病？」

「御意。甲斐の領国にて『祟たたりの水田』とやらに入った折に虫に憑つかれたらしく、体内に目に見えぬ小さな虫らしきものが、とのこと。南なん蛮ばん医学でも、治ち療りようは不可能」

　甲斐の風土病!?　もしかして「日に本ほん住じゆう血けつ吸きゆう虫ちゆう症しよう」か!?　俺は医学には詳くわしくないが、高坂弾正が書き残した「甲こう陽よう軍ぐん鑑かん」に、武田家の名将・小お幡ばた昌まさ盛もりがこの風土病に罹り患かんして死んだという記述があった！

　武田信玄の「病死」説には、いくつかの説があった。労ろう咳がい説。胃がん説。などなどだ。しかし信玄を死に至らしめた病は、労咳でもなく、胃がんでもなく、甲斐の風土病！　日本住血吸虫を媒ばい介かいする中間宿主は、宮みや入いり貝がいだ！　その感染経路が解明されたのは、20世紀。終息宣言が出されたのは、西せい暦れき１９９６年……！　現代医学をもってしても、原因解明から終息までに八十年以上を費やした！　この時代の医術では、もう、治せない！

　種子島による暗殺。その「死」の運命を、信玄は克こく服ふくした。だが、「運命」は二段構えだった！　暗殺を免まぬかれても、病で死ぬ。信玄の「運命」は、悲劇によって「収束」する。上じよう洛らくは、なし得ない。この時代の医術では、治療もできない。しかも信玄は体内の「気」を練れる陰おん陽みよう師じではない。半兵衛のように、蘭らん奢じや待たいを用いて命を延ばすこともできない。いや。たとえ蘭奢待を用いることができたとしても、効果はなかっただろう。かえって体内の虫に「生命力」を与えるだけだったろう。

「そうか。岐阜城での強ごう引いんな戦い方も、敢あえて信澄を斬きって信奈との決戦を互たがいに決して退ひけぬところまで押し進めた理由も……」

「御意。武田信玄には、もう、時間がないのでござる」

「……甲斐に生まれたことで、武田信玄は『地の利』なき不利な戦いを戦わねばならなかった。その上、その甲斐の風土病に冒おかされて志半ばで命を失うことに……勝千代ちゃん」

　どうすればいい。どうすれば。だがもう、「関ヶ原の合戦」ははじまってしまった。武田信玄の本陣に直接乗り込むことはできない。たとえ乗り込めても、勝千代ちゃんの病を癒いやし命を救うことなど、医者ではない俺には無理だ。すべての実を拾うことは、不可能なのか。五右衛門と一宗が生きていてくれたと知った瞬間に、このような「現実」を知ることになるとは。

「……信澄……お前が、生きて、いてくれれば」

　おそらく生きているでござる、と一宗は良晴に伝えていた。

「なんだって!?」

「信玄はすでに己おのれの死期を悟ってござる。天下人の座は、徳川家康にくれてやっていい、自分はただ織田信奈との決戦に勝って武田家こそが『天下最強』と知らしめたいだけだ、と。今さら敢えて信澄どのを殺す必要はござらぬ。おそらくは──織田信奈に最後の『決戦』を強しいるための、決着をつけるための、芝しば居い。いずれが勝つにしろ負けるにしろ、今日この関ヶ原で長きにわたる戦国時代を終わらせるお覚悟。再び『クリスマス停戦』のような和わ睦ぼくが実現せぬよう、己を敢えて織田信奈が倒たおすべき『悪役』の位置に」

　良晴は、言葉を失っていた。

　そんな。

　それじゃあ。

　第六天魔王になろうとしている、信奈は。

　三段撃ちを浴びて壊滅しようとしている武田騎馬隊は。武田四天王は。

　そして、勝千代ちゃんは。

　この合戦の「勝敗」の鍵かぎを握にぎり、松尾山に陣取る小早川さんは──。

　なにもかもが。誰だれもかもが、「運命」から逃のがれることができぬままに。まるで蜘く蛛もが張り巡らせた糸に搦からめ捕られていくかのように。「滅び」の「運命」へと。




「いや、違ちがう！　俺はもう絶望しないぜ！　俺は三万の援えん兵ぺいを得た。東西両軍に入り組むあらゆる『情報』を摑んだ。今この関ヶ原の戦場で俺にできることは、必ずある！　俺は為なすべきことを為す！　今こそ俺はすべての実を拾うぜ、五右衛門！」







　明智の桔き梗きよう紋もんが翻ひるがえる北天満山へ向けて、信玄は進軍していた。

　すでに、馬に乗る体力は残されていない。

　諏す訪わ法ほつ性しようの兜かぶとを被かぶり、名馬に乗って堂々たる行進を続けている「信玄」は実は影武者・逍しよう遙よう軒けん信のぶ廉かどである。

　ほんものの信玄は、暗く、狭せまい駕か籠ごの中にいた。

　信玄を介かい護ごするべき信廉は、馬上の人になっている。しかし信玄率いる二万の将兵の誰にも、信玄の病を悟さとらせてはならない。

「なぜ、ぼくを殺さなかったのですか」

　だから駕籠の中には、ただ二人の人間しか乗っていなかった。「瀬せ田たへ。瀬田へ、『風林火山』の旗を」とうわごとのようにつぶやいている信玄と、そして、信玄の身体からだを背後からそっと支えている新顔の小こ姓しよう。

　津田信澄だった。

　肩かたに峰みね打うちの一いち撃げきを受けている。怪け我がをしている。だが、命には別状がなかった。

「……殺すつもりだった。決して一歩も後に退かぬと、自分を鼓こ舞ぶするために。でも……お互いに、相良良晴から『命』を与あたえられた者同士。そう気づいて……殺せなかったの」

　もう、信玄ではない。武田勝千代の口調に、戻っていた。

「ですが。このままでは凄惨な殲せん滅めつ戦に。姉上は、ぼくが生きていると知れば、きっと踏ふみとどまってくれます。第六天魔ま王おうにならずに……ぼくが、和睦の使者に」

「……この決戦で、乱世を終わらせねばならないの。ここで終わらなければ、あと百年、この戦乱は続くわ。それでは、地下に眠ねむる勘かん助すけや次郎ちゃんたちに、申し訳がたたない。なんのために、武田信玄が戦い続けたのか。なんのために、家族や領民を犠ぎ牲せいにしてきたのか……すべてが、無に帰してしまう。だから……あなたが織田信奈のもとに戻る時は、武田軍が敗れ去り壊かい滅めつしたその時か、織田信奈が武田騎き馬ば隊を支えきれず笹尾山から敗走した時か、二つにひとつよ。そうね。勝者は、おそらく……」

　まもなく、明智光秀軍との戦せん闘とうに入る。

　武田信玄の生しよう涯がいは、終わろうとしている。

　戦国の世は、いずれにしても、ここで終結する。そのためのお膳ぜん立だてを、武田信玄も、織田信奈も、小早川隆景も、準備してきたのだ。だから、これでいい。

　ただ、悔くいがあるとすれば。

「……勘十郎。恋こいに落ちて伴はん侶りよを娶めとり子を育てるとは、どういうものなのかしら。あたしは戦いに明け暮れ、戦いに生き、戦いのうちに生涯を終えることになった。聞かせて」

「恋は、楽しいことばかりではありません。苦しいことも、悲しいことも。胸が張り裂さけそうに辛つらいことも、たくさんです。どちらかというと、苦しむ時間のほうが、長かったです。それでも、幸せでした」

　優やさしい声だった。

　子守歌を歌うように。

　信澄は、信玄にいろいろなことを、語った。

「まして夫婦めおととして暮らすとなれば、ケンカもしますし、特に妻が近江の英えい雄ゆう・浅井長政であればたいへんです。猛もう獣じゆうに撫なでられれば、下手をすれば死んでしまいます。お市は、あれで意外と気が短いんです」

「……あなたは、年上の女性に甘えるのがうまいわね」

「はい。お姉ちゃんっ子ですから。姉上の気き性しようの荒あらさはお市どころではありませんから、何度も殺されそうになりました。ははは」

「でも、殺さなかった」

「ええ。おかげで、三人の子に恵めぐまれました。茶々。初はつ。江ごう。でも三つ子は辛いですよ。合戦に内政にと大おお忙いそがしなのに、同時に女の子が三人生まれてしまったのですから。一年ごとに、一人ずつにしてほしかったです」

「……子供は、かわいい？」

「かわいいです。でも、うるさいですし夜泣きしますし、特に長女の茶々は手がかかってたいへんですよ。子育ては、けっこうな難事業です。姫ひめ武将がなかなか夫を娶れない理由も、わかりました。子育てと合戦を同時にこなすのは、たいへんすぎます。ですが」

　ですが、それでも子供はかわいいです、と信澄は微笑ほほえんでいた。

「……あたしも……ほんとうは……産みたかった……名前は、考えていたの。女の子だったら、次郎。男の子だったら、太た郎ろう……でも。野望のために家族を死なせ続けてきたあたしには、人の親になる資格が、なかった……」

　ありますよ、と信澄は信玄の冷たい頰ほおをそっと撫でながら、囁ささやいていた。

「あります。あなたは、ぼくを生かしてくださったではないですか。ですから」

　どうか生きてください、と信澄は声を詰つまらせていた。




























　あとがき




　この巻は、「関せきヶが原はら編」三部作の中編ということで、前巻までに日ノ本のあちこちで群像劇的に蒔まかれた種が芽め吹ぶいて関ヶ原の戦場に一気に集結し、次々と開花する展開となっています。

　相良さがら良よし晴はるは、明あけ智ち光みつ秀ひで、織お田だ信のぶ奈な、島しま津づ家いえ久ひさたち西軍の姫ひめ武将たちだけでなく、武たけ田だ信しん玄げんと武田四天王、小こ早ばや川かわ隆たか景かげたち東軍の姫武将の「運命」をもこの戦場で救わねばならず、文字通り奔ほん走そうします。ですが、敵味方に分かれての対たい陣じん中。しかも関ヶ原には夜の闇やみと白い霧きり──東軍の諸将に直接会いに行くことはできません。「言葉」、「伝言」、「手紙」でしか想いを伝えることができない。直接対話できれば伝わるかもしれないのに、「言葉」だけではすれ違ちがってしまうかもしれません。もどかしい展開ですが、無線や電話といった通信手段がない戦国時代ですから、他に方法はないのです。「古こ今きん伝でん授じゆ」をはじめとする「言こと霊だま」を光秀や本ほん多だ正まさ信のぶに用いた細ほそ川かわ藤ふじ孝たかと、不器用ですが自分のありのままの感情をそのまま「言葉」として姫武将たちに伝えようとする相良良晴。合戦と同時並行で、両者の「言葉」の戦いが繰くり広げられます。

　なお、緊きん迫ぱくした激戦の狭はざ間まの「癒いやし」パートを、この巻でも梵ぼん天てん丸まるが務めてくれるのですが、宿命のライバル真さな田だ幸ゆき村むらがついに梵天丸と顔合わせして初対戦します。信奈の公式Twitterでは「真田丸ＳＳ」を一年間書いていたのですが、本編では幸村は初登場なんですね。まあ、この巻が発売される頃ころには、「真田丸」終わっちゃってるんですけどね……（汗あせ）。梵天丸と真田幸村にはそれぞれ、蒲生がもう氏うじ郷さとに真田信のぶ幸ゆきと、ストレスで寿じゆ命みようをゴリゴリ削けずられる不ふ憫びんキャラがお供している点も共通していますね。

　また、前巻に収録できなかった長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかと小早川隆景の「大おお坂さか城じよう」パートも、ちょっと無理矢理ですがやっと入れることができました。長宗我部元親は、ようやく本編に登場できたと思った瞬しゆん間かんに七難八苦の破は滅めつフラグ成立でほんとうに不憫ですが、梵天丸と並ぶ癒やしパート担当キャラなので、頑がん張ばっていただきたいところです！

　さて。本来ならば17巻の表紙は前巻からの流れで明智光秀が務めるはずなのですが、なぜか15巻の表紙にすでに信奈と一いつ緒しよに登場してしまっているので（不憫ですね）、誰だれにしよう？　ということで、担当さんとみやまさんの協議の結果、17巻の表紙は小早川隆景！　となりました。

　敵方の姫武将なのに、二度目の表紙登場、しかも単独とは、「さすが小早川さん」です。一方、「正サブヒロイン」なのに15巻まで表紙に描えがいてもらえず（相良義陽姉さんよりも表紙デビューが遅おそいという）、しかも信奈とセットだったとは、じゅ、十じゆう兵べ衛えちゃん……（涙なみだ）。そ、そうか！　わかってしまった！　本ほん能のう寺じの変の真相は、表紙で小早川さんに差を付けられた十兵衛ちゃんがブチ切れたんだよ！　な、なんだってー。

　16巻では長宗我部ともども出番がなくなった小早川さんですが、その「繰り越こし」分も加わって、この巻ではメインヒロイン級──あるいは主人公級といってもいい立場なのです。しかも、続く18巻でも状じよう況きようは変わりません。この巻を一読していただければわかりますが、「関ヶ原の合戦」の勝敗の帰き趨すうと姫武将たち、そして良晴自身の「運命」のことごとくを、他ならぬ小早川さんがその手に握にぎることになるのです。これまで「毛もう利り家は天下を望まず。天下人を見定める役割」と自認してきた小早川さんは、二十万のもののふが集結して激げき闘とうを繰り広げるこの関ヶ原の戦場で、決断しなければなりません。果たして、誰を「天下人」に選ぶのかを。あるいは彼女は、毛利家を支える武将としてではなく、一人の恋こいする少女として生きて、そして死ぬという選せん択たく肢しを採るかもしれません。




　ドラゴンマガジンでも「信奈」の連作短編を連れん載さいさせていただいていますが、こちらも新章に突とつ入にゆうしております。「小早川隆景の初はつ恋こい」と題して、良晴が記き憶おくを喪そう失しつして毛利家にお仕えしていた「空白の期間」を描いています。11巻で、織田軍の鉄てつ甲こう船を倒たおすために良晴は「磁石」を集める作戦を立てましたよね。良晴と小早川さんは毛利船団を率い、九州から琉りゆう球きゆうへと至る貿易海路を旅します。その船旅を描いた新章です。基本的に旅先で良晴と小早川さんがいちゃいちゃして、周囲の面々が後押ししたり、けしかけたり……そんな旅の道みち程のりで、少しずつ二人の距きよ離りが近づいていく……というラブコメです。

　小早川さんのこれまでの人生のうちで、もっとも幸せだった時間です。ぜひ書きたかった物語なのですが、本編に挿そう入にゆうするには長すぎますし、短い回想シーンで処理というのも惜おしいので、短編連作のほうで書かせてもらうことになりました。「さすが小早川さん」。ドラゴンマガジンでも、十兵衛ちゃんの本能寺ゲージが……。

　武田信玄と上うえ杉すぎ謙けん信しんの出会いと「川かわ中なか島じまの合戦」を書いた外伝「天と地と姫と」のほうも、１巻・２巻まで発売されていまして、まもなく３巻が発売となります。１巻は上杉謙信の誕生から越えち後ご初の姫大名となるまでの物語、２巻は武田信玄が父親を追放して「天下最強」を目指しながら信濃しなので強敵と戦い成長していく物語で、二人が交わることはなかったのですが、３巻でついに武田信玄と上杉謙信が出会います。そして「第一次川中島の合戦」が繰り広げられます。長きに亘わたる「川中島の合戦」の第一章です。

　山やま本もと勘かん助すけはもちろん、本編ではすでに死んでしまっている信玄のきょうだいたち……武田信のぶ繁しげ（次じ郎ろう）や武田義よし信のぶ、真田家の「始祖」真田幸ゆき隆たか、若き日の武田四天王、「初代」猿さる飛とび佐さ助すけたち「武田ファミリー」が（主に温泉に）勢ぞろいしている様は壮そう観かんで、「天と地と姫と」と17巻とを並行して読んでいただくと、信玄の孤こ独どく、武田家の落日がより鮮せん明めいになるかな、と思います。




　歴史ものの醍だい醐ご味みは、日ノ本の各地で一見バラバラに戦い生きている武将たちの「運命」の「すべてが繫つながっている」というところにあると思います。外伝に短編集に本編に、と信奈と良晴の物語は全国規模に広がっていますが、それらのすべてが伏ふく線せんで、そして彼女たちの「運命」はこの「関ヶ原」で定まるのです。信奈、小早川さん、竹たけ中なか半はん兵べ衛えはそれぞれ「関ヶ原決戦」を構想していました。「織田信奈の野望」は、いよいよクライマックスです。
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数年前に関ヶ原編執筆のために買い揃えていた資料本が本棚という名の腐海に埋もれてしまい、結局すべて新たに買い直すという「あるある」に陥りました。しかも絶版本は高値に……。もっと歴史本の電子書籍化が進めばいいのになあ、と思いました。というわけで、この巻でいよいよ「関ヶ原の合戦」が開戦します。
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